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序

大仁町仲道A遺跡は、明治 。大正・昭和の二代にわたり考古学界の大先達によって調査研究

が行われ、各誌に広 く紹介されてきた遺跡であります。本遺跡は、狩野川の一支流をなしてい

る深沢川の段丘上に位置し、その面積は約16,000m2に およぶもので、当町に数多 く存在する遺

跡の中にあっては、その規模の上からあるいは遺物量の豊富さなどから見ても屈指の大遺跡で

あります。

昭和58年 6月 末から3ヶ 月を要した発掘調査は、当町の埋蔵文化財調査 としては長者ヶ原の

大平遺跡群に次 ぐ人事業でありました。昭和54年 に続 く本格的な調査 となり、凡そ1,000ドが対

象となりました。その結果、実に多 くの貴重な資料が得られました。

先土器時代～近世にかけての多種多様な遺物が発見されましたが、特筆すべきは何んと言っ

ても縄文時代草創期後半の多縄文系土器が1,300点余 り見つかった事でありましょう。これは、

現在の所県内最古 と言われ、我が国縄文文化研究に寄与する事大 と信じます。 とりわけ、可児

通宏先生によって復元された半置半転文土器 と側面圧痕文土器は前例のない資料 として注目さ

れております。

この他、縄文時代中期中葉～終末の住居跡 (第 6号住居跡 と呼んでいる敷石住居跡は当町で

は初の発見)や土坑、平安時代末期～鎌倉時代初頭 と推定される方形竪穴住居跡や土坑、同時

期の河川跡、須恵器やかわらけ、陶磁器類、鉄製品など多 くの遺構・遺物が見つかりました。

中世の遺物について言えば、三島大社文書等に見られる「狩野庄三福郷」の所在地解明への糸

国として、一石を投ずるものになるかも知れません。

最後に、縄文時代草創期の遺物について御多忙の中終始暖かい御指導を頂いた諸先生方を始

め、発掘調査・遺物整理 。報告書作成にあたられた方々に深 く感謝を申し上げて序文と致しま

す。

日召不日61年 3月 1日

大仁町教育委員会

教f波 高 橋 利 男



例

1.本書は、静岡県田方郡大仁町三福字仲道674～ 677、 680～685-1番地に所在する「仲道A

遺跡」の昭和54年度 (第 I次調査 )、 昭和58年度 (第 H次調査)の発掘調査についての報告書

である。

2.発掘調査は、大仁町教育委員会が主体 とな りこれを実施 した。調査は秋本真澄の助言のも

とに漆畑 稔が担当し、鍵山一郎の協力を得た。

3.第 I次調査は三福区より、また第 H次調査は東洋醸造よりそれぞれ埋蔵文化財に対する深

い理解 と多大な協力を頂いた。

4.調査期間 予 備 調 査  (昭和54年 2月 11日 ～13日 )

第 I次調査  (昭和54年 6月 5日～ 7月 15日 )

第Ⅱ次調査  (昭和58年 6月 28日 ～ 9月 30日 )

5。 本書の執筆分担は次のとおりである。

漆 畑  稔 第 I章第 1節 。第 2節、第H章第 1節～第 3節、第Ⅲ章 1の項、第IV章第 1

節 1～ 3の項、第 2節 1～ 3の項、第 3節 1～ 3の項、 4の項 a、 5の項、

第V章、第Ⅶ章

鍵 山 一 郎 第 III章 2・ 3の項、第Ⅳ章第 1節 1の項、第 2節 1の項、第 3節 1の項

渋 谷 昌 彦 第Ⅳ章第 2節 2の項 b―イ、第 3節 3の項 b―イ、第V章

鳥海嘉奈子 第Ⅳ章第 2節 2の項 a―ィロ、第 3節 3の項 a―ィロ、b―口、4の項 a―ィロ

秋 本 真 澄 第IV章第 3節 4の項 b―イロハニホ

原 ナ|1雄 二 第IV章第 3節 2、 3の項 b―ロ

渡 辺 康 弘 第IV章第 3節 4の項 b一 ヘ

勝 又 裕 代・確井恵美子

第Ⅳ章第 2節 2の項 b― 口、第 3節 3の項 b― ロ

* 第Ⅵ章・特論  1.小 野真一 大仁町仲道A遺跡出土土器をめぐって

2.可児通宏 2個体の復元土器について

3.増島 淳 鉱物組成から見た仲道A遺跡出土土器について

4.瀬川裕市郎 仲道A遺跡の上器の作製地をめぐって

6.文体の統一および総括的編集・校正は漆畑が行い、秋本・鍵山がこれを補佐 した。

7.遺物の整理・各実測図の トレース 。拓本等の作業は、秋本の指導のもとに漆畑、鍵山の他

鳥海嘉奈子、勝又裕代、山下静子、碓井恵美子、木崎貞子が行った。また、写真撮影につい

ては漆畑が行った。

8.縄文時代草創期の半置半転文土器、側面圧痕文土器の復元は可児通宏氏にお願いした。

H



9.先土器時代および縄文時代草創期・早期の石器については、舘野 孝氏、原川雄二氏を主

として橋本勝雄氏、松井一明氏の協力を頂いた。

10.縄文原体の分析については渋谷昌彦氏の協力を頂いた。

11.車創期土器の胎上分析は増島淳氏にお願いした。

12.鉄製品については渡辺康弘氏の協力を頂いた。

13。 本書に係る出土品、図面等はすべて大仁町教育委員会で保管している。

* 調査体制は次のとおりである。

予備調査 。第 I次調査

調査主体者  大仁町教育委員会 教育長 堀江二郎 社会教育課長 土屋長一

野沢俊英、上野泰英、内田英夫、矢田正仁、佐藤智恵美、塩谷由美子

調 査 員  漆畑 稔 日本考古学協会会員 。大仁町文化財保護審議会委員

調 査 員  鍵山一郎 静岡県文化財巡回調査員・土肥町文化財保護審議会委員

調査指導者  秋本真澄 日本考古学協会会員・カロ藤学園考古学研究所所員

参 加 者  梅原邦一、立田伸子、渡辺まさ子、高橋よし子、泉 輝子、中原圭子、若

城 くみ子、井上秀子、石井まさ江、三田テル子、三田カヨ子、小原はるえ、

沢木三之、松川ヒデ、菊田花子、近田つじ、西島みつえ、漆畑裕江、山口

弘美、小坂義雄、石井 巧

第H次調査

調査主体者  大仁町教育委員会 教育長 土屋憲次 社会教育課長 土屋長一

野沢俊英、内田英夫、牧野 博、浅野正観、菅沼昇志子、鈴木一郎、上野

泰英、相原隆美、塩谷由美子

調 査 員  漆畑 稔 日本考古学協会会員 。大仁町文化財保護審議会委員

調 査 員  鍵山 一郎 静岡県文化財巡回調査員 。土肥町文化財保護審議会委員

調査員補佐  鳥海嘉奈子 駿豆考古学会会員

調査補助員  勝又裕代、美崎陽子、山下静子、碓井恵美子

調査指導者  秋本真澄 日本考古学協会会員 。加藤学園考古学研究所所員

参 加 者  梅原邦一、菊田要次郎、山谷周助、荻野正行、小坂義雄、菊田花子、松川

ヒデ、相川はな、相川よし江、中川原 トシ、遠藤幸子、中田よし子、高田

徳代、若城 くみ子、三田和枝、永田さだ子、遠藤月子、木崎貞子、橋本幸

子、杉山きく代、溝ロ トシ子、高井花実、城所永子、鈴木よし子、池田ま

1の み、佐々木静子、土屋美由紀、三枝達弥、杉山智英、鈴木弘二、三栖

修、漆畑和男、土屋雅義、相原知郎、三島浩一、加藤裕之、長島安男、佐々

木直



※ 昭和60年度  大仁町教育委員会 教育長 土屋憲次 (昭和60年 9月 30日 まで)

高橋利男 (昭和60年 10月 1日 より)

社会教育課    課 長 梅原 克

鈴木一郎、杉山和良、牧野 博、浅野正観、

望月紀美加、塩谷由美子

※ 発掘調査ならびに出土品の整理にあたっては、次の方々から御指導・御協力を頂いた。

(順不同・敬称略 )

小林達雄 (国学院大学教授 )、 佐原 真 (奈良国立文化財研究所 )、 江坂輝弥 (慶応大学名誉教

授 )、 芹沢長介 (東北大学名誉教授 )、 向坂鋼二 (浜松市博物館 )、 小野真― (加藤学園考古学研

究所 )、 尾形礼正 (修善寺町)、 瀬川裕市郎 (沼津市歴史民俗資料館 )、 可児通宏 (東京都埋蔵文

化財センター)、 岡本東三 (文化庁・文化財調査官 )、 鈴木保彦 (日 本大学専任講師 )、 増島 淳

(伊豆中央高校 )、 舘野 孝 (東京都埋蔵文化財センター)、 原川雄二 (同 )、 土肥 孝 (奈良国

立文化財研究所 )、 戸田哲也 (玉川文化財研究所 )、 金子直行 (埼玉県埋蔵文化財調査事業団)、 宮

井英一 (同 )、 橋本勝雄 (千葉県文化財センター)、 関野哲夫 (沼津北部高校 )、 網谷克彦 (若狭

歴史民俗資料館 )、 篠原 正 (千葉県)、 田村 隆 (同 )、 谷口康浩 (国学院大学 )、 西脇対名夫

(京都大学 )、 渋谷昌彦 (島 田市教育委員会 )、 坂巻隆― (同 )、 松井―明 (袋井市教育委員会 )、

渡辺康弘 (早稲田大学考古学資料室 )、 大田直樹 (立正大学 )、 友野直亮 (日 本大学 )、 Tfイ f宗弘

(瀬戸市立歴史民俗資料館)、 井上喜久男 (愛知県陶磁資料館)、 鈴木敏中 (:イ↓市教育委lt会 )

※ この他、多 くの方が来町されており、遺物を実見されそれぞれコメントを頂いている。

※ 草創期の土器については、拓本 。隊1版および別図 1、 2σ )い ずれも)(通 恭ケj・ をサllい ている
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図版76 第 H次調査出上の縄文時代車創期  図版88 第H次調査出上の縄文時代草創期

土器 (23)H群 3類 b種④         土器 (35)

図版77 第 H次調査出上の縄文時代草創期  図版89 第H次調査出上の縄文時代草創期

土器 (24)H群 3類 b種⑤, C種      土器 (36)

①,4類 a種①,b種①,C種①,  図版90 第H次調査出上の石器 (2)縄文

d種①, 5類 b種①, C種①        時代草創期後半

図版78 第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期      同上

土器 (25)復元前の側面圧痕文土  図版91 第H次調査出上の石器 (3)縄文

表一表                  時代早期～中期

図版79 第 H次調査出上の縄文時代草創期      同上

土器 (26)復元前の側面圧痕文土  図版92 第Ⅱ次調査出上の石器 (4)縄文

器一裏                  時代早期

図版80 第 H次調査出上の縄文時代草創期      礫器           同左

土器 (27)復元前の側面圧痕文土      局部磨製石斧       同左

器                図版93 第 H次調査出上の石器 (5)

図版81 第Ⅲ次調査出土の縄文時代草創期  図版94 第Ⅱ次調査出上の石器 (6)

土器 (28)復元された側面圧痕文  図版95 第 H次調査出上の石器 (7)

土器               図版96 第 H次調査出上の石器 (8)

図版82 第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期  図版97 第 H次調査出上の石器 (9)

土器 (29)復元前の半置半転文土  図版98 第Π次調査出上の石器 (10)

器―表              図版99 第 II次調査出上の石器 (11)

図版83 第 H次調査出上の縄文時代車創期  図版100 第 H次調査出上の石器 (12)

土器 (30)復元前の半置半転文土  図版101 第 H次調査出上の縄文時代中期

器一裏                  土器 (37)

図版84 第 H次調査出上の縄文時代草創期  図版102 第 H次調査出上の縄文時代中期

土器 (31)復元前の半置半転文土      土器 (38)

器一表              図版103 平安時代末期竪水式住居跡 (完掘

図版85 第H次調査出上の縄文時代造創期      した状態 。西側より)-1
土器 (32)復元前の半置半転文土      同上-2

器一裏              図版104 方形土坑 (完掘 した状態 。南側よ

図版86 第 H次調査出上の縄文時代草創期      り)一 l

土器 (33)復元された半置半転文      同上 (東側より)-2
土器               図版105 第 5号円形土坑 (半載 した状態・

図版87 第 H次調査出上の縄文時代草創期      南側より)-1



第 5号円形土坑 (完掘した状態le

南側より)-2

図版106 平安時代末期河川跡 (北西側よ

り)-1

同上 (西狽は り)-2
図版107 平安時代末期河川跡から検 出さ

れた木製品 (漆塗木椀 )

同上 (木皿 )

図版108 第 I二 次調査出上の鉄製品・砥石・

桃の種子

図版119 古瀬戸系陶器

図
―
版110 古瀬戸系陶器、美濃・瀬戸系陶器

図版111 美濃・瀬戸系陶器、常滑系陶器

図版112 常滑系陶器

図版113 渥美系陶器

図版114 渥美系陶器、青・ 白磁器類

図版lb 山茶碗類、青磁器類 |

図版116漆 塗 木 椀

図版117 木   皿

図版118 カロエのある木片および箸

図版出 第H次調査精査風景 (北側より)

一 l

同上 (東側 より)-2

図版1'0 第 1号・第 2号 ■第 3号住居跡お

よび平安時代末期方形竪穴式住居

跡 (西上方より)-1

同上 (西上方より)-2
図版121 調査区の遺構全景 (東上方より)



第 I章 査に至 る経過

第 1節  これまでの調査

仲道A遺跡は、以前「三福遺跡」の名で紹介されており、古 くから知られた所である。明治

28年 1月 、八木奨二郎氏 (註 1)は東京人類学会雑誌第10巻106号の中に「伊豆地方の遺跡遺物」

を発表され、その記述中熊野神社の遺物紹介をしている。また、大正元年には田方郡誌に「田

方郡石器時代分布表」が掲載され三福の名がある。

昭和になると、谷川磐雄氏 (後 の大場磐雄氏・註 2)が史跡名勝天然記念物 2の 12「伊豆半

島の遺跡遺物」に八木氏 と同様の発表をされている。さらに、同10年井出太一郎氏 (註 3)は、

静岡県郷土研究第 8号「北伊豆における先史原史時代の遺物」の中に熊野神社出上の遺物を発

表されている。

こうした学会誌等への報告に続いて、踏査活動 もまた盛んに行われている。ことに、芹沢長

介・加藤明秀両氏 (註 4)は 当地 とのかかわ りが深 く、何度か足を運ばれている。 これ と時を

同じくして鈴木柳氏 もたんねんな調査をされている。

戦後は、小野真一氏が「静岡県東部地方における縄文文化」を沼津女子商業高等学校郷土研

究部誌うぶすなへ発表され、翌26年には長田実氏が、「伊豆半島の古代文化」―静岡県刊・伊豆

半島所載― を発表されている。そして、33年になると、小野真一氏努力の成果 ともいえる「静

岡県東部古代文化総覧」んゞ出版されている。 この、長田・小野両氏による研究報告が、36年に

刊行された「静岡県遺跡地名表」一静岡県教育委員会刊―を始め、その後の分布調査などに果

たした役割は大 きく基礎的な資料 となっている。

また、36年以降は筆者による町内の遺跡分布調査が始まり、従来の縄文遺跡 と古墳に力日えて

先土器。上師遺跡が極めて多 く確認されている。その代表遺跡をあげると、先土器では八丁平・

茅野 B遺跡 (礫器・ ナイフ形石器 =浮橋 )、 茅野A遺跡 (刃器・ ナイフ形石器 =下畑 )、 向原遺

跡 B地点 (尖頭器・細石核・細石刃=三福・第 2図 3、 第 1表 3)な どがあり、土師は、京塚

遺跡 (三福 )、 山畑遺跡 (田京 )、 笠石山洞窟 (神島)な どがある。 (第 2図 6。 21、 第 1表 6・

21)

42年暮れから翌年の春にかけては、吉田橋際より中学への道路が通学路 として拡張整備 され

る事になったため、南原台地 もその一部について削土せざるを得ない状態にあった。そのため

筆者は、工事開始直後より観察を続けていた所、表上下約 lm付近において焼土 と礫群、それ

に縄文後期の上器片を確認した。そこで 3月 、確認調査が実施され焼土と柱穴など住居跡存在

を裏づける資料を得ている。 (第 II章第 3節 2の項 )

また、この年の 8月 には小野真一氏の指導で向原遺跡の発掘調査が行われている。(第 H章第

3節 1の項 )
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そして、46年筆者等が行つた分布調査 (県教育委員会主催)では、さらに詳細な状況が把握

され現在に至っている。

このように、明治以来数多 くの遺跡が発見され調査されているが、同時に消滅 した遺跡 も多

い。宅地化に伴つて造成・開発等により、その保存は年々難しくなっている昨今であるが、我々

の祖先のかけがえのない文化遺産をよりよいかたちで後世に残したいものである。

第 2節 調査に至 る経過

昭和54年 2月 、三福公民館増築の工事が開始された。その際、多 くの遺物が検出されたため、

教育委員会は三福区と話 し合いを行った。その結果、工事の一時中断と発掘調査の実施が決定

されたためすでに削平されている部分、 とりわけ東壁 と南壁のセクションを取 り、工事区中央

に4.7m× 2.4mの島状に残された場所について調査を実施 した。工事人の沢木次男氏によれば、

削土中約20cm～ 30cmほ どの石数個が出土 したとの事であり、石囲い炉の存在を想像させるもの

であった。調査の結果、案の定第 6図に見るような住居跡 (第 1号住居跡)ん 発ゞ見されたので

ある。 また、東壁には住居跡の断面および土坑の断面が確認された。

同年 4月 、三福区では公民館東側の広場に遊具を設置する計画を示した。そこで、教育委員

会では予定地の踏査を行い、 2月 の調査地点の続 きである事を確認したため、三福区と事前調

査の必要性について話し合いを行った。そして、三福区より快い返事が得 られ、同 6月 より約

1ケ 月間の予定で発掘調査を行う事 となった。調査対象面積はおよそ200♂ であったが、前述の

ように 2月 の調査によって住居跡や土坑の存在が明 らかとなっていたため、 これらの解明と遺

構の広が りを把握できるであろうと期待されていた。第Ⅳ章第 2節で見るように、住居跡 3基、

これと同時期 と思われる土坑41基が発見されている。

昭和57年12月 、東洋醸造社員住宅 (イ中道A遺跡の一角であり公民館の東南方にあたる)改築

計画が起 こり、翌58年 3月 、具体的なものが教育委員会に示されてきた。そこで、教育委員会

と東洋醸造 との間で再三にわたって打合せを行った。その結果、会社側より埋蔵文化財に対す

る理解が得 られ、同 6月 28日 より3ケ 月間の予定で発掘調査を行う事になった。調査対象面積

は約1,000だ であり、社員住宅の取 り壊 しの後直ちにこれを実施 した。調査区は当初、地元の相

川忠男氏などの話から住宅が建てられる以前は水田であった事や、東南に向かってやや傾斜し

た地形であった事が指摘されていた。

調査は、東西70m南北15mの 範囲に一区画 5m四方のグリッドを設定しこれを順次掘 り下げ

ていった。そして、第Ⅳ章第 3節の通 り多 くの遺構や遺物が発見された。

ここでは、昭和54年 2月 の緊急調査および同 6月～ 7月 までの調査を第 I次調査 とし、58年

6月 ～ 9月 までの調査を第 H次調査 として呼んでいる。
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第Ⅱ章 遺跡の地理的・歴史的環境

第 1節 地 理 的 環 境

仲道A遺跡は、静岡県田方郡大仁町三福字仲道674～ 677、 680～685-1番地に所在する。熊

野神社を中心 として三福公民館および東南側の水日・住宅地一帯 (約 16,000m2)ん 対ゞ象となっ

てお り、当地方屈指の遺跡である。

遺跡は、狩野川の一支流をなす深沢川左岸の段丘最上部に位置している。玄岳 (く ろたけ・

標高799m)の南西方下にある大沢池に源を発する深沢川は、下流域の下畑西側より開析部の三

福・田京付近においていくつもの段丘が形成されており、ここに縄文時代～古墳時代の遺跡が

数多 く存在 している。(第 1表 )仲道A遺跡はこれらの最高位にあり、標高はおよそ45mでぁる。

本遺跡のすぐ南側には旧宇佐美街道が通っており、往時においては重要な道路であった。ま

た、古 くからこの道路の両側には人家が立ちならび、旧下田街道 と交叉するメインス トリー ト

でもあつた。「仲道」‥。なかみちの地名の由来はここにあると言われる。

本遺跡の南西方約500mに は向原遺跡がある。ここは、昭和43年 8月 に発掘調査が行われてお

り、縄文時代中期前半～中葉の住居跡 3基が発見されている。特に、第 2号住居跡より出上し

た深鉢形土器は、阿玉台Ia式 に比定されるものと言われ好資料である。 (註 5)

高城山

第 1図 深沢川左岸段丘上に位置する仲道 A遺跡
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第 2節 歴史的環境 (三福郷 と脇田氏 )

延喜式あるいは和名抄によれば、伊豆の国は田方郡・那賀郡・ 賀茂郡の三郡であり、田方郡

(多加太)は郷 13、 村69が あった。郷は新居・直美、佐婆、茨城、依馬、八邦、狩野、天野、

吉妾、有辮、久寝、鏡作、小河の13が あったといわれる。 この中で、鏡作郷の所在地について

は今なお判然 としないが、小野真一氏によれば三福付近にあったものと推定されてお り、同時

に田方の郡衛を田京付近に考えておられる。 (註 6)天平期の建立 といわれる宗光寺廃寺跡 (註

7)の存在や、奈良時代 と推定される瓦が出上した山崎遺跡の発見によって、この説を一層有

力なものとする好材料が少しずつではあるが現れ、古代における当地をおぼろげながら窺い知

ることができよう。

三島大社文書の中に、僧祐禅による打渡状があり、「伊豆国狩野庄三福郷内田五町在家壱宇事。

任下被二仰下_之 旨ヒ。為三二島宮御神領_奉 i打渡 _之処状如レ件。建武元年 (1334)9月 23日 」と記

されている。また、同神社には足利尊氏による寄進状もありこれによれば「寄進三島社伊豆国

三福郷事。tto tti当 社領 守三先例 _可 レ致 二沙汰 ゃ者奉レ寄之状如レ件。建武二年 (1335)9月 24

日」 とある。

田中氏について 「伊豆国府考」―萩原正夫著―によれば、「三島大社の神職家、矢田部氏は、

伊豆国造の末裔なる事、系譜にも見えて、古来連綿 として大社に奉仕 し、今にいたれる名族な

るが、広瀬神社神職西島氏は、 もと、矢田部 と同家なりしよし伝へて、 ともに、五七の桐の紋

章 (西島氏は文政度より五三の桐に更めたれど其以前は五七の桐を用いたり)を用い来れるを

思うに、矢田部氏の祖先は、往古是地にて、三島神に奉仕し、後大社を遷するに及びて、三島

に転住せしも、其族は、なほ、此の地に留まりて、広瀬神社に奉仕 して、今に至れるならむ。

西島氏は、もと、田中氏 とせしよし伝へたれば、矢田部氏 も、この地にては、田中たりしなら

む」とある。また、増訂豆州志稿田京村の条に、「北条五代記所載田中五郎左衛門ハ此地ノ人力」

とあり、又同書巻之十二、人物の項に「○田中五郎左衛門○北条五代記二云天正十年甲州御坂

山合戦二伊豆国住人田中五郎左衛門内藤大和守二属シ敵中ニー文字二突入 り討死ス田中氏ハ田

方郡田中ノ人ナリ其墓ハ三坂嶺ノ古道ニアリ」と出ており、事蹟考には「伊豆に来 り三福田中

氏に頼る」 と記されている。この事からも、三福には田中氏 という土着の豪族がいたようであ

る。

脇田氏について 脇田氏の先祖は遠 く清和天皇 (第 56代 )に始 まり、新田義貞の弟義助 (脇

屋義助)の長男義治は正平23年以後出羽から武蔵、上野、信濃、遠江、駿河、を経て伊豆に入

り、三福の田中氏を頼った事になっている。そして、諸般の事情を考慮すれば義治が三福に来

たのは翌年の正平24年 (1369)47才 の時の事 と思われる。また、姓は脇屋の脇 と田中の田をとっ

て脇田とあらため左近 と号 して当地において老後を送ったとされている。ここでは、義治を中

心 として新田一族 とこれにかかわる事件、あるいは時代背景について若干触れてみたい。
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脇屋義治の事蹟

元亨 3年 6月 10日 (1323) 脇屋義助の長男 として、上野国新田庄に生まれる。

元弘 3年 5月 (1333) 六波羅陥る。新田義貞上野で挙兵 し、鎌倉を陥す。北条高時以下自

殺 し北条氏滅ぶ。

建武 2年 12月 (1335) 父義助に従い竹の下の合戦に出る。13才の初障であった。

延元元年 4月 (1336)義 治武者頭人に任げられる。 武者所は武士階級の統率機関で、これ

には三浦・ 千葉・ 小山 。小笠原・ 大友・ 島津など旧幕府の有力な御家人のうえに楠木 。名和な

どを含めて、一番 11人 ずつで、六番に編成 された。この六番中の四番までの頭人が新田義興 ら

新田氏の一族によって占められていた。

武者所結番事

一番 子午 新田越後守義 (以下略 ) 二番 丑未 新田左馬 頭貞義 (以下略 )

二番 寅申 新田兵部少輔行義 (以下略)  四番 卯酉 長井大膳大夫広秀 (以下略 )

五番 辰成 新田式部大輔義治 、河内大夫判官正成、隼人正光貞 (以下略 )

六番  亥 武田大膳大夫信貞 (以下略)一 建武年間記―

新田一族が武者所頭人に任ぜられているのは、天皇の信任が厚かった事 と、新田氏が当時武

家の名族であった事が分かる。義治はこの時14才でその部下には楠正成がいた。

興国 4年 4月 (1343)父 義助四国の宮方に招かれ、四国・西国の大将 として下向、伊予の国

府に赴 くも病んで 5月 11日 没す。一太平記 。大日本史料―

正平 7年 (1352) 2月 新田義宗 。義興・義治上野に挙兵し鎌倉を衝 く。尊氏、子基氏を鎌

倉に止め500騎を率い、 2月 17日 武蔵国狩野川 (今の神奈川)に陣す、催促に応 じ房総の将士馳

せ集まり大軍 となり、19日 出発 し矢ノロに至る。新田軍は、府中にて三手に分かれ、義宗は狩

野川口へ向い、義治・義興は別路鎌倉を突かんとす。義宗軍は狩野川に向かうつもりが、尊氏

が矢の口に移ったので、是に向い期せずして20日 両軍は金井原にて大合戦になったが、新田軍

利あらずして退いて入間川に陣す。一方義治・義興軍は、府中より多摩川を渡 り19日 夜関戸に

陣す。かねて新田氏に心を寄せていた石塔義房 。三浦高通や小俣 。章名 。三階堂 ら尊氏の部下

を脱 し20日 鎌倉を衝 く。基氏不意をつかれ、一戦 して逃げさる。義治・義興鎌倉に入 り暫 くの

あいだ関東に号令する。…以下略

正平13年 (1358) 武蔵・上野辺の豪族遥かに書を寄せ、将たらん事を促すも義治・ 義興は

疑って応ぜざりしも、義興は猪突の勇あり奇功を好みしため、正平13年春武蔵に潜行す、来付

する者多 く漸 く勢を得たが、畠山国清に攻められ敗れた。しかし、其の後神出鬼没敵 を悩 まし

続けたが、国清の臣竹沢左京に謀 られ、10月 10日 武蔵国矢ノ回渡しにおいて戦死 した。

正平24年 (1369) 義治再び武蔵 。上野の辺 りに出で来 り、拾土重束の観ありしが、 2月 上

杉朝房 。畠山基国と戦いて敗れる。信濃に入 り大河原の宗良親王軍 と合 し更に戦わん としたけ

れども、上杉・ 畠山の追撃急にして志を果たすこと能わざりき。一諸家系図纂喜連川系図―

以上、義治を中心 として新田氏・脇屋氏にかかわる事蹟を抜粋 したが、大正 5年 5月 1日 書
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かれた「贈正四位脇屋義治郷事蹟考」および日本史年表 (歴史学研究会編)を基にしたもので

ある。前述のように、正平24年 7月 の戦で敗れた後田中氏を頼 り三福に来たものである。

荘園について

荘園の起源は、功田 。賜田・墾田の制にあった。中でも墾田が主なものであり、養老田令に

よれば私田開墾者には 3年、公田開墾者には 6年、国郡司の所属部内における空間地の開墾者

にはその在任中の佃食を許されたのであるが、其後養老 7年には墾田三世一身法、更に天平15

年には墾田永世私有法が発布され、その為互いに墾田の獲得に狂する結果 となった。そしてい

つしか口分田、位田、職田などを荘園に転化するものもあわた。

すなわち、荘園の成立は平安時代の初期において、国司の政治的あるいは経済的支配下から

離れて権F乳・寺社・豪族の私有地として不輸租 となり、さらに検田使の立ち入りを拒む不入の

特権を得て、反律令的土地制度へと転換し、その結果、律令政治とその基盤に立つ古代国家を

遂に崩壊に導き、やがて封建社会進展へ続 く過渡的な役割を果たす事となった。

荘園の発展は国家財政を衰退させ、国家の権力範囲を制限させるものであった。そこで、延

喜 2年 (902)以来荘園整理令が発せられたが、時勢の動向のなかではあまり効果がなかった。

平安時代から鎌倉時代にかけては伊豆国にも多 くの荘園が存在した事が知られている。

伊 豆 国 荘 園 所 在 地 一 覧

壮

土

佐

河 原

安  久  郷

郡 宅 郷 内

現  在  地

三 島市・ 徳 倉

同 。伊 豆佐 野

同 。川 原 ケ谷

三 島市 。御 園

同

同 ・ 玉 ナ||

函南 町・ 間 宮

韮 山町  長 崎

同 ・ 原 木

同 ・ 寺 家

同 。 四 日 町

同

所  有  者

箱 根 社 領

同

三 島 社 領

三 島 社 領

出   典

箱 根 山 縁 起

同

矢田部文書治承四十廿

一、吾妻鏡文治元四廿

三島大社文書延元三正七

三島大社文書観応元十

二十五

矢田部文書治承四十廿一

吾 妻 鏡 文 治 元 四 廿

三島大社文書安貞二三

走 湯 山 所 領 目 録

吾 妻 鏡 文 治 元 四 廿

同

吾妻鏡建 久元 九廿一

吾 妻 鏡 治 承 四 七 五

走 湯 山 領 目 録

名

郷

郷

郷谷

園

倉

野

領

領

社

社

島

島

〓
一　
一一一

久
　
？

安

島

同
　
一二

三

同

玉

馬

長

糠

寺

蛭

走
　
一二

郷

上

郷

庄

郷

郷

庄

郷

園

河

宮

前

田

宮

島

同

】ヒ

走

同

同

湯 山 所 領

島 社 領

同

条 時 政 領

湯 山 領

同
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山 木 郷  同 ・ 山 木

狩野庄・ 三福郷   大 仁 町・ 三 福

狩  野  庄   天 城 湯 ケ島 町

狩 野 庄・ 牧 郷   修善寺町・牧之郷

天  野  庄   伊豆長岡町。天野

三 津 御 厨   沼 津 市・ 三 津

井  田  庄   戸 田村 。井 田

阿 多 美 郷  熱 海 市

伊 東 庄  伊 東 市

参考文献

1、 『三島市誌』 (上巻)第二章第二節十二・
・

度一三島市 。昭和33

2、 『静岡県の歴史J(県史シリーズ22)中世

3、 『静岡県史』 (第二巻)第一章第一節二・

三・速駿豆庄園目録一名著出版 。昭47

根

島

華

箱

一二
　
連

山 領

社 領

王 院 領

箱 根 山 縁 起

三島大社文書建武元九廿三

吾 妻 鏡 文 治 四 六 四

吾妻鏡嘉禎元八廿一

萩藩閥閲録天野求馬系図

建長二年道家 分帳

東福寺文書建長二十一

吾妻鏡保元十二十
｀
ア＼

波木井殿御書弘安五十七

第五節三の I・ 土地制

走 湯 山 領

荘園の盛衰 と武家の勃興、

4、 『二福村史』 (集落シリーズ其ノ三)第二章第一節・古文書一～八、第二節一～七一大仁町

教育委員会 。昭和53

第 3節 周 辺 の 遺 跡

本遺跡は、天城山に源を持つ狩野川の東側に位置している。深沢川によって形成された河岸

段丘が、大 きく扇状地 となって開析する所にあり、丁度その南側の付け根部付近に存在する。

狩野川の中・ 下流域にあたる田方平野は、大仁町より北側に向かって開けてお り、良好な穀

倉地帯 となっている。古来、しばしば洪水等 (註 8)の洗礼を受けながら、結果的には肥沃な

上壊が残され、弥生時代から今 日に至るまで稲作等の農作業を行 うには適 した所であったと考

えらイしる。 (言±9)

大仁・韮山・函南の各町においては、東側の後背地より幾つもの小河川が狩野川へ流れこん

でおり、それぞれその支流をなしている。 これらは、その合流点近 くで浅い浸食谷 となってお

り、 この谷をはさんで形成された丘陵や台地には、数多 くの遺跡が残されている。

大仁町では、現在98ケ所の遺跡が確認 。登録されているが、このうち約 3分の 1に あたる33

ケ所が、こうした地形を基盤 として存在 している。 (表 1)特 に、三福 と田京は当町においては

一番の密集地 となっている。 とりわけ、縄文時代中期を代表する主要遺跡が多い。そして、 こ

れらは標高30m～50mの所に立地 している事が分かる。図示した遺跡のうち、縄文時代の遺跡

20、 弥生時代の遺跡 3、 占墳時代の遺跡 23、 奈良 。平安・鎌倉時代の遺跡 5、 各時期が複合す

る遣跡 14と なっている。分布図は、「静岡県遺跡地名表」―静岡県教育委員会編 (註 10)を基に

作成 してあるが、その後消滅 したものや、新発見のものなど若干の入れかえがある。

4・ 荘園と下地中分一山川出版社・昭45

倭名類衆抄の郷名、第四章第一節・庄園の盛衰、
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主要縄文遺跡

1、 向原遺跡 (む こうばら) 三福・ 向原 (第 2図 3、 第 1表 3)

大仁中学校下の西裾に長 く張 り出した舌状台地上一帯が遺跡である。標高はおよそ40mでぁ

り、南側を流れる鍋沢川 との比高は約20m。 台地の西側をA地点、中央部をB地点、東側をC

地点 としている。前述のように、昭和43年 8月 21日 ～ 9月 1日 まで発掘調査が行われている。

主体は、縄文時代中期前半の阿玉台Ia式期 と中葉の曾利 I式期であるが、 この他表採品の中に

は、先土器時代のものと思われる尖頭器・ 石核などがあり、縄文時代早期未～前期初頭 と言わ

れる木島式によく似た上器が見られるが資料が乏しい。

2、 南原遺跡 (み なみばら)三 福・南原 (第 2図 4、 第 1表 4)

向原遺跡の北方約100mに位置している。前者 と同様に明治年間から遺物の発見報告がなされ

ている。主体部は台地の南側 と思われるが、住宅が密集しており確認するのは難 しい。縄文時

代中期中葉 と後期および古墳時代の遺跡である。昭和43年 3月 21日 から 3日 間、緊急調査が行

われている。

遺物 石器 =第Ⅲ層 (茶褐色・表上下約 lm)か ら石鏃 と磨石が出上 している。また、第Ⅳ

層 (黄褐色ローム ?・ 表上下1.65m)ん らゝは、尖頭器片 ?と 磨石が出上 してお り、先土器時代

の所産ではないかと考えられる。上器 =表面採集では、曾利H・ Ⅲ式上器が確認されている。

この時の調査では、第Ⅲ層より粗い縄文を地文 とし、斜めの条痕が施されたカロ曾利 B式上器が

出上している。

3、 公蔵免遺跡 (こ うぞうめん) 田京 。公蔵免 (第 2図 16、 第 1表 16)

伊豆箱根鉄道田京駅の南東約200mの台地一帯が遺跡である。 (旧役場跡地 。現在の田京幼稚

園および南側)昭和51年・ 52年度の二回発掘調査が行われている。調査地点は、台地北西端の

凹地であつたため、住居跡等の遺構は少なかつた。しかし、投棄されたと思われる莫大な量の

遺物に注目したい。

まず、石器については打製石斧 と磨製石斧を見ると数百点以上あり、石鏃、石匙、磨石、石

皿、石棒、石錘などは1,000点 を越えるものと考えられる。この他、硬玉製の有孔大珠 とその原

石、蛇文岩製の狭状耳飾 りがある。また、中期の象徴 ともいえる雄渾豪華な勝坂 I～Ⅲ式上器

から、曾利 I～Ⅲ式上器などを中心に、多種多様な文様・器形の上器が数万点出土している。

さらに、勝坂式土器に伴うものと思われる板状土偶や、土製円板200点以上が見つかつている。

なお、同時に発見された多 くの骨片は、金子浩昌氏が詳細な分類をされている。それによれば、

10才以下の子供の頭頂部骨片、イノシシ、シカ、イルカ、カメなどがあり、興味深い結果が出

ている。また、注意すべき点は動物の骨だけでなく人骨 も焼けている点が指摘されている事で

あり、当時の人々の食生活や儀礼・習慣をさぐる重要な証拠 となるであろう。 (公蔵免遺跡の資

料は未報告である。)

4、 山畑遺跡 (や んばた) 田京・ 山畑 (第 2図 21、 第 1表 21)

田京駅の東方約400mの 所にある舌状台地先端部が遺跡である。標高はおよそ45m。 昭和38年
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8月 10日 ～ 16日 まで、大仁高校郷土研究部によって発掘調査が行われた。これには小野真二氏、

尾形礼正氏、奇二浩児氏、岡田恭 )買氏な どが参画されている。縄文遺跡 としては、 当町で初 め

ての発掘調査であった。当初の目的は縄文時代中期の遺構検出に あったが、わずかに住居跡の

一角を知 り得たにとどまった。 とはいえ、上層 より古墳時代中期の隅丸方形住居跡 1基が確認

されている。

調査の詳 しい報告は、「大仁町の古墳文化」の中に発表 されているので、 ここでは要点を述べ

てお こう。地層は、上部 より第 I層が表土、第 H層が褐色上、第Ⅲ層が砂礫層 (火 山噴出物の

パー ミスの誤認か ?)、 第Ⅳ層が茶褐色土層であった。古墳時代の住居跡 は第Ⅲ層を掘 りこんで

つ くられてお り、 また、縄文時代の遺物はもっぱら第Ⅳ層中より出土 している。 この地層は、

愛鷹 山南麓に見 られる栗色土層 に対比 される地層である事が確認 されている。

確認 された古墳時代の住居跡 は、隅丸方形の竪穴である。西辺および北辺の壁線 を明確 にす

る事 は出来なかったが、東・南両辺が検出されてお り、おおよその規模 を把握する事が出来た。

それによると、南北約 3.6m、 東西約3.5m、 深 さ15cmほ どであ り、小 さい ものである。柱穴 は、

住居跡内西北部 より確認 された ものが唯一確実な もので、上径 20cm、 深 さ56cmで あった。隅丸

方形住居跡 という形態か ら推 して、おそらく4本の柱を使 っていたであろうが、他の 3本の位

置はいずれ も後世の芋穴か貯蔵穴 らしい攪乱のあった地域や、当時の大形 ピッ トの位置 と一致

するようであ り、従 って明確 につかむ事 は出来なかった。出上 した高杯、壷、増な どによれば

和泉式併行期の住居跡 と思われる。

註 1、 東京都生まれ、東京帝国大学理学部人類学教室で坪井正五郎氏に師事、台湾総督府・李王職博

物館・満鉄に勤務。神籠石山城説。

註 2、 東京都生まれ、国学院大学史学科卒、同大学教授。内務省神社局 (神祗院)に在学中神道考古

学提唱。

註 3、 静岡県生まれ、北伊豆地方における縄文・弥生遺跡の調査に活躍。

註 4、 静岡県生まれ、静岡中学校中退、米子航空操縦訓練所卒、満州航空株式会社勤務。芹沢長介氏
と共に静岡県中 。東部の縄文遺跡を調査。

註 5、 小野真―・漆畑稔 1971「三福向原」―静岡県における縄文時代住居址の調査一大仁町教育委

員会

註 6、 小野真- 1965「長泉町の歴史」長泉郷土誌等での記述がある。

註 7、 軽部慈恩 1958「三島市誌 。上巻」第二章 。第二節の三 伊豆国における仏寺創建―田京附近
における廃寺の調査 (P302)、 宗光寺廃寺の発掘調査概況 (P305)三島市教育委員会

註 8、 狩野川は古 くから暴れ川 として知られ、幾多の洪水を引き起こしている。山崎遺跡は、おそら

くこうした洪水によって埋没したものであろう。

註 9、 韮山町には、弥生時代後期～古墳時代にかけての水田址として著名な山木遺跡を始め、舟口川、

宮下、台、水深、内中などの遺跡がある。

註 10、 静岡県教育委員会 1979「静岡県遺跡地名表」―田方郡大仁町No l～No 5
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第 3図 仲道 A遺跡 と周辺主要遺跡

遺 跡 名 所 在 地 時 代 遺  構 ・ 遺  物 備 考

※ 仲 道 A 三 福
墳

倉

文． 古

鎌

縄

。

器

安

先

平
竪 穴 住 居 跡 ・ 敷 石 住 居 跡 ・ 土 坑
先 土 器 時 代 ～ 近 世 の 遺 物 昭和54年・58年発掘調査、本報告書

1 御 社 吉  田 縄 文・ 古 墳 縄文土器 (早・中期 )・ 土師器・石鏃

城 内 〃 組 文・ 古 墳 縄 文 土 器 (早・ 中 期 )。 上 師 器・ 磨 石・ 石 鏃

向 原 三 福 古       墳

竪 穴住 居 跡・ ポ イ ン ト ?・ 縄 又 土 器

(早・ 中期 )・ 土 師 器・ 石 器 多数 小 野・ 漆 畑 1971「 三 福 向 原 J

南 原 〃 組 文・ 古 墳 縄 文 土 器 (中・ 後 期 )・ 土 師 器・ 石 器 多 数
漆 畑 1978「三 福 村 史

5 平 林 〃 縄 文 。平 安
純 文 土 器 (早 。中 期 )・ 土 Bn器・ 須 恵 器・ 磨

石

6 一爪 塚 〃 古 墳 土師器

イ中 道 B 〃 縄 文 。古 墳 縄文土器(中期)・ 土師器・磨製石斧

8 寺  ノ 下 〃 縄 文 組文土器 (中期)・ 磨石

金 山 〃 縄 文 石鏃

横 落 〃 縄 文 磨製石斧・石鏃

溝 越 〃 縄文・弥生・古墳 縄文土器 (晩期)・ 弥生土器・土師器

釜 田 〃 古 墳 須恵器

番 小 屋 〃 縄 文 打製石斧
ム
口 田 京 縄文・弥生・古墳

縄 文 上 器 (中 期 )。 弥 生 土 器・ 上 師 器・ 須 恵

器

殿 坂 〃 組 文 縄文土器 (中期)・ 土師器

公 蔵 免 〃 縄文・弥生・古墳
竪 穴 住 居 跡・ 配 石・ 縄 文 土 器 (早 ‐中 期 )

多 数・ 石 器 多 数・ 弥 生 土 器・ 土 師 器 昭和51・ 52年発掘調査 (未発表 )

17 大 庭 〃 縄文・ 古墳 組文土器 (中期)・ 土師器

18 城 〃 縄 文・ 古 墳 組文上器 (中期)・ 土師器

向 山 〃 縄 文 縄文土器 (中期 )

踊 原 〃 縄 文・ 古 墳 縄 文 土 器 (中期 )・ 土 師 器・ 石 製 有 孔 円板

山 畑 〃 細 文・ 古 墳 竪穴住居跡・縄文土器 (中期)・土師器 昭 和 3も 年 売 掘 調 査

大仁高校郷上研究部1966「 たつき」

山 崎 〃
項
安

凸

平 鎌 倉

竪 穴 住 居 跡 。上 Bn器・ 須 恵 器・ 阿 ほ 器・ ふ

類・ 鉄 製 品・ 瓦 。木 製 品

小 野・尾形・漆 畑 1973「 大仁 町 の古 墳 文 化

昭和 58年発 掘 調 査 (未発 表 )

平石古墳群 守 木 古 墳 須恵器 。直刀 。刀子
昭 和 47年発 掘 調 査

小 野・ 覆 下 1973「大 仁 町 の 吉 塔 文 化

北山横穴群 〃 古 墳 須恵器 昭和60年発掘調査 (県教委)

神明塚古墳 宗光寺 古 墳 鏡 ? 静岡県1930「 静岡県史」第 1巻

26 宗光寺廃寺 〃 自 鳳 基壇・瓦
悧召オロ30至F歩舌夕置ヨ阿≡竪

軽 部 1958「三 島 市 誌 」 上

横 山 段 〃 古 墳 土師器

横山段4号墳 〃 古 墳 不 明

29 横山段5号墳 〃 古 墳 須恵器

宗光寺横穴群 〃 古 墳 須恵器・直刀・玉類 。金環・石櫃
昭 和 25年発 掘 調 査  長 日 1951
中川・岡本 1966「 伊 豆 宗光 寺横 穴群 の調 査 」

十日本目光 寺 〃 白 鳳 瓦

下 〃 古 墳 土師器

仲道 A遺跡周辺遺跡一覧表
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日 誌

第Ⅲ章 査の経過

抄

1 54年 2月 予備調査

2月 ■日

|:事により削 11さ れた東壁南半および南壁の精査を行う。

束壁において住居跡 と上坑と思われる落ち込みを確認する。

前者には焼 liを 多上に合んだ洛ち込み 2ケ所が認められ、炉

跡 と推定された。 li器 片 9点、黒曜石 1点が出土。また、径

約30cmの I七 器口縁部が単独出io ttI層 ～第V層 を確認、遺

構は第二II層 から第Ⅳ層を切 り込んで構築しており、一部は第

V IIPIに 進 している。また、南壁は東端部で上坑状の落ち込み

を確認する。東壁・南壁のkク ション図を取 り、写真撮影を

イJ:う 。

2月 12日

束壁北半と南肇および北壁を精査する。東壁北半で住居跡

と兄られる深い落ち込みを確認する。土器片20点 が出土。南

2 54年度発掘調査 (第 二次調査)

6月 5日 ～ 9日

第 41Ж げ)グ リッドを設定・調査に人った。第 1区、第 2区、

第 31X、 第 51Xの グリッドの設定を計画する。第H層 まで削

|を 、石塊及び集石検出、石器片が若十出 L。

6月 10日 ～13日

第 31X、 第 5区 のグリッド設定、第 4区 、遺構確認の作業

を始める、第19号、20号 、21号 、 7号、28号 土坑の上面確認、

焼 tiを 検出、 Ii器 片多数出■。第 3区、第H層 を削土、石鏃、

イFIIに υ)断 |十 、 li捨津ナキ:|l ti。

6月 15日 、 16日

第 3区、第W店 まで掘 り進む、多せのよ器片出上、復元可

能 と思われる。鉄分の浸透面なので同く作業困難。第 4区、

li坑 14、 配石 ti坑 3、 柱穴状ビット13を 確認。

遺物の収納作業を行う。第 2区 ♂)グ リッドを設定し、第 I層、

第H店 削 li。

6月 17日 ～19日

第 31Xで 第 3号住″:跡検出、埋変、炉、石器、土器片が多

数出 li。 第 4区 、 li坑 を掘削、第19号、20号 、21号、28号 、

29'ナ 、31'ナ 、32'ナ 、33'チ 、34'チ 、35子 の半哉、実測作業、写

真llt影 を行う。

6月 20日 、21日

第 3'ナ住居跡プ)検 111を続ける。第 3区 において上坑の確認

3 58年度発掘調査 (第 H次調査)

6月 28日 (火 )晴れ

資材および発掘用具の運搬をイユ テゝントを設置する。発掘

場所は、住宅を取壊した所であり、木材、石、土管等が散乱

しているので、作業はそれらの片付から始めた。

6月 29日 (代)曇 リブ)ち 時々晴れ

壁では住居 もしくは土坑状の落ち込みを確認する。上器片 2

点と10cm～ 30cmの 石 2個が出上。また、北壁においては石棒

1点が出上したにすぎなかった。東壁。南壁・北壁のセクショ

ン図を取り、写真撮影を行う。さらに、工事区中央の島状の

部分 (47m× 24m)に ついて精査を行う。この結果、石囲

い炉を持つた住居跡が検出された。また、住居跡外に集石炉

1ケ 所、土坑 3ケ所が検出された。上器片多数出土。

2月 13日

前日に検出された住居跡を庸弐し、これを完掘する。石囲

い炉内には焼土・炭化物が充填していた。遺構全体の平板測

壁とエレベーション図の作成を行い、写真撮影をした。出土

した遺物すべてのレベルを実測し収納した。さらに、調査区

全体の測量を行い調査を終了した。

を始める、石鏃、磨石、土器出土。第 4区 内、土坑の全掘作

業を行う。

6月 22日 ～28日

第 2区、第Ⅲ層を下げ第 2号住居跡を確認し、検出作業に

入る。第 3区、土坑の半載、実測をする。第 5区、第Ⅲ層で

焼土及び土器片が多数出上、第 4号住居跡 と確認する。グリッ

ドを拡張し調査を続ける。石囲炉を検出。写真撮影、実預」を

する。

7月 2日 ～ 4日

第 2号、第 3号、第 4号住居跡の検出と精査を続ける。柱

穴、土坑、炉を全掘、写真撮影、実測作業を行う。

7月 5日 、 6日

第 2号住居跡、周濤を確認、検出する。出土遺物が多く復

元可能。上坑及び住居跡の精査、実測、写真撮影が続 く。

7月 7日 ～10日

第 2号住居跡より、釣手形土器出上、周濤壁、遺物の検出

を続ける。第 2区～第 5区 に,い て、実測と写真撮影、遺物

の収納をする、遺構全体図の作成をした。

7月■日～15日

第 2号住居跡の伏塞を半裁及び完掘して、写真撮影、収納

作業をする。第 3号住居跡、炉跡の完掘、実測を行う。全体

写真の撮影を行い、全作業完了。埋戻し作業を行う。

重機により客上部分を削土 (30cm程度)し て、その後グリッ

ドを組む。グリッドは、 5m四方で西よりA～ L、 北より 1

～ 3と した。各グリッドとも東と南に50cmベル トを残して掘

り下げることにした。早速C-3グ リッドの瓦礫をとり除い

た。
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6月 30日 (木 )曇 り

B、 G、 L-1グ リッドの北西の角に、 2m× 2mの テス

トピットを設け西側よりNo-1・ 2・ 3と した。各ピットと

もローム層下60cmほ ど掘 り下げた。テス トピットNo 3か ら石

斧が出上した。 A、 C-3グ リッドは、 I～Ⅲ層、B-3グ
リッドは、 IoH層 を削土した。

7月 1日 (金)晴れ

A-3グ リッドのIII層 とB-3グ リッドの III層 を削土 し

た。B-3グ リッドより石斧、磨石、石鏃が出上した。又、

土器片、黒曜石片も多数出上した。B-2グ リッドで住居跡

らしき遺構を検出した。

7月 2日 (■)晴れ

B、 C-3グ リッドのm・ IV層 、D-3グ リッドのH層 を

削土した。B-3グ リッドの遺物は、平板およびレベルの実

測を済ませ収納 した。B-2グ リッドより、石鏃、磨石が出

上した。

7月 3日 (日 )

作業休み。

7月 4日 (月 )晴れ

C-3グ リッド、H・ Ⅳ層削土中、磨石 3点、埋裂 2個が

出上した。D-3グ リッドは、 I～ H層 までを削土した。

7月 5日 (火 )

雨天のため作業休み。

7月 6日 (水)曇 りのち雨

D-3グ リッドのH層～Ⅲ層、E-3グ リ又ドの I・ H層

を削土する。削土中、E-3グ リッドの攪乱部より磨製石斧

が出土した。B-3グ リッドの遺物は、平板・ レベル測量し

て収納 した。

7月 7日 (木)晴れ

B-3グ リッドのIV層 を削土中、住居跡を検出する。第 1

号住居跡とし、覆上を除去した心除去中に、埋空、石斧、ス

クレパーと石鏃 4点、土器片多数が出土した。又D-3グ リッ

ドより、土坑が検出され深鉢も出土した。 E、 F-3グ リッ

ドは、 IoH層 を削土した。

7月 8日 (金)曇 りのち雨

A、 C、 D-2グ リッドは、H層、B-2、 E-3グ リッ

ドは、Ⅲ層を削土した。B-2グ リッド攪乱部より、石斧が

出上し、C-2グ リッドでは、石鏃が出上した。第 1号住居

跡の清掃を行い写真撮影をする。C-3グ リッドの、西壁土

層断面の実測図を作成 した。

7月 9日 (■)晴れ

B-2グ リッドのⅣ層とD-2、 F-3グ リッドのH層 を

削土する。第 1号住居跡より磨製石斧と磨石、C-3グ リッ

ドより石鏃が出上した。

7月 10日 (日 )

作業休み。

7月 ■日 (月 )曇 り時々雨

A-2・ 3、 C、 D-2・ 3グ リッドのⅣ層、F-3グ リッ

ドのⅢ層を削土する。その後A、 B、 C、 D-2・ 3グ リッ

ドのⅣ層を精査 した。精査することによりA-2グ リッドか

ら焼土と柱穴 3ケ 所、A-3グ リッドより柱穴 5ケ所 B、 C

-2・ 3グ リッドより周濤、D-2グ リッドより柱穴が検出

された。又、F-3グ リッドⅢ層からは、打製石斧と石鏃 3

点が出土した。

7月 12日 (火)晴れ

F-3グ リッドのIII層 を削土。A-2・ 3、 B-2グ リッ

ドの北壁、西壁、B-3グ リッドは、北壁の上層断面図を作

成した。A、 B-2グ リッドは、平板・ レベルの実測を行い

遺物を引又納した。

7月 13日 (水)曇 り

B、 C-1グ リッドの I・ IV層、F-3グ リッドのm層 、

G-3グ リッドのH・ III層 を削土する。C-2グ リッドの北

壁、西壁、D-2グ リッドの北壁、B-3グ リッドの西壁の

上層断面図を作成する。 C、 D-2・ 3グ リッドは、遺構・

遺物の平板・ レベルを実測して遺物を収納した。

7月 14日 (木)晴れ

C-2、 D-1グ リッドのⅢ oIV層 、F-3グ リッドのW
層、G-3グ リッドのH・ Ⅲ層の削土を行う。 B-2、 E、

F-3グ リッドⅢ層を精査する。 C、 D-3グ リッドは、北

壁の上層断面図を作成し、E-3グ リッドは、遺物の出土状

況の写真撮影を行い、平板・ レベルを実測して遺物を収納し

た。

7月 15日 (金)16日 (■ )

雨天の為作業休み。

7月 17日 (日 )曇 り

B-3グ リッドのⅣ層、E-3グ リッド」)III層 、G、 H-3
グリッドは、東側 2nを テスト掘することになり、 トレンチ

を入れ I・ H・ III層 まで掘 り下げた。A、 B-2、 C-1・
2グ リッドの南壁とA、 B-2・ 3束壁のベル トを外した。

第 1号住居跡は、周構および床画が検出され、周構 より石倣

が出土した。 B、 C-2・ 3グ リッドも精査することにより

縄文時代の住居跡 2戸 (第 2号住居跡、第 3号住居跡 )と 半

安末～鎌倉初頭の住居跡 1戸が検出された。平安木～鎌倉初

頭の住居跡に伴う柱穴も検出され完IIHIし た。遺物は、常珀l ljL

の破片が 3片 出上した。

7月 18日 (月 )曇 り

D-1グ リッドのH・ IV層、A、 Bと E-2グ リッドυ,I

層を削土する。B-1グ リッドの東、南好のベル トを外す。

A、 B、 C-2・ 3グ リッド内にある平安木～鎌倉初頭の柱

穴を検出して完掘 した。D-2・ 3グ リッドげ)1/t4オ ヤ li庁,断 山F

図を作成する。D-1グ リッドより伏狂が|||liし た。

7月 19日 (火 )晴れ

D-1グ リッドⅣ層、E-2グ リッドは、 I・ II・ HIIB・ 、

F-2グ リッドは、 I・ H眉 、G-3グ リッドは、Ⅲ搾Ⅲを削

土した。 C、 D-1。 2グ リッドを精査して、平安木～鎌含

初頭の柱穴を検出し完掘した。実測は、B-1グ リッドの西

壁 と第 1号住居跡南壁 li層断備腺 |、 平安木～鎌倉初頭の住オI:

跡のエレベーション4本 と平板測 1と をした。平安木～鎌冷初

頭の住居跡は、清,1を 行い
′′チ真撮影をした。

7月 20日 (水)曇 りのち晴れ

E-2、 G-3グ リッドのH隅 とF-2グ リッドの H h4、

A、 G-2グ リッドI屑の削 liを する。B、 C、 D-1グ リッ

ドの北壁 i層 断�腺Iの 作成、第 1号住九II跡 のエレベーション

4本、第 1号、第 2'ナ 、第 3'」 住九fi跡 、平安木～鎌令初頭υ)

イi二居跡の r`板・ レベルのケミ測をイ」
=,た

。 レベル読みの済ただ

遺物は、収納した。第 1'ナ イヽオII跡 と第 1ケ ナliウtの
′′チ史ll迅杉を

した。

7月 21日 (木 )!:り
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E-2グ リッドのIV層 、F-2、 H-3グ リッドのШtt b、

C、 およびG-2グ リッドの I・ I卜 Ⅲ層を削土する。C-1・

2・ 3グ リッドの東壁、D-1・ 2グ リッドの南壁のベル ト

を外す。C-1。 2・ 3、 D-1・ 2グ リッドの精査を行う。

C-3グ リッドで遺構を検出した。

7月 22日 (金)晴れ

G-2グ リッドのⅢ層 b、 C、 H-2、 J-3グ リッドの

I・ H層、H-3グ リッドの皿層 Cを 掘 り下げる。C-3グ
リッドは、昨日の続 きで検出作業を行い第 4号住居跡が確認

された。C、 D-1グ リッドより検出した柱穴および遺物は、

平板・ レベルの実測をして収納 した。又、平安末～鎌倉初頭

の住居跡 と第 1号土坑の微細図のための方眼区画の設定作業

をイ∫った。

7月 23日 (土 )

作業休み。

7月 24日 (日 )晴れ

r`安末～鎌倉初頭の住居跡 と第 1号土坑は、22日 に引き続

き、方眼区画の設定作業を行う。削土は、B-2グ リッドが

Ⅲ・Ⅳ層、H-2グ リッドは、 I・ H・ Ⅲ層、 A、 B、  I、

」、K、 L-3グ リッドは、テス ト掘 りでグリッド南側に 2

本の トレンチを入れた。

7月 25日  (月 )日青イし

Ч▲安木～鎌倉初頭の住居跡 と第 1号土坑の平面微細図の作

成に入る。第 3号住居跡 より炭化物 と焼上を検出 した。 E

-2、 F-2・ 3グ リッドを精査して、F-3グ リッドの写

真搬影を行った。H-2、 K-3グ リッドの トレンチは、I・

H tt H、  I、 」-3グ リッドは、 III層 を削土した。

7月 26日 (火 )晴れ

第 1'ナ i坑の平面微細図 とエレベーション図が完 了し

た。E-2・ 3、 F-3グ リッドの北壁 と西壁、F-2グ リッ

ドυ)北 壁 ti層 断面図を作成する。 E-3グ リッドより第 2号

li坑 を検出する。K-2・ 3グ リッドは、 I・ H・ Ⅲ層 a、

bを削 liし た。

7月 27日 (水)晴れ

第 1'チ L坑の平面微細第 1図及びセクション図が完了し

た。E-2,3、 F-3グ リッドの北壁、西壁、F-2グ リッ

ドの北壁 十七lFJ断 面図の作成をする。E-3グ リッドより上坑

を検出する。K-2。 3ト レンチは、 I・ H・ Ⅲ層 a、 bを

削 tiし た。

7月 28日 (木 )晴れ

第 1号 li坑ヴ)平面微細第 2図の実測を行う。 F-2グ リッ

ドの西壁 i層断面図と平板実測を行う。G-2グ リッドのⅢ

IH Cを 掘 ドげたところで精査する。上器片が多数出土した。

E-2グ リッドt79南旺とD-2・ 3グ リッド東壁のベルトを

外した。 J-2グ リッドは、 I層 、K-1・ 2・ 3グ リッド

υ)ト レンチは、 I P IItt a、  b、 Cを 削土した。

7月 29日 (金 )晴れ

I-2グ リッドプ)I層、 K、 L-3グ リッドのmtt b、 C
の削 卜を行う。K-2・ 3グ リッドⅢ層より木片および土器

が多数出 にした。第 1号 L坑は、昨口に続 き平面微細第 2図

を実測する。D-3、 E-2・ 3、 G-2グ リッドは、遺構・

遺物の平板・ レベル1/9実測、H―″ グリッド1/9レ ベルを実測

して遺物を収納した。

7月 30日  (上 )日青オし

E-2・ 3グ リッドの南壁 とF-2・ 3グ リッド東壁のベ

ル ト外しを行う。 K、 L-3グ リッドは、北壁、西壁の上層

断面図を作成 した。 I-2グ リッドは、 I o HttJ-2、 K
-1の トレンチは、Шtt a、 bを 掘りさげる。第 1号土坑は、

平面微細第 3図 の実測を行つた。遺物は、E-3グ リッドよ

り埋空の下部、F-2グ リッドより、 F-2、 G、 H-2・
3グ リッドは、遺物の平板とレベルの実測をして遺物は収納

した。

7月 31日 ～ 8月 4日

盆休み。

8月 5日 (金)晴れ

E、 F-1グ リッドで I・ H層、G-3グ リッドでⅢ層 a

を削土する。第 1号土坑の平面微細第 3図 が完了したのでエ

レベーション図の実測をする。第 1号住居跡は、柱穴を検出

し完掘する。平板・ レベルを実測して、遺物を収納した。第

2号、 3号住居跡は、柱穴を掘 り清掃をして写真撮影する。

8月 6日 (■)晴れ

E、 F-1グ リッドの I・ II層 、G-3グ リッドのⅢ層 a、

bを 削土する。A、 B-2・ 3、 C-3、 D-1グ リッドを

精査して、柱穴を検出し完掘する:第 3号住居跡内の貯蔵穴

より、磨製石斧、磨石が出上した。G-3グ リッドからもた

くさんの上器が出上した。

8月 7日 (国 )晴れ

G-1グ リッドの I・ H層、G-3グ リッドのⅢ層 a、 b

を削土する。B-2・ 3グ リッドを精査して、柱穴を検出し

完掘した。

8月 8日 (月 )晴れ

A-1グ リッドの I層、G-1グ リッドの I・ II層、G-3
グリッドのⅢ層Cを削土し、D-1グ リッドは、東壁のベル

トを外した。第 2号住居跡内の上坑、柱穴の検出をし、完掘

する。第 3号住居跡の貯蔵穴より出上した石斧、磨石の写真

撮影を行う。実測は、A、 B、 C-2・ 3グ リッドの平板お

よびE、 F-1グ リッドの北壁土層断面図を取る。遺物は、

G-3グ リッドで石斧 と多堂の上器片が出上した。

8月 9日 (火)晴れ

A、 G-1グ リッドの I・ Ⅲ層、E、 G-3グ リッドのⅢ

層Cの 削土、E、 F、 G-1・ 2グ リッドの東壁、E、 G-1、

F、 G-3グ リッド南壁のベル トを外す。 C-2、 D-1・
2・ 3グ リッドを精査 した。D-3グ リッドの柱穴を検出し

て、完掘した。平安末～鎌倉初頭の住居跡の上坑のエレベー

ション図を作成した。第 3号住居跡内の埋甕 2ケ と第 4号住

居跡の伏空を完掘した。又、遺物は第 4号住居跡より打製石

斧が出上した。

3月 10日 (水 )

H-1、 3グ リッドは、 IoH層 、H-2、 G-3グ リッ

ドは、Ⅲ層 b、 Cを 削土する。D-1グ リッドは、精査をし

て、柱穴を検出し完掘する。第 4号住居跡の柱穴およびピッ

トを検出して完掘する。第 1号住居跡内の埋甕のエレベー

ション図と第 1号、 2号、 3号住居跡の平板測量を行う。

8月 ■日 (木)晴れ

E-3グ リッドのⅢ層、H-1グ リッドの I層、H-2グ
リッドⅢ層 b、 C、 H-3ト レンチの IoH・ Ⅲ層 a、 bの

削土をする。 D、 E-2・ 3グ リッドは、精査を行い柱穴を

検出して完掘 した。第 3号 住居跡の炉及び埋窒のエレベー
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ション図の作成をした。第 1号住居跡の埋空を収納した。

3月 12日 (金)晴れ

E-3グ リッドのⅢ層とH-1、 2、 3グ リッドIIItt a、

b、 I-2グ リッドのH・ Шtt a、 bの削土をして、E-2
グリッドの精査をした。又、柱穴の検出をして完掘をする。

G-1グ リッドの北壁、西壁、G-2・ 3グ リッドの西壁土

層断面図の作成をした。第 3号、4号住居跡は、エレベーショ

ン図を取 り第 4号住居跡の伏変は、半鼓をして、平板・ レベ

ルの実測をする。E-2・ 3グ リッドで柱穴を検出した。

8月 13日 ～ 8月 15日

作業体み。

8月 16日 ～18日

台風の為作業休み。

8月 19日 (金)晴れ

台風で F、 Gグ リッドの トレンチの大部分が水没 してし

まったので、消防ポンプを借 りて排水した。H-1グ リッド

のIIItt a、 I、 J-1グ リッドの I層 を削土 して、C、 D-1、

D、 E-2グ リッドの精査を行う。 C、 D-2・ 3グ リッド

の柱穴を検出して完掘する。第 4号住居跡の炉の半載とエレ

ベーション図の作成をした。

8月 20日 (■)晴れのち曇 り

I-1グ リッドの I・ Ⅱ層とI-2グ リッドのH・ Ⅲ層 a、

bの 削土及びF-1グ リッド東壁のベル トを外す。実測は、

G、 H-2グ リッドの北壁土層断面図とH-1、。2、 G-1・
2、 F-1グ リッドの遺物出土状況の平板測量を行つた。

8月 21日 (日 )

作業休み。

8月 22日 (月 )曇 りのち晴れ

H-2・ 3、 I-1グ リッドは、Ⅲ・Ⅳ層、 J-1グ リッ

ドは、II oIIItt a、 bの 削土をし、G-1、 F、 G-3グ リッ

ドは、東壁、G-1・ 2グ リッドは、南壁のベル トを外す。

F-2・ 3グ リッドは精査を行う。E-2グ リッドでピット

が検出されたので完掘した。又、 D、 E-3グ リッドでも土

坑が検出され半我をしてエレベーション図を取 り後に全掘し

た。

8月 23日 (火 )曇 り

F、 G-2・ 3グ リッドの精査を行う。 トレンチの部分を

更に掘 り下げた。実測は、H-3、 I-1グ リッドの北壁土

層断面図と第 2号土坑の平面微細図、エレベーション図を 2

本取った。土坑内より出土した遺物は、レベルを測 り収納し

た。

8月 24日 (水)曇 り

F-1グ リッドのⅢ・Ⅳ層の削土とG-2・ 3グ リッドの

ベル トを外す。H-3グ リッドは、西壁の上層断面図、第 2

号土坑、ピットは、エレベーション図を作成する。E-3、

F、 G-2・ 3グ リッドの遺物を平板実測する。D-1グ リッ

ドの北壁で、ピットが検出されたので、E-1グ リッドより

検出したピットを第 1号、本国検出したピットを第 2号 ピッ

トとした。

8月 25日 (木)曇 りのち晴れ

H-1・ 2グ リッドの南壁ベル トを外す。E、 F-1グ リッ

ドで柱穴の検出をしていると遺構が検出された。調査をして

い くうちに、円形土坑が、達磨状に 2基ある事が判明した。

実測は、 F、 G-3、 G-1・ 2、 H-1グ リッドの西壁上

層断面図と第 2号 ピットの平面微細図及び、エレベーション

図の作成をした。遺物は、 F、 G-2・ 3の トレンチより石

斧、石鏃 3点 と多数の上器片が出上した。

8月 26日 (金)曇 り時々晴れ

E、 F、 G― Iグ リッドを精査して、F-1グ リッドで遺

構の検出をする。第 1号、 2号の円形土坑の上層断面図を作

成し、F-2グ リッドの上器群に方形区画の設定をして、微

細図を取る。 E、 F-1グ リッドの遺物の出土状況を平板実

測する。

8月 27日 、28日

作業休み。

8月 29日 (月 )晴れ

G-1、 F-1・ 2グ リッドのⅣ・V層 を精査する。 F-1
グリッドで遺構を検出する。周囲の柱穴の検出状況から第 5

号住居跡とする。住居内には、炉及び上坑が検出され炉を半

載する。F-1グ リッドで検出した方形遺構の平面微細図と

F-2グ リッドの上器群の微細図は実測をして遺物を収納し

た。

8月 30日 (火 )晴れ

G-1グ リッドのⅢ・ IV層 を精査する。 F-2グ リッドも

精査して、柱穴を検出し完掘する。実測は、方形土坑のエレ

ベーションを取 り第 2号 ピットは平面微細図とエレベーショ

ン図を作成して上器のレベルを測り収納した。

8月 31日 (水)晴れ

G-1グ リッドを精査して、第 6号住居跡を検出する。第

5号住居跡に、方形区画の設定をして平面図とエレベーショ

ン図を作成した。

9月 1日 (木)晴れのち雨

H-2グ リッドの南壁を外し、G-1・ 2グ リッドのⅣ、

V層 を精査する。第 5住居跡は、昨口に続きエレベーション

図をとる。G-1・ 3、 H-3グ リッドの北壁の上層断面を

実測する。

9月 2日 (金)螢 りのち晴れ

I-2グ リッドの H・ III層 を削土する。H-2グ リッドは、

南壁のベル トを外して、Ⅳ層まで削土する。 E、 I-1、 H
-2、 E、 F、 G-3グ リッドの北壁直下に20～ 30cnaの サブ

トレンチを入れ遺物と上層の出上状況をみる。第 6号住居跡

より敷石が確認された。

9月 3日 (土)晴れ

G、 H-1・ 2グ リッドの精査をする。 I-1グ リッド西

壁土層断面を実測する。第 5号住居跡は、 上坑を半我し、エ

レベーション図を取ったあと完掘する。第 6号住居跡に伴う

柱穴を検出して完掘する。 F、 G-2グ リッドより fi器ナiが

多数出上した。又、深鉢のほぼ 1個体になった物 も出 iし た。

9月 4日 (日 )晴れ

I-2、 F-3グ リッドのⅢ層 a、 cの 削 にと、H-1グ
リッドの東壁ベル トを外す。G-2グ リッドは、V層の精査

を行う。G-3グ リッドの谷頭を掘る。第 5号住居跡の ti坑

は、 2基ある事が判明した。

9月 5日 (月 )晴れ

H、 F-3グ リッドのⅢ層C、 Ⅳ層を削上して、G-2グ
リッドの精査を行った。G-3グ リッドは、谷頭を掘 り、F、

G-2・ 3、 H-2グ リッドは、遺物の平板・ レベルを測辻

して収納した。 F-2グ リッドは、土器群の平面微細第 2図
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を作成した。遺物は、 F-3、 G-2グ リッドより石斧が出

上した。

9月 6日 (火 )日青れ

F、 G、 H-2・ 3グ リッドV層 上部の精査を行う。第 5

号住居跡の平面微細図及び、エレベーション図 7本 を実測す

る。

9月 7日 (水)晴れのち曇 り

G-1・ 2・ 3、 F、 H-2。 3グ リッドのⅥ層下部を精

査する。G-3グ リッドの南壁に平行して、 トレンチを入れ

谷頭を掘る。 (黒色土層)第 5号住居跡の平面実測図が完了し

た。

9月 8日 (木 )螢 りのち晴れ

F、 G-2・ 3、 H-1・ 2・ 3グ リッドのV層 の精査を

行う。G-2・ 3、 H-1・ 2グ リッドの遺物の平板及びレ

ベルの実測をして収納 した。

9月 9日 (金)晴れ

F-3、 G、 H-2・ 3ト レンチのⅥ層の精査掘削をする。

F-3グ リッドは、南壁 と平行に、15m巾 の トレンチを入れ

る。 G、 H-2・ 3グ リッドの遣物は、平板とレベルの実測

をすませ収納 した。

9月 10日 (土)曇 りのち晴れ

F、 G-3、 H-2ト レンチのVI層 を精査をする。実測は、

D-1・ 2・ 3、 E、 F-1・ 2・ 3グ リッドの平板実測を

行い上屑断面図は、G-1・ 2・ 3F-2・ 3ト レンチの西

壁 L層 断面を実測した。

9月 ■日 (田 )

作業休み。

9月 12日 (月 )曇 りのち晴れ

H-1・ 2・ 3グ リッドのV層 を精査する。F-1グ リッ

ドで確認された方形土坑跡は、金面検出をする為に北側を拡

張することにした。H-1・ 2グ リッドは、平板・ レベルの

実測を行い遺物を収納 した。

9月 13日 (火 )晴れ

H-2・ 3グ リッドV層の精査とF-1グ リッドの拡張部

を削上した。H-2グ リッドは、北壁、西壁の上層断面図と

平板及びレベルの実測をして、遺物を収納した。

F-1グ リッドの拡張部を掘 り下げ平安末～鎌倉初頭の方

形 ti坑 を金面検出した。又G-1グ リッドの第 6号住居跡 も

仝面検出するため拡張することにした。拡張部は、石や上が

積みあげてあるので、重機を使って除去する事にした。

9月 14日 (水)晴れ

G、 H-1グ リッド北側を (10m× 5m)重機で掘削をす

る。H-3グ リッドの谷頭及び河床は精査検出をする。H
-1・ 2・ 3ト レンチは、西壁上層断面の実測をした。本国

より作業は現在検出されている遺構の完掘のみにしぼる。

9月 15日 (木 )

作業休み。

9月 16日 (金)晴れ時々曇 り

G-1グ リッドの拡張部を肖」土する。方形土坑は、平面微

細図とエレベーション図の作成及びレベルの測上をした。

9月 17日 (土)晴れ

G、 H-1グ リッド拡張部のIV・ V層 を削上する。第 6号

住居跡の床面廻石の検出を始める。第 1号住居跡も仝面検出

する為A-3グ リッド南側を拡張する。

9月 18日 (日 )

作業休み。

9月 19日 (月 )曇 り

H-3ト レンチの谷頭を削土し川底を検出した。精査して

いると桃の果核多数と木椀、木片が出上した。第 1号住居跡

は、南側拡張部で床面を検出した。検出中石斧、石鏃、多数

の上器片が出土した。第 6号住居跡は、平面微細図をとるた

め方眼区画を設定 した。

9月 20日 (火)曇 り年後雨

第 6号住居跡の平面微細図を作成する。B-3グ リッド拡

張部より第 7号住居跡の周濤 と方形土坑が検出された。H
-3ト レンチは、精査すると谷頭より木椀などの木製品、須

恵器、土師器、桃の果核が出土した。年後は、雨のため作業

を打ち切った。

9月 21日 (水)曇 り

H-3ト レンチ谷頭の河川を精査する。本製品が出土した。

B-3グ リッドの拡張部で第 1号住居跡の床面、周溝の検出

作業をする。第 6号住居跡の平面微細図の作成を完了した。

9月 22日 (木 )り

H-3ト レンチ平安末～鎌倉初頭の谷頭の確認作業を行

う。第 6号住居跡の炉を半載し、微細図及び断面図の作成を

し、写真撮影を行う。B-3グ リッド拡張郡の第 1号住居跡

の床面および柱穴を確認して、住居南側の平安末～鎌倉初頭

の遺構を平板実測した。

9月 23日 (金)晴れのち曇 り

第 2号住居跡 と第 6号住居跡の炉と埋窒の堀 り方を、完掘

する。その後、清掃をして写真撮影をする。

9月 24日 (■ )

雨天のため作業休み。

9月 25日 (日 )曇 り夕方雨

第 4号住居跡の炉の掘 り方を完掘する。第 1号住居跡の炉

とD-2グ リッドで検出された焼± 2ケ所を半裁する。 C、

D、 E、 Fグ リッド全体を清掃して遺構の写真撮影をした。

又、遺跡の遠景写真を撮った。

9月 26、 27、 28日

雨天のため作業休み。

9月 29日 (木)曇 り

長雨の後なので全グリッドを精査する。第 1号住居跡の炉

の半我および掘 り方を全掘した。仲道A遺跡の発掘も本国が

終了予定となっており、図面の取残しや作業の残 りの有無等

を確認しながら仕事を進めた。

9月 30日 、 10月 1日

第 1号住居跡の炉、その南側にある第 3号土坑、第 7号住

居跡を完掘する。第 7号住居跡の周濤検出中、土坑が (第 4号

土坑)が確認された。猛暑の中汗を拭き拭き頑張つた発掘調査

の全課程を終了した。
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第Ⅳ章 発掘調査報告

第 1節 予 備 調 査

1.層 序

予備調査によって確認 された層序は、表土層から削上部下辺までの第 I層～第Ⅶ層であった

が、住居跡や土坑のプランが確認された、調査区の東壁を以て基本層序 とした。

第 I層 表土層。昭和34年 に公民館を建てる時の盛上であ り、砂利 を含んでいる。層厚は

30～40cmで ある。

第 H層 灰褐色土層。旧耕作上、調査区全体に検出されている。層厚は約20cmで あった。

第Ⅲ層 黄裾色土層。水田の床土 (鉄分を含んだ層)であり、層厚は 7～ 8 cmで あった。

第Ⅳ層 黒色土層。調査区の北側 (傾斜地)へ行 く程顕著に認められた。パーミスおよび若

干の焼上を含んでいる。腐食性の有機質上である。層厚は10～20cmで ある。

第V層 暗褐色土層。縄文中期の包含層である。第 2号住居跡 としたもののプランは、本層

を切 り込み、住居内に見 られる土坑 2基は第Ⅵ層の上面を切 り込んでいる。

第Ⅵ層 茶褐色土層。ソフトローム漸移層である。赤色スコリアを含んでいる。層厚は30～50

cmである。

第Ⅶ層 黄茶褐色土層。ソフ トローム層である。本層は、今回の調査地区において確認され

た最下層である。

2.遺構 と遺物

第 1号住居跡 (第 6図 )

工事区の中央に残された4.7m× 2.4mの 島状の部分より検出された住居跡。東南側のプラン

が確認されているが、他はすでに削土されており不明。壁高は、確認面より僅かに 5 cmと 低い。

柱穴状のピットはプラン内および壁際より6個検出されている。ピットの径は18～42cm、 深さ

は24～52cmを測る。床面はわ りあい良 く固められている。住居跡の中央やや右側に70× 65cm(推

定)の方形を呈する石囲い炉が検出されている。北西側の炉石は残存 しないが、工事中 (削土 )

数個の石が確かに検出されたと言う事である。住居内からは3つ の上坑が検出されているが、この

内第 1・ 2号上坑 としたものは覆上が黒褐色を呈してお り、当地方で普遍的に見られるもので、

歴史時代のものと考えられる。 1は西側が削土されているため不明である。 2は長径88cm、 短

径82cmの ほぼ円形を呈する土坑である。最深部での深さは13cm前後であり浅い。該期の遺物は

な く、縄文中期の上器 1片が混入していただけである。3は 長径 148cm、 短径106cmの 楕円形を呈

するもので縄文中期末葉 と考えられる。底面は平坦であり、壁の立ち上が りは北西側がゆるや

かで、南東側 (住居壁際)では急である。切 り合いの状態から本土坑は住居跡より新 しい。遺

物は土器 3点が出土 している。また遺構外からは、いわゆる集石土坑が検出されている。94×
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90cmの ほぼ円形を呈するものである。底面は平坦であり、最深部での深さは 8 cmし かない。遺

物は土器口縁部が 2点出上している。さらに、本土坑の下部より別の上坑のプランが一部検出

されたが、東側が削土されてお り全容は確認出来なかった。

遺物は、土器のみであるが炉内および床面上より検出され、前述のようにそれぞれ土坑 より

出上 している。 (第 7図 )こ れらの上器のほとんどはほぼ同一時期のものであり、おそらく曾利

Ⅲ式～Ⅳ式および加曾利 E3式期の範疇に収まるものであろう。 1は 国縁に波状隆起を持ち、

斜めあるいは弧状の沈線を有 し、細い条線が描出されている。 5は隆起帯 (隆線)に よる懸垂

文が施され、 この区画の中を斜行する縄文で充填させている。また、この縄文の中に大 きく、蛇

行する沈線が見 られる。13は 口縁を沈線によって渦巻状あるいは逆U字状に区画してお り、幅

広い隆起帯を懸垂させている。沈線の区画の中には、縦の条線が施され、さらに蛇行する沈線

が 2条見 られる。

3.′ Jヽ 結

予備調査によって検出された住居跡は、その石囲い炉の形態 (八ケ岳南麓におけるVH期)か

らすれば、おそらく曾利Ⅲ式期の構築であろう。当町茅野 B遺跡に見 られる石囲い炉に近い様

相を示している。炉跡はその残存する大石の部分が焚き口であろうと思われる。炉の深さは40

cmで ある。本住居跡 と第 2号土坑はその切 り合いや遺物などから前者の方が古いものであるとi

既に指摘 したが、時間的な幅はそれほどあるとは考えられない。また、第 1号土坑は焼石が充

填 してお り、おびただしい焼上が検出されている。さらに、削土された周囲の壁を精査 した結

果、東壁より2つの住居跡のセクション (第 I次調査によって検出された第 2号 。第 3号住居

跡)と 2つの炉跡 (第 3号住居跡内の第 3号 。第 4号炉跡)が確認された。

昭和43年 に公民館を建設する際工事人 と立ち合ったが、黒色上が厚 く堆積してお り、また場

所によっては包含層までかなり攪乱されている状態であった。このため若干の上器片が出上 し

たものの、遺構等は確認出来なかった。しかし、何等かの遺構は存在 したものと考えられる。

今回の調査区はその当時の続き (東側)であり、当初より遺構の存在は予測していた所であっ

た。検出された第 1号住居跡はその石囲い炉や出上 した土器などから、それまで言われて来た

時期 (縄文中期中葉)よ りやや新 しいものであった。 また、 これと重複、あるいは切 り合って

検出された 4つの土坑の内、第 1号・ 2号円形土坑は歴史時代の所産である。 この事は、本遺

跡の持つ時代の幅を窺わせるものであり、今後の調査による類例の増加 と該期に属する遺物の

検出が望 まれる所である。
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第 6図 予備調査第 1号住居跡実測図
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第 8図 予備調査・ 第 I次調査遺構関連実測図
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第 2節 第 I次 調 査

1.層 序

第 I次調査によって確認された層序は、表土層から遺構検出面までの第 I層～第Ⅵ層までで

あった。基本的な層序は、遺構の切 り込み状況の良 く分かる第 3区 と第 4区を頼った。

第 I層 表土層。公民館を建てる時に入れられた盛上である。砂利を多 く含んでいる。層厚

は約10cmで あった。

第H層 灰褐色土層。旧耕作上、調査区全体より検出されている。層厚は約20cmで あった。

第Ⅲ層 黄褐色土層。水田の床土 (鉄分を含んだ層)であり、層厚約 7 cmで あった。

第Ⅳ層 黒色土層。調査区の所々で検出されたが、層としてはつきり捕らえられず、むしろ

第Ⅲ層に混入しているように観察された。 (第 4区東壁)パーミスおよび焼土を若干含んだ腐食

性の有機質土である。

第V層 暗褐色土層。縄文中期の包含層であり、検出された遺構は本層下部より第Ⅵ層を切

り込んでいる。層厚は約20cmで あった。

第Ⅵ層 茶褐色土層。ソフトローム漸移層である。赤色スコリアを含んでいる。本層は、菖

蒲ケ池A遺跡では第Ⅲ層にあたり、撚糸文および沈線文土器の包含層である。また、大平A・

C遺跡では第Ⅳ層に対比され、押型文土器や撚糸文土器が検出されている。

2.縄文時代の遺構 と遺物

a。 遺 構

調査区は極めて狭い範囲であったにもかかわらず、北側に住居跡、南側に上坑群が全面的に

検出されている。予備調査 と今回の調査によって、台地端際にまで住居が作 られている事が分っ

た。また、それらの保存状態はわ りあいに良かったといえる。調査区は、以前水田であったが

幸いにも耕作が浅 く、遺物包含層は上部面において若干削られてはいるものの、わりあいに良

く残されていた。

縄文時代の遺構 として、円形竪穴住居跡 3基、土坑41基が検出されている。

イ.住居跡

第 2号住居跡 (第 10図 。図版 5～ 10)

調査区の北端部、第 2区内で検出された住居跡。南北の径約 6mを測 りほぼ円形のプランを

呈するものと思われるが、西側は未調査区であり不明となっている。壁高は確認面より40～54

cmを 測る。床面 と壁の間には幅26～ 70cm、 深さ10～ 30cmの周濤がめぐっている。南側中央には

入口と見 られる突出部がある。柱穴は 8本検出されているが、西側については未調査であり不

明。また、周濤内にも柱穴 と見られるピットが検出された。柱穴の径は20～ 35cm、 深さは30～75

cmで あった。床面は非常によく踏み固められている。住居跡の中央よりやや北西側に、90× 65

cmの やや長方形を呈する石囲い炉が検出されている。石材は、当町小室の棒石山より産出する

六方石を用いている。炉跡内には、およそ20cmの焼上が堆積 していた。炉内の覆土は 4層に分
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けられ、1・ 2層 は焼土炭化物をそれぞれ少しずつ含んでおり、 3層は全 く焼土だけで充填 して

いる。さらに 4層は骨紛混じりの炭化物粒 となっている。

遺物は、炉跡のすぐ西側において釣手形土器 (第10図・ 図版6。 7)が、また炉跡の東側から

は伏せ甕 (第 10図・ 図版 8・ 9)が出上 し、この他第 9図で示したように、いずれも曾利H式
に比定される土器が、床面全体より検出されている。釣手形土器は、浅鉢状の本体にアーチ状

の釣手を付けたものである。装飾 としては、 この釣手に把手状のコブが 6つ (現存)付けられ

ている。さらに、釣手の両側面 と口縁上には竹管状工具による渦巻および平行沈線が施されて

いる。また、土器の内外面には煤が付着 しており、何んらかの使用を窺わせるものである。伏

せ甕は、土器の大きさの割に掘 り方を広 く取って埋設されていた。器内には、僅かながら骨粉

とおぼしきものが残されていたが、人骨・獣骨のいずれであるかは不明。文様は、国縁部・頸

部・胴部の 3つ の文様帯を示しており、口縁は、力強い半円の沈線が同心円状に重ねられてい

るもので、いわゆる直弧文である。単位毎に蛇行させた粘土紐を縦に貼 り付け、さらに頸部 と

の仕切に波状に粘土紐を付けている。頸部は、斜めの条線上に粘土紐を交叉させ、籠目状になっ

ている。胴部は、縦の条線を基調 とした中に粘土紐を直線 と渦巻、あるいは波状に垂下させて

いる。石器は、打製石斧16点、磨製石斧 1点、石鏃 8点、スクレーパー1点、磨石 3点、凹石 1

点、敲石 1点、石皿 6点、石棒 2点が床面全体より出上 している。 (第 41・ 42・ 44～50図・ 図

版27～ 32)

♀  I ピ

1～ 3 第 2号住居跡内炉跡

第 9図 第 I次調査第 2号住居跡(炉内)出土土器拓影 (2)

1
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第 10図 第 I次調査 第 2号住居跡実測図
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※第 2号住居跡の遺物出土状態 と住居の性格

第 2号住居跡の構築時期は、出上した上器等によって曾利Ⅱ式期 と推定されるが、遺物の出

土状態や住居の構造から、その機能・性格について若干の所見を提示 してみたい。

まず、住居の位置 と構造についてはその構築場所が台地の端部にある事 と、直径約 6mのや

や天型の規模を有 し、南側に階段状の入口を持つしっか りとした構造の住居である事が分かる。

また、幅広でかなり深い周濤が巡っている。

石囲い炉は、前述の通 り小室の棒石山 (標高121m)産出の玄武岩の柱状節理 (通称・六方石 )

を使用している。 これは、向原遺跡の第 3号住居跡内に設けられた炉 と非常に良 く似ている。

この炉は、住居の西隅寄 りに位置 しておりやや特異な感じを受けるが、本住居跡の炉の配置 と

近似 した様相を呈 している。ただ、向原の第 3号住居跡については、住居内中央にある焼上の

堆積部 (若干の凹みを持つ)と これに近接した床面上より倒置状態で検出された深鉢形土器 (曾

利 I式併行)の状況などから、構築時期にいささかの懸念を持つ所であるが、向原に見 られる

石囲い炉は曾利 H式期以降の特徴を示すものである。調査者によれば、「……・発見された上器は

ヌ、谷平H式 (加曾利EI式)土器であるので、やや先行する例 といえよう」 とし、また、住居

が重複 している疑いのある事を指摘している。 (小野1971)い ずれにしても、本住居跡の炉は 3

辺に角ばった長い石を埋め込み、
｀
焚き口と思われる一辺にやや丸みを帯びた石 3個 を配置して

いる。これは、八ケ岳南麓における炉形態の変遷によるⅥ期にあたる。

床面直下に残された土器は、床面下に埋設されていた伏せ甕 と共に曾利Ⅱ式であり、石囲い

炉の時期に一致 している。従って、炉跡 と遺物は本住居跡に伴 うものである事は信用できるで

あろう。そこで、遺物の出土状態を観察してみよう。・北西側の炉縁に接 して釣手形土器が長軸

を炉石 と平行にして、前のめりに底部が床面中に僅かに埋 まった状態で検出されている。そし

て、その北隣には石棒 と石皿が並んでいた。さらに、住居内東南隅の柱穴際には、 これを取 り

囲む様に、磨石・石棒・石皿が検出されている。この内、石皿は床面に斜めに突き刺さってお

り石棒はこれに直角に対応 している。また、磨石は石棒の左脇に並んでいた。この他に、炉跡

周辺からは少 くとも 5個 体 以上の深鉢形土器が天地を逆にして、あるいは倒置若 しくは押 し

潰された状態で見つかっている。

こうした一連の出土状況をどの様に解釈したら良いであろうか。例えば、釣手形土器の遺存

状態を藤森栄一氏は『井戸尻』の中で、「・……今まで、吊手形土器は堅穴住居跡上層の黒い堆積

中で発見されるのが多かったが、例えば、曾利 5号のように、竪穴が腐朽倒壊する場合、最後

に梁と共に落下して埋没した、そのランプとしての所在位置を、意味するのかもしれないと思

われる。」と言っている。 (藤森1965)ま た、岩崎孝治氏は F穴場 I』 に、釣手上器が石棒に冗

れ掛かるように検出された事を紹介、「……単に転んだと解するには無理がある。ましてや開口

部が石棒に密着しているさまは、とうてい偶然の成せる業 とは考えられない。」と指摘 している。

(岩崎1983)そ れでは、仲道の場合はどうであろうか。本住居跡の釣手形土器は、穴場 Iに 見

られる一ある意味をもって、その様な状態に置いた(セ ットした)、 その姿そのままに、一 と言
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う様な在 り方に良 く似ている。器内および口縁 と胴部、さらには釣手部側面に煤状の付着が見

られランプとしての機能を持つものであった事の証明になるであろう。しかし、使用回数はそ

れほど多 くないものと思われる。

釣手形土器の横にある石棒 (下部欠損品)と 石皿 (表面を上にして)は両者がセットで何等

かの作業を行つた状況を想像させるものである。また、これらの延長線上 (東南)の柱穴際に

ある磨石・石棒 (下端部欠損品)。 石皿の 3点セットの在 り方は、まさに何かを意識 した状態を

物語っている。床面中に斜めに刺さった (当時はおそらく直立 していたものであろう)石皿の

裏面に石棒の先端が喰い込まんばか りに置かれている様は、なんとも異様な光景である。 これ

は、水場の場合 とは逆の関係に配置されている。 しかし、そこに見られるある種の意識には、

明 らかに共通性が感 じられる。石棒は、片面に火を受けたらしい痕跡が残 り、煤の付着が見ら

れる。 (カロ熱によるものか、意識 してか挟 られた様に割れている)こ の他、床面上に磨石 と石皿

が各 4点ずつ残されていた。

穴場の例 とはっきり違 う点は、火災等の事件や火入れ行為の痕跡は認められない事である。

加えて、石棒の位置が穴場の様に住居跡内の北壁中心に置かれているのに対 して本住居跡では

東南側に見 られる事である。 (向原の第 3号住居跡では、住居跡内北西壁際に立てられており、

穴場の例に近い)

いずれにしても、本住居跡は宗教的遺物 とされている釣手形土器や、床面下に埋納 された深

鉢形土器 (伏せ甕)や石棒・石皿など、特殊な遺物が目立っている事 と、また、一住居が保有

し得る生活用具は一応備えている事である。さらに、仲道A遺跡全体から見れば台地の北端部

にあり、他の住居 とはやや一線を画した場所に位置しているようである。おそらく、集落の中

では重要な役割を担った家であったものと考えられる。この様な特殊な住居が、いかなる理由

によって廃棄され埋没したものであろうか。炉を中心 とした多 くの遺物や、壁際にセットされ

た石棒・ 石皿などの状況を見ると、祭祀的行事が行われたまま、あるいは直後の状態を紡彿 と

感 じさせるものがある。すなわち、本住居跡はある時その使命を終えてやむなく廃棄 される事

になった。 しかし、火入れは行われる事はな く、そのままの状態を上で埋め戻された と推測す

るのがより自然の様な感 じがしてならない。それは、床面下の伏せ甕内に埋葬されたであろう

「なかま」への思いや りと解釈できないであろうか。

釣手形土器 という、特殊な形態の宗教的遺物は、当町では勿論初めての出上であり、筆者の

知見では県内ではこの他、裾野市富沢の細山遺跡から仲道のものに酷似 した釣手形土器が出土

しているだけと記憶 している。本住居跡は、縄文仲道人の生活の一断面を、まさにそのまま再

現 して くれている様である。

折井 敦  1977「八ケ岳南麓における縄文中期の炉形態の変遷に関する一考察」長野県考古学会誌28 縄

文中期試論特集 長野県考古学会

岩崎孝治他 1983「穴場 I」 長野県諏訪市穴場遺跡第5次発掘調査報告書 諏訪市教育委員会・穴場遺跡

調査団
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第 ■ 図 第 I次調査 第 3号住居跡実測図
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第 3号住居跡 (第 11図 。図版11～ 15)

第 2号住居跡の南側、第 3区内で検出された住居跡。南北の径4.9mほ どであり、ほぼ円形を

呈するものと推定される。しかし、第 2号 と同様に西側は未調査であり不明である。壁高は、

確認面より10～ 18cmを 測る。柱穴は14本検出されたが、西側は不明。柱穴の径は20～ 38ιm、 深

さは20～50cmで あった。床面はわ りあいに良 く固められている。住居跡の中央 。北西隅 。西隅

に 4つ の炉跡が検出されている。このうち、第 2号炉 としたものは120× 95cmの楕円形を呈する

ものであり、おびただしい焼土 とともに大小の焼礫 。上器片等が検出されている。いわば、集

石炉 としての様相を示すものである。しかし、この炉が本住居跡に伴うものとするにはあまり

に不適当な場所に位置しており、やはり第 1号炉を以て本住居跡の炉 とするのが妥当であろう。

そこで、調査者間においては本住居跡 と切 り合う別の住居跡が東側に存在するものと予想した

が、予定区域外である事 と調査日数の関係から、本住居跡を完掘するに留めた。第 3号 。第 4

号炉 としたものは、底面に焼土や土器片が残存するものの「炉跡」と言える積極的な根拠は持

たない。第 1号炉内の覆土は 3層 に分けられる。 1層 は焼上を含む暗褐色土層、 2層は焼上の

みの層、 3層 は焼上を含む黄褐色土層となっている。

遺物は、床面全体よりおびただしく検出されている。第11図 。図版26-3の深鉢は、口縁を

隆起帯が一巡してお り、胴部は沈線によって長円形ないし弧状に区画した中に縄文が施された

ものである。加曾利 E4式に比定される土器であろう。また、第11図 。図版26-4の上器は、

口縁にやや幅広の沈線が巡 り、胴部全体に細い条線が縦位に施されている。やはり、加曽利 E

4式に比定されるものであろう。いずれも、床面南側で検出されているが、前者は倒置状態で

の出上であった。また、後者は埋設されたものであるが、器内には何等収納物は見られなかっ

た。

石器は、打製石斧 1点、磨製石斧 1点、石鏃 7点、楔形石器 1点、磨石 1点、敲石 1点、石

皿 1点 などが出上 している。 (第 41、 42、 45、 47、 48、 50図 。図版27～28・ 30・ 32)

第 4号住居跡 (第 15図 。図版 16・ 17)

調査区の西南隅、第 5区内 (拡張部)で検出された住居跡。第 2号・第 3号 と同様に西側は

未調査であり不明。南北の径 5m余のほぼ円形を呈するものと推定される。壁高は、確認面よ

り12～ 14cmを 計る。柱穴は11本検出されているが、西側については不明。柱穴の径は20～33cm。

深さは16～ 32cmで あった。床面は良 く踏み固められている。住居跡のほぼ中央に、115× 100cm

(推定)の楕円形を呈する大形の石囲い炉が検出されている。石材は大小の局平な河原石を使

用している。炉跡内中央には南北に長軸を置いた炭化材 (材質は長さ62cm、 幅12cm、 厚さ5cm)

が残されていた。焼土は32cmほ ど堆積しており、覆土は 8層に分けられる。 (第 15図 )

1 層 暗褐色土、焼土・炭化物を微量に含む。軟質でしまりがある。

2 層 1層 よりかなり暗い色調を呈する。焼土・炭化物を含む。やや軟質である。

3 層 黒褐色上、焼土・炭化物を含む。

4 層 黒色上、焼上が若干 と炭化物の塊が多 く見 られる。
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5 層 黒色上、焼土・炭化物を多 く含む。

6 層 黄褐色上、ロームブロックを含んでいる。焼土・炭化物を含む。

7 層 赤褐色土、焼土・炭化物を含む。

8 層 赤褐色上、ロームブロックを含んでいる。焼上のみ。

本住居跡は床面全体にわたって、炭化物や焼上が散乱していた。おそらく火災により焼失し

たものと考えられる。炭化材は、 ところどころで床面直上十数cmの 厚さに堆積 していた。それ

はまさに「炭」であり、非常に良 く焼けている状態であった。当初は、炉内の炭化材 。焼上を

掻 き出したものであろうと考えたが、精査の結果、 1-床面がかなり焼けていること。 2-炭

化物は、床面全体に分布 している事。 とりわけ、柱穴の中にまで炭化物が見られる事。などの

状況から、やはり焼失家屋であると判断した。

遺物は、炉内および床面上より上器片 (第 16図 )が出上しているが、他の住居跡に比べると

極めて少ない。第16図 1～ 3、 9、 12は おそらく同一個体であろうが、口縁に斜めの条線を施 し

たものや、頸部・胴部に横位あるいは縦位の隆起帯を一条～二条施 し、それぞれの条間に斜位・

縦位を施すなど、曾利 H式的な要素を残すものと、 4・ 6の ように、口縁に波状突起を持ち、

渦巻状の隆起帯の区画の中に縄文や丸棒状工具による雨垂状の押し引き文など、曾利Ⅲ式のも

のも見 られる。石器は、全 く検出されなかった。

本住居跡の大型炉は、調査以前の水道管埋設工事の際に西側の炉石二個が抜き取 られている

が、その痕跡からほぼ楕円形であったと思われる。 3辺に板状の石を埋め込み、焚き口に枕状

の石を据えている。おそらく、この形態・規模からすれば、第 2号住居跡 とほぼ同時期か、若

しくはやや後出のものであろうか。本住居跡の主体 となる遺物は、曾利Ⅱ式～Ⅲ式期のもので

ある。しかし、埋甕や完形土器が全 くなく、いささか決めてを欠 くが、おそらく本住居跡が何

等かの事由によって火を受けた時には、主だった生活用具はほとんど持ち出されていたものと

考えられる。

第14図  第 4号住居跡内の炭化材
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日、土坑 (第 17～20図・図版18～ 21)

土坑は総数41基が検出された。いずれも第 3号住居跡の南側および第 4号住居跡の南東狽1に

分布 している。つまり、住居跡の配置から見ればその「内側」に位置 している事が分かる。大

きくは、第21号や第28号土坑を境に北群 と南群の二群に分けて考える事も出来るが、尚良 く見

ると第 3号配石土坑 と第37号土坑以外は、 1群 2基以上14基程の単位により構成されている事

が分かる。そこで、北側からA・ B・ CoDoE・ F・ G・ Hの 8群に分けてみた。この内、C・ F・

G群については渡辺康弘氏が F上 白岩遺跡』第Ⅲ次。第Ⅳ次・第V次発掘調査報告書で提示 して

いる、「円環状配置」による単位群 としているものに共通しているように思う。調査の段階で、

第 2号住居跡に重複 して東側に別の住居跡の存在を予測した事は前述の通であるが、そうだ と

すると、本遺跡の縄文中期後葉の住居跡は、環状あるいは弧状に配置 していた訳で、土坑群 も

これに添うように配置されている。

規模・形態 長径78～ 166cm、 短径50～ 134c甲、深さ14～46cmを測る。大部分の上坑はⅢ層下

部からIV層 を掘 り込んでいるが、その深度は,ヒ較的浅い。平面は、長円形を主体 としてお り略

長円形が見 られる。底面は、ほぼ平垣になっている。 また、底面に柱穴状のピットを有するも

のが、全体の半数以上ある。このうち、一つのもの22基、二つのもの 3基 となっている。いわ

ゆる、配石土坑は 4基検出されてい るが、なかでも第 4号配石土坑は42～50cmの大石 3個を置

いている。渡辺氏の言われる「上面標石」である。下番南側の石は石皿を用いている。

長軸・ 方位 長軸方位には若干の規則性が認められる。真北を示すものは 3基であるが、北

北東吟北東のものが16基、北北西吟北西のものが14基 と「北」を意識 しているものが圧倒的な

数を占めている。 この他、東吟東北東のものが 6基ある。iし かし、「西」を意識 したものは僅か

に 1基 となっている。                         1

遺物 。時期 41基中約半数の24基 より検出されている。第22号土坑に打製石斧が伴 う他は、

土器のみの出上である。これらの上坑群は、その配置や切 り合いなどからすれば、無論一時期

に構築されたものでない事は明白であるし、また、土坑覆土中の上器は必ずしもその構築時期

を決定するものとは限らないであろう。さらにこれら土坑は構築する際の上層攪乱等により当

然遺物の混入はあったろうし、その意味か らも時期判断の決め手 とはなり得ない。

しかし、おおかたの上器片については、少なくとも第イ2号・第 3号 。第 4号住居跡のものに

近似してお り、おそらく各住居跡の構築・使用の過程で、あるいは廃棄後断続的に形成 されて

いったものと推測できよう。やはり曾利Ⅲ～Ⅳ式期のものと、加曾利 E3・ 4式期が主体 を占

めてお り、 この事を裏付けている。
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第 17図 第 二次調査 土坑 全体 図
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第 18図 第 I次調1査 土坑 実測図 (1)
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98× 62× 23 N-19° 一 E 第 2'ナ t主 :ナ十lllV/1ヽ の北側
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粁;円 テ形
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る
３
あ

4は 切合関係に

5 柿 IЧ 形
87× 48× 16 N-54° 一 E 3の 西側 に隣接 して

々イr

6 怖 円形
(106)× 58× 25 N-64° 一 E 西 l士 /〒 7イこよっ煮ζ切

デ,れ てい る こット1 1'1に

7 酉洋 梨形
(96)× (64Ⅲ ×2fI

N-63° 一W 東Ⅲ士を 6で北Ⅲ を 7
で切 成,オtて ヽヽ る 加曾利E式上器 3片、曾利式

=L器
3片、他7片 7_~は

8 楠円形
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9 精 円形
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多
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の
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南
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方 形
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精円形
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94× 69× 25 N一-24° 一W 19の 南 戻 側 に 単 独 で

存 布 加曾利E4式 2片、他 4片

桁円形
97× 64× 26 N-23° 一 E 単独 で存在 含利 I式 と思われる上器 1片、‖寺期不明 1片

桁 円形
108× 60× 26 N-2ば ― E 単独で存在 含利V式の‖縁都破片 1、 加曾利E式破片 1

∫式 ihfに 小トケ(1人 ′)

ヒ ッ ト
脩円形
86× 48× 21 N-20° 一W 単独 で存在

桁 円形
83× 49× 2 N-57° 一W 単独で存在 成 1角

「に ヒ ット

怖円形
(119)× 611×

`20

N-60° 一 E 西 t iFを 27に よって切
られ てい る 底 1角 1に し ッ ト

下行出
'杉(105)× 52× 22 N-13° 一W 南打帝を27に kっ て切

られ てい る 成 i伽
「に し ソ |

桁円形
(■ 4)× (61)× 21 N-0° 一 N 北側 r lFで 26を 東 l笠 で

25″ 切 ってぃる 加↑利E4式 l片 、無文の底都破片 1片 予留>27
方形状 の精 円形
128× 83× 22 N-35° 一W 南東側のl上 で29を 切

っている 力H曾ボけ

精円形
(93)× (51)× 22 N-55° 一W 281こ よ ,́て 可ヒ東 1性 を

切 らオtて いる 営利V式上器 1片

30 精円形
99× 67× 28 N-72° 一W 南側 の 1部 が31と 切

りか ってい る 鼻科提爺諸繁晶裂翻鞘転狩他
の無丈酬8

方形状 の桁 円形
(102)× 67× 28 N-46° 一W 30と 切 り合関係にあ

る 加含利EⅢ～Ⅳ式 l片 、他時期不|サ

'2ナ

他
ｒ

人

の

精 円形
82× 55× 15

N-lo° 一 E 単独で存在

方形状の精円形
90× 51× 20 N-0° 一 N 単独で存在 加曾利E IV式上器 2片

×彫噌
精
１０

N-40° 一 E 11独 で存在
尋科魅あ堆茶 ,拝

:ヽ
加曾利E系縄文土rT 3片

精 円形
105× 62× 26 N-7° 一 E 単独で存在 含利Ⅱ式1片、加曾利E式 5片、他イヨ時期不|サ 19ナ i イ「が 21‖ イrイ |

36 西洋 梨形
(98)× 57× 27 N-32° 一 E 南西 A性 を西己r14に 主

って切 らオ化てヤヽ る ||:ゲ(イ大ヒ ッ ト 1

精円形
90× 69× 44 N-58° 一 E iヽ 独で存狛 尼卍亀箋耗袋:と集岬、梨品ぜ洋8片、Ⅲ式1

配Fil (?)× 10ゼ ×32 き香に踏笙J需批れ男溌舅Υ告鶴 逃ご抗猛式と続く
2 N-94° 一 E l■lオ

「
トイ主11と ワJり てヽ ´

てい る 網代文様の底部 1ナ
11と りJ,イト
ところに し

い る

|ヽ 1

3
(68)× 73× 57 オ!式ィく|り 〕な上器 4)i

4 方 形
f15× lR4× 19 N-64° 一 E 引ヒ束 IIと で36′ )―一ヤ|;を

切 ってい る 珈|↑ 利E式系 L器 2ナ i、 他9) 人イ「が 3,1、 他 に 1

1,1′ )イ fl付 |||

第 2表  第 I次調査 上坑 一覧表
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E穏蓄鬱争iI常芭モIぢ轟苺奄冬 :ナ

Eここことうとこと:茎こえ磁蕉だヽ患ミ|ヽ―熱 抒

鞠

‐９

脚

早離

周
灯

・
ヽ
４
「
一ェ
ル
・

仲
凹

脚

〃

れ
Υ
↓
増

２．

騨

一

月

日

５

Ｈ

‐７

４

１０

１６

２２

２

８

１４

２０

１

７

‐３

‐９

奮革1と予予22

第 8号土坑 ,6第 6号土坑
第 6号土坑 ,12第 7号土坑
第 6号土坑 ,18第 2号土坑

第 3号土坑 ,

第 2号土坑 ,

第 6号土坑 ,

第 4号土坑

第 3号土坑 ,3第 1号土坑 ,

第 6号土坑 ,9第 5号土坑 ,

第 6号土坑 ,15第 1号上坑 ,

第 8号土坑 21第 8号土坑 ,

第 8号土坑 ,

第 6号土坑 ,

第 6号土坑 ,

第 4号土坑 ,

第 21図 第 I次調査 土坑出土土器拓影 (6)

12

警―
監

―

=・

鶉
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ゴ

鮮
Iが

卸'〃4

|や

3 〃 ∝磯露β

Π

リ

脚

〃

ガ

〃

嘲
〃

判 が

1.5,6.8 第 9号土坑 10。 1617.18 第11号 土坑  9 第12号土坑 H.19 第13号土坑
2.12.13.14.15 第14号土坑 3 4 所属不明

第 22図 第 二次調査 土坑 出土土器拓影 (7)
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鮮 β
4

議〃

田
甲

先
絲
神
期
３

鶴
γ
■
軒

輯

η

I        I        I

1第23号土坑,2第 24号土坑,3第 19号土坑 ,4第 23号土坑 ,5第 14号土坑
6～ 8第23号土坑,9第 18号土坑,10第 21号土坑,11第24号土坑,12第26号土坑
13第 19号土坑,14第 14号土坑 ,15～ 17第26号土坑,18第 14号土坑

第 23図 第 I次調査 土坑 出土土器拓影 (8)

徽

5

鶏3守
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2

勝

∬

酢

３

，
員
ｒ
ｒ
す
■
ｈ
“
！
れ
い
予
．

鵡
鑢
鞭

藝

彊麹婉∬
11

鞘 〃
i

3.10 第32号土坑  6.9 第35号土坑 2.7.■ .12.15.17 第38号土坑
1.4 18 所属不明

第24図 第 I次調査 土坑出土土器拓影 (9)

5.3.13 第28号土坑

14.16 第 4号配石土坑

〃
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∩

日

嘲

甲

４

0                       1師
I      I      I

1.2 3.4.5,6.8 第 1号配石土坑 10 第 2号配石土坑  7.9 所属不明

第 25図 第 I次調査 土坑出土土器拓影 (10)
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鯵
戸

71

Ⅷ 凡0

58

(58)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。文様は自縄 自巻 を器面に対して、縦位に圧

痕 し、絡条休圧痕 を絡条体の部位 をかえて施 している。

モチーフとしては>状 を作っている。絡条体の条の太さ

は 1の条で、太さ2mmで ある。器厚は 9mm。 内面は入

念に研摩 している。

(62) 焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は RLの 端部 を半置半転 してお り|→

方向に回転 している。口唇部 と RLの 原体の縄を回転

している。裏面は入念に研摩 している。器厚は 5.5rnmで

ある。

(71)焼成は良好、色調は黒色 を呈する。胎土中に細

砂・石英を含む。文様は 1の条の絡条体 を施 している。

時計回 りと逆に巻 き2段旋 している。幅 3mm施 してい

る。器厚は 8mmである。

(81)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 。繊維を含む。表面は繊維が混入 しているためガサ

ガサ している。文様はLの絡条体 を圧痕 していると思わ

れる。絡条体の幅 6mmである。器厚は 7mmである。

(90)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に石英・細砂 を含む。文様は絡条体圧痕か自縄自巻 を施

しているが、風化 してお り原体 と文様のモチーフは不明。

器厚は 7～ 8mmでぁる。

(105)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は rの絡条体 を横位に圧痕 し

てお り、絡条体 と絡条体 との間に rの条の自縄自巻 を施

している。裏面は風化 しているがL<こ の縄文を歩方向

に回転 している。

(139)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLの原体 を斜位に側面圧痕 し、 RL

の縄文原体 を器面に対 して横位 に側面圧痕 を施 してい

る。 RLの 原体の太さは約 4mmと 思われる。器厚は約

8mmである。

(143)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を多量に含む。文様は RLの 原体 を器面に対 し横

位に側面圧痕 し、上下に RLの 原体 を維位に回転 して

いる。器厚は 7～ 8mmである。 (第 1号住居跡 )

緯刊39

l   Υ

第26図 第 I次調査 出土土器拓影 (11)
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(168)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・繊維を含む。文様は器表面が風化 してお り不明

な点もあるが、口唇部に LRの 縄文原体 を|→ 方向に施

し、口唇直から LRの 縄文原体 を横位に 3条圧痕を施

している。半置半転 とも考えられる。

(190)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を分量に含む。文様は LRの 縄文原体 を→方向

に回転 している。器内面は削られている。器厚は 8～ 9

mmである。

Ⅷ用1靭
β

2

翼霧守

刃

仏

1回 轄β
5

ド

ーー

′鵡

14

日
‐―

吐

輯
∬

19

0             5師
I      I

次調査 出土土器拓影 (12)
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b、 遺 物

イ、土 器

第 I群土器 (草創期の上器)第26図・第27図

第 I次調査では、縄文時代草創期後半に属すると思われる多縄文系土器が10点 ほど確認され

ている。290頁 の分類に従えば、Ⅱ群 1類の自縄自巻 d種 1点 、 f種 1点 、 2類の絡条体圧痕 a

種 3点、 C種 1点 、 3類の原体側面圧痕 (縄文)a種 1点、 b種 1点、 5類の半置半転 a種 1

点、 6類の縄文 d種 1点 に分けられる。

第26図58は 、自縄自巻を器面に対 して縦位に圧痕 し、絡条体圧痕をその部位 をかえて施 して

いる。62は 、RLの端部を半置半転 してお り卜方向に回転 している。また、半置半転 と半置半

転 との間に自縄自巻 を施 している。71は 、 1の条の絡条体を時計回 りと逆に巻いて 2段施 して

いる。81は 、 Lの条の絡条体を施 している。90は 、絡条体圧痕若 しくは自縄自巻を施 している

ものと思われる。 105は、 rの条の絡条体を横位に圧痕 し、絡条体 と絡条体 との間に自縄自巻

を施 している。 139は、 Lの原体を斜位に側面圧痕 し、RLの縄文原体を器面に対 して横位に

側面圧痕を施 している。 143は、RLの原体を器面に対 して横位に側面圧痕 し、上下にRLの

原体を縦位に回転 している。第27図 168は 、日唇部にLRの縄文原体を卜方向に施 し、日唇直

からLRの縄文原体 を横位に 3条圧痕を施 している。 190は、LRの縄文原体を,方向に回転

している。

個々の詳細な所見は、第26図・第27図 に示 してあり、第64図～第145図 の中にも組み入れてあ

るので併せて参照されたい。

以上、草創期の土器は第 I次調査当時においては、正直な所あまり注意 していた資料ではな

かった。それはこれまで、当地方において草創期土器の出土報告がなく、我々も実見する機会

がなかった訳であり、加えてこれに対する認識の甘さがあった点 も認めざるを得ない。そうし

た中第Ⅱ次調査において、後述の通 り大量の出土を見るに及んで、改めて上記の土器 も草創期

のものであることが判明した次第である。

予備調査・第 I次調査において出土 した草創期土器は、層位 を十分に把握する事は出来なか

ったが、予備調査時のⅥ層下部および第 I次調査時の第 2号住居床面からの出土が確認されて

おり、層位 としては第Ⅱ次調査時のⅥ a層～Ⅵ b層 に対比されるものと思われる。
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第Ⅱ群土器 (早期の上器)第 26図 13～ 22、 第27図 1～ 8

縄文時代早期の上器は、押型文土器 (山 形文 13点、精円文 2点)と 撚糸文土器 1点、無文土

器 2点が出上している。第26図 13は 口縁がかなり外反 し、直下に山形文が横位に二列、 またそ

の下に縦位の山形文が帯状に施文される。また口唇にも施文の跡が見 られる。裏面には調整時

の指痕が残されている。焼成は良 く堅 くしまっている。胎土中には多量の雲母 と細砂が含 まれ

ている。色調は燻黒色を呈する。器厚は極めて薄 く、口唇部で4.511ull、 下部で 5 11ullで ある。第26

図20は 口縁直下より縦位の山形文が、また裏面には横位の山形文がそれぞれ施文されている。

口縁は直行 している。焼成はわりあい良 く堅い。胎土中には砂粒 と白色粒が多量に含まれてい

る。色調は黄褐色を呈する。第26図 21は縦位の山形文が密接施文されている。上部に補修孔が

認められる。焼成は良 く胎土は緻密である。多量の雲母が含 まれる。器量は薄 く5～ 6 11ullで あ

る。第26図 22、 第27図 1は 山形文が縦位 と横位に帯状に組み合わされて施文された胴部破片で

あり、文様間はあたかも磨 り消したかのような無文帯で構成される。山形の条間は広 く粗い。

焼成はあまり良 くない。胎土中には多量の繊維 と淡黄色粒それに細砂が含まれている。色調は

灰褐色を呈する。器厚は 8～ 1011111で ある。第27図 4は、正円に近い小さい楕円文が帯状に施文

されている。焼成は良 く堅い。胎土中には多量の雲母が含まれている。器厚は 7～ 8 11ullである。

第27図 6は、原体 Rの撚糸文を口唇上および口縁上部に斜位あるいは横位に施文している。 ま

た、下部にはこれを縦位に施文している。回縁は肥厚 しやや外反している。焼成はあまり良 く

ない。胎土中には細砂が含 まれている。

この他無文土器の口縁がある。第27図 7は 口縁が軽 く内彎してお り箆などによって調整が行

われている。口縁直下で若干肥厚している。焼成はわ りあい良い。胎土中には多量の砂粒 と淡

黄白色粒・赤色粒が含まれている。色調は黒褐色を呈する。器厚は口唇で 7 11ull、 下部で7.5111111で

ある。第27図 8は 口縁が直行する薄手の上器である。焼成はあまり良 くない。胎土中には繊維

が多 く含 まれる。色調は黄褐色を呈し、器厚は口唇で 611111、 下部で7.511ullで ある。 7、 8と もそ

の焼成・胎土などから、おそらく第■群土器に属するものと考えられる。

第 Ⅲ群土器 (前期の上器)第 27図 9。 10

縄文を地文 とする器面に、櫛歯状工具によって斜位 または横位に条線を施文している。 さら

に、竹管状工具の先端部を使って刺突文が付けられている。焼成は良 く、胎上には雲母・ 白色

粒・砂粒が含まれる。器厚は7.5～ 8 11ullで ある。両者 とも関山式併行期の上器であろう。

第IV群土器 (中期後半～末葉の上器)第 28図～第31図

本遺跡出土土器の主体をなしている縄文時代中期後半～末葉の上器を本群 とする。文様 によ

り2類に分類 して説明する。

第 1類 (第28図～第30図 )竹管状工具によって太い条線文が施されるもので、これに、粘土

紐の貼 り付けによって文様が描出されるものを本類 とした。さらに、施文法により次の 3種に

細分する。
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a 種 :第28図～第29図

頸部の くびれの強いキャリパー形深鉢の口縁部破片である。第28図 と第29図 1は、口唇部か

ら頸部にかけて斜位に太い条線が全面に施されている。第28図 1は、斜位の条線 とは逆方向に

粘土紐を貼付けて籠目文様で飾っている。また、第29図 1は、頸部に波状隆線文を横位にめぐ

らし胴部地文 として縄文が施文 されている。第29図 2～ 7は、キャリパー形の口縁部に同心円

状の力強い条線が描出される。さらに、それを施文 として粘土紐による蛇行懸垂文が垂下する

第29図 4・ 7、 逆 U字の隆帯を垂下させる第29図 5、 竹管状工具で押 し引きした粘土組を三本

貼 り付ける第29図 6がある。

b 種 :第30図 1～ 6・ 16

頸部文様帯 として、浮彫 り手法による横位隆帯 と波状隆線が施文されるもの、粘土紐による

波状横帯文、押 し引きした粘土紐を賠 り付けたものなどがある。 また、第30図 1～ 3の場合口

縁は無文であり直行 している。

C 種 :第30図 7～ 15

太 く深い条線、細 く浅い条線を地文 として、貼 り付け粘土紐によるバラエティーに富んだ文

様が自由奔放に描出されている。第30図 7・ 11～ 15は 粘土紐による蛇行懸垂文が見 られる。

以上、第 1類を 3種に分類 したが a種、 C種は曾利 H式 に,ヒ定されるものであり、 b種はむ

しろこれらに先行する曾利 I式に近い様相を示している。

第 2類 (第 31図)条線を地文 とするものを本類 とし、さらに施文による 3種に細分する。

a 種 :第 31図 1・ 2

細 く浅 い斜 めの条線 を地 文 とし、 3本の隆帯が渦巻状に施文される。また、隆帯の両側は

凹状になぞり整形されている。焼成は良好、胎土中には細砂を含み色調は赤褐色を呈する。

b 種 :第 31図 3～ 8

矢羽状条線文 と沈線文 との組み合わせによる文様構成である。口縁に 1～ 3本の沈線をめぐ

らして、胴部は逆U字の沈線で区画する。また、その内外は櫛歯状工具による矢羽状条線文が

施文されている。第31図 3・ 6は 1単位 2本、4・ 8は 3本以上、 5は 10本以上の櫛歯状工具が使

用されている。口縁部の文様は退化し沈線のみである。焼成は極めて良 く堅い。色調は、暗褐

色 。赤褐色を呈する。

C 種 :第31図10～ 14

器面全体に細い条線文が施 されている。第31図 14は 口縁部文様帯がなく、直接縦位の条線が

施文される。日縁部は軽 く内鸞 し直下で弱いふ くらみを持つ。第31図 9は 日唇が角頭状をなし

直下に二条の刺突の列を配 し、さらに 2本の沈線が垂下しその左右 より弧状の半円が描出され

る。胎土中に細砂・ 雲母を含むものが多い。色調は黒褐色・褐色を呈する。

以上、第 2類土器は施文法により3種に細分したが、その内 a種は曾利 H式～Ⅲ式比定のも

のであり、 C種は曾利 V式比定 と考えられる。

-54-



第V群土器 (中期末葉～終末の上器)第32図～第39図

縄文時代中期末葉～終末の上器を本群 とする。文様により4類に分類して説明する。

第 1類 (第34図)沈線による胴部文様が描出される土器である。第34図・ 5は 回縁に 2本の

平行沈線を巡 らし、胴部には 2本の沈線による渦巻文が描かれている。器形は口縁下部で弱 く

くびれ、胴部が若干張る深鉢形土器である。器肉は薄 く裏面は良 く整形されている。第34図 3

は 3本の沈線によって渦巻文が描かれる。第34図 7は若千内鸞する口縁に 2本の平行沈線を配

し、その下に横位の撚糸文を帯状に施文 している。胴部は縦位の撚糸文が地文 となり、 2本の

沈線による波状文が横位に施文される。器形は頸部で僅かにくびれる小形の鉢型土器で、裏面

は整形され光沢がある。第34図 6・ 8は 2本の平行沈線および波状文が地文である撚糸文の上

を縦位に力強 く垂下する。器内は比較的厚手であり、焼成は良 く胎土は堅い。

第 2類 (第35図～第36図 )縄文を地文 とする土器を本類 とした。さらに施文法により6種に

細文する。

a 種 :第35図 1～ 5

器面に貼付粘土紐を有する土器である。第35図 1～ 4は蛇行懸垂文、第35図 5は細い帯状の

粘土紐が貼付けられている。全体に胎土は堅 く、細砂や雲母を含んでいる。色調は赤褐色を呈

するものが多い。

b 種 :第 35図 6～ 12

隆帯による渦巻文が施文される土器である。第33図 6・ 7・ 9は 国縁が僅かに内彎し、連続

渦巻文が施文されている。焼成は極めて良 く、裏面は整形されている。第33図10～ 12は 同一個

体であり、口縁直下および胴部に隆帯による渦巻文が施文される。焼成は良 く、胎上には細砂

が含まれている。

C 種 :第 35図 13～ 16、 第36図 1～ 15

沈線により波状文・連弧文・蛇行懸垂文 。平行沈線文が描出される土器である。同一個体で

ある第35図 13・ 14は、口縁に粘土紐が 2本貼付けられ頸部が若干 くびれる。深鉢形土器である。

胴部には蛇行沈線文が施文される。また口縁上端に特徴を持つ第36図 1～ 6の ような土器もあ

る。第36図 1～ 3は 口縁にめぐらした 2本の平行沈線の中を押引し、第36図 4～ 6は 2列の刺

突文を配する。胴部には波状、斜位および直線的な沈線文が見られる。第36図 7～ 14の上器も

同様に日縁上端に 2本の平行線で横位文様帯をつくり、胴部には 2本の沈線で波状文 (第 36図

7・ 9・ 14)、 また 3本の沈線による半円状の連続文 (第 36図 12)、 蛇行沈線文 (第36図 10・ 13。

15)等が施文される。第36図 3は 区画された口縁文様帯を持ち、胴部に 2本の平行沈線による

磨消縄文帯を持つている。総 じて焼成は良好である。

d 種 :第 37図 1～ 6・ 8

細 く粗雑な沈線が施文される土器である。第37図 1・ 2は 口縁部文様帯を失い、無文帯が口

縁部を巡 り、その下部に浅 く細い沈線が横位に施文される。第37図 1・ 2・ 3は 同一個体であ

る。
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4は 沈線 と磨消縄文帯を持つ。第37図 5。 6は細沈線が施 され、第37図 8は 回縁部に幅の狭

い無文帯を持ち、胴部に蛇行沈線が施される。

e 種 :第37図 7・ 9011・ 12

縄文のみ施文される土器である。口縁部はやや内鸞するもの、直行するもの、波状を呈する

ものなどバラエティーに富んでいる。施文法 としては、大部分が口縁より胴部にかけて同一方

向に施文されるが、第37図 9の ように口縁直下では横位に、胴部では斜位に施文されている。

また、第37図 12は 口縁で羽状をなしている。全体に焼成は良好であり、裏面はていねいに整形

されている。

f 種 :第38図

口縁は波状をなし、微隆起線により口縁部および胴部を区画する。さらに胴部は磨消縄文手

法により文様が描出される。器形は大型の深鉢形土器で、焼成は極めて良好である。

以上、第 2類土器を 6種に細分した。a種は第 1類 と同様曾利Ⅲ式に対上ヒされる土器である。

b種は回縁部文様帯により加曾利 E2式 (第 33図 6)、 カロ曾利 E3式 (第 33図 9)に それぞれ対

比され、他 も同様に思われる。 C種は第 4類 C種 と同様のカロ曾利E3式比定の上器であり、 d

種は口縁部上端に無文帯を持ち、その下に沈線、微隆起帯を巡 らすなどの特徴を示しており、

加曾利E4式に比定される。また縄文のみ施文される e種は、 C、 d種に伴 う土器 と思われる。

第 3類 (第 32・ 33図 )地文にハの字状沈線文が施されているものを本類 とする。施文具の相

違により2種に細分する。

a 種 :第32図

ハの字状沈線文が、箆状工具により引き掻いたように施文されるもの。 a種の中でも比較的

古期のものは、第32図 1・ 3・ 5。 7・ 8・ 10に 見るようにハの字状沈線文が整然と施文され

る。また、新期のものはハの字文の多 くが粗雑な施文 とな り、雨垂状に変化するものも現れる。

第32図 2・ 6・ 9・ 11～ 15。 前者は主に隆帯によって胴部を区画している。第32図 1は 口縁部

に一条の沈線をめぐらし、胴部を逆U文字で区画し、それら沈線 との間を隆帯 として浮き上が

らせている。後者は細 く浅い沈線によって胴部の文様が描出される。第32図 12は 口緑部文様帯

を全 く失い、口縁直下より雨垂状のハの字沈線文が施文されている。全体的に焼成は良 く胎土

は堅い。色調は明るい褐色から黒褐色 となっている。

b 種 :第33図

施文具が a種 と異なり櫛歯状工具を用いてハの字状櫛目短線文が施される。しかし、それら

ハの字文 も短線 というより刺突したように極端に短いものや、やや長めの櫛目文 とがあり、さ

らにハの字文が整然 と施文されるもの、崩れて任意に施文されるものなどがある。次に、胴部

文様の特徴 としては 2つ に大別できる。 1つ は隆帯を伴 うものであり、第33図 12は 渦巻文、第

33図 2は直線的な隆帯が施 される。他は沈線を伴う土器である。第33図 4・ 5は渦巻文、第33

図 3は 曲線文、第33図 1・ 6・ 13・ 14は 口縁下に 1～ 2本の平行沈線を持つた上器である。ま

た、第33図 8・ 11は 2本の沈線が器面を縦位に走 り、その条間は磨 り消されている。第33図 6
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のようにS字状沈線が垂下するものもある。胎土・ 焼成 ともa種 と同様であるが、色調は明る

い赤褐色のものが多 くなる。

以上、第 3類土器は地文における施文具の違いによりa種・ b種に分けたが、双方ともに曾

利Ⅳ式期後半から曾利V式 にかけての上器である。また、器面に隆帯および隆帯による渦巻文

が施文される土器は、沈線による種々の文様が施される土器より時期が先行するものと思われ

る。

第 4類 (第39図)無文の回縁部破片 と底部を一括して 4類 とした。第39図 1・ 2は 口縁が外

反 し口唇部が内面に厚 く内鸞する。第39図 4は 口縁部上端で一度 くびれまた頸部で くびれを

持つている。第39図 5は 内鸞せずス トレー トに立ち上がる深鉢形土器の口縁部であり、胴部 も

無文 と思われる。

上製品 (第40図 )

土製品は13点 出上している。13が土錘の他は総べて土製円板である。土器片を利用しており、

円板はほとんどが円形またはそれに近いものであるが、 2・ 6の ように隅丸方形を呈するもの

がある。 これらの文様の内訳は、竹管状工具による条線を施 したもの (1・ 2・ 4・ 5。 7)、

隆起帯を施 したもの (3・ 6)、 縄文のもの (9。 10)、 無文のもの (6・ 8・ 11・ 12)な どが

ある。この内、住居跡から出上したもの 9点、配石土坑より出上したもの 1点で、他はグリッ

ドより出上 している。上器片の周囲は丹念に調整され磨かれている。上錘は、左上部を欠損し

ており、長軸の両端に深い切込が行われている。
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口、石器

第 I次調査出上の石器は遺跡の性格上、縄文時代中期のものがその主体 となる。しかし遺物

の中には縄文時代草創期～早期の上器が検出されており、該期の所産であろうと思われる石器

も若干含まれる。石器の種類 としては、打製石斧16点、磨製石斧 2点、磨石 5点、凹石 2点、

敲石 2点、石皿10点、石棒 1点、礫器 1点、石鏃33点、石匙 1点、有孔石製品 1点、スクレー

パー 2点、楔形石器 2点、挟入石器 1点、細部加工象」片 8点に分けられる。

石鏃 (第41図・ 図版 27)

実測した石鏃の 3割程が完形品である。石材は26を 除き総て黒曜石である。石鏃の形態は、

凹基無茎鏃 (1類)と 平基無茎鏃 (2類)に大別でき 1類が圧倒的に多い。 1類には 1・ 2の

様に鍬形のもの、 4～ 7の様に挟入が浅 くずんぐりとしているものや、33の様に頭部だけで32

mllあ る大 きなものが出上 している。11014・ 33は両縁部が鋸歯状をなしており、14・ 23・ 33は

先端部が鋭利に尖っている。 2類は頭部が欠損をしている 3の みである。 1・ 2の鍬形鏃は押
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型文土器に伴 う石鏃 と考えている。

細部加工象J片 (第 42図 )

総て材質は黒曜石である。37・ 46・ 46は 小型の縦長剣片を素材 とし、側縁部に調整が行われ

ている。41は 扇状の象」片の側縁 と底縁に両面より加工が行われている。43は打面をもつ縦長象」

片の両側縁及び端部にも調整が行われている。38・ 45・ 47は小型の象J片であるが、縁辺に細か

い調整がみられる。

スクレーパー (第42図 )

35は ラウンドスクレーパーを半載したような形状を呈する。刃部は半円部に作 られ、片面 よ

り急角度に調整されている。39は小形の縦長象」片を素材 としている。端部が角度をもって調整

されてお り、エンドスクレーパーに属すると思われる。 2点 とも材質は黒曜石である。

扶入石器 (第42図 )

40は 縦長象J片 を素材 とし、その片側の縁辺に扶入部を作 り出している。挟入部には細かい調

整が行われてお り、さらに調整は挟入部以外にも及んでいる。黒曜石製である。

楔形石器 (第42図 )

36・ 42は 比較的厚みのある黒曜石を使用 している。相対する二辺の打撃部には、階段状の剣

離痕が存在する。残核 とも思われるが、ここでは楔形石器 とした。

石匙 (第43図・ 図版27)

三角形を呈する横型の石匙で、つまみをもつものである。横長の象」片を素材 とし、その周縁

部に細部加工を施 し整形 している。刃部は、片面から押圧状の象J離 を施 してある。材質は碓質

頁岩である。

第43図 第 I次調査 出土石器実測図 (3)

有孔石製品 (第41図 。図版27)

2区のH層で出上した。裏面部には加工は施されていない。用途は不明である。

礫器 (第44図・ 図版28)

裏面は大部分自然面が残る大形の礫器である。全体に粗い作 りであり、刃部にも細かな調整

は行われていない。材質は安山岩系である。

-73-



聡
“
洵
］
″
閉
々
フ
一
／／

″

抑

―――

―――

キーキ

ーキ‐

Ⅲ

ＩＩＩ

Ｖ

―

第44図 第 I次調査 出土石器実測図 (4)

打製石斧 (第44図～46図 。図版 28・ 29)

打製石斧は遺構及びグリッドより完形・破損品合わせて15点 出上した。材質はそのほとんど

が安山岩系のものである。石質によるものと思われるが、作 りが全体に粗い感 じを受ける。形

態的に短冊形・撥形に大別したが、その中間形態のものも何点か含まれる。

1類 (44図 50・ 51、 45図52～ 57・ 59)

短冊形、及びこれに近い形態のものを本類 とした。52・ 54・ 56は基部に厚みを持ち、重量感

のある石斧である。これらは全体に粗い加工が施され、刃部、両側縁の調整 もち密さに欠ける。

52・ 54の 表面一部には礫面が残されている。 これは小形で基部が肥厚する石斧であ り、器面全

体に調整が施 される。打製石斧 というより石箆 とすべきかもしれない。55は 刃部が欠損するが

細身の石斧である。59は 片側の縁辺があたかも刃部を作 り出したように調整されてお り、スク

レーパー等に使用された可能性 も考えられる。51は石斧 として図示したが、きわめて薄手であ

(＼〕ハ＼(

いいぶ＼
体榎
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ヘ
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第46図 第 I次調査 出土石器実測図 (6)
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第 47図 第 I次調査 出土石器実測図 (7)
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り、かつ側縁に調整加工が行われる。所謂サイドスクレーパーとすべきかもしれない。

2類 (第45図 58、 46図 60～66)

綾形 とそれに近い形態の打製石斧を本類 とした。58は 刃部の欠損 した薄手の石斧である。両

側縁は両面より調整加工が行われる。61・ 63は表面に礫面を残 している。63は基部上部に弱い

扶 りがみられ、刃部は円刃 となる。62は きわめて特徴的な石斧である。主要象」離面である裏面

は比較的平坦で、表面は甲高 とな り、所謂円撃状を呈する。刃部は両刃 となる。65は 刃部が偏刃

となる石斧で、一側縁に弱い挟 りがみられる。66は 急角度に象J離 された片刃の刃部をもつ石斧

である。表面には礫面を残 し、頭部の礫面には磨った跡がみられる。

78

次調査 出土石器実測図 (8)
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第49図 第 I次調査出土石器案測図 (9)

-79-



磨製石斧 (第 47図・ 図版30)

2点出土。67は定角状で側縁の角にやや丸みがあり、刃部は両刃で鋭利に研磨されている。

68は乳棒状で器面を調整した敲打痕が全体に及び、刃部は両刃で研磨されており、歯こばれが

見 られる。材質は 2点 とも砂岩である。

磨石 (第47図、49～ 50図、図版31・ 32)

各種あわせて 6点出土。 材質は総て安山岩系である。 69は棒状磨石の破片である。 比較的

薄手なものであり、第H次調査で出上した遺物の中に同型のものが 4点含まれている。70は箱

形に近 く、各面が平滑であり、特に側面が平らに摩滅 している。83は第 2号住居跡の東南隅の

柱穴際より石棒・石皿に並んでいた。85は楕円形であり、縁部に稜はなく、側面 と表面の全て

に磨痕を有 している。表面に浅い凹みがある。第 3号住居跡において、石皿1841と 共に出上した。

71は 円形で、全体がきれいに整形されてお り、周縁には打痕が残存する。

石皿 (第48図～第50図、図版31・ 32)

完形品 4点、一部欠損 2点、欠損品 3点の 9点が出上した。第 2号住居跡内からの出上が多

く、大型が 4点出上、第 3号住居跡内から 1点、他 3点の出上であった。磨面が平坦(a)、 若干

凹むもの(b)、 大きく緩やかに凹むもの(C)に 分けた。材質は全んどが安山岩系である。

a類 (第 50図・ 84・ 86)

84は 小型で扁平な自然礫の側縁を調整して表裏共に平盤状に磨面があり、磨石 と一緒に出土

した。86は 大型の楕円形を呈し側縁には敲打調整がみられる。第 2号住居跡内において釣手形

土器の隣 りに石棒 と並び表面を上に出上 した。

b類 (第 48図、76・ 77・ 78、 第49図、80・ 81)

76・ 80は 大型の楕円形で凹みは中央になく、縁辺近 くに浅い凹みを持つ。76は敲打痕のある

凹みであり、80は摩滅された緩かな凹みである。裏面に磨面はなく、打痕が円を描 くように回っ

ている。77は 欠損しているが、磨面の中央部 と思われる所に敲打痕を有し凹んでいる。78は欠

損している為形状は不明である。磨面は中央部が若干凹み、煤が付着し使用痕 とおもわれる小

さな穴が数個あいている。又裏面にも同じく小さな穴があり、その内の 1つ は、熱を力日えられ

たように煤が黒 く付着し、周囲に広がっている。風化が激しくひび割れがしている。81は第 2

号住居跡内において磨石・石棒に伴出している。床面に斜めに刺さり、その裏面に石棒が置か

れていた。形状は三角を呈 し、中央がわずかに凹んでおり、実用以外に祭祀具としての用途 も

想定される。

C類 (第48図 。79)

粒子の粗い石材であり、不定形ではあるがほぼ完成品と思われる。手のひらで持てる位の大

きさであり、緩かに凹んでおり砥石 として使用したのかもしれない。

凹石 (第47図・図版30)

73は長円形で磨面 と凹みを有する。凹みは表裏にあり、表面の凹みは深 く、敲打し形成され

全体を磨って整形 してある。裏面は平滑に磨痕があり、中央が緩やかに凹んでいる。72は箱形
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で磨面と凹みを有する。凹みは表面は深 く、敲打し形成され、裏面は浅い凹みである。磨面が

器面全体におよび、特に側面を強く磨ってある。

敲石 (第47図・図版30)

74は細長い小型の河原石を利用しており、上部は片面を象J離 し、下部は敲打して形成され全

体を磨って整形してある。

75は多面に磨面を有し、底部を平坦に整形して使用したと思われる。重量感のある石である。

石棒 (第49図・第50図・図版31)

第 2号住居跡内より2点出上している。 2点 とも無頭であり、頭頂部は平端であり、敲打し

整形している。87は 一部欠損し、全面に煤の付着がみられる。82は 片側に意図的に削られたよ

うな一面を残している。しかもその面は整形されており周囲には煤が付着している。又この石

棒は釣手形土器及び先に述べた三角形状を呈する石皿と共伴して出上しており、祭祀的なセッ

トの一用冥と想定される。

贔
恕
０
８５

I   I   午

第 50図 第 I次調査 出土石器実測図 (10)
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(単位 mmぉ ょび 9)
器 種 出 土 区 分 類 図番号 図版番号 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 備 号

石 鏃 2区 (2号住 ) H-1 41-1 27 24.3 12.5 3.35 0,85 黒 曜 石 左脚都欠損

表 採 H-1 41-2 16.3 鬱.4 0.25 右脚欠損

3区 (3号住) H-2 41-3 13.9 13.1 3.2 頭部左脚欠損

3 区 H-1 41-4 17.ユ 16.2 1 45 完形品

3 区 H-1 41-5 14.9 12.0 4.0 完形品

表 採 H-1 41-6 13.6 14.0 5.3 0.95 左脚部欠損

表 採 H-1 41-7 22.5 18.4 1.45 右脚欠損

2区 (2号住 ) H-1 41-8 16.0 12.0 完形品

2区 (2号住) H-1 41-9 17.9 14.9 左脚欠損

2医 (2号住 ) H-1 41-10 14.9 11.8 0,35 右脚部欠損

2区 (2号住 ) H一 ユ 41--11 16.0 17.9 0。 95 頭部欠損

2区 (2号は:) H-1 41-12 14.8 15,7 頭部欠損

2区 (2号住 ) H-1 41-13 15.0 14.2 3.1 0.55 完形品

3 区(3号住) H-1 41-14 19,9 15,8 3.0 両脚部欠損

2 H-1 14.3 12.8 左脚欠損

H-1 41-16 15.8 15。 9 3.0 0.65 頭左脚部欠損

H-1 41-17 17 1 15.0 両脚部欠損
X H-1 41-18 14.9 15.5 0.65 頭両脚部欠損

表 採 H-1 41-19 19.9 13.7 1.15 完形品

3 区 H-1 41-20 19.9 15.8 1.05 右脚部欠損

表 採 H一 ユ 41-21 17.8 12.0 0.5 完形品

表 採 H-1 41--22 19.9 15.ユ 5,2 1.35 完形品

21狂 (2オ僧:) H-1 41--23 15.5 12.1 0.35 右脚部欠損

3「疋(3'ナ宿:) H-1 41--24 22.0 13.2 0.65 両脚部欠損

2 IX H-1 41--25 16.0 13.2 0.35 両脚都欠損

31狂 (3'ナ 4〕 :) H-1 41-26 17.0 16.0 1.15 准質頁岩 頭部欠損

31狂 (3'ナ li:) H-1 41-27 12.6 12.0 0.3 黒 曜 石 完形品

31狂 (3を住) H-1 41--28 15 1 13.0 0,35 両脚部欠損

31を (3'チ付:) H-1 41--29 13.2 13.1 0.36 完形品

表 採 H-1 41--30 11.1 2.15 0.2 頭部欠損

表 採 H-1 41-31 17 1 17.9 3.75 頭部欠損
, H-1 41--32 16.9 10.2 2.3 0.35 両脚部欠損

表 採 H-1 41--33 33.9 16.0 1,75 両脚都欠損

7丁  製  品 ,
|〔 41--34 27 12.8 11.8 0.25 有 子し

ス ク レ ノヾ ~ 21狂 (2'チ宿:) D 42--35 20.1 23.2

楔 形 7f器 31〔 (3ケ十i:) E 42--36 23.0 20.0

ネ田吉出力‖fr稼1片 31狂 (3'ナ 4工 ) G 42--37 36.1 16.6 5。 9

31狂 (3'ナ宿:) G 42--38 27.1 27.1 1,3

ス ク レー パー 51狂 (4'ナ 4i:) D 42--39 29.5 20.2

挟 人 石 器 V 42--40 38.5 17.6 5.0 3.0

細部加工崇‖片 1 G 42--41 34.0 44.1 9.8 12.2

楔 形 石 器 E 42--42 29.0 22.5

細都加工象‖片 42--43 51.5 50,1 7.0 14.2

G 42--44 27.2 10.5

第 3表 第 I次調査 石器計測一覧表 (1)
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(単位 mmぉ ょび 9)

種 出 土 区 分 類 図番号 図版番号 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石 材 備 号

糸円吉焉力日三E剣 片 G 42--45 20.5 16.2 1.2 黒 曜 石

G 42--46 26.5 15.2

G 42--47 21.0 14.2 1.2

石 匙 T 43--48 27 34.6 52.1 11.2 碓質頁岩

探
=:

2 区 K 44--49 28 163.0 92.1 49.5 844.0 安 山 岩

打 製 石 斧 2区 (2号住 ) M-1 44--50 28。 29 133.2 64.1 35.0 380 安 山 岩

2区 (2号住) M-1 44--51 111.1 521.0 81.0 60.0 安 山 岩

打 製 石 斧 4区 92号土翔 M-1 45--52 68.0 40.0 21.0 87.0 安 山 岩

3 区 M-1 45--53 80.0 36.0 18.0 66.0 安 山 岩

2区 (2号住 ) M-1 45--54 93.0 47.0 20.0 136.0 安 山 岩

3区 (3号住 ) M-1 45--55 55,0 33.0 13.0 35.0 安 山 岩

2区 (2号住 ) M-1 45--56 77.0 45.0 25.0 120.0 安

M-1 45--57 98.0 43.0 18,0 11.3 頁 山石

M-2 45--58 81.0 39.0 10.0 51.0 安

M-1 45--59 63.0 41.0 11.0 44.0 更

M-2 46--60 72.0 40,0 170 82.0 砂

M-2 46--61 96 0 39.0 15,0 73.0 安 山 メ十

M-2 46--62 124 0 45,0 26.0 194.0 安 山 岩

M-2 46--63 97.0 40.0 17.0 900 安 山 デ|

M-2 46‐-64 95 0 54.0 19.0 安 世1名

M-2 46--65 85.0 40.0 15.0 安

M-2 46--66 81.0 45.0 20.0 砂

磨 製 石 斧 2区 (2号住 ) N 47--67 30 80.0 30.0 14.0 64.0 砂 7

4 区 N 47--68 118.0 52.0 35,0 砂 イ

磨 石 2区 (2号住) O-1 47--69 31 (65.0 61.0 19,0 76 安 |||

O-2 47--70 116.0 91.0 56.0 900 安 山 メ|

0-2 49--83 113.0 94,0 60.0 安 山 デ|

3区 (3号住 ) O-3 50--85 32 108.0 79.0 45.0 523 安 山 ガ

3区 (1号土坑) O-4 47--71 111.0 102.0 56.0 1050 安

凹 石 2区 (2号住 ) P 47--72 30 105.0 81.0 50.0 695 安 山 イ 片面にI‖ Iみ

3 区 P 47--73 109.0 71.0 39.0 安 山 タ 両面 に I‖ 1み

敲 石 2区 (2号住) R 47--74 30 125.0 109.0 101.0 2100 安 T 1

3区 (3号住 ) R 47--75 101.0 32.0 17.0 100 砂 イ

石 皿 2区 (2号住) S 48--76 378.0 273.0 92.0 15500 安 山 ア

S 48--77 318.0 229,0 H8,0 8800 安 I

S 48-78 248.0 185,0 124.0 7100 安 刀

S 48--79 つ
々

つ
０ (159.0) 101.0 39.0 浮 イ

4区 (4号配石) S 49--80 439.0 274.0 145.0 24500 安 山 労

2区 (2号住 ) S 49-81 31 309.0 318.0 123.0 16000 安 |II

3区 (3号住 ) S 50--84 183.0 150.0 56.0 2900 安 ||| 7

2区 (2号住) S 50--86 364.0 296.0 127.0 21000 安 III

2 区 S 図化せず 176.0 97.0 134.0 3500 安 ||| 破 片

棒石 2区 (2号住) T 50--87 148.0 119,0 121.0 3500 安 |||

2区 (2号住) T 49--82 272.0 135.0 115.0 6900 |||安

第 4表 第 二次調査 石器計測一覧表 (2)
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3.′卜 結

第 I次調査によって検出された遺構は、縄文中期中葉～末葉の住居跡 3基、同時期の上坑41

基 (こ の内配石土坑 4基)であった。当町では既に、昭和53年茅野 B遺跡の発掘調査によって、

本遺跡にやや近い時期の住居跡 7基・ 土坑15基が検出されている。

第 2号住居跡の出現は、我々にとって大きな驚きであ り、神秘的なものであった。第Ⅳ章第

2節で触れた通 り、本住居跡は釣手形土器や石棒・石皿・磨石の在 り方などから、極めて宗教

色の濃いものである。石囲い炉の脇に置かれた釣手形土器の出土状況は、 これから行われるで

あろう呪術的行事の為の準備段階を物語っているのかも知れない。炉で焚かれた 「ネ申聖な火」

を今 まさに灯火具である釣手形土器へ移す所であったろうか。あるいは、すべての行事を終え

その使命を全 うした「家」は何等かの事情によって廃棄せざるを得ない状態に置かれた為、呪

術に使われたそれぞれの道具は「家」 と共に埋納する事になったのであろうか。また、釣手形

土器の横にある石棒 と石皿は炉端での憩いの作業を想起 させるものであるゃ さらに、石皿の裏

面に直角に対応 している石棒の組み合わせは明らかに生殖的な行為を意識 し象徴 したものであ

ろう。

第 4号住居跡の大型炉内に残された炭化材は栗又は椎であった。おそらく大きな火が焚かれ

ていたものであろう。本住居跡が焼失家屋である事は前述の通 りであるが、使用を停止した後

故意に火入れを行い焼失させたか、アクシデントによる焼失かは想像する以外術はない。しか

し、主要な生活用具はほとんど残されていなかった事を見れば、予めの準備が済んだ後火を放

たれたものかも知れない。

土坑は、その規模・形状などを見ると茅野 B遺跡のものに良 く似ている事が分かる。またそ

の配置状況は、弧状に並んだ住居跡の内側に存在 しているなど、茅野 B遺跡第 1土坑群に共通

している。本遺跡の上坑群は狭い範囲呼密集して検出された。それらは単独に構築または並ん

で存在 し、あるいはそれぞれ切 り合っている。41基の上坑が構築時期にそれほどの時間幅があ

るとは考えられない。伴出した遺物の時期からすれば、中期末葉にそのほとんどが構築された

ものと考えられる。

今回の調査によって検出された土器の中で、第 2号住居跡に伴出したものはいわゆる曾利式

上器の系統のものであるが、第 3号や第 4号住居跡から伴出したものは、カロ曾利 E式系と曾利

系のものが混在 し、むしろ加曾利 E式系色が強 く感 じられる。大平 C遺跡の例を挙げれば、検

出された中期末葉の住居跡 2基からは、曾利H式～Ⅲ式への過渡期の上器が伴出している。 こ

れにはカロ曾利 E式系のものはほとんど見られない。中期に限って言えば、大平 C遺跡に続 くと

考えられる仲道 A遺跡や茅野 B遺跡の頃には加曾利 E式系がより多 く浸透 して くるようであ

る。
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第 3節 第 H次 調 査

1.層 序

第H次調査によって確認された層序は、表土層から遺跡の基盤 となっているハー ドローム層

まで第 I層～第VH層 に分ける事ができる。調査地区は、北西側 (A-1・ 2、 B-1・ 2、 C-1・

2区等)に おいては既に第Ⅳbか ら第Va層の上面が削土されており、また、東南側 (H-1・
2、 I-1・ 2区)は盛上が厚 くさらに平安時代末期の河川跡が検出された為、基本的な層序

は、第 1号住居跡付近のB・ C-3区 とG-2・ 3区およびH-1・ 2区にこれを求めた。

調査区はかって水田であり、その造成の際に少なくとも縄文時代中期から早期の包含層ある

いは該期の遺構が、かな りの部分において破壊されたものと思われる。

第 I層 表土層。昭和11年に社宅を建てる時の盛上である。大小の石や瓦などを含んでいる。

層厚は30cm前後である。従って、東南側の傾斜地では lm以上の堆積が見 られる。

第H層 灰褐色土層。旧耕作上、調査区の東側を中心に検出されている。層厚は約20cmで あ

る。

第Ⅲa層 黄褐色土層。水田の床土 (鉄分を含んだ層)であり、層厚は約 7側であった(B-3
区)。

第IIIb層  暗褐色土層。流入による砂層であり層厚は約 10cm。 パー ミスを含んでいる。

第Ⅲc層 暗赤褐色土層。Ⅲb層 と同様の流入砂層。層厚は約 15cm。 多量のパーミスを含んで

いる。ⅡIb層・ Hc層共、E-2・ 3、 F-2・ 3区における堆積例であるが、 これがそのまま調

査区のⅢ層を物語るものではな く、H-3区 では黒色土層となってお り、平安時代以降の包含層

として捕らえる事が出来る。これは予備調査および第 I次調査の地点で見 られた黒色土層と同

じである。つまり、IIIb、 c層 は山崩れや洪水等によってもたらされた堆積層であると思われる。

第Ⅳa層 明黄褐色土層。水田の床土 (鉄分を含んだ層)であり、層厚は約10cmである。

第Ⅳb層 暗褐色土層。当町では普遍的に検出される縄文中期の包含層 となるものであって、

若干のパー ミスを含んでいる。層厚は10～ 15cmで ある。

第Va層  暗茶褐色土層。基本的には第Ⅳb層 と同じであるが、遺物量は少 くなる。本層の下

部から第Vb層 の上面にかけては縄文早期の遺物が含まれている。層厚は30～35cmで ある。

第Vb層  茶褐色土層。ソフトローム漸移層である。赤色スコリアを若干含んでいる。本層の

中位および下部には縄文草創期の遺物が見 られる。層厚は20～30cmで ある。

第Ⅵa層 黄茶褐色土層。ソフトローム層である。本層が縄文草創期の遺物包合層となってい

る。これは、G-2区 内とH-1区 内の トレンチにおいて顕著であり、確実な層と言える。粘性

がありしまっている。層厚は25～30cmで ある。

第Ⅵb層 暗灰褐色土層。鉄分を含んだ層によって寸断されている (H-1ト レンチ)が、本

来はⅥa層 と||」 一層であろう。色調により分類 した。粘性があ りしまっている。縄文草創期の遺

物包含層である。層厚は25～30cmで ある。
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第Ⅶ層 黄褐色土層。硬質のローム層である。本遺跡の地山となっているものである。H-1
区内 トレンチではこれを25～30cmほ ど堀 り下げたが、湧水がひどく礫層にかかった為観察にと

どめた。

以上が本遺跡の基本的な層序である。G-2区 内のⅢc層 とⅣa層付近から出上 した草創期の

上器は、おそらく遊離浮上 したか、あるいは水田造成時代の天地返 しにより混入したものであ

ろう。
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Ｖ く中期

く中期

く中期

電早期

期

相

鞠
劇

第51図  仲道 A遺跡層序模式図

※ 予備調査および第 二次調査においては確認できなかったが、第H次調査 (と りわけF・

G・ Hグ リッド内の トレンチ)に よって、縄文時代中期→早期→草創期の遺物包含層を、そ

れぞれⅣb層→Va層→Ⅵa層→Ⅵb層 中に確認する事ができた。特に、第H次調査で検出さ

れたⅥa・ Ⅵb層 は、まぎれもなくソフトローム層である。

I次予 備 Ⅱ 次
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2、 先土器時代・ 縄文時代草創期前半の遺物

本遺跡の遺物中、先土器時代および縄文時代草創期前半に属すると思われる石器が 8点確認

されている。このうち、第55図 。図版52に ある 1～ 4の ナイフ形石器 と5の彫器については、

残念ながら出土層位は不明である。また、 8の有舌尖頭器は表採品であるが、いずれも該期の

所産である事はまちがいないであろう。6は、G-3グ リッド内 トレンチで検出、 7はD-3グ
リッドから検出されているが、層位を確認するまでには至っていない。図示しなかったものの

中にも該期の石器が見 られるが、やはり層位的な把握が出来なかった為省いた。

ナイフ形石器 (第 55図 。図版52)4点が出上している。いずれも黒曜石を使用している。 1
は厚い縦長象」片を素材 としている。右側縁に象」離面側から刃潰しを加えている。下半部を欠損

している。 2も やはり縦長の象J片 を使用している。左側縁と右側縁下部に象!離面側から刃潰し

を加えている。素材の打点は既に取 り除かれ、先端部を欠損している。 3は横長の象1片 を素材

としている。左全側縁と右側縁下部に象」離面側から刃潰しを加えている。なお、刃部は素材の

右下端に設定され、打点は既に取 り除かれている。 4は厚い縦長の象J片 を使用している。左全

側縁に象」離面側から刃潰しを加えている。刃部は素材の下端に設定され、打点は既に取 り除か

れている。刃部には細かな象」離が認められる。

彫 器 (第 55図・図版52)1点出上している。黒曜石を使用している。縦長の厚い象J片 を素

材 としており、先端に象J離面側から6回の細かな象J離 を加え打面を設定している。この打面に

対 して先端に左・右からそれぞれ 1回の打撃を加え、両側に 2条の樋状象1離 を施 し彫器の刃部

を作 り出している。 この両側の象J離は下端部にまで及んでいる。なお、象」離面側には打瘤が残

存 し、左側縁の下端には原石面が残る。

石 槍 (第 55図・図版52)2点 出上している。いずれも使用石材は安山岩。 lは両側縁が平

行に延びる形態をとり、両面に並列した象J離が見られる。中央部・下半部とも欠損 し、先端に

は上方から象J離が両面に入る。有舌尖頭器の可能性がある。 2は木葉形を呈すると思われるが

下半部を欠損する。最大幅が下半部に存在し左右が非対称形になる。象」離は両面に及び、両面

共一部原石面を残す。

有舌尖頭器 (第 55図 。図版52)使用石材は買岩。極めて小形で先端部及び返しの一部が欠損

している。

上記のうち石槍及び有舌尖頭器は草創期に属すると思われるが、本遺跡から出上した草創鋭

の石器組成に含まれるか否かは判然としない。押圧・回転縄文系土器群に石槍 。有舌尖頭器が

伴出した例は少く、今後の資料増加を待って再度検討したい。
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3、 縄文時代の遺構 と遺物

a、 遺 構

今回の発掘調査では、調査区の西側半分に遺構の大部分が集中して検出された。しかし、そ

れら遺構の保存状態は決して良好 とはいえなかった。すなわち、調査区はかって台地を数段に

削平してつ くった水田であったといわれ、広範囲にわたり包含層が削られてしまったようであ

る。また、昭和 11年 に社宅を建てる際にも一部において攪乱を受けている。そのため、竪穴住

居跡についても往時の床面、壁高の全容を明確にする事はできなかった。

縄文時代の遺構 としては、円形竪穴住居跡 7基、土坑 6基が検出されている。又、焼土 と多

数の柱穴状 ピットが広範囲にわたって検出されたが、プランを確認するまでには至らなかった。

イ、住居跡

第 1号住居跡 (第 57図 。図版35～ 38・ 41)

調査区の南西部、 B-3グ リッド内で検出された住居跡である。東西の径5.8m前後のほぼ

円形プランを呈するものと思われるが、南側半分は調査区外であり不明である。床面 と壁の間

には幅20～ 35cm、 深さ 6～ 15cmの 周濤がめぐっている。壁は確認面より最も高い所で28cmを測

る。柱穴は14本検出されたが、南側プランが不明であるためこれがすべてではない。柱穴の径

は18～ 47cm、 深さは28～50cmで あった。床面は全体によく踏み固められている。住居跡の中央

よりやや南側に160× 110cmの楕円形を呈する大型の炉跡が確認されている。炉跡内には、長時

間にわたって熱を受けたと思われる赤 くしまった焼上が約50cm堆積してお り、大小の礫が混在

していた。さらに加曽利E3式ないしE4式期の上器片が出上している。なお、本住居跡の北側

床面で周濤に接 して、口径29cm、 器高およそ30cmの 底部を欠いた埋甕が発見された。

この土器は、国縁部より胴部にかけて全器面を隆起帯による逆U字文で区画し、内に 2つ の渦

巻文が描出されている。また、地文 として 1～6cmの 浅い条線が全面に施文される。曾利Ⅳ式上

器 と思われる。しかし、この埋甕 としての性格、用途等については遺物の伴出もなく不明であ

る。その他、本住居跡の覆土およびその周辺からは加曽利E2式 ～E4式上器、曾利 H式～V
式土器など多量の上器が出上しているが、主体 となるものは埋甕からも窺えるように縄文中期

後葉と思われる。

石器は、打製石斧 1点、磨製石斧 2点、石鏃 2点、スクレーパー 1点、磨石 1点がそれぞれ

床面より出土した他、拡張の際覆土中より打製石斧 6点、凹石 l点、石鏃 1点が出上した。

第 2号住居跡・第 3号住居跡 (第 58図・図版39～41)

第 1号住居跡の北側に径 5～ 6m前後の円形プランを呈すると思われる 2基の重複 した住居

跡が検出されたが、南側を第 1号住居跡によって切 られており、また第 3号住居跡内には中世

初頭 と思われる竪穴住居跡が掘 り込まれている。第 2号 。第 3号 とも幅12～ 35cm、 深さ 3～ 6

cmの 周濤を持っている。柱穴は合計12本検出され、径20～40cm、 深さ20～50cm前後である。炉

跡は 2ケ所確認され、焼上が検出された。焼上の状況から推して、住居跡の床面はすでにかな

り削られている事が分かった。第 2号住居跡のものと思われる炉跡aは、住居跡の中央からやや
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東寄 りの、つまり第 3号住居跡の壁際に位置している。炉内には、中央部で34cmに 達する焼土

が堆積していた。また、第 3号住居跡に伴うものと思われる炉跡bは 住居跡の中央より南側に存

在し、西洋梨形のプランを呈する。焼上の堆積は中央部で24cm前後である。

さらに、本住居跡のものと思われる埋甕が南東側の周濤際 と炉跡b東側に埋設されていた。前

者は、口縁部に隆線による円弧文 と渦巻文を交互に施 し、胴部にもやはり隆線による懸垂文が

施文されている。また、それら隆線による各文様帯の両側を凹線でなぞる事によって浮き彫 り

の効果を表現している。地文 としては、細い沈線による粗雑な条線を施してある。器形は深鉢

形で口径27cm前後、器高は底部を欠いているがおよそ26cmと 推定されるもので曾利Ⅳ式上器 と

思われる。後者は、やはり粗雑な条線を地文 とし、その上に隆線によるH状懸垂文が施されてい

る。また、その隆線の両側を凹線でなぞる手法は前者 と同様であり、曾利Ⅳ式期のものと思わ

れる。器形は口縁部を欠損しているが比較的小型の深鉢である。これら2つ の埋甕を結んだ線

上の、第 3号住居跡北側周濤際に径35cm、 深さ50cmほ どの円形ピットが検出され、中に磨製石

斧 1点 と磨石 1点が納められていた。なお、第 2号住居跡に伴うものと考えられる土器片が住

居跡東側で検出されたが、保存状態が悪 く型式・器形等を知る事は出来なかった。

第 4号住居跡 (第 59図・図版42・ 43)

C-1・ 2、 D一 l・ 2グ リッド内で検出された。調査区中央よりやや北西側に位置している。

保存状態が悪 く、床面がかなり削られているためプランの確認が東側においては困難を極めた。

しかし規模 としては、径がおよそ 5m前後の円形を呈するものであろうと推定された。なお、わ

ずかに幅10～ 18cmの 周濤が確認され、また周濤内には径10～ 15cm、 深さ 3～ 7 cmの柱穴 と思わ

れる小ピットが 7つ、住居跡内に径20～ 30cm、 深さ40～ 130cmの 柱穴が 8本検出された。さらに、

西側周濤際に短径46cm、 深さ42cmの ピットが存在するが、本住居跡に伴うものかどうかは明ら

かでない。

炉跡は、住居跡のほぼ中央付近で確認され、85× 55cmの楕円形のプランを呈 し、焼土は16cm

ほど残存 していた。なお、炉跡の中心より北へおよそ lmの所に伏甕が埋設されていた。この上

器は、キャリパー状の無文口縁が直に立ち上が り、 くびれのない頸部には数条の隆線による横

帯文 と波状文が施されている。胴部には箆あるいは竹管状工具によると見られる縦位の力強い

平行沈線が地文 として施され、その上を数条の隆線による渦巻文 。懸垂文、粘土紐による波状

文が施されている。また、その隆線上には刻み目がつけられている。大型で胴部に張 りのない

深鉢形を呈する。以上のような特徴から、この上器は曾利H式に比定されるものであり、本住

居跡は該期の所産であろうと思われる。石器等は検出されなかった。

第 5号住居跡 (第 60図・図版43)

調査区のほぼ中央北側、F-1、 G-1グ リッド内において検出された。焼上がおよそ13cm程

残存している炉跡を中心に13本 の柱穴 と思われるピットが検出された。プランは本住居跡の構

築面 と思われる第V層 はすでに削られていたため、確認する事が出来なかった。柱穴の径20～37

cm、 深さ17～ 36cmで あった。炉跡は、本住居跡 とは構築時期の異なる 2基の上坑によって南側
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半分を切断されていた。出土遺物は、構築時期を決定出来るものはなく、炉跡内より混入 と見

られる草創期の上器片10点が検出されたにすぎない。

第 6号住居跡 (第 61図・図版44～ 46)

今回の調査で検出された住居跡の中では唯―の敦石住居跡である。調査区の北東側G-1グ
リッドにおいて第Ⅳ層を削土していると、敷石 と思われる板状の石が出現した。そこで、板石

の追及 と周辺の精査を行った。その結果、住居跡の壁際と見 られる所に数個の縁石およびそれ

らが抜かれたと思われる痕跡が次々に検出された。

規模は、長径3.5m、 短径3.3mの 円形プランを呈する。柱穴は、屋内に10本、縁石外の東西南

北にそれぞれ 1本づづ計 4本が検出されている。柱穴の径は14～ 28cm、 深さは 8～16cmであっ

た。住居跡の中央よりやや南側に110× 80cmの楕円形のプランを持つ炉跡が認められ、炉内には

28cmほ ど焼上が堆積していた。また、この炉跡を囲むように厚さ 4 cm前後の板石が敷かれてい

た。さらに、住居跡中央より北西側に埋甕が埋設されていた。器形は、深鉢形を呈しており完

形品である。□径25.5cm、 高さ27cm、 底部の径 9 cmを測る。

文様は、器面全体に波状および逆U字の細い沈線が描出され、これによって区画された中に粗

い縄文が施されている。加曽利E4式上器に比定されるものであろう。また、本住居跡の覆土や

炉の内外から検出された上器片(第 159図・第160図 )も やはり、加曽利E4式ないし曾利V式期の

ものであると思われ、本住居跡が中期末葉に構築されたものである事が推定される。他は磨石

2点、石鏃 2点のみであった。

第 7号住居跡 (第 57図 。図版47)

調査終了間際、第 1号住居跡の南西側床面下に、新たに住居跡の周濤が半円状にひろがって

いるのが確認された。柱穴・炉跡は検出されなかった。また、本住居跡 と第 1号住居跡の周濤

の間に110× 90× 20cmの ピットが認められた。 (第 4号土坑)出土遺物は、覆土中より中期 と思

われる土器片数点が検出されただけである。

※第 6号住居跡 (敷石住居跡)について

敷石住居跡がはっきりと確認されたのは、当町ではこれが初めてである。小型住居であるが

極めて整った偏円形を呈する。壁際に30cm前後の局平な河原石を連続 して立てて埋め込んであ

り、 (現存 4個 )こ れを縁石 としている。それらは僅かに外側に傾斜して立っていた。他の縁石

は、水田を作る際に引き抜かれたものと思われる。縁石 と縁石の間には小石が詰められていた。

北壁付近では約1.lmほ ど縁石がとぎれており、おそらく出入口と思われる。炉跡 と柱穴の間に

は10枚のヘギ石が敷かれている。 とりわけ、東南側にはこれが並んで敷かれ「団冥の場所」を

想像する事ができよう。炉跡は、若干の小礫を伴う地床炉である。南側の炉縁が焚き口であろ

う。北側の柱 と柱の間 (出 入口に近い床面下)に は加曽利E4式比定の深鉢形土器が埋設されて

いた。
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当地方では、敷石住居跡の顕著なものとして、修善寺町の大塚遺跡が挙げられる。本住居跡

は大塚における 4号住居跡 (柄鏡形)と はその形態を異にするが、床面にヘギ石を敷詰めて壁際

に縁石を設けるなど、中期終末の敷石住居跡の様相をよく示している。また、敷石の配置に見

られる規則性には共通 したものが感じられる。
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第 61図  第Ⅱ次調査 第 6号住居跡実測図
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口、土 坑

第 1号配石土坑 (第62図 。図版48・ 49)

調査区の中央南側D-3グ リッド内で検出された土坑。南側の壁が 2個 の柱穴状 ピットに

よつて切 られている。長径はおよそ1.5m、 短径1.3mの 不整楕円形を呈 し、最深部での深さは約

30cmで ある。主軸の方向はほぼ北東を示し底面は平坦である。

土坑内には石皿 2個 を含む大 きな石 7個 と小礫多数、土器片を伴ってお り、配石上坑である。

とりわけ、50× 37× 21cmも ある大石はいわゆる枕石 とも考えられるもので、主軸方向へ平行に

配 している。出土遺物は、石鏃 3点のほか、カロ曽利E3式・曾利Ⅳ式を主体 とする土器片が得 ら

れた。 (第 16卜 162図参照 )

4、

＼ 」

ヒ    I     P

第62図  第 Ⅱ次調査 第 1号配石土坑実測図
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第 2号配石土坑・第 3号円形土坑 (第63図、図版50)

第 1号配石土元の東側D・E-3グ リッド内において検出されたものである。長径1.6m、 短径

1.5mでほぼ円形を呈する。底面は平坦で壁はゆるやかに立ち上がり、最深部での深さは21cmで

ある。土坑内にはやや大きめの石 4個 と小礫が存在する。出土遺物は|、 曾利IV式～V式上器お

よび方日曽利E4式上器が出土した。また、木の実の炭化物 1個が検出されている。

第63図 第Ⅱ次調査 第 2号配石土坑、第 3号円形土坑実測図

ペ

7

第 2号配石土坑

〆
常
蟷

第3を円形土坑
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第 1号土坑 (第 60図・図版51)

F-1グ リッド内で検出された土坑。第 5号住居跡の炉跡を切っており、また、第 2号土坑に

よつて東側半分を切られている。従って、プランの全容は把握出来なかったが、規模はおよそ

長径1.8m、 短径1.lmの 東西に長い楕円形を呈するものと推定される。底面はほぼ平坦であり、

立ち上がりはゆるやかである。最深部での深さは35cmで ある。出土遺物は、草創期および中期

の上器が若干出上している。

第 2号土坑 (第60図 。図版51)

第 1号土坑の東側で検出された土坑で長径1.3m、 短径0。 72mの楕円形を呈する。底面は凹凸

しており、壁はかなり急に立ち上ってぃる。最深部は42cmと 深い。本土坑は第 1号土坑を切っ

て構築しており、つまり本土坑のほうが新しいものであろう。出土遺物は、第 1号土坑と同様

草創期と中期の上器片のみで石器は検出されなかった。

第 3号土坑 (第 57図 )

第 1号住居跡の南壁側で検出された土坑で、 3分の 1ほ どしか検出出来なかったが、形状は

おそらく方形を呈するものと思われる。底面は平坦で、壁の立ち上がりはやや急である。最深

部は40cmと 深い。上坑内には西側において焼土と炭化物が認められた。出土遺物は、曾利Ⅳ式

と加曽利E3式上器が主体を占めている。また、本土坑は第 1号住居跡の床面直下で検出された

が、構築時期は不明である。

第 4号土坑 (第57図 。図版47)

B-3グ リッドの拡張部、第 1号住居跡と第 7号住居跡のプランが交叉した位置で検出され

ている。長径110cm、 短径90cmの楕円形を呈する。底面は平坦であり、壁の立ち上がりはゆるや

かである。最深部での深さは20cmで ある。遺物は、縄文時代中期終末の上器片が出上してぃる

が、本土坑が第 1号住居跡、第 7号住居跡のいずれに属するかは明確ではない。

b、 遺物

イ、土器

第 I・ H群土器 (第64図～第145図・ 図版53～図版89)

第 H次調査では、縄文時代草創期後半に属すると思われる多縄文系土器が1300点 出土

した。所謂押圧縄文系土器群 と回転縄文系土器群であり、文様原体の施文の組み合わせは

実に多種多様である。調査区の全体に見 られるが、圧倒的に F・ G・ Hグ リッド内の トレ

ンチからの出上が多い。
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第64図 第 Ⅱ次調査 出土土器 拓影 (1)
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第65図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (2)
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第66図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (3)
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第 67図 第 Ⅱ次調 査 出土土器 拓影 (4)
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第68図  第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (5)
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第69図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (6)
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第71図  第 Ⅱ次調査 出土土器 拓影 (8)
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第 75図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (12)
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第78図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (15)
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第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (16)
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o…… …絡条体圧痕

o……… … 原体側面圧痕

o……… 半置半転
②………縄 文
o… …… 無文又は不明

vb ② ① ②

半置半転文土器
(復元第 1号 )

|   !   |

第80図 第 Ⅱ次調査 H-1,2グ リッ ドにおける草創期土器 の出土状況
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第81図 第Ⅱ次調査 G-2グ リッドにおける草創期土器の出土状況
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坤 燃 窯許

(1)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白 色)を含む。文様は爪形をハの宇状に施してい

るが、片方が長さ7mm、 幅 3mmの半月状であるのに対

し、もう一方は長さ4mm、 幅 2mmであり、片方が短か

く狭い。内面にも文様があるようだが不明。器厚は 10

mmである。(H-1・ Ⅵ a層 )

(2) との自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を

呈する。裏面に指痕がつき、炭化物が付着 している。胎

土中に長石を多く含む。口唇部 6mm、 下部 5mm。

欝

嚢案繁〃7糎受切

(3) 1の 自縄 自巻、焼成は良好。色調は暗茶褐色を

呈する。胎土中に長石 を多 く含む。口唇部にRLの縄文が

施される。器厚は、口唇部で 5mm、 以下は 7mmでぁる。

自縄自巻の長さ 6mm、 最大幅 3mm。 (H-3・ VI b層 )

(4)1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を呈す

る。胎土中に長石 を僅かに含む。器厚は 7mmである。自

縄自巻 を 5段、斜めに押 している。 (H-1・ 1088番 )

(5) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を

呈する。胎土中に、石英 。長石を含む。裏面に指痕が残

る。器厚は 6mm。 自縄自巻の長さ 3mm、 幅 3mm。 器

面はV状の補修孔を上器焼成後入れる。補修孔は表面で

6mm、 内面で 4mmである。

(6) 1の 自縄自巻、焼成良好、色調は暗褐色 を呈す

る。裏面は暗茶褐色である。胎土中に長石・石英を含む。

器厚は 6mm。 自縄自巻の長さ 8mm、 幅 4mm。 撚 りの

太さ 1.5mm。 自縄 自巻を縦位に圧痕 している。(F-3・

Vb～ VI a層 )

(7)縦 位の自縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を

呈する。胎土中に長石・石英を含む。器厚は 7mm◇ 自縄

自巻の最大長 10 mm、 最大幅 3mm。 自縄自巻 を縦に圧

痕する。 (G-1・ Va層 )

9999 899

O亀9υ命9999

0            5"
I      I

第82図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (17)
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(8)1の 自縄 自巻を口縁直下に施 している。焼成は良

好、色調は茶褐色を呈する。裏面に指痕が残る。 自縄 自

巻の長さ最大 7mm、 最大幅 25mm。

(9) 焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂・雲母・石英を含む。文様は rの 条の自縄 自巻 を器面

に対 して縦位に圧痕 している。器厚は 9mmである。

(10) 1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色 を呈

する。胎土中に長石を多量に含む。器厚は上部で 6mm、

以下 7mm。 文様は横位 と縦位に自縄 自巻 を圧痕 してい

る。

(II) 焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・雲母・長石 を含む。文様は自縄自巻 を縦位 に圧

痕 している。自縄 自巻の原体の長さは 9mmである。器厚

は 7mmで ある。

(12) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

多量の長石 を含む。口唇直下にRの原体 (も しかす ると

との自縄 自巻か)を圧痕 し、以下原体 を刺突 している。

(13) 1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色 を

呈する。胎土中に長石・石英を含む。器厚は 6mm。 裏面

に指痕が残る。自縄自巻の最大長さ 9mm、 最大幅 4mm。

自縄 自巻は斜位 に圧痕 され、横位の帯状の文様になるよ

うである。

(14) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色 )・ 黒曜石 を含む。文様は 1の条の自縄 自巻 を

圧痕 している。自縄 自巻の長さ 7mm、 幅 3mm。 以下の

文様は風化により不明。器厚は 7mm。 (F-3・ VI b層 )

(15)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

わずかな繊維と細砂・雲母を含む。丈様は 1の 自縄自巻

の圧痕 と考えられる。器厚は 10 mmで ある。内面に指痕

が施されている。(F-3・ Ⅵ a層 )

駒
―

第83図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (18)
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(16) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を呈

する。 1の 自縄 自巻の長 さ 5mm、 幅 3mm。 自縄自巻 を

斜位に施 している。 (H-1・ 1067番 )

(17) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。器厚は 7

mmである。5、 6と 同様 自縄自巻 を横位 と斜位に圧痕さ

せ、横位、斜位に帯状の文様 を構成 しているようである。

(H-1・ 1088番 )

(18) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色 )・ 石英 ,長石・雲母 を含む。文様原休は風化

により不明である。自縄 自巻の圧痕か ? 器厚は 10 mm

である。

(19) rの 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗褐色を呈

する。胎土中に繊維を多量に含み、石英を多 く含んでい

る。文様の上下・方向等は不明であるが、一応この位置

としておきたい。 1の 自縄 自巻の圧痕 とrの 自縄自巻の

圧痕が施 されている。繊維が多いためガサガサ した感 じ

であるが、裏面は茶褐色で石英の多いのが特徴である。

器厚は 5mm。 表裏両面共繊維痕が認められている。

(20) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を呈

する。胎土中に長石 を含む。 1の 自縄 自巻 を縦位に施 し

ている。自縄自巻の長さ 9mm、 幅 4mm。 端部はLRの

縄文を横位に回転 している。器厚は日唇部で 3mm、 下都

で 9mm。 1の条の太さ約 lmm。 裏面部に指痕が付いて

いる。 (G-3・ Ⅵ b層 )

(21)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様は口唇部に 1の 自縄 自巻 を施 し、自

縄自巻 を維位、横位、縦位、横位、縦位 と交互に施 して

いる。自縄 自巻の長さ 5mm、 最大幅 3mm。 器厚は口唇

部で 5mm◇

(22) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は茶色を呈す

る。裏面に指痕が残る。胎土中に黒曜石 。長石・石英を

含む。 1の 自縄 自巻の長さ 9mm、 最大幅 4mm。 1の 自

縄 自巻は縦位 と横位に圧痕 を施 している。裏面にも自縄

自巻を縦位に施 している。 口唇部にも自縄 自巻 を施 して

いる。

出土土器拓影 (19)
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(23) 1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を呈

する。自縄 自巻の長さ 7mm、 幅 3mm。 自縄白巻を縦位

と横位に圧痕 している。

(24) 1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を

呈する。裏面は茶色を呈す る。胎土中に長石を含む。器

厚は口唇音Бで 6mm、 下音hで 8mm。 自縄 自巻の長 さ 8

mm、 最大幅 3mm。 口唇部に文様が施されているようで

あるが、原体等風化により不明、自縄自巻 を縦位 と横位

に交互に施 している。

(25)自 縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。

胎土中に長石・石英を含む。器厚は口唇部で 7mm、 下部

で 9mm。 口唇部にも自縄 自巻 を圧痕 している。自縄自巻

の圧痕は縦位 と横位 を交互に繰 り返す。

(26) 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す

る。胎土中に長石・石英 と細砂 を含む。 自縄自巻を縦位

と横位 に施 している。口唇部にも文様が施文されている

が、原体は風化により不明である。器厚は口唇部で 6 mm

下部で 8mmで ある。

(27) 1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色を呈

する。胎土中に長石・石英 を含む◇器厚は 7mm。 1の 自

縄 自巻最大長 9mm。 最大幅 3mm。 1の撚 りの太さ 1

mmである。縦位 と横位交互に自縄 自巻 を施 している。

(28)焼成は良好、色調は黄茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色 )・ 石英を含む。文様は土器面が風化 してお

り不明であるが、自縄 自巻 を縦位に 2段施 している。器

厚は 9mmである。 (F-3・ Ⅵ b層 )

(29)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は自縄 自巻 を縦位に圧痕 している。器

厚は 8mmである。 (H-1。 1072番 )

(30) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は 1の 自縄自巻 を縦位 と横位に施 して

いる。自縄 自巻の長さ 5mm、 幅 2mmであ り、器厚は 8

mmである。 (H-1'1098番 )

第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (20)
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(31)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は風化により不明であるが、自縄 自巻

の原体 を維位 と横位に施 している。器厚は 7mmである。

(H-1・ 1088番 )

(32) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を

呈する。裏面は茶色を呈する。胎土中に長石・石英を僅

かに含んでお り、また若千の繊維 Pを 含んでいる。器厚

は口唇部で 5mm、 下部で 8mmで ある。国唇部に施文あ

り。自縄 自巻の長さ 7mm、 幅 5mm。 自縄自巻タテ+横

位沈線+自 縄 自巻 ヨコ、※タテの自縄自巻を横位沈線が

切っている。口唇部に、縄文原体 を|→ 方向に施文 してい

るか、 自縄 自巻 を圧痕 している。

(33) 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。

胎土中に長石・石英を僅かに含む。器厚は 7mmである。

自縄 自巻の長 さ 6mm、 幅 2mm。 自縄 自巻のタテ十沈

線十自縄 自巻の ヨコ。自縄自巻の圧痕は、横位に勉 して

いる自縄 自巻の場合、沈線内に 2段交互に施 している。

胴部で>状に曲る器形であることが断面によりわかる。

(34) 焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は自縄 自巻を縦位 と横位 に施

している。原体は土器 自体風化 してお り不明であるが、

自縄 自巻 を縦位 と横位に交互に施 しており、割 り付け痕

と思われる沈線が施されている。自縄自巻の最大長は 7

mm、 最大幅は 2mmである。器厚は 7mmである。

(35) 1の 自縄 自巻、焼成は良好。色調は暗茶褐色、

裏面は茶褐色 を呈する。胎土中に長石・石英を含む。口

唇 6mm、 以下 9mm。 1の 自縄 自巻を維位 と横位に圧痕

している。沈線 を施 し文様 を割 りつけている。 口唇音凸に

も自縄 自巻のF■痕か ?

(36)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に長石・雲母等を含む。器厚は 9mm。 内面に多量の指痕

がつ く。沈線が横位に抱 されている。 (F-3・ 3164番 )

(37) 1の 自縄 自巻か ? 焼成は良好、色調は茶褐色

を呈する。胎土中に長石を含む。器厚は 7mm。 自縄 自巻

の最大幅 4mm。 自縄自巻タテ 2段 +幅 4mm位の半裁竹

管状の圧痕十横位の自縄 自巻。半裁竹管状の工具による

沈線を始 しその中に、横位の自縄自巻を圧痕 している。
勤
Ｉ

第86図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (21)
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(38)自 縄自巻、焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。

胎土中に長石・石英を含む。自縄自巻の撚 りの方向は風

化により不明。器厚は 10m學、タテの自縄自巻十横位沈

線十横位 自縄 自巻。

(39) 1の 自縄 自巻、焼成良好、色調は暗褐色 を呈す

る。胎土中に細砂・長石 。石英・雲母を含む。上器は風

化 し摩滅 している。口唇部に文様があったようであるが

不明。表面は 1の 自縄自巻タテ⇒沈線横位 tty自 縄 自巻 ヨ

コを 5段繰 りかえす。器厚は回唇部で 6mm、 下部で 8

mm。 *表・口唇か ら14 mm下に沈線、横位沈線の幅 6

mm。 裏・口唇か ら 12 mm下 に沈線。自縄自巻タテ 9mm・

3mm・ 自縄 自巻 ヨコ7mm。 3mm。 裏面にはRLの縄文

がス・→方向に施されている。 (F-3・ Vb～Ⅵ a層 )

(40) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を

呈する。裏面は茶色を呈する。胎土中に長石・石英を含

む。1の 自縄 自巻の長さ 8mm、 幅 3mm。 器厚は 7mm。

補修孔は直径 8mmの 円形である。自縄自巻は縦位 と横

位に交互に施 されている。また、横位に沈線が施されて

いる。口唇部には自縄自巻か縄文が胞されているようで

あるが風化により不明である。

次調査 出土土器拓影 (22)
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(41) 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す

る。胎土中に長石 を含む。器厚は 1l mmで ある。自縄 自

巻の長 さ 8mm、 幅 3mm。 縦位、横位、斜位に自縄 自巻

を圧痕 している。

(42)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

繊維・石英を含む。器面縦位に 1の 自縄自巻 を圧痕 して

いる。自縄自巻の長さ 7mm、 太さ 3mm。 1の条の大 さ

約 lmmで ぁる。縦位の自縄自巻の圧痕は文様 としては

斜位 になるように施 させている。器厚は 9mm。 表面、裏

面に繊維痕がつ く。 (F-3・ Ⅵ a層 )

(43) 1の 自縄 自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色、

裏面は茶色を呈する。胎土中に長石・石英を含む。 自縄

自巻の長さ8mm、 幅 4mm。 自縄自巻を横位、縦位、斜

位に圧痕 して帯状をなす。

(44) との自縄自巻、焼成は良好、色調は暗茶褐色 を

呈する。裏面は茶色 を呈する。胎土中に長石・石英 を含

む。器厚は上部で 7mm、 下部で 8mm。 自縄 自巻の長 さ

8mm、 幅 3mm。 自縄 自巻の圧痕は斜位、横位 に施 され

ている。

(45) との自縄自巻、焼成は良好、色調は茶褐色 を呈

する。胎土中に長石 を含む。風化 している。口縁直下に

横位 に自縄 自巻を地 し、以下、縦位 に自縄 自巻 を施 して

いる。 自縄 自巻の長 さ 7mm、 最大幅 3mm。

(46) 1の 自縄自巻、焼成は良好、色調は焦茶色、裏

面は茶褐色を呈する。胎土中に長石・石英を多量に含む。

1の 自縄 自巻 を縦位、横位、斜位に施 している。 lの 自

縄 自巻の長さ(圧痕 )|よ 、最大長で 9mm、 太さは約 4mm

である。1の 条の自縄自巻の繊維の太さは約 4mm。 器厚

は 7mm。 裏面に指痕 と粘土組の接合痕を残す。自縄 自巻

を縦位、横位に圧痕 しながら、鋸歯状の文様 をなす よう

である。

出 土 土 器 拓 影 (23)
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(47) 焼成は良好、色調は暗茶褐色である。胎土中に

細砂 (灰色 4mm大 )と 繊維を含む。文様は器面に対 して、

1の条の自縄 自巻を維位に圧痕 し、横帯状に 5段胞 して

お り下部にRLと 、LRの原体 を上方向に回転させて羽

状縄文 を施 している。内面の施文原体 と施文方向につい

ては、土器面は風化 しているが、RLの縄文 をスに施 し

ている。 (H-2・ Ⅵ a層
)

(48) 焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。 lの 自縄自巻を縦位 と横位に施 し

ている。縄文はLRの縄文 を入、て 方向に施 している。

内面に指頭痕 とヒッカキ痕 をのこす。表面のLRの縄文

は異方向縄文 を施 している。 (F-3・ Ⅵ b層 )

(49) 焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

黒曜石・石英・細砂 を含む。 1の 自縄自巻 を施 してお り、

最大長 5mm、 最大幅 3mm。 その下より、LRの縄文 を

丁方向に回転 している。また、補修孔がつ くられている。

直径約 7mm。 器厚は約 7mm。 (G-2・ 2199番 )

(50) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する◇胎土中に

細砂・石英を含む。文様は自縄 自巻 を維位 と横位 に施 し

ている。原体は風化 してお り不明であるが、 自縄 自巻 を

タテに 3段、 ヨコに 2段焔 している。以下にRLの原休

を→方向に回転 して施文 している。器厚は 8mm。

(51)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・長石・雲母が含まれる。器厚は 1l mmと 厚手で、

1の 自縄 自巻の圧痕 と、 LRの原体 を丁回転 して縦走の

縄文 を施 している。 (F-2・ Ⅵ a層 )

師
Ｉ
Ｉ

次調査 出土土器拓影 (24)
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(52)焼成は良好、胎土中に石英・灰褐色の細砂がま

じる。 1の 自縄 自巻の原体 を縦位 と横位 と施 している。

LRの原体 をLR,＼ 、 くに回転 している。 自縄 自巻の長

さ 8mm、 幅 4mmである。器厚は 7mmである。(H-1・
1053番 )

(53)焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。口唇部に自縄自巻 を施 してお り、国唇部直

下に 1の 自縄 自巻 を圧痕 してお り、 Rの 原体 を横位に 4

段圧痕 している。太さ約 15mm、 器厚は口唇音Ьで 5mm、

下部で 6.5mm。 口唇に自縄自巻 を圧痕 してお り、内面に

も 1の条の自縄 自巻 を横位に圧痕 している。 (G-2・
2201瑠ξ)

(54)焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英・繊維を含む。 Lの 自縄 自巻の原体の端部で

刺突を施 していると思われる。文様 としては、横位の文

様 を意識 した刺突連のようになっている。口唇端部にも

泊縄自巻の圧痕が施されていると思われ、端部は丸くつ

くり、器厚が端部で 5mm、 下部で 7mm。 表面、裏面に

繊維痕がつく。(G-2・ Ⅵ b層 )

(55)焼成は良好、色調は茶褐色

を呈する。胎土中に長 石・石英・

黒曜石・繊維を含む。文様はRの

自縄自巻で巻の甘い原休か、LR

の原体のほどけたものを維位に側

面圧痕 し、以下の文様はLRの縄

文を卜、ス方向に回転 している。

器厚は口唇部で 7mm、 下部で 11

mm、 口唇部は平につ くり、口唇

部にLRの縄文 を卜に施す。表面、

裏面に繊維痕があ り、内面に指頭

痕がある。器形は隅丸方形の深鉢

状になると考えられるカド、大 きく

カーブする点がないので大 きさ、

器形等は不明である。

(H-2・ Ⅵ b層 )

翻

勁
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(56) 焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂・石英を含む。文様は口唇部から 1の 自縄 自巻 を縦位

に施 し、以下にRの原体の圧痕 と 1の 自縄自巻の圧痕、

Lの縄文原体の圧痕 と 1の 自縄自巻の圧痕、 Lの縄文原

休の圧痕 を順に施 している。裏面には 1の 自縄 自巻 を 2

段施 している。器厚は口唇部で 5mm、 下部で 7mm。 (F
-3・ Ⅵ a層 )

(57) 焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・石英を含む。文様は 1の 自縄自巻の巻の甘い原休

か、 Rの 原体の撚 りの甘い縄を側面圧痕 していると考え

られる。原休 (縄文)の長さ|± 30 mmである6器厚は 10

mm。 (H-3)

(58)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細秒 を含む◇文様は条の太さ lmmの rの 自縄 自巻 を器

面に対 して縦位に圧痕を施 し、 1の条の絡条休圧痕を時

計方向に巻いて圧痕 しており、絡条休圧痕 を絡条休の部

位 をかえて施 している。モチーフとしては
'状

を作 って

いる。絡条体の条の太さは 1の条で 2mmで ある。器厚は

9mm。 内面は入念に研摩 している。

埜平哲。緒!:軍尼そ自遷 そ:懲▼

辞
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を横位 に施 したのち、幅 3mmの軸に rの条 を時計 と逆

回 りにからげた絡条体 を横位 に施 tッ 、隠 _に 1の 自縄 自

巻 を施 している。絡条休 +1の 自縄 自巻。器厚は口唇部

で 5mm、 下部で 7mm。 絡条体圧痕 と自縄 自巻 を交互に

施 している。口唇部にも施文されているようであるが風

化 により不明である。 (G-2・ Ⅵ b層 )

(60)焼成は良好、色調は暗褐色 を呈する。 Rの条の

自縄 白巻の端部の圧痕を施 して以下に絡条休 Rの縄を軸

に文寸してL方向に巻 きつけている。口唇部にはLRの糸電文

原体 を→方向に回転 している。器厚は 9mm。 (第 6号住

居跡 )

(61)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・石英を含み、繊維を少量含むP lの 自縄 自巻 を長

さ 8mm、 幅 3mm、 太さ lmmを施 し、rの条の絡条休、

長さ 4mm、 条の太さ lmmを横位 と維位に施 している。

下部はLRの縄文が施されている。器厚は 3mm、 裏面に

指痕 と繊維痕が残 る。LRの縄文原体 を→方向に勉文す

る。 (H-1'Vb層 )

(62)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの端部 を半置半転 してお り→方

向に回転 している。口唇部 にRLの原体の縄 を回転 して

いる。内面は入念に研摩している。RLの半置半転 を二

段施 した間に、1の 条の自縄自巻を横位 に圧痕 し、また、

RLの端部を圧痕 している。器厚は 5.5mmである。

(63)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。風化 しており文様は不明であるが、自縄 自

巻の圧痕を施 し、下部に絡条体圧痕を施 している。さら

に下部には半置半転を他 している。器厚は 8mmである。

(H-2・ 2090番 )

ω
‐
Ｉ
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(64)焼成は良好、色調は茶褐色、胎上に細砂を含む、

文様はLRの縄文原体の半置半転を施 し、風化により条

は不明であるが、自縄自巻の圧痕 を、ハ状に施 している。

鋸歯形の文様構成をとると思われる。器厚は 7mmで あ

る。 (H-1・ 1088番 )

(65) 焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は口唇部にRLを →方向の原体 を回転

し、口唇直下にはLRの縄文原体 を半置半転 している。

自縄自巻 を横位 と縦位、斜位 と施 している。自縄自巻の

長さ6mm、 条の太さ 1.5mm、 幅 3mmで ある。器厚は

7mmである。また、裏面部にはR LI→ の縄文を施 してい

る。 (H-1'1088番 )

ト

(66) 焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は 1の条の絡条体 を 3段施 している。

また、内面には指頭による圧痕が施 されている。絡条休

の幅 6mm、 口唇部にも地文が施 されているが不明であ

る。内面に一部擦痕がある。器厚は口唇部で 7mm、 下部

で 9mmである。

(67) 焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

長石 を含む。 1の条の絡条休圧痕 を横位 に 4段施 してい

る。内面横位に擦痕が施され、炭化物が付着 している。

裏面には指頭痕が残る。絡条体の幅 6mm。 口唇部にも施

文が見 られるが不明である。器厚は口唇部で 6mm、 下部

で 7mm、 口唇部をまるく作 り、補修孔 (10mm)を つ く

る。 (E-3)
(68) 焼成は良好、色調は暗茶褐色、裏面は茶褐色 を

呈する。胎土中に長石 を多 く含む。 1の条の絡条体が横

位に 5段施されてお り、幅 1l mmの低 い横位の隆帯状の

ものが存在する。裏面には指頭痕 と横位の擦痕が施 され

ている◇器厚は 7mm。 隆帯部で 9即m。 1の条を軸に時

計回 りと逆にからげている。絡条体の軸時計回りと逆に

からげている。絡条体の軸が圧痕 されている。(F-3・
Ⅵ b層 )

(69)焼成は負好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

長石・石英を少量含む。 1の絡条休圧痕を横位に 3段施

している。 1の条を時計回 りと逆にL方向にからげてい

る。条の太さ lmm、 幅 2mm。 器厚は 8mm。 絡条体の

軸が圧痕されている。 (F-3・ Ⅵ b層 )
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第93図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (28)

(70)焼成は良好、色調は暗茶褐色、裏面は茶褐色を

呈する。胎土中に長石 を含む。文様は 1の 条の自縄 自巻

をRの方向に巻いているか、絡条体で 1の 条をR方向に

巻いて施文 している。一部にRの縄の圧痕 と考えられる

ものが施文されている。1の条の太さは約 2mmである。

裏面には指頭痕が残る。 (F-3・ Ⅵ b層 )

(71)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂・石英を含む。文様は 1の条の絡条体 を施 している。

絡条体 は時計回 りと逆に巻 き、 2段施 している。幅 3

mm、 器厚は 8mmである。

(72)焼成は良好、色調は灰茶褐色 を呈する。胎土中

に長石 と繊維細砂を含む。 1の条の絡条体 を圧痕 してい

る。1の条の太さ2mm、 幅 5mm、 条の間が約 2mm、

深さ lmm。 (第 1号住居跡 )

(73)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に長石 と繊維を含む。 1の絡条体 を施 している。 幅 5

mm、 太さ lmm。 10 mmの 無文部 を持つ。文様は、軸に

対 して 1の条を時計回 りと逆方向に巻いている◇器厚は

6mm。 (F-3・ Ⅵ a層 )

(74)焼成は良好、色調は茶褐色であ り、胎土中に細

砂 。長石・石英を含む。文様は太さ約 1.5mmの 1の条を、

時計回 りと逆方向に軸に巻 きつけてお り、圧痕の幅は 5

mmを 測る。器厚は 5mm。

(75)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 (白色 )・ 石英を含む。複合 口縁 と思われ、文様は風

化 しているが、 rの絡条体 を横位 に施 していると思われ

る。器厚は複合部 12 mm、 その他は 8mm。 (G-2・ Ⅵ

b層 )

(76)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・雲母を含む。文様は 4mmの幅に絡条休庄痕 (r)

0段条 を横位 に施 している。 rの 0段の条は太めで 2

mmに近い。軸状のものに時計 と逆回 りに施 している。器

厚は 7mm。 内面は黒色で指痕が残 る。(H-3・ Ⅵ a層 )

(77)焼成は良好、色調は表面が暗茶褐色、裏面が茶

褐色を呈する。胎土中に長石・課 曜石 を含む。文様は r

の絡条体 を 7段施す。軸に時計回 りと逆の方向 (L)に

施 している。器厚は 7mm。 横位に絡条体圧痕 を地 してい

る。(G-2・ Ⅵ b層 )
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(78) 焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に長石・黒曜石を含む。また少量の繊維を含む。 rの絡

条休圧痕を施 してお り、軸に時計方向と逆に巻いている。

Lの方向、横位に 2段施 している。条の大さは 15mm、

幅は 4mm。 器厚は 7mm。 (F-2・ VI a層 )

(79)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

石英を多量に含む。 rの条の絡条体 をLの方向にからげ

て、横位に 3段圧痕 している。 rの条の太さ lmm、 幅

3mm。 器厚は 7mm。

(80)焼成は良好、色調は暗茶褐色、内側は暗褐色を

呈する。胎土中に長石・黒曜石・繊維を含む。口唇部に

は文様が施されているらしいが不明。口唇か ら6mm下

に 1の絡条体 を、時計回 りと逆方向に巻いている。 1の

条の太さ約 lmm。 7mm下 に右下が りの絡条休が、太さ

約 1.5mm、 幅 7mm始 されている。 そして、 8mm下

にやはり右下が りの絡条休が 幅 6mm施 されている。

表面には黒曜石・繊維痕が残 り、裏面にも繊維痕・指頭

痕が残る。 2段 目の絡条体では、左下が りの絡条体が 2

本でている。 (F-3・ Ⅵ a層 )

(81)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・繊維を含む。表面は繊維が混入しているためガサ

ガサしている。文様はLの絡条体 を圧痕 していると思わ

れる。絡条体の幅 6mmで ある。器厚は 7mmである。

(第 4号住居跡 )

(82)焼成は良好、色調は茶褐色、内面は黒色を呈す

る。胎土中に繊維を夕量に含む。また、石英・細砂 も含

む。文様は口唇部直下にRの原体 を絡条体圧痕 している

か、側面庄痕を施 している。下部にはRの縄文原体が圧

痕されている。器厚は折 り返 し部で 10 mm、 下部で 7mm

である。 (F-3・ Ⅵ b層 )

I(83)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石 を含む。日唇に自縄 自巻 を圧痕 している。口縁部直

下から、Rの絡条体 または、側面圧痕 を施す。器厚は口

唇部で 6mm、 下部で 12 mmで あろ。(H-2・ Ⅵ a層
)

(84)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。 口唇都に

自縄自巻 を圧痕 したあと、ヘ ラ状工具で削る。文様はR

の原体の絡条体圧痕を施す。 (G-2・ Ⅵ b層 )

(85)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂を含む◇文様はRの原体の側面圧痕か、 Rの絡条

体庄痕 と思われる。器厚は 10 mmである。

次調査 出土土器拓影 (29)
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(86)焼成は良好、色調は暗褐色、内面は茶褐色を呈

する。指痕が残る。胎土中に長石・黒曜石・細砂を含む。

Rの絡条体 を横位に 4段施 している。器厚は 8mmで あ

る。 (G-2・ 3・ Ⅵ b層 )

(87)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。 Rの絡

条体圧痕 と思われるものを縦に 4段施 している。  軸

にまかれている原体の太さは、3～ 4mm。 圧痕されてい

る原体の長さは 8mmで ある。胎土中に僅かに細砂・石英

を含む。器厚は口唇部で 9mm、 下部で 8mmで ある。

またはRLの原体 を口唇部に側面圧痕か、絡条体 を施

し、以下にRLの原体 を縦位に側面圧痕 している。縦位

の側面圧痕か絡条体は 4段で、原体の長さ 8mm、 太さ約

3mm、 縦位の圧痕 と圧痕の間隔は、7～ 5mm、 縦位の

圧痕 と圧痕の間に、横位 に側面圧痕を施 している。胎土

中に繊維・細砂・長石 を含む。

(88)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・黒曜石 。長石 を含む。文様はRLの縄文原体 を 3

段縦位に絡条体圧痕か、側面圧痕 してお り、圧痕されて

いる原体の幅 は 9mm、 太さは約 3mm。 器厚は 8～ 9

mmである。 (F-3・ Ⅵ b層 )

(89)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・雲母が混ざつている。文様はRLの絡条休圧痕を

施 している。器厚は 7mmで ある。

(90)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英・細砂 を含む。文様は絡条体圧痕か自縄自巻 を施

しているが、風化 してお り原体 と文様のモチーフは不明。

器厚は 7～ 8mmである。

(91)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・石英を含む。絡条体圧痕が 2段横位 に施 されている。

(92)焼成は良好、色調は茶褐色、内面は暗褐色を呈す

る。胎土中に僅かな繊維 と長石・石英を含む。絡条休圧

痕が施されている。 (F-3・ Ⅵ a層 )

(93)1の絡条体圧痕、時計回 り、幅 4mmの棒状工具

(竹かカヤ状のものを割っている)に 、約 lmmの 1の条

を時計の逆回 りに巻 きつけている。これを3段以上横位

に圧痕を施 して、以下にLの縄文を施 している。裏面に

は指痕が残る。焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎

土中に長石 を含み、雲母 を多量に含む。器厚は上部で 5

mm、 下部で 6.5mm、 絡条体 と絡条体の間は 5mmo L

の縄文を卜方向に回転 している。(F-3・ Ⅵ b層 )

出上土器拓影 (30)第95図  第Ⅱ次調査
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(94) 焼成は良好、色調は茶褐色、内面は暗茶褐色を

呈する。胎土中に長石・繊維を多量に含む。 1の 条の自

縄 自巻か との条の絡条体LRの縄文 を卜方向に回転 して

いる◇ 1の条の絡条体の場合は、軸にLの方向、時計回

りと逆に条 をからませている。器厚は 7mmである。

(F-3・ Ⅵ a層 )

(95) 焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は、 rの条を時計回 りに巻いたものを

圧痕 している。絡条体の直下より縄文原体 をLRを →方

向 と、 LRをT方向に回転 している。器厚は 9mmで ぁ

る。 (G-2・ 2185番 )

(96) 焼成は良好、色調は暗茶褐色、内面も暗茶褐色

である。胎土中に黒曜石・石英 。長石 を含む。LRの縄文

を横位 に施 している。器厚は口唇部で 6mm、 下部で 8

5mm。文様についてはLRと RLの原体 を棒状工具にま

きつけた絡条休横位 に圧痕 しているか、 LRの縄文原休

とRLの縄文原体 を側面圧痕 しているとも考 えられる

が、文様の状況か らみて、絡条体圧痕の方が可能性が高

いと考えられる。

(97) 焼成は良好、色調は暗褐色 を呈する。胎土中に

黒曜石・細砂 を含む。文様はRの絡条体圧痕 を地 してお

り、以下に、縄文 を施 しているが風化により原休は不明

である。絡条休は幅は 2mmo Rの原休の太さは lmm。

器厚は 7mm。 (H-3・ Ⅵ a層
)

(98)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に繊維を含む。日唇部は端部を丸 くつ くり、文様は絡条

体 (1の条、太さ lmm、 幅約 6mm)を L方向に巻いて

横位に施文 している。絡条体 と絡条体 との間に、長さ 13

mm、 幅 4mmの 1の条の自縄自巻 を施 している。器厚は

6mm。 絡条体 と自縄 自巻 を交互に施 している。横位 に自

縄自巻 を 2段施す場合 もある。

(99)焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

長石・石英を含む。 また、繊維 も傷かながら含む。 1の

条の絡条体 を軸に時計回 りと逆方向 (L)に 巻いてお り、

幅 4mmを 測る。条の大さは約 lmm。 この横位の絡条休

と絡条体の間を 5mmあ けてお り、ここに 1の条の自縄

自巻を横位 に施文 している。長さは 14 mm、 幅は 2mm。

10本の条が数えられる。内面には指痕が残る。器厚は 7

mm。 一部に絡条体の軸状の部分の圧痕が沈線状に見え

るものがある。 (G-2・ 2189番 )
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(100)焼成は良好、色調は暗茶褐色、内面は暗褐色を

呈する。胎土中に長石・石英・細砂を含む。自縄自巻 (1

の条の自縄自巻、長さ 5mm、 幅 2mm)1の 条の絡条体

庄痕が施 されている。 (F-2・ Ⅵ a層 )

(101)1-1の条を時計回 り (右 R)に軸にからめる。

智財線髯弟ζ溌縮慌協陰)基七監鶴響
rYユ rn。

2-1の条を時計回 り (左 L)と 逆方向に軸にからめる。

]地 佳 薄 :羹 :橡 ζ彊ど全瀞

痕 している。 b一 Iの 自縄自巻の端部圧痕 と思われる。

長さ 4mm、 幅 3mm。 4-1の条の絡条休圧痕、左 (L)

方向に軸にからめる。器厚は 7mm。 焼成は良好、色調は

茶褐色 を呈する◇胎土中に長石・石英を含む。 1と 2は

rの可能性がある。

(102)焼 成は良好、色調は暗茶褐色、胎上に繊維、細

砂、雲母 を含む、文様は 1の条の絡条体圧痕を時計回 り

と、逆時計回 りに施 している。絡条休の幅は 3mm、 と2

mmである。また、自縄 自巻 も維位に施 している。器厚は

7mmである。

(103)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に長石・繊維を僅かに含む。文様は、口縁直下よりrの

条の絡条体 を 5段横位に施す。条の太さ lmm、 幅 3mm
で (L)の方向に軸にからげている。そして、 5段の横

位絡条体の下に 1の条の自縄 自巻 を施 している。自縄 自

巻の長さ 10 mm、 幅 3mm。 そして、その下に 2段 rの

条の絡条体 を (L)の方向に軸にからげている。横位の

絡条体 と絡条体の間は 6～ 5mmの無文部がある。文様

の割 り付け痕 と思われる沈線 もある。器厚は 5mmで あ

る。 (F-3・ Ⅵ b層 )

(104)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に長石 を含む。文様は rの 条を軸に時計 と逆方向に回い

ている。 rの条の絡条体 を横位に施 し、その間に 1の 自

縄自巻 を施 している。無文部の幅は約 6mm。 器厚は上部

が 5mm、 下部は 7mm。 (F-3・ VI a層 )

(105)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は rの 絡条体 を横位に圧痕 し

てお り、絡条体 と絡条休 との間に rの条の自縄自巻 を施

している。内面は風化 しているが、L<こ の縄文 を本方向

に回転 していると思われる。■の絡条体の太さ2mm、 長

さ 6mmで、 rの 条の 自縄 自巻 の長 さ 13 mm、 幅 2.5

mm、 条の太さ lmmである。

(106)1-絡 条体の圧痕、 2-1の 条の自縄自巻、長

さ 6mm、 幅 3mm、 太さ約 lmm。 3-rの条の絡条休

圧痕、軸に時計 と逆回 りL方向に巻 きつける。 rの条の

太さ lhm。 4-3に 同じ。器厚は 6mm。 焼成は良好、

色調は暗茶褐色を呈する。胎土中に長石 を含む。絡条体

圧痕 と自縄自巻 を交互に帯状に施す。 (F-3・ Ⅵ b層 )

潤騒〃牛趨
106

胸
Ｉ
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(107) 焼成は良好、色調は茶褐色・暗褐色を呈する。

胎土中に長石・石英を含む。rの条を幅 2mmの 軸にL方

向に巻 きつけている。絡条体 と絡条体の間に自縄自巻 を

横位 に圧痕 している。裏面には指頭痕が残る。器厚は 8

mmであ り、絡条体の軸、 幅 3 mmで、梯子状に施文 さ

れている。絡条体の長 さは25 mmの ようである。

(108)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に石

英を多 く含み、繊維・糸田砂 を含む。文様は 3mmの 幅で絡

条体圧痕 (1)0段の条を横位に施 して、その下に自縄

自巻 を維位 と横位 に施 している。以下に、 1の絡条休圧

痕 を横位 に施 している。口唇部については不明。口唇部

を丸 く作 ってお り、器厚は口唇部で 55mm、 下部で 6

mm。 (F-3・ Vb～Ⅵ a層 )

(109)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。絡条休圧痕 と自縄 自巻 を交互に施 してい

る。絡条休圧痕は (■ )で軸状のものに時計回 りに巻い

ている。絡条体の幅 4mm、 端部に結びめがでている。そ

れから考 えると絡条体の長さ約 15 mm。 自縄 自巻の 0段
の条の撚 りについては、風化 してお り不明であるが、長

さ 9mm、 最大幅 5mm。 器厚は 6mm。 (G-2・ 3,VI
b層 )

(HO)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

石英・細砂 を含む。文様は絡条休圧痕 rの 原休で幅 3

mm、 原体 と原体の間が 2mmでぁる。自縄 自巻 も施 して

いる。器厚は 5mm、 下部は 6騨mである。 (F-2・ VI

a層 )

(H:)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石 と僅かな繊維 を含む。器厚は口唇乱で 5mm、 下部で

9mmで ある。 rの絡条体の軸は、幅 3mm、 その上に、

太さ約 lmm位の rの条を軸に直角に近 く巻いている。

その下に自縄 自巻の圧痕か絡条休の軸状のものの刺突が

施される。軸状の幅 5mmと lmm。 112と 同一イ固休。

(H2) rの絡条休圧痕、焼成は良好、色調は茶褐色 を

呈する。胎土中に長石 と僅かな繊維を含む。器厚は口唇

部で 5mm、 下部で 9mmである。■の絡条体の軸は幅 3

mm、 その上に太さ約 lmm位の rの条を軸に直角に近 く

巻いている。その下に自縄 自巻の圧痕か絡条体の軸状の

ものの刺突が施される。軸状の幅 5mmと lmm。 111と

同一個休。(絡条休圧痕 と自縄 自巻 を横位に交互に施 して

いる。 (G-2・ Ⅵ a層 )

(I13)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・繊維 を含む。内面は暗褐色を呈する。文様は rの

絡条体 と撚 りの不明な自縄 自巻 を組合せている。器厚は

5mm～ 6mmであり、内面に繊維痕が認められる。横断

面でわかるように、器形が大 きくカーブしている。

出土土器拓影 (33)
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(114)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・黒曜石 を含む。文様は、絡条体圧痕 と自縄 自巻

を交互に施 している。横位の絡条休圧痕 4段 とその間に

自縄自巻 を 3段施 している。 自縄自巻は横位に施されて

いるが文様状は斜めになるように勉されているらしい。

絡条体圧痕 (R)の原体 を軸に時計回 りに巻いてお り、

圧痕の幅 3mm、 長さ 10 5 mmで ぁる。自縄自なの長 さ

約 75mm、 最大幅 4mm。 自縄 自巻は 1の条である。口

唇部に自縄 自巻の圧痕があるようにも見えるが文様につ

いては不明である。器厚は、口唇部で 7mm、 下部で 7

mm。 (G-3・ VI b層 )

(115)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中に

石英、細砂 を含む、器面が風化 しているが、文様は自糸電

自巻 と絡条体圧痕 を交互 に施 している。器厚は 7mm

～ 9mmである。 (G-2・ Ⅵ b層 )

(116)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石 を多量に含む。自縄 自巻の長さ 6mm、 幅 2.5mmで

ある。絡条体圧痕の軸の幅は 2mm、 1の条を軸に時計回

りと逆 L方向にからげている。条の太さ約 lmm、 そして

約 10 mm下に長さ 18 mmと 、14 mmの 1の条を斜位に圧

痕 している。裏面には指頭圧痕が残る。器厚は 7m範。ま

た、胴部には 1の原体 を#状に圧痕 している。庄痕されて

いる原体の長さは 20 mmである。 (F-3,VI b層 )

(117)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色 )・ 雲母・繊維を含み密である。文様は 1の条

の絡条体 と 1の条の自縄自巻 を横位に転がして 4段地 し

てお り、その下にLRの縄文原体 をス方向に回転させて

いる。 1の条の絡条休の条の太さ約 1.5mm、 幅 6mm。

軸に対 して時計 と逆回 りに回転させている。 1単位の長

さ約30mmでぁる。1の条の自縄自巻は長さ5mm、 最大

幅 3 mmoL Rの縄文原休は約 1.2mmと 思われス方向に

回転させ横走する縄文を斜位 の帯状に施 している。器厚

は口縁部附近で 5mm、 下部で 8mm。 (G-2・ 2198番 )

(H8)焼 成は良好、胎土中に細砂 を含む。幅 5mmの

絡条体 を圧痕施 してお り、 1の条を巻いてい

る。 1の絡条休 と 1の絡条休 との間に、 1の

条の自縄 自巻を施 してお り、口縁部 と胴部の

境にフの字状に自縄自巻 を圧痕 している。 自

縄 自巻の圧痕の以下をLRの縄文原休 を)＼ 方

向にころがして、縦に走る縄文を施文 している。

第99図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (34)
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(日 9)rの 条の絡条体を 4段横位に施 し、その下にLR

の原体 を 2本圧痕 している。またその下に、絡条体圧痕

を横位施文 している。焼成は良好、色調は暗褐色を呈す

る。胎土中に長石・石英・細砂 を含む。器厚は 5mm。 裏

面に炭化物が付着 している。 (F-2・ Ⅵ a層 )

(120)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎上に

細砂、少量の石英を含む。器厚は口唇部で 9mmで、下部

で 9mmである。口唇部にRLの絡条体圧痕 を施 し、口唇

部直下より、縦位に長さ 10 mm、 太さ3mmの絡条体圧

痕 を施 し、圧痕 と圧痕の間にRLの原体 を横位 に側面圧

痕 している。また、割 り付け痕 もある。内面にも、 RL

の絡条体 を縦位 に縮 し、口唇部にもRLの側面圧痕 を施

している。 (F-3・ Va～Ⅵ a層
)

(121) Nα120に 同じ。

(122) (120、 121)と 同一個体である。

(123)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に、

黒曜石・細砂 を含む。文様は、絡条体圧痕 (r)の 原体

を時計回りと逆方向に軸に巻いたものを圧痕 している。

原体の太さ 1.5mm、 幅 3mm、 長さ 16 mmの 軸状の もの

に巻いているものと考えられる。横位の絡条休圧痕 と、

絡条休圧痕の間に、RLの原体で長さ 1l mm、 太さ約 2

mm側面圧痕 している。また、その下にRLの縄文原体 を

|→ 方向に転がしている。器厚は 10 mm。 (F-3・Ⅵ b層 )

(124)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

黒曜石・石英・細砂 を含む。口唇部にRLの縄文 ? →

かRLの側面圧痕を施 している。 口縁部に、縄文原体の

端部圧痕を横位に施 し、以下にRLの 原休 (9mmの 長

さ、太さ3mm)の 縄文原体 を維位 に絡条体圧痕 してい

る。器厚は口唇部で 7mm、 下部で 9mm。 (F-3・ VI

b層 )

出土土器拓影 (35)
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(125)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に長石・細砂 を含む。文様はRの絡条休圧痕 を維位 に施

し、RLの原休の側面圧痕を横位に施す。これを交互に 4

段行い、その下にLRの縄文を入、下、添方向に施す。原

休 1l mm、 器厚は 8mmである。(F-3・ Ⅵ b層 )

(126)(125)と 同一イ固体。焼成は良好、色調は暗茶褐

色を呈する、胎土中に細砂 (灰色)。 石英を含む。Rの絡

条休か ? 器厚は 8mmである。

(127)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

石英・細砂 を含む。文様はRの縄文原体 を斜位 に側面圧

痕 している。原体の太さは約 3mm。 器厚は上部で 5mm、

下部で 8mm。 内面に指痕が残る。 (H-3・ Va層 )

(128)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英・細砂・雲母を含む。Rの原体をハ状に側面圧痕

している。原体の長さは 8mm、 太さ2mmである。器厚

は 8mmである。

(129)焼成は良好、色調に暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・黒曜石を含む。文様は1段 Rの原体を0状に圧

痕 している。器厚は口縁部で 7mmである。(H-1・ 1075

番 )

(130)焼成は良好、色調は暗茶包を呈する。胎土中に

細砂・石英・繊維を含む。文様は風化 しているが LRの

縄文原体 をら状に側面圧痕 しているか、器面に対 して横

位 にLRの縄文原体の端部を圧痕 している。内面に文様

があると思われるが風化で原体は不明である。器厚は 7

mmである。 (F-3・ Ⅵ a層
)
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(131)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎土中に

細砂 (白 色 )。 雲母 を含む。文様はLRの原休 を側面圧痕

している。原体 1l mm、 原体の太さ4mmである。ハ状

の側面圧痕 を施 している。器厚は 85mmで ある。

(F-3・ Va～Ⅵ a層 )

(132)焼成は良好、色調は暗褐色を呈す る。胎土中に

細砂・雲母を含む。文様はLRの縄文原体を維位に側面圧

痕 している。原体の太さ 3且m、 長さ9mmであり、縦位

にLRの縄文を 2段旋 した間に、LR縄文原体の側面圧

痕を横位に施 している。器厚は 9mm。

(133)焼成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎土中に

細砂・雲母 を含む◇文様はLRの縄文 を→方向に僅かに

回転させて、半置半転風に施文 してお り、その下にLR

の原休の端部 を側面圧痕 している。器厚 は 7mm。 (H

-2・ Ⅵ b層 ,2205番
)

(i34)焼 成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・繊維を含む。表面が割れている。文様はLRの

原体 を横位 に側面庄痕 を 2条施 している。器厚は 9mm

である。 (H-2・ Ⅵ b層 。2107番 )

(135)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈す る。胎土中に

細砂 (灰色)を 含む。文様はLRの原体 を圧痕 している。

原体の太さは 2mmである。器厚は、 8mmで ある。

(136)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈す る。胎土中に

細砂・黒曜石 を含む。文様はRLの縄文原休 を縦位に長

さ■ mm、 太さ3mmの側面圧痕 を施 し、縦位の圧痕の

間にRLの縄文原体 を器面に対 して横位 に圧痕 してい

る。器厚は 9mm。 (H-3・ Ⅵ a層 )

(137)焼成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎上中に

細砂 と繊維を僅かに含む。文様は、RLの縄文原体 を横

位に側面圧痕 している。原体の太さは 3mmであ り、下に

RLの縄文原休使」面圧痕 をタテに施 している。10 mmの

間隔を置いている。器厚は 6m吼 (F-3・ Ⅵ a層
)

(138)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの太めの縄文原体 を器面に対 し

て横位に圧痕 している。器厚は 6～ 8mmである。

５●
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(139)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎土中に

細砂 を含む。文様はLの 原体 を斜位 に側面圧痕 し、RL

の縄文原休 を器面に対 して横位 に側面圧痕 を施 してい

る。RLの原体の太さは約 4mmと 思われる。器厚は約 8

mmである。

(140)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂・石英を含む◇口唇部直下よりL、 Rと L、 R、

L、 Rと R、 L、 L、 Rの原体 を器面に対 して横位に側面圧

痕 し以下にRLの原体 をス方向に回転させて、縦走の縄

文の文様効果 をなしている。裏面、日唇直下に横仁沈線

を施 している。器厚は口唇部で 6mm、 下部で 7 Elln。 口

唇部には、 RLの縄文を→方向に回転 している。 )状の

文様効果 をなす ように側面圧痕 を横位 に 8段施 してい

る。 (G-2・ 2113番・G-3・ 3110番 )

(141)焼成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎土中に

長石・石英・細砂 を含む。文様はLRの縄文原体 を器面

に対 して横位 に 4段側面圧痕 を施 してお りLRの原体は

太さ約 3mm、 原体の長さ 15 mm～ 19 mmで ある。また、

側面圧痕の下にLRの縄文原体 を|→ とK、 米方向に回転

してお り、異方向縄文を抱 している。口唇部にはRLの

縄文原体 を→方向に施 している。完形個体 で回径 280

mm、 330 mmの 隅九方形、底形は 110 mm、 125 mmの 隅

九方形、器高は 190 mmで ある。LRの縄文は胴部下部ま

で推文されるらしい。隅九方形の深鉢形に復元されてい

る。

(142)は (141)イこ同じ

(143)焼 成は良好、色調は茶褐色 を呈す る。胎土中に

細砂 を多量に含む。文様はRLの原体 を器面に対 し横位

に側面圧痕 し、上下にRLの原体 を維位に回転 している。

器厚は 7～ 8mmである。 (第 1号住居跡 )

(144～ 156) 焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。

胎土中に細砂 (白 色)・ 石英を含む。文様は LR、 RL、

LR、 RL、 LR、 RLの側面圧痕 を施す。 口唇部には

RLの原体の縄文を施してある。器厚は口唇都で 8mm。

Ⅷ 戸 143
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第103図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (38)
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(145)1ま  (144)|こ 同 じ

(146)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色)・ 石英を含む。 LR、 RL、 LR、 RL、

LR、 RLの側面圧痕 を施す。口唇部にはRLの原体の

縄文 を施 している。器厚は口唇部で 8mmである。

(147)イ よ (144)に 同 じ

(148)は (144)|こ 同 じ

(149)は (144)に 同 じ

(150)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を多量に含む。文様は口唇部に流文 したあとLR、

RL、 LR、 RLの縄文原体 による側面圧痕を施 してい

る。器厚は口唇部で 7mm、 以下で 8mmである。

第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (39)
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第105図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (40)

(151)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色 )・ 石英・黒曜石を含む。文様はRLの原体

とLRの原体 を側面圧痕 している。RLの原体 を横位に

3段側面圧痕 した後、 LRの 原体 を横位に 2段側面圧痕

している。器厚は 9mm。

(152)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色)を 含む。文様はRLの縄文原体 を横位に

圧痕 し、以下にLRの縄文原体 を圧痕 している。また側

面圧痕の下には縄文 を施 している力＼ 原体は風化により

不明。器厚は 9mm。

(153)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎上中

に細砂 (白 色 )。 黒曜石を含む。 LR、 RLを器面横位に

施している。器厚は 9mmである。

(154)(155)|ま (144)|こ 同じ

(156)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色 )。 石英を含む。文様はRLの原休 を→方向

に回転 している。器厚は 9mm。 (H-3・ Ⅵ a層 )

(157)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・繊維・石英を含む。文様は口唇部に、RLの縄文

|→ かLRの縄文丁方向に回転 し、 Rの縄文原体の側面圧

痕を縦位に施 し、その下部に 5段横位にLRの縄文原休

を横位に圧痕 を施 している。さらにその下に、 Rの縄文

原休 をフ状に側面圧痕 し、以下にLRの縄文を下、卜方

向に回転 し、異方向縄文 を施 している。また、内面にも

LRの縄文 を心、 人、入方向に回転押捺 している。器厚

は口唇部で 8mm、 下部で 10 mmである。(H-1・ 1081

番 。1085番 )

-151-



円

川

日

川

日

日

用

． ６

159

0            5伽
I      I

第106図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (41)

(158)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。灰色の

細砂 を分量に含む。文様はRと Lの原体 を交互に横位 に

側面圧痕 し、 く状の文様効果を出している。そして、 1

の自縄 自巻の刺突を施 している。器厚は 7mm。

(159)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・石英を多量に含む。文様は縄文が施されてお り、

RLの縄文 をス と沐方向に施文 し、1縦走 りの縄文 と横走

りの縄文 を作っている。器厚は 8mmで異方向縄文であ

る。 (F-3・ Va～Ⅵ a層
)

(160)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英・雲母 を含む。文様は幅 3mmの竹管状工具で

平行沈線を施している。地文があるかどうかは不明であ

る。器厚は 9～ 10 mmである。(F-3・ Ⅵa層 )

(161)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は半裁竹管状工具により竹管文 を施 し

ている。器厚は 9mm。

(162)焼成は良好、色調は暗灰色を呈する。胎土中に

細砂・雲母 を含む。文様は、半裁竹管文を施 している。

器厚は 4mmである。

(163)焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は上部に半裁竹管による押引き文 を施

し、 Rの 縄文原体 をた 方向に回転 している。器厚は 5

mm。 (H-3・ VI a層 )

(164)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する◇胎土中

に細砂 を多量に含む。文様は竹管文 と 1の条の自縄 自巻

を横位 に圧痕 している。器厚は口縁部で 6mm、 下部で 6

mmである。(H-3・ Ⅵ a層
)
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(165～ 167)焼成は良好、色調暗茶褐色、胎上に細砂、

石英を含む、文様はLRの原休端部の圧痕 と、竹管文 を

施 している。口唇部にはLRの原体 を回転 している。器

厚は 8mmで ぁる。内面には指痕が施されている。

(168)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・繊維 を含む。文様は器表面が風化 してお り不明

な点 もあるが、口唇部にLRの縄文原体 を|→ 方向に施 し、

口唇直下からLRの縄文原体 を横位に 3条圧痕を施 して

いる。半置半転 とも考えられる。器厚は口唇部で 6mm、

下部で 5mmで ぁる。

(169)焼成は良好、色調は暗茶掲色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの縄文原体の半置半転 と半置

半転の間に自縄 自巻 を横位 に圧痕 している。器厚は 7

mmである。
爾β

169

第107図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (42)
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(170～ 175) 焼成は良好、色調は暗茶掲色を呈する。

胎土中に長石・石英を含む。文様はLRの縄 丈原体を半

置半転 している。また、半置半転 を区画するため LRの

縄文原休 を器面に対 して横位に圧痕 しながら縦位 に半置

半転を 5段地 しているか、自縄自巻を 5段横位圧痕 して

お り、以下にLRの縄文原体 をメ と く、卜方向に回転 し

異方向縄文を施 している。口唇部にはLRの縄文原体 を

卜方向に回転 し、内面にも風隼 しているものの一部に縄

文が地されている。器厚は 8mm。 裏面に指痕が残る。完

形復元されてお り、口縁が円形に近い隅九方形の深鉢形

である。底都は隅丸方形である。口縁は口径 300 mm、

器高 225 mm、 底部は径 125 mm～ 130 mmを 測る。

(176) 焼成は良好、色調は暗茶褐色、胎土中に長石 。

石英を含む。文様はLRの縄文原林 を半置半転 している。

また、半置半転を区画するため沈線 を施 している。文様

施文の順序 としては、横位沈線⇒半置半転である。器厚

は 8 mm、 内面に指痕が施されている。

(177)焼成は良好、色調は暗褐色、裏面 も暗褐色を呈

する。胎土中に長石・石英を含む。 LRの半置半転、 L

Rの原体 を横位 に国唇部直下より半置半転 を施 し、 LR

の半置半転 と半置半転の間に 1の条の自縄 自巻 を横位に

圧痕 している。口唇部にはRLの縄文 を施 し、裏面部に

はRLの原体 を卜方向に施している。器厚は 8mm。

(178)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。 LRの縄文原体の端部を、横位 に回転 して

いる半置半転である。 2は LRの縄文原体 を半置半転 し

てお り、ループ文状になっている。 3は、 1の 条の自縄

自巻で、横位に圧痕 している。長さは 12 mm、 幅は 2mm。

器厚は 8mm。

172
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第108図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (43)
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(179)焼 成は良好、色調は黄茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 ・繊維を含む。文様は Lの 縄文原体を丁方向に回

転 していると思われる。器厚は 7mmである。 (H-3・

Va層 )

(180)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英・雲母を含む。文様はLの縄文を丁方向に

回転 している。接合痕がある。器厚は 12 mmである。(第

1号住居跡 )

(181)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・長石 を含む。文様はLの原体 を入方向に回転 し

ている。内面には、指痕 と爪痕がついている。器厚は 8

mmである。

(182)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・繊維 を含む。文様はLの太い撚 りの原体 (径約

7mm)を 沐方向に回転 を施 しているものと考 えられる。

器厚は 9mmで ある。原休の繊維自休がかた く、荒 く撚 っ

ているものと思われる。器厚は 9mmである。 (G-3・

Ⅵ a層 )

(183)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。 Lの原体 をス方向と、→方向に回転させて

いる。器厚は 5mmである。

(184)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英・雲母を含む。器厚は 10～ 13 mmo Rの 原体

を→にころが している。原休の太さがかなり太い。

(185)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土に

雲母・石英・細砂を含む。文様はRの縄文原体 を|→ 方向

た 方向に回転 している。器厚は 6mmである。 (H-1・

Ⅵ b層 )

第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (44)
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(186)焼成は良好、

細砂 (白 色)を 含む。

ている。(G-2・ 3

第110図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (45)

色調は茶褐色を呈する。胎土中に

文様はRの縄文 を 、方向に回転 し

・Ⅵ b層 )

(187)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英・細砂 を含む。文様はRの原体 を六方向に回転 し

ている。器厚は 7mmである。 (H二 1,VI b層 )

(188)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 (自 色)を含む。文様はRの原体 を入、 ―.方向に

回転 している。器厚は 9mmで ある。 (F-3'Va～ Ⅵ

a層 )

(189)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様はRの原体 をか方向に回転 し、

Lの原体 を→方向に回転 し羽状縄文にしている。器厚は

7.5 rn■ 1。

(190)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂を多量に含む。文様はLRの縄文原体を→方向に

回転している。器内面は削られている。器厚は8～ 9mm

である。

(191)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に石英・細砂 を含む。口唇部に擦痕 を施 してお り、口縁

にLRの太い原体の縄文 を|→ 方向に回転 している。器厚

は口唇で 7mm。 下部で 8mm。 (G-1・ Va層 )

(192)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に僅かな繊維・僅かな雲母等が混入 している。 LRの縄

文原体 を→方向に施 している。日唇部にも、 LRの縄文

が施されている。器厚は口唇部で 7mm、 下部で 7mm。

裏面部に擦痕が施されている。 (G-3。 3110番 )
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(193)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂 (白 色)。 黒曜石・石英を含む。文様はLRの縄文原体

を→方向に回転 している。器厚は口唇部で 6mm、 下部で

6mm。 (H-2・ 2086番 )

(194)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂 (白 色)。 石英・雲母を含む。文様はLRの 原休 を→方

向に僅かに回転あるいは圧痕 している。日唇部 |こ LRの

原体 を施 している。器厚は口唇部で 7111m、 下部で 6mm。

(E-3・ Ⅵ a層
)

(195)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの 原休 を→、K方向に回転 し

ている。国唇部にもLRの糸電文 を一方向に回転させてい

る。器厚は口唇で 8mm、 下部で 1l mmである。(F-3・

Ⅵ b層 )

(196)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色 )。 黒曜石を含む。口唇部直下よりLRの縄

文を施 している。器厚は口唇部で 7興 m。 (G-2・ VI b

層 )

(197)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (自 色)を含む。文様は口縁部にLRを →に回転さ

せた縄文を施 している。器厚は口唇部で 6mm、 以下は 9

mm。 口唇部 も縄文を施 している。 (A-3・ Ⅵl層 )

(198)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は LRを |一 方向に回転 している。(弱

く回転 している)表面に指痕が残る。また、繊維が見ら

れる。器厚は 9mm。 (F-3・ Ⅵ b層 )

(199)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白 色)・ 雲母を含む。文様は風化しているため不明

な点が多いが、LRの縄文を→方向に回転 しているもの

と思われる。器厚は 6mm。 (F-2・ Ⅵ a層 )

第 Ⅱ次調 査 出上 土器拓影 (46)
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(200)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英・細砂を含む。文様は器面が風化 してお り不明で

あるが、LRの縄文を施 している。 0段 多条かも知れな

い。器厚は 10 mmである。

(201)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

自色の細砂 を含む。文様はLRの縄文 をかるく回転 して

いるもの と思われる。

(202)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原体 をK方向に回転 している。

器厚は 9mm。

(203)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・石英をわずかに含む。文様はLRの原体 を|→ 方向

に回転 してお り、下段 も|→ 方向に回転 している◇器厚は

9mmである。

(204)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色)。 石英・黒曜石を含む。文様はLRの縄文

原体を→方向に回転させている。器厚は 10 mmで ある。

(205)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂を含む。文様はLRの縄文原体を→方向に回転し

ている。器厚は7mmである。

(206)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様はLRの原体を卜方向に回転

している。内面には指痕が施されている。器厚は 10 mm

である。

(207)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に雲母・細砂 を含む。文様はLRの原体 を→方向に回転

させ旋 している。器厚は 8mm～ 1l mmである。

印足04
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第112図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (47)
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(208)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を多量に含む。文様はLRの縄文原体 を→方向に

回転 している。接合痕が断面に見える。器厚は 7～ 8mm

である。

(209)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・繊維を含む。文種はLRの縄文 を→方向に回転 し

ている。器厚は 6mm。

(210)焼 成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原体 を→に回転 している。器

厚は 8mmである。

(211)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に雲母・細砂 。長石 を含む。文様はLRの縄文原休 を→

方向に回転 している。器厚は 6mmで ある。

(212)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 (白 色)を含む。文様はLRの原体 を|→ 方向に回転

している。器厚は 6mm。

(213)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に雲母・細砂・繊維を含む。文様は器表面が風化 してお

り不明であるが、LRの縄文か ? 器厚は 8mmで ある。

(214)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は縄文を施 しているが風化 している。

LRの 卜 方向の回転 ? 器厚は 8mm。

(215)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・黒曜石を含む。文様はLRの縄文を→方向に回転

させている。器厚は 8mmである。

I      I
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(216)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様はLRの原体で H mmである。

器厚は 10～ 7mmである。底部に近い。

(217)焼 成は良好、色調は茶褐色有呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。LRの原体を器面に対して下方向に

おいて施文している。器厚は 9mm。 原4tkは約 35 mm位

いで施文のダブリがある。

(218)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原体 をT方向に回転させてい

る。施文されている原体の長 さは 14 mmと 思われる。器

厚は 8mm。

(219)焼成は良好、

に細砂・石英を含む。

回転 ヤンている。器厚は

色調は責茶褐色を呈する。胎土中

文様はLRの縄文原休 をT方向に

8mmである。

(220)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に雲母・細砂 を含みわずかながら繊維も含む。文様はL

Rの縄文原体 を丁方向に回転 している。器厚は 9mmで

ある。

(221)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原休 を丁方向に回転 している。

器厚は 7mmである。

(222)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。文様はLRの縄文原体 を下の方向に回転 し

ている。器厚は 9mmで ある。

(223)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英が混ざっている。繊維 も含む。文様はLRの縄文

原体 をK方向に回転 している。器厚は下部で 7mmで あ

る。口唇部にも縄文が施文 されている。

出土土器拓影 (49)
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(224)焼 成は良好、色調は暗茶掲色を呈する。胎土中

に細砂を含む。文様はLRの原体をヽ方向に回転させて

いる。原体の長さは 20 mm。 器厚は 7mm。 内面に指痕

が残る。縄文 を帯状に施文 している。

(225)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (灰色)を含む。文様は約 19mmo L Rの縄文原

体 を入 方向に回転させている。裏面には指痕が残る。器

厚は 8mm。 縄文 を帯状に施文 している。

(226)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

石英・細砂 を含む。文様は風化 してお り不明であるが、

LRの 原体 を入 方向に回転 しているらしい。器厚は 6

mrn。

(227)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの原体 をス方向に回転させて

いる。内面には指痕が目立つ。器厚は 5mm。

(228)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様は風化により不明であるが LRの原

体 を入 方向に回転 している。器厚は 8mm。

第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (50)
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(229)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英をわずかに含む。文様はLRの縄文原体 を 、

方向に回転 している。器厚は 7mmで ぁる。

(230)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの縄文原体 を→方向に回転 し

ている。器厚は 10 mmである。

(231)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。 LRの縄文原休 を卜と▼方向に回転

している。器厚は 9mm。

(232)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの縄文原体 を入方向に回転 し

ている。器厚は 8mmである。

(233)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

雲母・石英をわずかに含む。文様はLRの縄文原体 を入

方向に回転 をしている。器厚は 7～ 8mmである。

(234)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの縄文原体 をた方向に回転 し

ている。裏面に横位の擦痕がある。器厚は 7-8mで あ

る。

(235)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂、長石 を含む。文様はLRの縄文原体 をた方向に回

転 している。器厚は 8mmである。

(236)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含み、僅かに繊維を含む。文様はLRの原体 を 下

方向に回転させている。内面にもLRの縄文 を上方向に

回転 している。器厚は 9mm。

第116図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (51)
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(237)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。口唇部に 1の 条 ? の自縄自巻を強

く圧痕 してあたかも刻みを入れたように施してあり、口

縁部にはL(との縄文原体 を′くとィ、方向に回転 している。横

位縄文を施 している。内面にはヘラ状のもので右⇒左ヘ

研磨 している。器厚は 6～ 7mm、 以下では 7mm。

(238)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・繊維・黒曜石 を含む。文様は風化 しているが、

LRの縄文 を施 しているもの と思われる。器厚は口唇部

で 4mm、 下著Ьで 8mm。

(239)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

石英・細砂 を含む。文様はLRを K方向に回転させてい

る。器厚は 6～ 7mmの

(240)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 を多量に含む、折 り返 し口縁になっており、上部

折 り返 し部はLRの縄文原体 をス方向に回転 している。

口縁下部は不明。器厚は折 り返 し口縁部で 1l mm、 下部

で 9mmで ある。

(241)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原体 をて方向に転回して横走

する縄文 を作 っている。器厚は 8mm。

(242)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原体の縄文 をて方向に回転さ

せている。器厚は 1l mmである。

(243)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色)を含んでいる。文様はLRの縄文原体を本

方向に回転し、LRの縄文原体をた方向に回転している。

第117図 第二次調査 出土土器拓影 (52)
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(244)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はLRの縄文原体 を 、方向に回転 し

ている。器厚は 8mmである。

(245)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は器面が風化 しているが、 L

Rの縄文 を施文 していると思われる。器厚は 8mmであ

る。

(246)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含んでいる。文様はLRの縄文原体 を入 とf方向

に回転 している。器厚は 6mmである。

(247)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎上中

に黒曜石・細砂 を含む。文様はLRの縄文を大方向に回

転していると思われる。器厚は 7mmである。

(248)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は縄文のLRの縄文原休 を丁回転 して

いる。器厚は 7～ 10 mmである。

(249)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様はLRの縄文原体を沐方向に回

転を施している。口唇部にも縄の圧痕を施している。器

形は口唇部で 5mmである。

(250)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は風化 してお り不明であるが、文様 は

LRの縄文原体 を沐方向に回転 している。器厚は 9mm

である。
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(251)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英・雲母 を含む。文様はLRの縄文原体 をか方

向に回転 している。器厚は 11～ 12 mmで ある。

(252)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの縄文原体を入の方向に回転 し

ている。器厚は 8mmである。

(253)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・繊維を含む。文様はLRの原体をA方向に回転さ

せている。器厚は 8mmで ある。

(254)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

雲母・黒曜石・細砂 を含む。黒曜石は約 2mm大の ものが

表面裏面にある。文様はLRの縄文原体をム方向に回転

している。器厚は5～ 7mmである。裏面に指痕がついて

いる。

(255)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの原休 を回転 していると思われ

る。器厚は 8mmである。

(256)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色 )・ 黒曜石 を含む。文様は風化 しているので原

休等は不明であるが、縄文 を施 している。器厚は 9mm。

(257)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白 色)・ 雲母を含む。文様はLRの縄文原体 を沐方

向に回転 している。器厚は 7mmである。

(258)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎上に細

砂 を含む。文様はLRの縄文原体 を沐方向に回転tて い

る。器厚は 8mmである。

|      |
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(259)焼成は良好、色訓はH音茶鶴色を11生 するt lFI L中

に細砂・黒曜石・繊維を含む。文様はLRの縄 文を ↓方

向 と一方向に回転させている。器厚は 7mmである.

(260、261)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎

土中に細砂・繊維を含む。文様は土器表面が風化 してい

るが、 LRの縄文原休 を一と tと ′方向に回転 している

ものと思われる。異方向縄文を施 している。器厚は 7mm

である。

(262)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・繊維を含む。文様は風化 しているがLRの縄文

原休 をTと 一方向に回転 して異方向縄文を作っていると

思われる。器厚は 7mmである。

(263)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・黒曜石を含む。文様はLRの原休 をÅ、 y方向

に回転 している。異方向縄文を施 している。器厚は 8～ 10

mmである。

(264)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に石

英・細砂 を含む。文様はLRの縄文原体を一方向 と 上方

向に回転 している。器厚は 9mmである。

(265)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎上中に

細砂 を含む。文様はLRの縄文を→方向に回転 した り、

T方向に回転 していると思われる。器厚は 10 mmで あ

る。
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(266)ち七成は11攻 r、 色1洲 は方ぐ偶色をllす る Jヤ l lif iに

‖H砂 (灰 色)を 含む: 文様は
'limの

利と文を施 しているが

風化により場〔体はイく|り 1で あるこ411七王は 7mmで ある

(267)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

繊維・石英を含む。文様は縄文を施 しているが、風化に

より原体不明であるが、LRの縄文を 、とメ方向に回転

か ? 器厚は 7mm。

(268)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英・雲母を含む。文様はLR原体を|一 方向に回転 し、

|→ 、T方向に施す。器厚は 6mmである。

(269)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。文様はLRの縄文原体d→、T方向に回転

している。恭厚は8mmである。

(270)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白 色)・ 石英を含む。文様はLRの縄文を一方向

と丁方向に回転し異方向縄文を施している。器厚は 8

mrrl。

(271)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・黒曜石を含む。文様はLRの原体をムと卜と↓

方向に回転している。原体の長さは 16 mmである。器厚

は 10 mmである。

(272)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎上中に

黒曜石・細砂 を含む。文様はLRの原体 をィ(と 、T、 一方

向に回転 している。器厚は 85mm。
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(273)焼成はltttr、 色
'可

は十古夕(出 色を!ilす る 惰 に中

に長石・石英・細砂を含むこ文様はLRの縄文嶋〔11く と '、

上方向に回転 している。興方向縄文 をケ色す。器
'七

王は 8mm

である。

(274)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る.胎上中

に石英・細砂 を含む。文様はLの縄文 を→方向 と 、方1蜘

に回転 している。器厚は 10 mm。

(275)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を多量に含む。文様はLRの組文を 方ヽ向、→方向

に回転 している。器厚は 9mmである。

(276)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂・繊維を僅かに含む。文様はLRの原体 を■、人、

l・ 方向に回転させている。器厚は 10 mm。

(277)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂石英を含む。器厚は 7mmである。口唇部にLRの

縄文を→とた方向に施 してお り、裏面には指痕を施す。

(278)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はLRの縄文原体 をKと 卜方向に回転

している。器厚は 7mmである。

出土土器拓影 (57)
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第123図 第 Ⅱ次調査

(279) 焼成上モ好、伍,〕可‖古4(閣 仏で胎 liに 細砂を含む、

文様はLRの 縄文を、と ,方 的にFilほ して、異方向縄 丈

を施 している。

(280)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・繊維を含む。文様は土器の表面が風化 している

が、おそらくLR? の糸電文 を施 しているものと思われ

る。Tと たとムの方向の回転である。口唇部で 6mm、 下

部で 10 mm。

(281)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を多く含む。文様はLRの縄文原体 を/‐ と‐lt向

とに回転 を施 している。器厚は 1l mmである。

(282)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は、LRの原休 を入方向に回転 した り

沐方向に回転 している。器厚は 9mmで ある。

(283)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に石英・細砂 (灰色)を 含む。文様はLRの原体 を入、

卜方向に回転させている。原体の長さは約 17 mmと 思わ

れる。器厚は 7mm。

(284)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。 LRの縄文 をメ方向に回転させ、ま

た、入方向に回転させている。器厚は 9mm。

出土土器拓影 (58)

甥
屁 82
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(285)|セ l炭 は1モ 攻r、 色,1は II帝 猜ぐ出色を!llす る 灯fl L I

にキH砂 を多駐に含む、文様は風化しているが Iッ Rの 原|イ(

を一と :方 |∴]に 1呵 転を施している,洛厚は 7～ 8mmで

ある。

(286)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎上中

に細砂 (灰色)・ 石英を含む。文様はRLを 一方向に回転 し、

回転ののち縦位 にス リ消 している。器厚は 10 mmで あ

る。

(287)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はRLを →方向に回転 している。器厚

は 10 mm。

(288)焼成良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に細

砂 を含み、僅かながら石英も含む。口唇部に絡条休 また

は自縄 自巻 を圧痕 してお り、口唇音馬直下に斜縄文 を (R

L)施 したのち磨消 している。口唇部より25 mm下 にR

Lの縄文を|→ 方向に 12 mm施 している。断面 をみると幅

18 mmの粘土紐の接合痕がみえる。器厚は口唇部 で 7

mm、 下部で 9mm。

(289)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLを |一 方向に回転 してお り、下段

はRLを →方向に回転 している。器厚は 12 mm、 下部が

15 mmである。

(290)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に、

細砂・石英を含む。文様はRLの 原体を|一 方向に回転 し

ている。器厚は 7mm。

出土土器拓影 (関 )

o            5働
I      I

第124図 第Ⅱ次調査
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(291)焼成は 1【 攻r、 色|〕1は ,i4(イL色 を ,生 する ‖ギl li中

に対H tt 1/N・ イ「)こ ・」ilサ を含む  丈様は大1白 Fが瓜化してヽヽる

が、RIン のでしてを一方向に 1呵 |と しヽているもの と思われる

粋)亨 は 8mm:

(292)焼成はどと攻F、 色I調 は|1青 恭 F/J色 をh士 する.胎「
〕
11

に細砂 (灰 色)。 雲 |サ を含むc文様はRLの 藩ヒ丈を・ 方向

に陣1転 している。器厚は 8mmであるこ

(293)焼成は甘い、色調は責灰色を工する。胎土中に

細砂を含む。器面に対 して縦位にRLの原体 をおき→に

ころが し́ている。朴厚は 12 mm。

(294) 焼成良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に、

石英・細砂 を含む。文様は「ヨ唇部にRLの縄文原伝 を→

に施文 し、口唇部直下にもRLの縄文を→に施 している。

(295)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様はRLの原体 を一方向に回転

している。器厚は 9mmである。

(296)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様はRLの縄文を施 している。

器厚は 8～ 9mmである。

(297)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎上中

に細砂 (白 色)・ 石英を含む。文様は風化 しているが、R

Lの縄文原体 を■方向に回転 しているもの と思われる。

器厚は 10 mm。

勤
Ｉ

第125図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (60)
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(298)焼 成は良好、

細砂を含む。文様はR

器厚は 7mmでぁる。

次調査 出土土器拓影 (61)
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色調は茶褐色を呈する。胎土中に

Lの 原体を一方向に回鋲 している。

(299)焼成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎土中に

細砂を含んでいる。文様は口唇部に縄文が地 されている

が不明。口唇直下にはRLの原体 を→方向に回転 してい

る◇器厚は口唇部で 7mmである。下部では 9mmである。

(300)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂 (白 色)を 含む。文様はRLの縄文原体 を一方向

に回転 している。器厚は 8mm。

(301)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈す る。胎土中に

石英・細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を/く 方向に回

転 している。器厚は 8mmである。

(302)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂・石英を含む。文様はRLを→方向に回転 してい

る。原体の長さは約 10 mmと 思われる。

(303)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様はRLの縄文 を施 している。器

厚は 8mmである。

(304)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂 (白 色)を 含む。口唇部に縄文 を施 し、 文様は縄

文 RL? を施 している。器厚は口唇部 8mm、 下部で 10

mmである。

(305)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を→方向に回転 させ

ている。器厚は 1l mmで ある。

I      I

第126図 第 Ⅱ



爾歎〃308

鱒胤09

1をヨ
'H'lxt,11

(306)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を卜方向に回転 して

いる。器厚は 6～ 7mmである。

(307)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・繊維を含む。文様はRLの原体 を回転させ てい

る。器厚は 9mmである。

(303)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎上中に

細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を回転させている。

表面に繊維状の圧痕がある。器厚は 8mmで ある。

(309)焼成は良好、色調は赤褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの原体を→方向に回転 している。

器厚は 7mmである。

(310)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はRLの原体 を→方向に回転 してい

る。器厚は 8mmでぁる。

(311)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 をT方向卜に施 して

いる。器厚は 7mmである。

(312)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂を多量に含む。文様はRLの縄文原体を器面に対

して丁方向に回転している。底部であり、器厚は 14 mm

である。

(313)焼成は良好、色調は暗褐色 を呈する。胎土中に

繊維・黒曜石・細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を ↓

の方向に回転 している。器厚は 7.5mm、 下部で 9mm。

第127図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (62)
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(314)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は表面が風化 してお り不明な点が多い

が、RLの原体 を上方向に回転 していると考えられる。

器厚は 12 mmである。

(315)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・石芙を含む。文様はRLの原体 を丁方向に回転 し

ている。器厚は 8～ 1l mmである。

(316)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。口唇部で文様は、RLの原体 を下

方向に回転させている。器厚は口唇部で 5mm、 下部で 7

mmである。

(317)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・石英・雲母を含む。文様は /‐ 方向に原体 を回転

して縦走の縄文を施文 している。

(318)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に、細砂 。石英を含む。文様はRLの 原体 をス方向に回

転 している。器厚は 1l mmである。

(3!9)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 (白色)・ 雲母等を含む。文様はRLの縄文をK方

向に回転 している。器厚は 9mm。

(320)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。RLの縄文原体 を大方向に施 している。器

厚は 12 mmである。

出土土器拓影 (63)
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(321)焼成は良好、色調は茶褐色を呈す る。胎土中に

細砂・長石 を含む。文様はRLの縄文原体 を 、方向に回

転させ下部はT方向に同一原体 を施 している。器厚は 5

mmである。

(322)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂・黒曜石を含む。文様はRLの縄文原体 を卜方向に回

転 している。器厚は 8mm。

(323)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は風化により不明であるがRL? 縄

文が施されていると考えられる。器厚は 9mmである。

(324)焼成は良好、色調は茶褐色を呈す る◇胎土中に

細砂 (白 色)・ 黒曜石・石英を含む。文様はRLの縄文原

体 を卜方向、ス方向、た方向に回転 している。器厚は 11

mmである。

(325)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈す る。胎土中

に黒曜石・細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を入 方向

に回転 している。器厚は 1l mm。

(326)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈す る。胎土中に

細砂・黒曜石 を含む◇RLの縄文原体 を入 方向に回転 し

ている。また、RLを バ方向に回転 している。器厚は 9

mFYl。

(327)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に細

砂 (白色 )・ 石英を含み、僅かに繊維 を含む。文様はRL

をム方向に回転 している。器厚は 5～ 7mm。に 泣 27

0          勤

|      !

第129図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (64)
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(328)焼成は良、色調は茶褐色を呈する。胎土中に細

砂、石英を含む◇文様はRLの原体 を′く方向に回転 して

いる。器厚は 3mm。

(329)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土に雲

母・細砂 (白色)を 多量に含む。文様はRLの縄文原体

を I~方 向に回転 し縦走の縄文 を地 している。器厚は 8

mmである。

(330)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様はRLの原体 を→に回転 している。

器厚は 8mmである。

(331)焼成は良好、色調は責茶褐色 を呈する。胎土中

に繊維・細砂 を含む。文様は土器表面が風化 しているが、

RLの縄文原体 をふ方向に回転 していると思われる。器

厚は 9mmである。

(332)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含んでいる。文様は風化 しているがRLの原体 を

|→ 方向に回転 し、丁方向に回転 している。器厚は 8mmで

ある。

(333)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白 色)を含む。文様はRLの原体 を沐方向に回荘

を施 している。器厚は 9mmである。

(334)(338)と 同一個体

2

33

0

L 勤
―

第130図  第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (65)

-176-



鶏 鶴
|

欝〃3鍋

M猛
7

(335)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。口唇部に文様を施 しているが不明。

口縁部を複合口縁にしてお り、幅36mmの 複合口縁帯 をつ

くる。複合口縁部には、長 さ約21mmの RLの縄文 を→に

回転 してお り、また、 1部にRL丁の縄文 ?も 施 されて
いる。器厚は複合都で 9 mm、 下部で 5 mmで ある。

(336)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・黒曜石 を含む。文様はRLの原休 前 向に回転 し

ている。器厚は 8mm。

(337)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を心方向に回転 して

いる。器厚は 10 mmである。

(338)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・黒曜石・雲母 を含む。口唇部にはRLの原体によ

る縄文か ? 口唇部 をLRの原体 を丁方向に回転させて

いる。原体の長さ約 17 mmと 思われる。器厚は口唇部で

9mm、 下部で 10 mm。

(339)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。器厚は口唇部で 6mm、 下部で 7mm。 口

唇部直下に撫痕があ り、器面調整 をしてお り、RLの原

体 を→方向に 25 mm施 してお り、RLの原体 を丁方向に

ころがしている。口唇部にもRLの原体 を施文 している。

裏面には指状の圧痕がある。裏面 と表面に、毛 または繊

維状の跡がある。

(340)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英、繊維、細砂 を含む。文様は羽状に施 している。

風化により原体は不明であるが、RLの縄文を用いてい

る。器厚は 7mm。

(341)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に石英・細砂 を含む。文様は縄文 を施 しているが風化に

より原体は不明であるがRLの縄文原休 を→、T?方 向

♀        ∵に施文していると思われる。器厚は9mmである。

第131図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (66)
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(342)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する◇胎土中

に細砂を含む。文様はRLの 原体 を一方向に回転 し、同

一原体で 上方向に回転 して異方向縄文 を施 している。

(343)焼成は良好、

に雲母・石英を含む。

回転 している。器厚は

第132図  第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (67)

色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

文様はRLの原体を卜 と丁方向に

6伍mでぁる。

(344)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に雲母。長石・石英を含む。文様はRLの縄文原体をく、

卜方向に回転させ異方向縄文をつくっている。器厚は 7

mmである。

(345)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。RLの縄文原休 をス方向と入方向に回転 し

てお り、縦走 りの縄文の効果 を出している。器厚は 8

mm。

(346)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に雲母・石英を含む。文様はRLの縄文原体 をス方向と、

丁方向に回転 している。器厚は 6mmである。

(347)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLの縄文原体 を下方向 と、K方向

に回転 している。器厚は 6mm。

(348)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。文様は風化 しているがRLの原体 をス方向

と、 上方向に回転 していると思われる。縦走の縄文。器

厚は 10 mmで ある。
釘
‐
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(349)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様はRLの縄文原体 をヽ方向と 、

方向に回転させ、縦走 りの縄文の効果をだしている。口

唇部は 7mm、 下部で 8mm。 口唇部は入念に整形してい

る。

(350)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に黒曜石・細砂 を含む。文様は縄文が施 されてお り、R

Lを 卜と丁方向に勉文 し、縦走 りの縄文 と横走 りの縄文

を作っている。器厚は 8mm。

(35!)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・雲母 を含む。文様はRLの縄文原体 を卜、K方

向に回転 している。器厚は 10 mmである。

%庄 52

(352)焼成は良好、

に石英・細砂 を含む。

回転 している。器厚は

第133図  第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (68)

色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

文様はRLの原体 を沐 と→方向に

7mmで ある。

(353)焼成は良好、色調は茶褐色・暗茶褐色 を呈する。

胎土中に細砂・石英を含む。文様はRLの原休・長さ約

15 mm、 LRの原体 。長 さ約 15 mmを 器面に対 して横位

に置き、縦位丁方向に転が している。また、一部RLの

原体 をK方向に転が し、縦走 りの縄文の効果をだしてい

るものもある。器厚は 8～ 6mm。 内面に指痕が残る。

(354)焼 成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRLをた とLRの縄文 を入方向に施

文 している。器厚は 10 mm。
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(355)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。文様はRLの原体 を、方向に回転 してお り、

LRの原体 を,方向に回転 している。器厚は 7mmで あ

る。

(356)焼 成は良好、色調は黒色に近い。文様はRLの

原体 を卜方向に回転させ、また同一原体を′(方向に回転

させ、LRの原休 を―に回転させている。器厚は 6mm。

(357)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白色 )・ 石英・黒曜石 を含む。文様はRLの縄文

原体 を卜方向 とた方向に勉文 し、 LRの縄文原体 を卜方

向とハ方向に回転させて羽状縄文を作っている。原体の

長さLRが 19 mm、 RLが約21 mmと 思われる。器厚は

10 mm。

(358)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

繊維 と細砂 を含む。文様はLRを →方向に回転 し、R<と

<ミ ?を 卜方向に回転 しているものと考えられる。器厚

は 8inm。

(359)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白色)・ 石英を含む。214と 同一個体 と思われR

<と垂ミの原体を転がしているものと思われる。器厚は
6mm。

(360)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂 (白 色)を含む。丈様はR<と垂ミ
の原体 を|→ 方

向に回転 させている。器厚は 6mm。

帥 砂・石英・繊維 雄 かに含む。文様はR<と
彗

の

縄文原体 をス方向に回転 している。底部に近い。器厚は

底部付近で 10 mm、 他は 6mm。

出土土器拓影 (69)

螺鶏騨勢庄60
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(362)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・繊維を含む。文様はL<ミ の原体を、方向に回転

させている。器厚は 8mmである。

(363)焼 成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に繊維・細砂 を含む。文様はL<長 の原休 をか方向に施

文 し、その原体の施文 と重なるようにR<長 の原体 を下

方向に施文 している。器厚は 8mm。

(364)焼 成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

黒曜石・細砂 を含む。器厚は 15～ 12 mmo L<ミの原体

をス 方向に回転 している。

(365)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・石英・繊維 を含む。器厚は口唇部が 6mm、 下部

8mm、 原体の長さ約 22 mm。 文様は土器表面が風化 し

ているが、L<ミ の原体 をTと R<Eの 縄文原体 を下方

向に回転を施 し、羽状縄文 をつ くっていると思われる。

また、裏面は風化しているがL<ミ を→に施文している

と思われる。

(366)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・石英・雲母を含む。文様はRLの原体 を本方向に

回転 してお り、そのあと、 2本の沈線を施 している。沈

線の幅 2mmで ある。器厚は 9mmで ある。

(367)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を分量に含む。文様は縄文 を施 しているが風化によ

り施文原体は不明である。器厚は 8mmである。

電握勢取“

!      |

第135図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (70)
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(368)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・雲母 を含む。文様は器面が風化 しているが、縄文

を施 している。原体 を風化 してより不明である。器厚は

8～ 10 mmで ある。

(369)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (灰色)雲母 を含む。内外面に炭化物が付着 して

いる。断面 と接合痕が残 り幅 20 mmでぁる。文様は縄文

を施 しているが風化 と炭化物によって原体不明である。

器厚は 7～ 8mmである。

(370)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は風化 して不明であるが自縄 自巻の圧

巻 と思われる。器厚は 10 mmである。内面に擦痕が残 り

わずかに繊維 を含む。

(371)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は表面が風化 してお り不明であるが、

縄文が施されている。器厚は 10 mm～ 12 mmで ぁる。

(372)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英 を含む。文様は縄文 を施 しているが、器表面

の風化の為原体 は不明である。器厚は 10～ 12 mmで ぁ

る。

(373)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様は風化により不明。器厚は 14 mm

である。

戸

３７
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(374)焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

細砂 (黄灰色)を 分量に含む。文様は器面が風化 してお

り不明であるが、縄文が施されている。器厚は 5～ 7mm

である。

(375) 原体は不明。

(376)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様は器面が風化 してお り原体の詳細は

不明であるが縄文 を施 してある。器厚は 10 mm。

(377)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色 )。 石英・繊維 を含む。文様は風化 していて不

明であるが、沈線か原体の圧痕が施されているもの と思

われる。器厚は底部で 1l mm、 上部で 8mm。

(378)焼 成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に繊維・細砂 を含む。文様は縄文が施されているが、風

化により原体不明。器厚は 8mmでぁる。

(379)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

繊維・細砂・石英を含む。文様は風化 してお り不明。器

厚は 6mm。

(380)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 を含む。文様は土器表面が風化 しているので不明

である。器厚は 6～ 8mmで ぁる。

0          掬
I      I
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(381)焼成は良好、色調は暗褐色を呈する。胎土中に

黒曜石・細砂を含む。文様は風化 していて不明であるが、

縄文が施されているらしい。器厚は 9mm。

(382)焼成は良好、色調は赤褐色を呈する。胎土中に

繊維・細砂 を含む。文様は縄文を羽状に施 している。原

休は風化により不明である。器厚は 6mmである。

(383)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様は縄文を施 しているが器面が風

化 している為原体は不明。器厚は 9mmである。

(384)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する◇胎土中に

細砂 を含む。文様は土器表面が風化 してお り不明である

が、縄文が施されていると思われる。器厚は 8mmでぁ

る。

(385)焼成は良好、色調は暗茶褐色、胎土中に細砂・

石英 を含む。文様は風化により不明。器厚は 7～ 8mmで

ある。

(386)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は縄文 を施文 しているが風化 により原

体は不明である。器厚は 7mmである。

(387)焼 成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を多量に含む。文様は風化 してお り不明。器厚は 8

mmである。

(388)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様は縄文が施されているが、器面

の風化により原体不明である。器厚は 8mmで ある。

l   Υ

第138図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (73)
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(389)焼成は良好、色調は茶掲色を呈する。胎土中に

雲母・細砂 を含む。また、繊維状のものを多量に含む。

文様は縄文を施 しているようであるが、原体は不明。器

厚は 7mm。

(390)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

雲母・石英を含む。文様は縄文が施されているが風化 し

ているため原休は不明である。器厚は 8mmで ある。

(391)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (灰色)を 多量に含む。文様は縄文が施 されている

が風化 してお り原休は不明である。器厚は 7mmである。

(392)焼成は良好、

細砂 (自 色)を含む。

化により
'京

わ様はラ下ヮ]。

色調は茶褐色を呈する。胎土中に

文様は縄文が施されているが、風

器厚は 6mm。

0            5伽
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(393)焼成は良好、色調は暗茶褐色を景する。胎土中

に細砂 を含む。文様は縄文 を施 しているが風化により不

明。器厚は 7～ 8mmである。

(394)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は風化 しているため不明であ

るが、撚糸か自縄自巻 を回転 したものと思われる。器厚

は 5 rn■ 1。

(395)焼 成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は器面が風化 してお り、原体不明であ

るが、縄文が施されている。器厚は 8mmで ある。

(396)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は縄文 を施 しているが風化により原体

は不明である。器厚は 9mmである。

出土土器拓影 (74)
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(397)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。文様は縄文が施されているが、風化

により原体不明である。器厚は 8mmである。

(398)焼成は良好、色調は黒色を呈する。胎土中に細

砂 (白色)と 僅かに繊維 を含む。文様は風化 してお り不

明であるが、口唇部 |こ 自縄自巻 を圧痕 しているが縄文を

施 してお り、以下の文様は不明。器厚は口唇部で 6mm、

以下は 65mm。

(399)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・黒曜石・石英を含む。文様は縄文 を転がしている

が、表面が風化 してお り原体は不明である。器厚は 8mm

である。

(400)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は縄文が施 されているが、原体は風化

により不明である。器厚は 7～ 10 mmで ある。

(401)焼成は良好、色調は茶色を呈する。胎土中に細

砂 (白色)を含む。文様は風化 してお り不明。器厚は 6

mrFl。

(402)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は縄文が施 されているが風化

により、原体は不明である。器厚は 8mmである。

(403)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

雲母・石英 。長石 を含む。文様は縄文が施されているが

風化 してお り原体は不明である。器厚は 8mmである。

(404)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は風化 してお り原体は不明である。器

厚は 8mmである。

402

第140図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (75)
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(405)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈す る。胎土中

に細砂・石英を含む。文様は器面が風化 してお り不明で

あるが、絡条休圧痕が施されていると思われる。器厚は

8mmでぁる。

(406)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様は風化により不明であるが縄文が施 さ

れている。器厚は 8mmである。

(407)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈す る。胎土中

に細砂 を含む。文様は風化 して不明であるが LRの縄文

を施文 しているものと思われる。

(408)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

繊維を含む。文様は風化しており、原休が不明であるが、

縄文を施している。裏面には擦痕を施している。器厚は

9mmである。

(409)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 。雲母を含む。文様はRLの縄文原体 をム と丁 とス

方向に回転 している。土器面に縄文原体 をかる く回転 し

ていると考えられる。器厚は 7mmである。

(410)焼成は良好、色調暗茶褐色を呈する。胎土中に

細砂、白色の砂等を含む。文様は、LRの縄文原体 を沐

方向と、卜方向に縄文を施 している。土器面がかた くなっ

てから原体 を回転 したと思われる。器厚は 6mmで ぁる◇

(411)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 (白色)を含む。文様は 1の 自縄自巻ない しは撚糸

を>方向に胞 している。器厚は 9mm。

407

斡〃
408
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(412)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂を含む。文様は rの 自縄 自巻 を回転 したものか、 r

の撚糸文である。底部近 くと思われ、器厚 も10～ 13 mm

である。

(413)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。文様はRの撚糸文か Rの 自縄自巻 を斜位 に

施 している。器厚は 9mm。

(414)原体は不明。

(415)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。底部であり、側面は張 り出し気味に作 られ

ている。器厚は 6mm、 底面 9mm。

(416)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。底部にアジロを施 していると思われ

る。器厚は 11～ 13 mmである。

(417)焼成は良好、色調は茶褐色 を呈する。胎土中に

細砂 を含む。底部であるが、そげている。底部内面にL

Rの縄文原体の端部を圧痕 し、ワラビ状の側面圧痕 を施

している。

(418)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。底部にアジロ痕 を残す。器厚は 13 mmであ

る。

0          勤
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(419)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。土器底部に敷物の痕がある。底部の厚 さは

7mmで ある。

(420)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 を含む。底部であ り凹凸している。底部厚は 8～ 11

mmである。

(421)焼成は良好、色調は暗茶褐色を呈する。胎土中

に細砂 (白色)・ 黒曜石 を含む。底面にはアンペラ (網代 )

状のものが圧痕 されている。底部の器厚は 1l mm。

(422)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・雲母 を含む。文様はRLの縄文原体 を→方向に回

転 している。底部には擦痕ないしアンペラ (網代)痕が

残る。器厚は 5mm、 底部は 8mm。

(423)焼 成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 。長石・雲母を含む。底部底面であり、やは り圧痕

が施 されている。器厚は 8mmでぁる。

(424)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂・長石・石英・雲母 とわずかに繊維を含む。文様は

不明であるが底部内面に指ナデ痕を施 している。底部形

は隅丸方形をなす と考えられる。底部厚は 8mmである。

i                 l磁

第143図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (78)
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(425)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

繊維・細砂 を含む。上器底部に敷物の痕がある。底部の

厚さは 10 mmである。底部形は隅丸方形をなす。

(426)焼成は良好、色調は暗茶褐色 を呈する。胎土中

に石英・長石・細砂 を含む。底形は隅丸方形か円形であ

り文様は風化により不明である。器厚は底部で 10 mmで

ある。

―
:::〔 :::|:||:;|'I―

――

|

飴

426

1        428

1 甲

第 144図  第 ]

(427)焼成は良好、

黒曜石・細砂・石英

色調は茶褐色を呈する。胎土中に

・雲母を含む。平底の底部である。

(428)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

石英・細砂 を含む。器厚は 10 mmである。

次調査 出土土器拓影 (79)
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第145図  第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (80)

囀

432

(429)焼成は良好、色調は赤褐色を呈する。胎土中に

細砂・石英を含む。底部内面 と体部の立ち上が りの部分

にLの原体 を 2条側面圧痕 している。器厚は 1l mmで あ

る。

(430)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂 。雲母 を含む。底部外面に敷物状の圧痕がついてい

る。底部の形は隅九方形 と思われる。

(431)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

細砂、灰色の 4mm大の砂 を含む◇底部内面にLRの原体

の側面圧痕を始 している。底部は隅丸方形を呈すると思

われる。

(432)焼成は良好、色調は茶褐色を呈する。胎土中に

長石・石英 。細砂 を含む。平底の底部であるが底形等に

ついては不明である。文様 も風化 しているため不明であ

る。底部厚は 9mmである。
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出土地不明 1 125 l 187
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( )内 は口縁部破片数          ※爪形文土器はH-1グ リッドⅥa層 より1点出土。第 I次調査出上の10点 は除外してある。
尚、本文中等に総数1300点 とあるが、微細片は省いたので上記の数となった。

第 5表 草創期土器出土表

渕
F  -  1

VA Vb Ⅵa vlb
F  -  2

Va Vb Ⅵa Ⅵb
F  -  3

Va VbⅥ a Ⅵb
G  -  1

Va Vb Ⅵa Ⅵb
G  -  2

Va Vb Ⅵa Ⅵb
G  -  3

Va Vb Ⅵa Ⅵb
H  -  1

Va Vb Ⅵa Ⅵb
H -  2

Va Vb Ⅵa Ⅵb
３
Ⅵ

一
ⅥＶ

Ｈ

ａ

自縄 自巻 2
Ⅶ

ｌ 12 6 1 1 5 3 4 9 2   2r甘

絡条体圧痕 7 1516 2  8 5 3 2  1

原体側面圧痕 ユ 9 12 2 2

半裁竹管文 1 1

半置半 転 1 18 2 4     14  6

縄  文 7 6 iⅦ 3971 6 2 1 52参池 5 13 25 8 16

燃 糸 文 2 1 1

底  部 1     3 19 1 7 1 11 1

不明・無文 4 3 16 18 1 1 2 16 2 12 9 18 4     4  6
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第Ⅲ群土器 (早期の上器)第 146図 1～ 4

縄文時代早期の上器は、押型文土器 (山 形文)に 限られており4点出上 している。第146図 1

は表裏両面に口縁より押捺されている。表は横位に、また裏は縦位にそれぞれ施文が行われて

いる。また、裏面には調整の際の指痕が見られる。山形の波調は大きくゆるやかで条間は広 く

なっている。口唇はやや摩滅 しているが施文の痕跡がある。□縁はかなり外反している。焼成

はわ りあい良 く堅い。胎土中には若干の砂粒が含まれている。色調は暗褐色を呈する。器厚は

約 7 mmで ある。第146図 4は大きく幅広い山形文が縦位に施文されておりその条間は広い。裏面

には指痕が残されている。焼成はわ りあい良い。色調は明黄褐色を呈する。器厚は10111111。

第146図 第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (81)

第IV群土器 (中期中葉の上器)第 163図

第163図 1は、放射状に伸びる隆帯の上に横位あるいは綾杉状に刻み目を入れてある。隆帯は

下部において結び瘤 となって、ここから横位に構成されている。そして、隆帯による区画の中

を竹管状工具によって沈線を施 しており、さらにこの中を縦横の刺突を施 し充填してある。焼

成は極めて良 く堅い。胎土中には若干の砂粒が含まれている。色調は明赤褐色を呈する。第163

図 5は、直線状あるいは渦巻状の隆帯の組み合わせからなり、この隆帯上に深い刻み目を入れ

ている。焼成はわ りあい良い。胎土中には砂粒が含まれている。色調は鈍い褐色を呈する。第

163図 6は厚手でしかも堅牢な土器である。太 くて力強い隆帯であり、この上に大きな刻み目を

付けたもの、あるいは半載竹管状工具によって直線 と弧状の幅広い沈線を施 してある。焼成は

良 く堅い。胎土中には砂粒が含まれ、色調は鈍い褐色を呈する。

以上、第163図 に見る土器は勝坂式に比定されるものと考えられる。

第V群土器 (中期後半の上器 )

第 1類 (第 148図 1・ 3～ 6・ 8～ 14、 第164図 1～ 3・ 5～ 13、 第165図 1～ 12、 第166図 1

～10)地文に条線文を有 し、直線の隆帯や粘土紐の貼付けによる渦巻文や波状の隆帯を特徴 と

日
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・

一
ガ
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したものを本類 とした。第148図 4・ 8・ 12、 第166図 2・ 3・ 5・ 10は 隆帯上に刻み目を持っ

ており、第 4号住居跡内出上の埋甕 (第 59図 。図版102)に共通、また第148図 3・ 5・ 6や第

165図 2・ 4～ 12に 類似 している。焼成はわ りあい良 く堅い。胎土中には多量の雲母 と砂粒・石

英粒が含まれている。色調は、明褐色や褐色 。明赤褐色 。赤褐色・黒褐色を呈する。第148図 1

～ 3の ようにソーメン状の細い粘土紐を斜めの条線上に交叉させて貼付けたものや、第164図 5

～ 13、 第165図 1の ような条線だけを施 した口縁がある。焼成はかなり良い。胎土中には雲母・

砂粒の他、やや大き目の石英粒が含まれている。色調は赤褐色・褐色を呈する。第165図 4・ 5・

6も これと同じである。第148図 10～ 14、 第166図 13～ 19は 、縄文を地文 とする中に渦巻状の隆

帯や粘土紐の貼付けが見 られる。焼成はわ りあい良い。胎土中には雲母 。砂粒が多 く含まれて

いる。色調は、明るい赤褐色を呈する。

以上は、曾利 I式上器に比定されるものであろう。しかし、第148図 1、 第164図 1～ 3・ 5

～ 13、 第165図 1・ 4・ 5・ 6な どの文様構成は曾利 H式 に見られるものでありまた、第59図・

図版102の復元土器はH式的要素の強いものである。

第 2類 (第 148図 2・ 7、 第164図 4、 第166図 1・ 19、 第167図 1～ 10、 第169図 1～ 9、 第174

図 1～ 4)口縁に隆帯 (渦巻文)を有し、条線文・刺突文を施 してあるものを本類 とした。第

148図 2・ 7は、口唇上にやや幅広の沈線を有し、国縁に隆帯を持つている。この隆帯上には、

竹管状工具による刺突文が見られる。また、口縁下より胴部下にかけては二条の幅広い隆起帯

が施され、これらの区画の中に綾杉状の条線があり、この中を波状沈線が走っている。焼成は

良 く堅い。胎土中には砂粒 とやや大き目の石英粒が含まれている。色調は赤褐色を呈する。第

164図 4は、国縁から□縁裏まで竹管状工具による集合条線が施され、この合流点上に粘土紐に

よる波状の貼付けが見られる。また、これの頂点には粘土紐をドーナツ状にした突起が付けら

れている。焼成はかなり良い。胎土中には砂粒 と若干の雲母が含まれている。第166図 1は、条

線を地文として条間に渦巻状の隆帯や集合条線が施されている。渦巻上には、所々刻み目が付

けられており、渦巻の粘土紐が付いている。第166図 19は 、縄文を地文に二条の隆帯があり、そ

の下に粘土紐を貼付けている。 1・ 19と も焼成はわりあい良い。胎土中には砂粒が多 く含まれ

ている。色調は鈍い褐色 と灰褐色を呈する。第167図 1は、回縁に同心円状の隆帯が付けられて

いる。また口縁は内側に彎曲しており、キャリパー状の器形をなすものであろう。焼成は悪 く

脆い。胎土中には砂粒が多 く含まれている。第167図 4は、細い隆帯を鈎の手・直線・弧状に紅

み合わせて貼付けてある。この隆帯の内側はやや幅広い沈線が施され、無文部 との仕切になっ

ている。焼成は良 く堅い。胎土中には砂粒・石英粒が多 く含まれている。色調は暗赤褐色を呈

する。第167図 7は、口縁上に隆帯による渦巻や区画された隆帯内に縦の条線が描出されている。

焼成はわ りあい良い。胎土中には砂粒が多 く含まれている。色調は赤褐色を呈する。第174図 1

～ 4は 3本～ 4本の隆起帯を胴部に弧状あるいは渦巻状にめぐらし、このまわりを大きい雨粒

状の刺突文が施されている。

以上は、曾利 H式上器に比定されるものと考えられる。また、第148図 7や第164図 4な どは
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H式～Ⅲ式への移行期のものであろう。

第Ⅵ群土器 (中期末葉の上器 )

第 1類 (第 150図 ～第152図、第155図、第 157図 、第168図、第170図 、第172図～第174図 )曾利Ⅲ式

～曾利Ⅳ式に比定されるものを本類 とした。さらにその施文法により5種に細分する。

a種 :第168図 103・ 4・ 7・ 10、 第170図 1

回縁に波状突起のあるものを本種 とした。第168図 1・ 3・ 4な どは、突起の頂点に渦巻が見

られ、円形あるいはS字状の渦巻が描出されている。中葉の上器に見られるような華やかさはな

いが、力強さは失われていない。隆起帯によって区画された中には条線が施されている。また、

装飾帯の下から胴部にかけては三条の沈線が見 られる (第 168図 1)。 焼成はわ りあいに良い。

胎土中にはやや大きい砂粒や石英粒が含 まれている。第168図 10は 、渦巻あるいは縦の隆帯が施

され、斜めの条線で構成されている。焼成は良 く堅い。胎土中には砂粒・石英粒の他多量の雲

母が含 まれている。

b種 :第150図 2、 第170図 2・ 4

口縁部に隆起渦巻文を有するものを本種 とした。基本的にはa種 に類似 している。渦巻の隆起

帯が口縁を巡 り、条線や縄文がその区画内や下方に施 されている。第168図 1～ 10は、おそらく

第170図 1・ 2・ 4・ 8な どに接続する部分であろう。

c種 :第 152図 1～ 14、 16・ 17、 第171図 1～ 5。 7・ 8・ 9・ 13～ 16、 第172図 2～ ll e 13・

14条線を地文 として、沈線文を有するものを本種 とした。口縁に、一条あるいは二条の幅広で

浅い沈線が横位に施されたもの、または縦位に描出したものなどが見られる。第172図 10は 、回

縁に細い隆帯による連弧文を施 し、その中を細い条線で充填している。さらに、懸垂する隆桔

の区画の中を斜めの条線で仕上げている。焼成は良 く堅い。胎土中には砂粒が含 まれる。色調

は暗褐色を呈する。第172図 14は 、口縁下より櫛歯状工具によって条線を交叉させて施文してあ

る。 これは第173図 6に共通している。デザイン的には、後者が斬新なものと云えよう。また、

前者は波状の沈線を懸垂して描出している。焼成は悪 く脆い。胎土中には砂粒・石英粒・雲毒

が多量に含 まれている。色調は黒褐色 。明褐色を呈する。

d種 :第155図 18019・ 21・ 22、 第174図 5

隆起帯や沈線が施され、刺突文を有するものを本種 とした。第155図 18019・ 21。 22は、口縁

部にそのままあるいは隆起帯によって区画された中に、丸棒状工具の先端で刺突文が付けられ

ている。その下には、縦・斜めまたは曲線の沈線が見られる。焼成はわ りあい良い。胎土中に

は砂粒が含 まれている。色調は明褐色・褐色・黒褐色を呈する。第174図 5は、幅広の降起帯に

よって区画された中を、やはり、丸棒状工具によって刺突文が施されている。 これらは、大平

C遺跡第 1号配石遺構出上の上器に酷似 している。焼成はわりあい良い。胎土中には砂粒 と若

干の石英粒が含 まれている。色調は赤褐色を呈する。

e種 :第 151図 1～ 4・ 6～ 10

縦の条線を地文 とし、幅広の隆起帯を有するものを本種 とした。口縁に区画を持ち、あるい
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は幅広の沈線を巡 らして、その下に広い隆起帯を懸垂させている。そして、この区画内に縦の

条線を充填 させている。焼成はわ りあい良い。胎土中には砂粒 と若干の石英粒が含まれている。

色調は黒褐色・褐色・ 明褐色を呈する。

以上、第 1類土器をその施文法により5種に細分したが、曾利Ⅲ式～Ⅳ式上器の範疇に入る

ものと考えられる。

第 2類 (第 149図、第154図、第161図、第162図 、第176図、第177図 14)カロ曽利E3式 に上ヒ定され

るものを本類 とした。第161図、第162図 は、加曽利E3式 に比定される良好な資料 と云えよう。 3

式がさらに細分化する傾向の中で、いわば 3式の典型例である。国縁部を隆帯によって区画し、

0
と             !

209協
I

第 147図  第 Ⅱ次調査 グ リッド内出土土器実測図
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胴部文様帯は隆起帯 (隆線)に よる懸垂文を施 してある。そして、これらの区画の中を斜行す

る縄文で充填している。焼成はあまり良 くない。胎土中には砂粒 と石英粒が含まれる。色調は

明褐色を呈する。第176図や第177図 14は これと同時期か、もしくは後続するものであろう。 3

式の中でもより新しい段階であると考えている。

第ⅥI群土器 (中期終末の上器 )

第 1類 (第 57図、第58図 1・ 2、 第 155図、第 160図、第175図)曾利Ⅳ式～V式 に比定される

ものを本類 とした。さらにその施文法により2種に細分する。

a種 :条線 と蕨手状隆線を有するものを本種 とした。第57図 は、縦あるいは斜めの条線を地文

としている。口縁に隆帯を一巡させ、縦に 7本蕨手状の隆桔を描出している。またこの隆帯の

両側は、凹線によってなぞりを力日えて、レリーフ状に仕上げてある。第58図 1も やはり条線を

地文 とするが、施文は縦のみでしかも細い。また、隆帯には蕨手状のものと弧状 とが見られ、

後者は、その区画内にも条線を施 してある。第58図 2は、胴部下方のみであるがH状懸垂の隆線

が見られ、細い条線が施 されている。第58図 1・ 2は、器形的にはⅢ式の要素が残されている

ものの、 3者 ともⅣ式の範疇に収 まるものではなかろうか。

b種 :第 155図 2・ 4～ 17、 第160図 3・ 5～ 11、 第175図 1～ 12

隆起帯の区画内に、「ハ」の字状沈線や矢羽状条線を有するものを本種 とした。第155図 2・

4～ 8、 第175図 1～ 3は、胴部に隆起帯が施されて、短い刻みの「ハ」の字状沈線が付けられ

ている。第155図 9。 11～ 15、 第160図 4・ 6～ 8、 第175図 5。 6は 、深い刻みでやや幅広になっ

ている。第155図 13・ 14、 第160図 5は浅 く幅広の「ハ」の字であり、第155図 10・ 16・ 17は矢羽

状の条線で構成されるなどバラエティーに富んでいる。また、第160図 3は、国縁に幅広の沈線

が施され、刻みの深い沈線が力強 く描出されている。これもやはり、「ハ」の字状沈線の仲間と

考えている。第160図 9～ 11、 第175図 10～ 12は 、この種のものとしては退化形態であり雑な施

文 となっている。

第 2類 (第 156図 、第159図 、第178図 )加曽利E4式に比定されるものを本類 とした。 また、

その施文法により2種に細分する。

a種 :第 156図 1・ 2

渦巻などの隆帯 と把手を有するものを本種 とした。 1は、渦巻やこれに接続 して懸垂する隆

帯が施されてお り、さらに把手状のつまみが付いている。 2は、無文の回縁の下にやはり隆帯

やつまみが付けられてお り、いずれもE4式 に比定するものと考えられる。焼成はわ りあい良

い。胎土中には砂粒 と若干の雲母が含 まれる。色調は黄褐色を呈する。

b種 :第 159図 1～ 7、 第178図 1～ 20

曲線的な沈線の区画内に磨消縄文帯を有するものを本種 とした。第159図 の上器は、日縁を竹

管状工具によって沈線を一巡させており、胴部以下は曲線的な沈線を描出している。そして、

この区画内を縄文で構成 し、また磨消縄文もつくり出している。焼成は良好。胎土中には砂粒

が含まれている。色調は暗褐色を呈する。
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第Ⅷ群土器 (後期の上器)第 155図 1、 第164図 16～ 19

隆起帯 (隆線)や沈線が施され、刺突文を有する土器。第 155図 1は 、いわゆる鍔付土器であ

る。細い沈線による区画の中を、極めて細い丸棒状工具によって刺突文が施されている。器面

は良 く調整されている。焼成はわ りあい良い。胎土中には砂粒 。石英粒・雲母が含まれる。色

調は暗褐色を呈する。

第 6表 縄文中期・後期土器文様一覧表
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時期 群 類 種 比定型式 文 様 構 成 角子 説

中

期

中

葉

第Ⅳ・V群

1類

2類 a種

b種

勝  坂

曾利 I

曾利 Ⅱ

Ｂ

日

Ｆ

Ｆ

′

と

ロ

ロ

ー

ロ

1 ド:線あるいは、渦碁による隆

#が施さ
'1、

亥1み ‖が人る。

また1/1管 状I共による沈線が

描出される。

2 隆帯によ 〉́て区画。沈線が施

され、これらの中を刻み Hや

刺突で充壊している。

3 条線を地文に、直線の隆帯や

粘土組の貼り付けによる渦巻

や波状の隆杵を施 してある。

4 隆起帯と集合条線が施され、

この問をぬうように波状沈線

力≒こっている。

中

期

末

葉

第Ⅵ群

1類

2類

a種

b種

C種

d種

e種

曾利Ⅲ

～Ⅳ

〃

力日曾利
E3

2

―

望      5
0● ● 0● ●0
)0● 0● 0●

蝋 珀ゝ榊
Ｌ

ｌ IililiI

1 日縁に波状突起があり、渦巻

や条線 沈線が描出されている

条線を地文として沈線文を有

する。

日縁部に隆起渦巻文を有する。

隆起帯や沈線が施され、丸棒

状工具による刺突文が見られ

る。

2

5.縦の条線を地文とし、幅広の

隆起帯を有する。

日縁部と胴部を隆起帯によっ

て区画し、その中を斜行する

縄文が充填している。

中

期

終

末

第Ⅶ群

1類

2類

a種

b種

a種

b種

曾利Ⅳ
～ V

力日揮肇禾1

E4

2-2

1.縦 あるいは斜めの条線を地文

とし、日縁に隆帯を一巡、胴

部に蕨手状の隆帯をイJす る。

2 隆起帯 (隆線)が施され、この

区画内に「ハJの 字状沈線や失

羽状条線が描出されている。

3 渦巻を含む隆‖十を特徴として

おり、 こ
'L`こ

|じ TJ大ク)も σ)力 :

イ↓けらオLて いる。

4 H縁に沈線を一巡させ、細い

曲線的な1尤線の X山内に麻∬f

Fd文‖をす↓́ ,て いるク

後

期

第Ⅷ群

寺
 //1  ・

ミ 勢 ″
2 2 14起 イ十(生線 )や泥線 が施 さ

れ和‖い九/1LttI共 に たる4tJ突

丈がうとば,れ る
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第149図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (83)
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第 151図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (85)
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第 153図  第 H次調査 出土土器拓影 (87)
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第 154図  第Ⅱ次調査 出土土器拓影 (88)
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第 156図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (90)
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第 159図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (93)
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第 162図  第 Ⅱ次調 査 出土土器拓影 (96)
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第 163図  第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (97)
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第 165図 第 Ⅱ次調査 出土土器拓影 (99)

-215-



，

．

ザゴ守淳

翻
〆 蛉

貿iv■得私ぜ
f再事諄t

9

を
ど

息

子

〓

モ

霊

与

―
、

‐

| 1 l I I

10E-3グ リッド,6.8.16F-2グ リッド,4.5.7.12.14
グリツド,2.3.9.19H-2グ リッド,11.13H-3グ リッド,

第 166図  第 Ⅱ次調 査 出土 土器 拓影

10。
"|

F-3グ リッド,17.18G-2
1.15表採

(100)

-216-



聯

‐

5

6

郡'5
9

7

8

塞

・ｏ

10ク第

G-2グ リッド,2.4G-3グ リッド,9H-1グ リッド,

第 Ⅱ次調 査 出土 土器 拓影 (101)

-217-

齋

3F-3グ リッド,5.7.10
1.6.8H-3グ リッド

第 167図



ず

2

い
・

t―
・

蝉 婢

7

が

８

6

0     1 1     199Pp
I I I I

3～ 5.9.10F-2グ リッ ド,1.2.7 F-3グ リッ ド,8G-1グ リッ ド,6H-3グ リツド
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第 172図 第 H次調査 出土土器拓影 (106)
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第 176図  第 II次調査 出土土器拓影 (■ 0)
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第 177図  第 H次調 査 出土 土器 拓影 (111)
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第 182図  第 Π次調 査 出土 土器拓影 (■ 6)
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土製品 (第 168図 )

土製品は30点 図示した。 1は渦巻状の沈線 と縄文の上器片を利用したもの。 2は孔が穿たれ

ている∩その他は、円形 。楕円形 。長方形などであり、各種の文様の上器を使っている。
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20～ 22G-3グ リッド,23H-1グ リッド,24.25H-2グ リッド,26.27H-3グ リッド 28～ 30表採
第 183図  第 Ⅱ次調 査 出土土器 拓影 (H7)

一

∞

―

ω
30

―

餓

―  ―

饉
渤

―

哺 7( 
⊃

8

―

(【

:三 § 0)一

(:::::::::)10

―

餞

―

[三 :)16

―

餞

―
    ―

鰹

―

⇔
20    f       

ブ
21

―

欝

―

〔:::::::こ)22

⑬―
(:::::::ど )28

趨
一

⊂
~つ

29

-233-



日、石器

縄文時代草創期の石鉄 (第 185図・図版90)

草創期に属すると思われる石鏃は21点。この内F・ G・ Hグ リッド内 トレンチのⅥ a層及び

Ⅵ b層から土器に伴って検出されたものとしては 1・ 4・ 6・ 9～21が上げられる。 とりわけ

Gグ リッド内 トレンチでの出上が最も多 く、 6・ 10・ 14・ 17・ 19の 5点を数える。使用された

石材については、1が安山岩の他は総て黒曜石である。第184図 は出上した石鏃の形態別模式図

であるが、これにあてはめると、 1～ 8が D、 12～ 14・ 19・ 20が C′、18が A、 21が Bに それぞ

れ分類されよう。また、 9。 10・ 16。 17は Dに近 く、11015は Cに近いと思われる。(3・ 7は

第 I次調査で出土 )

これらの石鏃について他地域の遺跡 との関連を見ると、A・ BoCeC′の形態のものについ

ては、山形県日向洞穴 (加藤・ 1976)、 埼玉県八ケ上 B遺跡 (佐々木・ 1974)、 東京都根津山遺

跡 (十菱・1980)、 神奈川県花見山遺跡 (坂本。1977)、 愛知県酒呑ジュリンナ遺跡 (大参・1970)

等の発掘調査によって検出された石鏃によく類似している。また、Dの形態のものについては、

千葉県山倉大山遺跡 (篠原・1983)、 長野県曽根遺跡 (八幡・1972)、 岐阜県椛の湖遺跡 (紅村・

原 。1974)等 の調査によって検出された石鏃によく類似 している。

第184図 石鏃形態模式図

こうした石鏃に伴出する土器群 としては、A・ BoC・ C′ の形態のものについては隆線文系

土器群が、Dの形態のものについては爪形文系土器群、押圧 。回転縄文系土器群がそれぞれ認

められる。 また形態 Bの石鏃については、二等辺三角形状を呈するものが千葉県布佐余間戸遺

跡 (高野・ 1981)な どから検出されている。形態Dの石鏃については通称長脚鏃 と呼ばれるも

ので、爪形文系土器群に伴出する事が曽根遺跡や椛の湖遺跡等の調査で確認されているが、本

遺跡のように押圧・回転縄文系土器群に、この種の石鏃が伴出した例 としては、先に上げた千

葉県山倉大山遺跡のもの以外他に類例を見ない。本遺跡の石鏃中には例を見ないが、押圧・回

転縄文系土器群には、形態 Eの石鏃を伴出する事が、新潟県室谷洞窟10層 (中村。1964)、 埼玉

県宮林遺跡 (宮井・1985)、 神奈川県深見諏訪山遺跡 (曽根・1983)等 の発掘調査によって確認

されている。
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草創期の石鏃は、愛媛県上黒岩岩陰 7層 (鈴木 。1972)か ら細隆起線文土器に伴つて検出した

ものが最 も古い段階のもの と思われ、それ以後、草創期の全般を通 じてその存在が確認されて

いる。本遺跡の上器群は車創期の後半に位置づけられている事から、伴出した石鏃もほぼ同時

期のものと考えられ、 また同時期の他遺跡 との比較においても、石鏃の形態に共通したものが

認められると言える。隆線文土器群に伴出する石鏃の形態を見ると、先に上げた各遺跡から検

出されたものの中には形態DoE等 は少 く、爪形文系土器群や押圧 。回転縄文系土器群を検出

した室谷洞窟・宮林遺跡・ 深見諏訪山遺跡・布佐余間戸遺跡・ 山倉大山遺跡等からはA～ Eの

ほとんどの形態のものが検出されている。 こうした事は、形態DoEの 石鏃が草創期後半に確

立された事を窺わせ、本遺跡の上器群の編年的位置 ともよく合致 していると思われる。

第 Π次調査 石器計測一覧表

(単位 mmぉ ょび 9)

|||  |: 1狂 灯t |× 1召千ケナ 図版番号 llk大 長 最大幅 最大厚 重  這 石  材 備 号

サ イフ,形 イ「r. A 55-- 1 23.0 16.8 7.7 曜 石 下半部欠損

A 31.0 15 7 5.5 2.8 先端部欠損

A -3 24.8 10,7 1.0 完形品

A -4 24 4 15.3 7.0 完形品

B -5 41 4 30.0 12.05 完形品

愉 (|-3 C -6 40,3 18。 9 6.7 安 器 先端部、下半都欠損

D― |〕 C -7 59.8 38.ユ 29,4 下半部欠損

イデ岳 尖 Ⅲザt rr ノモ  1来 C -8 16.5 16.7 1,05 黒 曜 石 先端部、返し部欠損

イ IE-3 H-1 185-1 30.5 147 安 山 岩 右脚都欠損

I〕 -3 H-1 26.7 133 4.2 0。 9 黒 曜 石 右脚部欠損

2ケ j十
1tオ :ト H-1 -3 20.5 22.5 3.4 0。 95 1次調査・完形品

B-3 H-1 -4 19.5 16.1 2.7 0.5 完形∴:i

-1 -5 19,8 13.4 2.4 0.35 右Л去,部 欠損

(:-2 -1 -6 20,7 15.6 2.1 0.45 右脚部欠損

第 21〔 -1 -7 23.8 14.6 0.55 1次調査。右脚部欠損

B-3 -1 -8 23.1 11.5 0.5 右脚部欠損

「
-2 H-1 -9 18.9 16.9 完形「名

(:-2 H-1 -10 15.0 13.5 2.7 0.4 頭都欠損

F― |〕 H-1 l 11.5 11.8 1.8 0,25 頭部欠損

H-2 H-1 16.6 12.0 0.45 完形 I名

F-2 H-1 -13 14.3 12.9 2.4 0.35 完形 I名

(:-2 H-1 -14 17.7 16.1 完形品

(,-2 H-1 -15 26.1 18.8 1,3 右脚部欠損

F-2 H-1 -16 28,9 15.2 4.8
°
1.4 右脚部欠損

(,-3 H-1 -17 22.8 16.2 14 頭部、両脚部欠損

(:一 ゼ H-2 -18 16.3 12.7 3.8 0.65 完形品

F-3 H-1 -19 15.8 20,7 1.35 頭部欠損

F-3 H-1 -20 16.0 16.1 0.65 完形汗

H-2 H-1 32.7 18.9 5.6 3.45 右脚部欠損

第 7表
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註 1、 (鈴木道之助・1972「縄文時代初頭の狩猟活動」考古学 ジャーナル76-P13)中に示され
ている。

参 考 文 献

大 参 義 - 1970「酒呑ジュリンナ遺跡(2涸 名古屋大学文学部研究論集 (史学)17
八 幡 一 郎 1972「 日本中部山地における縄文早期文化の研究 (上 )」

鈴木道之助 1972「縄文時代初頭の狩猟活動」考古学ジャーナル76

佐々木保俊 1974「八ケ上遺跡 B地点発掘調査報告書」埼玉県富士見市所在八ケ上遺跡 。打越遺
跡・北通遺跡発掘調査報告書

紅 村 弘 他 1974「椛の湖遺跡」

加 藤  稔 1976「山形県日向洞穴における縄文時代初頭の文化」山形県の考古 と歴史
坂 本  彰 1977「花見山遺跡の隆起線上器J港北のむかし

十 菱 駿 武 1980「根津山遺跡 。孤塚古墳他」世田谷区遺跡調査報告 1

高 野 博 光 1981「布佐・余間戸遺跡」我孫子市教育委員会

曽 根 博 粥 1983「深見諏訪山遺跡」大和市文化財調査報告14集

篠 原  正 1983「山倉大山遺跡」北総考古研究会

宮 井 英 - 1985「大林 I・ H、 宮林、下南原J埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第50集

縄文時代各期の石器

第H次調査により出上 した石器は、遺跡の性格上きわめて多種多彩であった。本遺跡の主体

は縄文時代中期であり、石器 もその性格をもつものが多 く出上 している。種類 としては、打製

石斧39点、磨製石斧10点、局部磨製石斧 1点、礫器 4点、磨石50点、凹石12点、敲石 1点、石

皿 4点、石棒 3点、砥石 1点、石錘 5点、石鏃33点、スクレーパー 4点、石匙 1点、石錐 2点、

楔形石器 7点が出上 している。他に多量の黒曜石の象」片及び石核があり、象J片の縁辺に細部加

工が行われたものが多 く存在する。 ここではそれらの内22点 を図示 した。また細部加工された

象」片は縄文時代草創期の多縄文系土器が検出された層位から多 く出上している。

石鏃 (第 186図 。図版91)

出上した石鏃の多 くは、先端部、あるいは脚部が欠損 していた。石材は、実測した総てが黒

曜石製である。石鏃の形態は、凹基無茎鏃 (1類)と 平基無茎鏃 (2類)の 2種類に大別でき

1類が圧倒的に多い。1類には、6～ 8の様に基部の挟入が浅 くずんぐりとしているもの、ll・

30の様に長脚のもの、28の 様に鍬形のもの、29の様に未完成 と思われるものがある。加工面か

ら見ると5の裏面の様に基部の部分のみに加工を施 してあるものや、 10。 ■・ 30の様に両縁部

が細い鋸歯状をなしてお り、先端部 も鋭利に尖 りきわめて丁寧に作 られているものがある。 2.

類は、 1と 8で、 1は 薄手の象J片 を利用 した極めて小型の完形品である。又 1・ 2・ 3は押型

文土器に伴う石鏃 と考えている。

細部加工象」片と石核 (188図 ～第191図 )

数千点にのぼる黒曜石の象」片のうち、明らかに縁辺に調整が行われているものが存在する。

その多 くは定形的な刃部をもたず、又形状 も一定していないが、しかし意識的に調整のための

細部加工が施されている点から、何らかの使用目的をもった象J片 に違いないと思われる。37～47

は多縄文系土器が多量に出上 した F・ G・ Hト レンチのⅥ a層、Ⅵ b層 より出上した。37は象」
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片の両側縁に主に裏面より力日工が行われ、刃部が作 り出されている。38045は縦長象J片 の一側

縁に調整が施されている。象J片上部には、打面を有し、裏面には打瘤裂痕がみられる。47は 薄

手の象J片の側縁に調整を施 して刃部 としており、調整痕は、裏面に見 られる。40は 断面が三角

形を呈し、表面の側縁に急斜度の調整が行われているもので、サイ ドスクレーパーと思われる。

42は 平面が三角形を呈 し、片側の側縁に細い調整が施されている。46は 側縁の加工が鋭 く先端

部まで及んでいる。先端部の断面は、ほぼ三角形を呈 し、おそらく石錐 と思われる。43は 石核

である。47～60は F・ G・ Hト レンチのVb層、及びVI a層 の上部より出上した、細部加工の

ある象」片と石核である。48～ 50は 平面が三角形を呈する象J片の側縁に調整を加えて刃部を作 り

出している。48は上部の打点方向に向ってフィッシャーが集中する。52は縦長象1片 の両側縁に

調整が行われている。53は 丸みをもった端部を刃部にしたと思われる。55は厚みのある木の葉

形の象」片の両面に加工が施 されている。57・ 58は打面を持つ横長象J片 を素材 としており、側縁

の両面に加工が行われている。54・ 56・ 60も 象」片の一部縁辺に力日工痕がみられる。51の小形象J

片は、石器の未製品とも思われる。59は石核である。62～86は 各グリッドより出土した、細部

加工のある剣片である。62は 三角形を呈する薄手の象J片 を素材 とし側縁の表面に細い調整が加

えられている。65・ 67・ 70は 上部に打面が、裏面には、打瘤がみられる。象J片 を素材 とし、そ

れらの側縁に調整を加え、刃部 としている。64・ 66・ 68・ 69・ 73・ 74は不整形な象」片を素材 と

し、その縁辺の一部を力日正 し刃部 としている。63は半円形を呈する象」片でその周辺に表面より

調整が加えられてお り、スクレーパーとも考えられる。71は横長剣片を素材 としその表面全体

に調整が行われ、裏面にも一部縁辺に加工が施されている。石器の未製品とも思われるが明ら

かではない。85も 同様な象J片の両面に加工が行われている。72・ 77・ 80～84は 小形の剣片であ

るが、側縁には調整が行われている。78・ 79は刃部を象J片の端部に作つている。

スクレーパー (第 191図 )

87～ 89・ 96の 4点をここではラウンドスクレーパーとしてとらえた。87・ 88は小形の楕円形

を呈し、両面 とも加工が施 されている。89・ 96は 断面が三角形を呈する比較的大形のものであ

る。89は 素材の裏面周辺に加工が及ぶが、96は 半周にのみ加工の跡がみられる。材質は黒曜石

である。

楔形石器 (第 189図・第191図 )

61。 90～ 95の 7点は、剣片を取った後の残核 ともみれるが、ここでは、用具としての楔形石

器 として図示した。向かいあった二辺の打撃部には、階段状の象」離痕が存在 し、フィッシャー

が集中する。平面形は、四辺形をなすものが多い。材質は総て黒曜石である。

石錐 (第 187図・図版91)

2点出土している。いずれもつまみをもち、先端部を尖らせている。先端部の調整は非常に

細 く加工され、34の 断面は変形、35の 断面は三角形を呈する。材質は黒曜石である。

石匙 (第 187図・図版91)

非常に整った形のつまみをもつ横型の石匙である。片面は全面にわたり調整加工が行われる
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が、裏面にはほとんど調整がみられない。材質は碓質頁岩である。

悠
35

第187図  第 H次調査 出土石器実測図 (4)

礫器 (第 192図97～ 100・ 図版92)

玄武岩製の礫器で重量感がある。裏面には礫面を大きく残 し、表面には第一象J離面を残す。

左右の側縁には打撃による階段状の象J離痕が存在する。刃部は片刃状を呈する。98は小形の礫

の両端を打ち欠いてお り、一端を刃部 としたと思われるが、用途は明確ではない。礫器 という

より、クサビ等に使用 した可能性 も考えられる。99は偏平な礫の一端を打ち欠いて刃部 として

いる。100は 裏面に礫面を大きく残し、表面は周縁より打撃が加えられている。刃部は側縁を使

用 したと思われる。 これらの礫器は縄文時代早期に属するものと思われ、特に97は Fグ リッド

のⅥ a層 より出上 している。

局部磨製石斧 (第 192図 101、 102・ 図版92)

青味がかった砂岩製の長身の石斧である。裏面には象J離面がみられ、表面は研磨されている。

36
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又刃部は特に鋭利に整形されている。102は 基部を欠損する石斧である。表裏共に刃部を中心に

研磨が行われている。 この石斧はFト レンチの多縄文系土器 と共に出上 している。所謂草創期

に属する石器 と思われる。

打製石斧 (第 193図～第195図 。図版93・ 94・ 95)

遺構及び各グリッドより完形品、破損品合せて39点 出上 しているが、図示したのはその内26

点である。材質は安山岩製が最 も多 く、砂岩、買岩がこれにつづ く。形態的に刃部・基端部 と

もほぼ同じ幅を持つ短冊形、刃部が中広になる撥形、中央に挟 りをもつ分銅形に大別されるが、

その中間形態のものもみられる。

1類 (第 193図・ 194図 103～ 117)

短冊形及びそれに近い形態のものを本類 とした。出土量は本形態が最 も多い。104・ 105。 107

は正面に礫面を残 し、両側縁及び裏面は細 く調整加工されている。105は 主要象」離面に向かって

鸞入し、丸のみ状を呈する。104は細身の石斧で、礫面部分がわずかに鸞曲する。108・ 109は 基

端部の尖った石斧で、刃部はともに欠損 している。109は 一側縁の上半部にゆるやかな挟入部が

作 られる。113は 片側の縁辺に稜を作 り出し、刃部は偏刃状を呈する。 114・ 115は刃部が欠損 し

ているが、113と 同様片側に稜が作 り出され、115は又刃部 も偏刃と思われる。117は細身薄手で

刃部は偏刃を呈する。石斧、あるいは、他の用途に使用された可能性 もみられる。110は 基部が

欠損している大形の石斧である。表面は礫面を利用 し刃部を作 り出している。

2類 (第 194図・ 195図 118～ 127)

撥形及びそれに近い形態のものを本類 とした。118・ 120は 片側の縁辺に稜を作 り出してお り、

118は頭部にも稜を持つ。この形態は 1類 113～ 115と 類似するが、刃部は直刃 となる。これら 5

点の石斧の内113を 除 く4点 と、117は 、多縄文系土器を出上 した トレンテ及びその近 くの地点

より出土している。 121は 全体に良 く調整されている石斧で、刃部近 くには擦痕が認められる。

122は礫面を持つ頭部が大きく内彎し、刃部は片刃状を呈する。123は 小形の整った石斧で、刃

部は裏面より調整されている。形状からみて掻器 として使用された可能性 もある。124は礫面を

持つ正面の上部が甲高 となり、頭部が軽 く内彎する。刃部は裏面より調整が行われる。125。 126

は大きさは異なるが基端部が尖 り三角形状を呈し、表面に礫面を大きく残す。125の 片側縁辺に

は稜が作 られ、両側縁の中央部には弱い挟 りがみられる。刃部は表面からの調整により作 られ

片刃状を呈する127は 125と 同様、頭部が細 く、刃部が扇状に広がる大形の石斧である。主象J離

面である裏面は平坦で、刃部は鋸歯状を呈する。又基部中央に軽い快 りがみられる。

3類 (第 195図 128)

所謂分銅形に類似するが、挟 りは頭部近 くにあり、最大幅は頭部より刃部にある。表面に礫

面を大きく残す大形の石斧である。

磨製石斧 (第 196図 。第197図・図版95・ 96)

16点出上している。乳棒状石斧11点、定角状石斧 2点、その他 3点の出上であるが、いずれ

も刃部、頭部が欠損 しており、完形品は皆無である。乳棒状石斧は129～ 139で、132・ 137・ 138
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は頭部、刃部共に欠損しているが、クサビ等に再使用 した痕跡がみられる。136は 刃部が一部欠

損しているが、蛤刃の磨製石斧である。139は 敲打痕を有 し刃部欠損部を再使用 したようである。

140・ 141・ 142は頭部 5～ 6 cmの みの欠損品であり、142に おいては、稜がみられ磨石の欠損 し

たものかもしれない。143・ 144は 定角状石斧で、両側縁が研磨され稜がある。143は 刃部が欠損

している。 144は 頭部を欠損しているが、刃部は片刃で鋭利な小形の石斧である。129・ 130は 斧

身が厚 く直線的であり、刃部は象」落して荒れている。頭部は切断されたと思われ、大型の乳棒

状の石斧かもしれない。

131は頭部、刃部共に大きく欠損 している。刃部は欠損部を再使用したと思われ、打痕及び磨

痕がみられる。

磨石 (第 198図～第200図・図版97・ 98・ 99)

各種あわせて50点 出上 したが、図示 したのはこの内32点 である。形態から棒状、箱形、楕円

形、円形の 4つの型に分類 した。出土地点及び石材は第 12・ 13表に示した。

1類 (145～ 155)

棒状のものを本類 とした。11個 出土。総て 4～ 8 cmの 頭部のみの半載品である。145・ 147は

表面裏面 とも平滑、縁部に幅広の稜を有 し、平面形は横櫛形を呈する。断面は底面で幅袂 く、

上面で幅広になる。使用面は主として底面であったと思われる。 146・ 150・ 152は 断面がそれぞ

れ、楕円形、台形、四辺形を呈する、146の 使用面は平坦部を、 6は幅広の底面を主に使用 し、

152は 4面 に摩滅がみられる。149・ 151・ 153・ 154は 平面が長円形を呈 し、磨面がわずかに平坦

である。148は 上下部が欠損 しているので形態が不明であるが、胴部に厚みを持つ磨製石斧の一

部かもしれない。 1類 とした磨石は、その多 くが F・ G・ Hト レンチ内の早期押型文土器に伴 っ

て、Vb層から出上している。 これら一群の磨石が、はたして縄文時代早期に属するものか明

確ではない。 しかし当町内における、縄文時代早期の代表遺跡である大平遺跡出上の磨石に酷

似 していることは確かである。

2類 (156～ 160)

箱形のものを本類 とする。6個出土。平面が長方形あるいは正方形に近い箱形を呈 し、上面、

下面 とも平滑に仕上げられている。断面は胴部の張る長方形を呈する。又各側面 も平 らに整形

んゞ行われている。

3類 (161～ 168)

楕円形のものを本類 とする。16個出土。平面は精円形を呈 し、断面は胴部が厚 く、縁部に丸

味を持つ。 162・ 165・ 168は 主に使用された面が片面にみられる。

4類 (169～ 177)

円形およびそれに近いものを本類 とする。完形品 5個、半載品12個 の出土。断面は楕円形を

呈 し、縁部に丸味をもつ。使用面が主として片面のもの、両面のものがみられる。174は 円形 と

いうより頭部が尖 り、磨面が側面上方にみられる。

凹石 (第201図 178～ 189。 図版99・ 100)
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(単位 mmぉ よび 9)

種 出 土 区 分 類 図番号 図版番号 うと大長 うと大幅 最大厚 重  量 石  材 備 号

石 鏃 C-3 H-2 186-1 14.5 11.5 1,7 0.25 果 曜 石 完形 I名

F-2 H-1 -2 17.5 12.9 2.0 0.4 イ「脚先欠損

J-1 H-1 -3 21.2 10.1 両脚部欠損

G-1(6号 住 H-1 -4 21.7 12.9 3.0 0.5 /「 脚先欠損

F-2 H-1 -5 18.1 10.1 0.4 完形 Iイ i

G-2 H-1 -6 20.2 14.2 47 1.15 右先端欠損

G-3 H-1 -7 20.0 16.0 先形「Υ

表―採 H-2 -8 17.2 13.8 1.15 々先端欠損

B-3(1号 住 ) H-1 -9 21.0 12.8 両腋陪L欠換

B-3(1号 住 ) H-1 -10 15.8 14.0 左脚先欠損

B-3(1号住 ) H-1 -11 25.0 10.1 イ「脚欠損

F-1(5号 0 H-1 -12 13.7 12.2 0.65 頭都欠札t

G-1(6号住埋甕) H-1 -13 25.0 16.0 1 05 先形 |||

D-3 H-1 -14 17.1 21.2 2.65 0,7 頭部脚先欠損

E-3 H-1 -15 17.4 12.0 0.5 Ⅲ晰月去liq;欠 叡

E-3 H-1 -16 24.5 20.0 先形 ,イ

F-3 H-1 -17 15.5 13.5 3.2 右:朋J士い欠lt

G-3 H-1 -18 13.6 12.0 左‖去p部 欠4t

G-3 H-1 -19 19.3 15.5 0.85 頭吉bi出
「脚欠,1

G-3 H-1 -20 20,8 12.5 イ|,却 欠れt

H-1 H-1 -21 26.0 13.0 0.95 生‖封J欠 れt

H-3 H-1 -22 17.2 15.0 1.15 げttthイ「川月)欠 11

F-3 H-1 -23 15,2 13.1 2.4 うと
'形

十「

I-3 H-1 -24 27.2 18 1 1.3 右i脚十1`欠 損

J-1 H-1 -25 20,8 160 1.15

表  採 H-1 -26 23.6 2().0 1 65 頭部メI:4却 部欠ユi

H-1 -27 15.3 16.1 イ‖封〕欠lt

H-1 -28 0 16.7 1 15 ケと,形 III

H― ユ -29 182 20 0 32 1.35 イ「1封〕i判
`欠

れt

II-1 -30 24.0 10 1 0,35 イ「‖却欠l_t

F-2 H-1 -31 12 4 148 ()(; I山∫川〕ヴtttb欠 lt

表  採 H-1 -32 176 85 28 0 45 h:川却許|∫
のみ

H-1 -33 16 1 5,1 0.15

錐 B-3(1号 住) F 187-34 〕7.1 22.1 9.5 3.(〕

表  採 F -35 48,7 20.1 10,7 55

石 匙 F-3 J -36 〕76 71.5 11.8 6 |「 LTこ ヶ
.こ

イ|

細部加工祭I片 F-3 G 188-37 40 1 26.4 5.5 上 イ|

F-3 (; ― t〕8 41.0 30.1

F-3 G ―t〕9 〕80 25.0 7.2 6.7

F-3 (, -40 )1.2 20,8 85 53

F-3 ( -41 44.2 Z9.2 92 135

G-2 (う -42 〕5.8 () 9 25

石 核 G-2 I -43 85.2 (38,1 2().5 6.25

索円吉h力‖Hi象 1ナヤ G-2 (: -44 ゼ5,6 5 1 )5

第 8表  第Ⅱ次調査 石器計測一覧表  (2)

-243-



(単位 mmぉ ょび 9)

,II I十 二 十〔 IXI¶【ケナ

ネⅢ吉b力 |:に象1'十

33.8  1  12.8

(,-2

F-3

-47

〃   II● -2

_生_4生上_ヰ±―一―――十一―――――
― ―〃   IH-3   1(:

一一――  r― ――――― ―一― r――――
-51

≡:甚:
〃    |('-3    1 (:  十  -55

而而「f罰

'下

FF[ 
「

下寸 [覇

Iε

-64

-65

-75

-79

-8()

-83

-84

-88

ゼ2.5

ゼ1.8

-50 1        1  30.1  1 41.2  1  4 0  1  4.0

134 1  2.5

18.5 1  6.2

148 1  4.1

第 Ⅱ次調査 石器計測一覧表  (3)
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(単位 mmぉ ょび 9)

器 種 出 土 区 分 類 図番号 図版番号 最大長 最大幅 最大厚 重  量 石  材 備 号

ス ク レー パ ー D 191-89 黒 曜 石

楔 形 石 器 H-3 E -90 23.0 27.5

E -91

E -92 22.1 9.0 3.2

E -93 21.0 6.0 2.5

E -94 3.0

E -95 1.2

ス ク レー ノぐ~ G-3 D -96 22.0 8.0

第 10表  第Ⅱ次調査石器計測一覧表  (4)

12個出土。石材は粒子の粗い粗面安山岩が多 く使用される。平面は円形、精円形棒状 を呈 し、

凹部が両面にあるものと、片面だけのものとに分けられる。178～ 182・ 184～ 187・ 189は両面に

凹みを持ち、凹みが深 くえぐれているもの、浅いもの、複数に存在するもの等がある。又凹み

の周辺に黒 く煤が付着するものも多い。 183・ 188は 片面に凹み部を有し、その反対面は磨滅 し、

磨石 として使用された様子がみられる。

石錘 (第202図 190～ 194。 図版 100)

5点出土。扁平な石の両端を打ち 欠いたものと、両端を濤状に削って作 られたもの とがある。

1910193は 両端を小さく打ち欠いた小形の石錘である。192は 両端を粗 く大きく打ち欠いてある。

190・ 194は 両端に濤をつけ、190は表裏を平らに整形 してある。

敲石 (第202図・ 図版100)

1点のみの出上で平面は円形に近い形をしているが、周縁に磨って加工した稜を有 し、多面

に敲打痕 と磨痕を持つているが主に底面の平端部を使用したとおもわれる。

石皿 (第202図・ 196・ 197)

4点出土。総て破損している。196は両面 とも平滑に仕上げられている。197は 片面が平坦に

整形されてお り、使用面 と思われるその反対面は中央部でゆるやかな凹みをもつものであろう。

石棒 (第202図 198)

3点出上 したが、総て欠損している。ここでは比較的形態の明瞭な 1点のみ図示 した。198は

角柱状を呈 し、断面はおよそ正方形をなす。頭部は無頭であり、円端に整形してある。又頭部

には黒 く煤の付着がみられる。
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(単位 cmぉ ょび 9)

器 種 IH 分  類 1文If琴サナ 図版番号 最大長 勇セ大幅 最大厚 重  竜 石  材 備 ケ

礫 F-3 K 192-97 10.3 11.6 760 玄武 ≠|

B-3 K -98 3.7 90 砂  岩

G-3 K -99 砂  岩

衣 採 K -100 200 砂  岩

局都磨製イf斧 B-2 [ -101 19.3 5.4 24 砂  岩 3号住居柱穴

F-3 「ッ -102 砂  岩

打 製 イ「 徐 F-2 M-1 193-103 100 砂  岩

B-3 M-1 -104 3.7 2.1 83 砂  岩 1号住居

(,-3 M-1 -105 10.1 1.8 安 山 岩

た 採 M-1 -106 1.7 砂  岩

I″ -1 M-1 -107 頁  岩

H-3 M-1 -108 14 頁  岩

B-4 M-1 -109 140 砂  岩 1号住居

B-4 M-1 -110 1.7 210 安 山 岩

G-2 M-1 -111 3.7 1.2 80 買  岩

及 採 M-1 -112 1.5 60 安 山 岩

B-4 M-1 194-113 92 1.2 80 貢  岩 1号住居

F-3 M-1 ― l14 6.0 1,1 砂  岩

F-3 M-1 ―■5 1.3 頁  岩

F-3 M-1 ―■6 3.7 1.2 砂  岩

F-3 M-1 ―‖7 10。 1 37 1.0 砂  岩

D-1 M-1 図化せず 砂  岩 4号住居柱穴

B-1 M-1 買  岩

F-3 M-1 4.2 砂  岩

F― t〕 M-1 6.0 0.8 買  岩

F― i〕 M-1 7.0 砂  岩

('-3 M-1 6.2 1.7 安 山 岩

(,-2 M-1 2.2 安 山 岩

災 採 M-1 1.4 砂

G-2 M-2 194-118 10.3 1.5 110 頁  岩

C-3 M-2 ―■9 安 山 岩

F-3 M-2 -120 安 山 岩

B-4 M-2 -121 8,0 5.2 109 砂  岩 1号住居

H-3 M-2 -122 1.2 砂  岩

表採(A・ Bベルト M-2 -123 6.6 1.2 頁  岩

B-4 M-2 -124 砂  岩 1号住居

F-2 M-2 195-125 14.4 安 山 岩

災 採 M-2 -126 1,7 60 安 山 岩

災 採 M-2 -127 138 305 安 山 岩

(:一 l 卜1-2 IXI化 せず 2.0 安 山 岩 6号住居

H― ユ M-2 砂  岩

D-2 H-2 貢  岩

第11表  第 Ⅱ次調査石器計測一覧表  (5)
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(単位 cmぉ ょび 9)

を: 種 出 土 1狂 分  類 図番号 図版番号 最大受 最大肘j 労t大厚 重  遣 石  材 備 号

打 製 石 斧 H-2 M-3 〕95-128 95 12.6 77 16 341 砂  イ|

摩 製 石 徐 G-3 N 〕96-129 13.1 58 600 刃部欠損

表  採 N -130 11 1

F-3 N -131 95 (10.0) 3.2 下部欠損

B-2 N -132 刃部欠損

B-4 N -133 130 1を偉:九;灯 i

F-3 N -134 (10,7) 37 刃部欠損

表 採 N 197-135 (10.1) 234 刃部欠損

B-3 N -136 11.0 2.7 刃部一部欠4t

G-3 N -137 116 4,0 332 li下 都欠損

G-3 N -138 96 106 220 刃部欠損

H-3 N -139 15.2 285 刃部欠損

表 採 N -140 (5.4) 2.5 ド部欠損

B-3 N -141 (4.8) 3.2

F-3 N -142 (5.5)

表 採 N -143 刃i¶

`欠

lt

G-2 N -144 5.3) 1.2 頭都欠損

磨 石 F-3 0-1 198-145 97 7.9) 5,1 赦

G-3 0-1 -146 7.5) 5.4 322 宏

G-2 0-1 -147 6.4) 300 十
'サ

′  イ「

G-2 0-1 -148 96 (7.4) 5.4 liド 部欠11

G-2 0-1 -149 (82) 27 安 ||| イ f ～杵 イ支

G-2 0-1 -150 (5,3) 5.1 イ砂  イ|

G-3 0-1 -151 (5.9) 3.7 安 |||

H-2 0-1 -152 (9.1) 202

H-3 0-1 -153 (73) 3.7 305

H-3 0-1 -154 (80) 6.5 3.5

表  採 0-1 -155 (4.7) 6.7 2.7 イr1/N  ナ
II

F-2 0-2 -156 (5.2) 6.7 355 安 III

B-4 0-2 199-157 11 7 1ケj住上1,巧 i

F-3 O-2 -158 11.3 814

F-3 0-2 -159 672

G-3 0-2 -160 (77) 8.2 ドi¶∫欠lt

B-3 0-2 図化せず (5 3) (38) イ茂 ナ|

B-1 0-3 199-161 11.6 1550

G-2 0-3 -162 12.1 12.2 2700

B-1 0-3 -163 14.5 10.8 2100 tuih「 欠lt

表 採 0-3 -164 100 7.2 515

D-3 0-3 -165 5.2 640

C-3 0-3 -166 7.7 5.1

G-3 O-3 200-167 11,7 10 1 1900

表  採 0-3 -168 11.5

B-1 0-3 図化せず 11.3 550

B-3 0-3 5.1

( )内 は推定

第 12表  第 Ⅱ次調 査 石器計 測 一 覧表  (6)
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(単位 cmぉ ょび 9)

種 出 土 区 分 類 図番号 図版番号 最大長 最大幅 最大厚 重  量 石  材 備 号

磨 石 C-2.H'中 | 0-3 岡化せず 113 7.2 安 山 岩

C-3 0-3 (5.7) 260

F-2.Ш b炸 | O-3 322

G-3.Ⅵ al将 谷 0-3 (6.1) 265 半 裁

G-3 O-3 (10.6) (4.8) 295 破 片

H-3.Ⅱ lar耳 谷 0-3 11.2 900

[-1.Ⅳ a川 O-4 200-169 12.0 12.3 2000

B-2 0-4 -170

F-1 O-4 -171 (5.5) 250

G-2.HI a片 lⅢ 0-4 -172 (4.4) 235 半 散

H-3.新 谷 ()-4 -173 7.2 砂  岩

H-2.VI a沖 | 0-4 -174 8.4 7,7 600

H-3.Ⅵ b沖 | 0-4 -175 (4.0) 186 半 裁

H-3.HC沖 | 0-4 -176 (3.5)

表 採 O-4 -177 (6.7) 10.0 556

F-2 ⅥaⅢⅢ O-4 図化せず 5,7 安 山 岩

B-3.H沖 | 0-4 (3.0) 8.2 210

F-3.VIb片1 0-4 (6.4) (8.6) (2.6) 180 破 片

G-3 O-4 (5.0) (7.9) 5.0 240 半 散

G-3.Ⅵ aⅢⅢ谷 0-4 (6.0) 10.9

H-3.コ IaⅢⅢ谷 O-4 (6.9) 9.0 475

災 採 O-4 (4.4) 5,1 破 片

衣 採 0-4 (7.2) 6.7 710 半 載

B-3 P 201-178 (9,4) 両面に凹み

A-3 P -179 10,3 330

B-3 P -180 10.3 585

C-3 P -181 11.1 590

F-3 P -182 (7.5) (48) 170 両面に複数

F-3.Ⅵ a汁11 P -183 3.1 片面に凹み

G-3 P -184 100 10,7 5,7 2.7 280 両面に凹み

G-3.谷 P -185 8.8 400

G-3 P -186 6.2

(,-2 トレシ千 P -187 10.ユ 7.3 389

K-2.Ⅲ  a III P -188 100 14.7 10。 7 1150 片面に凹み

炎 採 P -189 13.9 5.5 950 両面に凹み

B-1 Q 202-190 100 52 1.8

C-2.H洋 1 Q -1切 2.3

H-3.Ⅵ b Ⅲl Q -192

夫 採 Q -193 3,7

衣 採 Q -194 `″ ,

敲 Fi 災 採 R -195 4.2

皿 F-2 S -196 21.3 (16.6) 2600 一部欠損

G-3.Ⅲ  CIII S -197 (13.3) 1100 破 片

B-3 S 同化せず (13.4) (10.9) 7.2 2100 1号住居

( )内 は推定

第 13表   第 Ⅱ次調査 石器計測一覧表  (7)
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器 種 出 士 区 分 類 図番号
版
号

雪
番 最大長 最大幅 最大厚 重 量 石  材 備 号

石 皿 O‐3,Ma層 S 殴化せず 16お) 17.1) &4 560 安 山 岩

石 棒 G― t▼ Ⅵb層 T 202-198 14.3 10.2 2900

F-1 T 図化せず (10,0) 14.7 181`0) 21lllCl 第2,田形土筑

G一
=、

Ⅵa幡 T (7.4) 12.6 (619 1500 破  片

砥 石 G‐3 U 202ィ 〕働 7.8 4.2 1551 緑泥片ギ: 鎌1倉時代

( )内 -1ま推定

第14表  第Ⅱ次調査石器計測一覧表  (3)

石 器 分 類 記 号

A ナイフ形石器  B 彫慕  c 石槍  C 有舌尖票器  D スータレーパー

E  楔形石墓  F tt  G糾部加工1剣1片  H 石鏃  I 石核  J 石匙

K I礫器  L 月部磨製石斧  N 磨製右斧  0 磨石  P 凹石

Q 石錘  R 敲石  S 石皿  T石棒  U砥石I  V 快入石器
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第 188図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (5)
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第 189図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (6)
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第 190図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (7)
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第 191図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (8)
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第192図  第Ⅱ次調査 出土石器実測図 (9)
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第 193図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (10)
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第 194図  第 Ⅱ次調査 出土石器 実測図 (H)
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第 195図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (12)
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第196図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (13)
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第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (14)
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第 198図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (15)
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第199図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (16)
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第200図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (17)
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第202図  第 Ⅱ次調査 出土石器実測図 (19)
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4、 歴史時代の遺構 と遺物

本遺跡からは、 これまで当町では知 られていなかった歴史時代の遺構や興味ある遺物が発見

されている。いわゆる方形竪穴住居跡 l基、方形土坑 1基、円形土坑 6基などであ り、 また該

期の柱穴 と思われる小ピットも数多 く検出されている。また、調査区の南東側で見つかった小

河川跡 も、やはりこれらの遺構 と同時期 と考えられるもので、木製品や桃の果核などが出上 し

ている。

a 遺構

イ、住居跡

方形竪穴住居跡 (第 203図・図版 103・ 120)

調査区の西側、B-2グ リッド内で検出されている。第 2号・ 3号住居跡を掘 り込んで構築

しているもので、長径3.05m、 短径2.45mほ どの方形のプランを呈する。当時の生活面はすで

に削土されているため、現存する壁高は35～50cmで ある。炉跡は住居跡東側の壁中央で確認さ

れ、焼土・炭化物が検出された。焼土は壁際に25cmの厚さに堆積 していた。柱穴は、やや角張っ

たもので壁の外側に添って10本検出されている。床面下まで掘 られているのは僅かに 2本で、

残 りは壁の上位部分までしか掘 り込 まれていない。径は約20～ 35cm、 深さは12～36cmである。

さらに、住居跡の北西隅には長径 115cm、 深さ12cmの半円形のピットが存在する。

出土遺物は、床面および覆土中より常滑焼の破片 3点 と釘・錠・刃器・責め金具など鉄製品

9点が検出されたにすぎない。 (第 212図・216図 。図版108)な お本住居跡の構築時期は、出土

した常滑焼の時期を以て考察するにはやや時間差があり、おそらく平安時代末期～鎌倉時代初

頭であろう。 しかし、当地方においては、韮山町を除いて古代～中世の資料が乏しかっただけ

に当時の様相を探る貴重なものとなるであろう。

口、土坑

方形土坑 (第 204図 。図版104)

調査区の北側中央、 F一 lグ リッド内で検出された。当初壁際にプランが検出されたため調

査区域を若干拡張して全容の解明につとめた。その結果、長径1.5m、 短径0.93mを 呈するもの

である事が分かった。底面はほぼ平坦で立ち上が りはやや急である。最深部での深さは31cmを

測る。土坑内には石・礫等はなく、遺物はわずかにカワラケ 2点、須恵器 1点が出上 している

にすぎない。

このうち、須恵器の小破片は土坑底面に貼 りつ くような状態で検出されている。覆土につい

ては、前述の方形竪穴住居跡 と同様に灰黒褐色を呈 し、該期のものであろうと思われる。しか

し、本土坑の性格についてはその裏付けとなる資料がなく判然 としない。

第 1号円形土坑 (第 205図 )

方形土坑の南西側、E・ F-1グ リッド内において検出されている。北東側を第 2号円形土

坑によって切 られているが、およそ80cmの径を有するものと推定される。また、本土坑の構築

時における層はすでに削土されており、第Ⅵ層直上での検出であるため、往時の蟹高を知るこ
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とは出来なかった。最深部での深さはわずかに10cmと 極端に浅い。底面は平坦である。覆土は

黒褐色を呈する。出土遺物はなく、構築時期は不明である。

第 2号円形土坑 (第205図 )

E・ F一 lグ リッド内で検出され、第 1号円形土坑 と重複しこれを切って構築している事が

確認された。径はおよそ105cmの 円形を呈する。底面はほぼ平坦であり、壁はなだらかに立ち上っ

ている。最深部での深さは第 1号円形土坑 と同じく壁が削られているためllcmと 浅い。覆土は

黒褐色を呈 し、第 1号円形土坑 と同時期であろう。出土遺物はなく、小礫が一個検出されただ

けである。

第 3号円形土坑 (第206図 )

調査区の南側、D-3グ リッド内で検出された。東壁は第 2号配石土坑に接しこれを切 って

構築している。長径83cm、 短径はおよそ56cmの精円形を呈する。底面は南東部が凹んだ不整形

な皿状を呈 し、壁はゆるやかに立ち上っている。最深部における深さは約12cmと 浅い。覆土は、

第 1号・第 2号円形土坑 と同様黒褐色であり、出土遺物は検出されなかった。

第 4号円形土坑 (第207図 )

D-1グ リッド内で検出された。第 4号住居跡の東側に位置している。長径54cm、 短径52cm

の円形を呈する。底面は平坦で立ち上が りは急である。最深部での深さは21cmで ある。本土坑

は第 4号住居跡 と同様に、第V層が削られているため第Ⅵ層の上面において検出している。出

土遺物はな く性格は不明である。

第 5号円形土坑 (第208図 。図版 105)

第 1号 ピットの北側、D・ E-1グ リッド内に位置 している。北側の一部は調査区域外のた

め全プランを確認する事は出来なかったが、直径およそ60cmの 円形を呈するものと推定される。

底面は平坦で壁の立ち上が りはやや急である。最深部での深さは21cmを測る。この上坑 も第 4

号土坑 と同様Ⅵ層上面で検出されている。時期不明の上器片が若干出上 したのみで、本土坑の

性格は不明である。

第 6号円形土坑 (第209図 )

第 5号住居跡の西南側、E-2グ リッド内において検出されている。径75cmの 円形を呈する。

底面は平坦であり立ち上が りはやや急である。最深部での深さは18cmと 若干浅い。 これは、第

5号住居跡 と同様に構築面である第V層が削られている事によるものである。出土遺物は時動

不明の上器片 1点のみである。

ハ、河川跡 (第210図 。図版106)

H-3グ リッドを削土していくと、� 層に至って粘性のある灰黒褐色土層が出現 した。有機

質上であり、�V層 (黒色土)と は色調の違いにより分離 したが、基本的には同質である。

XV層 は暗灰褐色を呈する砂質上で小礫を含んでいる。 これら各層から平安時代末期～鎌倉時

代初頭の漆塗木椀 。木皿・箸などの木製品や桃の種子などが出上 している。当時の小河川跡 と

考えられる。
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第203図  第Ⅱ次調査 方形竪穴住居跡実測図
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第205図 第Ⅱ次調査 第 1号 ,第 2号円形土坑実測図
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第210図  第Ⅱ次調査 H-2.3グ リッド東壁セクション図(河川跡 )

b 造物

古墳時代以降の遺物 としては土器類 と木器 とがある。

古墳時代以降の上器類 としては、須恵器、山茶碗類や古瀬戸系陶器、瀬戸・ 美濃系陶器、常

滑系陶器、渥美系陶器などの国産陶器類 と、宋・元・ 明代の青磁 。白磁・青白磁などの舶載磁

器類、かわらけなどであった。

イ.須恵器 (第213図 15)

古墳時代の須恵器が数点出上しており、大甕の胴部の破片であった。器面の外側には叩き目

があり、器肉の中央は赤褐色を呈 し、表面は青灰色を呈する。

第211図  第 H次調査 出土土器実測図

節
Ｉ
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口.山茶碗類 (図版115-14～ 29。 第213図 4・ 6～ 11)

須恵質のもので、碗 と小皿・蓋 とに分けられる。

碗 (図版115-14・ 20～ 25、 27～ 29、 第213図 7～ 9。 11)

14(第213図 7)は底部の破片で、碗の底面に断面形が三角形を呈する高台を貼 り付けてあり、

灰色を呈する。20～ 25。 27～ 29は 口縁部の破片で、20・ 27は灰色を、他は灰白色を呈する。口

唇部には自然釉の降灰が見られるものもある。27～ 29は東遠江の大井川水系で焼かれたもの と

思われ、14は 12世紀の初頭頃、20～ 25・ 27～ 29は 13世紀代のものと思われる。

蓋 (図版115-26)

東遠江系のもので、灰白色を呈 し、器面の外側には降灰による自然釉が認められ、13世紀代

のものと思われる。

小皿 (図版115-15～ 19、 第213図 6・ 10)

15(第 213図 6)は高台付のもので、 16に は高台が付いていない。灰青色から灰白色を呈 し、

一部に自然釉の降灰が認められる。 16・ 17(第 213図 10)の 口唇部の一部に煤が付着してお り、

灯明用に使用されたと思われる。15は 12世紀前半頃、16～ 19は 13世紀代のものと思われる。

ハ ,国産陶器 (図版109～ 114)

a.古瀬戸系陶器 (図版1090110-1～ 14.第 213図 16・ 17・ 19、 第214図 15)

■ (図版109-1)

底部の小破片で、底面には断面が台形を呈する高台が貼 り付けられている。底部の内面には

淡緑黄色の釉が一部に見 られる。12世紀代のものと思われる。

灰釉■ (図版109-2～ 4)

2～ 4́は胴部の破片で、器面には淡灰緑色の釉が薄 く施されている。胎土は灰黄色で、13世

紀後半のものと思われる。

灰釉花瓶 (図版109-6～ 10)

花瓶 と思われるもので、いずれも胴部の破片である。小破片のため全体の器形は知 り得ない

が、底部からラッパ状に開 く胴部を呈すると思われる。器面には透明な淡い黄朽葉色の釉が施

されてお り、 6の一部には乳濁色の部分 も見 られ、内面にも釉が見 られる。 6・ 8に は釉が流

れて釉溜 りができている。室町時代中頃 。15世紀前半頃のものと思われる。

灰釉小皿 (図版109-11)

底部の破片で、底面には糸切 りの痕が見 られる。底面の縁部の一部 と内面に透明な淡緑色の

釉が見 られる。15世紀前半頃のものと思われる。

片口鉢 (図版109-12～ 22、 第213図 16・ 17・ 19、 第214図 15)

灰釉が施されていないもので、 14・ 16(第213図 17)・ 19(第 213図 19)は 口縁部、12・ 13・ 15・

18・ 21・ 22(第 213図 16)は 胴部下方、17(第 214図 15)は 高台付の底部の破片である。器面は

灰色ないし灰白色を呈するが、19は赤味をやや帯びている。16の器面には黒い煤状のものが付

着 してお り、12・ 19・ 22の 内面には自然釉の降灰が見られる。12～ 15は 12世紀後半、16は 12世
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紀代 またはそれ以前、17・ 18は 13世紀代、19～ 20は 13～14世紀代のものと思われる。

灰釉三足盤 (図版110-1、 第214図 20)

三足盤の回縁部の破片で、やや濁 りのある緑灰色の釉が器面の内外に見 られ、内面では回縁

部に施 され、下方に釉が流れている。15世紀後半頃のものと思われる。

灰釉下 し皿 (図版110-2・ 3)

共に回縁部の破片で、 2は器面の内外に黄朽葉色の釉が薄 く施されている。 3は器面の内外

に緑色の釉が見 られる。 2は 13世紀代、 3は 15世紀後半頃のものと思われる。

下 し皿 (図版110-4・ 5)

共に口縁部の破片で、施釉されず、器面は灰色を呈する。13世紀後半頃の もの と思われる。

灰釉皿 (図版110-6・ 7)

6は 回縁部、 7は底部の破片で、 6に は器面の内外に黄緑色の釉が、 7に は底面を除いた他

の部分に黄味のある飴色の釉がそれぞれ施 されている。胎土は共に灰白色を呈 し、15世紀末頃

の大窯初期に焼かれたものと思われる。

灰釉平碗 (図版110-8～ 10)

8は 口縁部、 9・ 10は 胴部下方の破片で、 8は器面の内外に、 9010は 内面 と外面の上半に

釉がそれぞれ施 されており、釉は 8・ 9は半透明の淡黄緑色、10は飴色を呈 し、胎上は 8・ 9

が灰色、10は黄白色をそれぞれ呈する。15世紀中頃から末頃にかけて焼かれたものと思われる。

灰釉小瓶子壺 (図版110-ll～ 14)

11・ 12は底部近 くの破片で、底面の貼 り付けた部分が象J落 している。 13・ 14は胴部の破片で

ある。 12は 器面の外面に、■は外面 と内面の一部に、 13・ 14は 内面 。外面共に釉が施されてい

る。釉の色は、 11・ 13が淡緑色、 12・ 14が淡黄緑色を呈する。胎土はすべて黄白色を呈し、14

世紀の南北朝時代のものと思われる。

b.美濃・瀬戸系陶器 (図版111-15～ 32、 図版111-1～ 9)

小鉢 (図版110-15)

小鉢状を呈する入れ子の皿の底部 と思われるもので、底面には細かい糸切 りの痕が見られる。

器面には施釉されず、灰黄色を呈する。13世紀前半頃のものと思われる。

小皿 (図版■0-16～ 21、 第214図 17)

16(第 214図 17)。 20は底部、17は胴部、18・ 19は 口縁部から底部にかけての破片である。 16

は器面の一部に黒色の釉が、内面には黒い釉 と半透明の暗緑色の釉が見 られる。 17に も器面の

内外に黒い釉が一部に見 られる。 18・ 19の 口縁部に半透明の黄緑色の釉が施され、20の底面の

一部にわずかながら釉が見 られるが、施釉はされていない。21は火熱を受けて、口縁部の内外

の釉は白色化 している。胎上の色調は、16.17.19は 灰白色、18・ 20は 灰黄白色を呈する。21は

元来灰黄白色を呈していたと思われるが、火熱を受けたため大部分が灰色を呈する。18・ 19・

21は 小皿の口縁部の内外に釉を施 した縁釉皿である。15世紀後半頃ののものと思われる。

鉄釉皿 (図版110-22)
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口縁部の破片で、茶褐色の釉が施 されており、内面には茶褐色に黒色の発色 も見 られる。胎

土は黄白色で、15世紀代に連房式登 り窯で焼成されたものと思われる。

鉄釉小皿 (図版110-23)

口縁部の破片で、茶褐色から黒褐色の釉が施 されているが、釉の表面に艶が少 くザラザラし

ており、いわゆる鉄泥釉風である。胎土は灰褐色で、器地 と釉 との境は白黄色を呈する。16世

紀代のものと思われる。

天目皿 (図版110-24～ 26)

すべて回縁部の破片で、暗褐色の釉が施されているが光沢を失っている。胎土は灰色を呈し、

15世紀代に連房式登 り窯で焼成 されたものと思われる。

下し皿 (図版110-27・ 28)

共に底部の破片で、内面には格子状の濤がある。27に は一部に濁 りのある釉が見 られる。胎

土は27が灰色、28が灰黄色を呈 し、15世紀代のものと思われる。

天目碗 (図版 110-29)

底部の小破片で、高台が削 り出されている。内面には、暗褐色の釉が施 されているが、光沢

を失っている。15世紀初頭の頃のもの と思われる。

灰釉平碗 (図版110-30～ 32)

30は底部近 くの破片で、内面に半透明の黄緑色の釉が施されている。31・ 32は 口縁部の破片

で、日唇部の内外に茶褐色の釉を施 しているが、釉は光沢を失って白色化 している。胎土は灰

黄色を呈 し、30は 15世紀代、31032は 15世紀末頃に大窯で焼成されたものと思われる。

鉄釉:li(図版■1-1)

胴部の破片で、黒褐色 と褐色の混 り合った色を呈する釉が、器面の内外に施されてお り、胎

土は白褐色を呈する。15世紀代のものと思われる。

招鉢 (図版111-2～ 7)

2～ 5は胴部、 6・ 7は 口縁部の破片で、 3の 内面には 4本 1単位、 4に は 5本 1単位の櫛

目状の刻文が施 されている。5に も櫛目状の刻文が施されているが何本が 1単位か不明である。

2は 器面の内外共に褐色の釉が、 3は外面に褐色、内面に褐色 と一部に濁 りのある黄緑色の釉

が施 されている。4は器面の内外共に暗赤紫色から黒紫色の釉が、5は 内外共に暗紫色の釉が、

6・ 7も 内外共に黒色の釉がそれぞれ施されている。胎土は、 4が淡白褐色、 5が淡白茶色、

6が茶褐色、 7が黄灰色をそれぞれ呈する。 2・ 3は 15世紀後半頃に穴窯で、 4～ 6は 15世紀

末から16世紀初頭頃に大窯で、 7は 16世紀代に大窯でそれぞれ焼成されたものと思われる。

内耳鍋 (図版111-8)

口縁部の破片で、回唇部の内側に凸帯のあるもので、器面は内外共に褐色の釉が施 されてい

る。胎土は白褐色を呈し、16世紀代のものと思われる。

三足盤 (図版■l-9、 第214図 10)

底部の破片で、底部 と胴部の境に足の 1つ が貼 り付けられている。器面には釉が認められず、
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淡灰黄色を呈 し、15世紀中頃のものと思われる。

c.常 滑系陶器 (図版111-10～ 23、 図版112～ 1～ 18)

小皿 (図版111-10・ ■)

共に口縁部の破片で、回唇部に自然釉の降灰が見られる。器面は灰色を呈 し、11の 口唇部の

一部に煤の付着が見 られ、灯明用に使用されたものと考えられる。共に13世紀代のものと思わ

れる。

片口鉢 (図版111-12・ 13・ 15)

12・ 13は 口縁部、15は 高台付の底部の破片で、器面はすべて灰色を呈する。胎土中には白色

の粒子を含み、13世紀代のものと思われる。

白土系招鉢 (図版111-14)

白上を原料 として焼成されたもので、底部付近の破片である。器面は灰白色を呈 し、胎土中

には白色粒子などの砂粒を多 く合み、内面には自然釉の降灰が見 られる。13世紀代のものと思

われる。

三筋壺 (図版111-16～ 20、 第214図 13)

頸部の接合部から肩部にかけての破片で、16・ 18(第 214図 13)に は肩部に 1～ 2本の沈線が

見 られる。また、16～ 20の 器面の外側には、全面または一部に自然釉の降灰が胡麻状に振 りか

かっている。13世紀初頭の頃のものと思われる。

壺 (図版111-21)

口縁部の破片で、国唇部の内側に小さな凸帯がめぐり、外側にも凸帯がめぐらされている。

器面は茶褐色を呈し、13世紀初頭の頃のものと思われる。

大甕 (図版111-22・ 23、 図版112-1～ 4)

すべて大甕の胴部の破片で、図版■1-22と 図版 112-4は淡緑色の釉が、図版 H2-1～ 3

は暗緑色の自然釉が見られる。13世紀代のものと思われる。

片国大平鉢 (図版112-5～ 8、 第213図 1・ 21～ 23)

すべて口縁部の破片で、器面は赤褐色から暗褐色を呈し、口唇部 と内面には自然釉の降灰が

胡麻状に振 りかかつている。15世紀後半のものと思われる。

招鉢 (図版112-9～ 17、 第213図 2・ 24、 第214図 16)

10。 11・ 14～ 16(第213図 24)は 口縁部、17(第214図 16)は 底部、他は胴部の破片である。

器面は、 9(第 213図 2)～ 13が暗褐色から褐色を呈し、14～ 17は 赤褐色から褐色を呈する。器

面 と口唇部には自然釉の降灰が見 られない。 9～ 13は 室町時代中期 (15世紀後半)頃のものと

思われ、14～ 17は 15世紀末から16世紀初頭の頃のものと思われる。

掛壺 (図版112-18)

胴部上方の破片で、上部に乳白色をした自然釉がもりあがつている。いわゆる 掛 とよばれ

るもので、15世紀末から16世紀初頭の頃のものと思われる。

d。 渥美系陶器 (図版113-1～ 16、 図版114-1～ 3、 第213図 20、 第214図 1～ 9・ 14)
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大甕 (図版113-1～ 16、 第213図 20、 第214図 1～ 9)

すべて胴部の破片で、 1～ 4・ 6・ 9・ 10。 12～ 16に は叩き目が輪積みの継 ぎ目の外面に施

されてお り、器面は灰色から灰褐色 または灰黒色を呈する。渥美系陶器 と考えられ、12世紀末

頃のものと思われる。

山茶碗 (図版■4-1～ 3、 第214図 14)

1～ 3(第214図 14)は 底部の破片で、すべて高台が貼 り付けられている。器面の内側には自

然釉の降灰が認められ、特に 3に は緑色の自然釉が見 られる。胎土は三者共に灰白色を呈し、

12世紀後半頃のものと思われる。

二.舶載磁器 (図版 114・ ■5)

a.青白磁 (図版114-4・ 5)

合子 (図版114-4)

底部の破片で、表裏が象J離 して、外面側が失われている。底面の内側には淡青色の釉が施さ

れており、12～ 13世紀頃のもの と思われる。

四耳壷 (図版114-5)

肩部の耳のある部分の破片で、淡青色の釉が施されている。12世紀代の元朝のものと思われ

る。

b。 自磁 (図版■4-6～ 20)

瓶子 (図版■4-6)

胴部の破片で横方向に 2本の沈線がみられ、器面には透明な釉が施されている。12～13世紀

のものと思われる。

碗 (図版114-7・ 9～ 19)

7は櫛目文のあるもので、内側には細かな櫛目文の曲線が描かれており、外側にもゆるやか

な曲線の沈線文が見 られる。器面の内外には黄色味を帯びた釉が施 されている。 9・ 10は 底部

の破片で、いわゆる玉縁口を呈するものと思われる。器面の内側には黄色味を帯びた釉が施さ

れている。11～ 19は小破片であるが碗 と思われる。器面の内外または内側のみに白色～黄色味

を帯びた釉が施 されている。 7・ 9～ 19は 13～ 14世紀代に焼かれたものと思われ、11～ 19は 元

朝のものと思われる。

皿 (図版114-8)

口縁部の破片で、国縁部の釉を象」ぎ取ったいわゆる口象Jぎ の皿である。13～14世紀代のもの

と思われる。

小皿 (図版114-20)

底部の破片で、器面の内外にやや黄色味を帯びた白釉が施されてお り、器面の内側には重ね

て焼成 したために上の器の底部の痕が残っている。15世紀後半以降の明朝時代のものと思われ

る。

c。 青磁 (図版114-21～ 26、 図版115-1～ 11)
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碗 (図版114-21～ 26、 図版115-1～ 11)

図版114-21は器面の内外に櫛目文が施文されており、図版114-22● 26、 図版115-1・ 2は

いわゆるシノギ連弁 といわれる文様が施されているが、図版115-2は器面の外側には櫛目文が

見られる。図版115-3・ 4・ 6・ 7は 口縁部、10は 底部、他は胴部の破片である。釉の色は青

緑色から暗青緑色または黄色味の帯びた青緑色などを呈する。図版114-21～ 26と 図版115-1

～ 2は 13～ 14世紀代、図版■5-3～ 11は 13～ 14世紀代の元朝のものとそれぞれ思われる。また、

図版114-21は 同安窯系、図版114-22～ 26と 図版115-1・ 2は龍泉窯系のものと思われる。

盤 (図版115-12・ 13)

13は 底部の破片で、他は胴部の破片である。青緑色の釉が厚 く施されており、15世紀後半か

ら16世紀代の明朝のものと思われる。

かわらけ (第212図 )

灯明用 として用いられたもので、口縁部に煤の付着していたものが見られる。底部は全体的

に厚 く、底面には糸切 りの痕を残すものもあり、糸切 りの後にへらで整形しているものもある。

粗製のつ くりで、風化 も激しい。

ホ.木 製 品

木器には椀 と皿が各 1点、曲物の底の破片と思われるものや箸及び加工のある木片などが出

上した。

椀 (図版 116、 第215図 1)

底径7.3cmで、底部はやや厚 く1.3cmを計る。口縁部は欠損 しており、器高は不明である。器

面の内側には黒漆が厚 く塗られているが、外側には塗られていない。

皿 (図版 117、 第215図 2)

底径5.lcm、 口縁部は全て欠損しており、器高は不明である。底部はやや薄 く0.5～0.2cmを計

る。器面の内外共に漆は認められず、風化が激しい。

加工のある木片 (図版■8、 第215図 3～ 6)

3～ 5は 曲物の底 と思われるが、その一部なので、詳細は不明であるが、いずれも、その一

端が丸味を持つてきれいに削られている。 6は片面に段をもつもので、何に使用されたかは不

明である。

箸 (図版 118、 第215図 7)

木を削って、その断面形を円形に近 くしたもので、先の部分と持つ部分を欠損している細か

な整形が行われていないのであるいは他のものかも知れない。

これらの木器は伴出遺物が陶磁器であったことより13世紀代頃のものと思われる。

-277-



Ⅷ沙斡′齋β
三三ΞΞ三ニテラ

フ                   2                                             4                53

羹Oβ

ご
￥
号朗

‐‐

サ
２６爛

物

瑠
6

Ⅷ雲Q0

む

鶴

28

覗
鍵
諄
藤
静
醒 10 θη

|」ζ5丁 9ぞ /イ セ
=乞
歩了う零;)と ,考ゼ!01ΣttFiな Lず彦1毛え:・

16

第212図 第H本調査 出土上器拓影 (■ 8)

-278-

25F-2グ リッド;

H-3グ リッド,11
26-28 ヨ員採



巖〃
3 籍 ガ

７

２３
が

絨
韓

藝斡沖
5

翼攣 っ ガ
11

〃

２４

10∽
|

1.2方形竪穴住居跡,8.9 B-3グ リッド,15,21F-3ゲ リッド,22G-1グ リッド,23
G-2グ リッド,7.■ .12G-3グ リッド,18H-2グ リッド,6.13.16.20H-3グ リッド,

14.241-2グ リッド,10L-3ゲ リッド,3.4.5.17.19表 採

第213図  第 Π次調査 出土土器拓影 (■ 9)

-279-



肝
〃

日
日
川
灯

斡 鍛 7日

ヽ

♀I1111

軽 9β

醜 秘 載
10デ客モ爾 ず■耳 =

13第 1号住居跡,9 D-2グ リッド,6.7.12G-3グ リッド,15.16H-2グ リッド, 1.2.3.14H-3グ リッド,111-1グ リッド,20濯 -2グリッド,4.17.181-3グ リッド,5
」-3グ リッド,10K-3グ リッド,8.19表

第214図  第 H次調査 出土土器拓影 (120)

-280-



笏瓜

ささ

ｎ

ｌｌｌ

ｌｌ‐

Ⅲ

Ⅲ

Ｈ

ＩＩ‐

印

―――

∬

Ｎ

4

0          5CB
I      I

第215図  第 II次調査 出土木製品実測図

-281-



へ.鉄製品と砥石・植物の遺存体

第 H次調査で出上した鉄製品には、第216図 。図版 108に 示した釘、錐、刃器 と金具がある。

このうち鉄釘 の計預1値 を第15表 に示した。

釘 (1～ 8) これらの形状は、全て巻き造 りで四角錐状体部 と皆折の頭を持つ釘で、中で

も 1は頭を巻き込むように造 り、その先端は楔形をなす。これらの頭部の形は、例えば奈良時

代に属すると考えられる大北横穴群第34号横穴から出上した鉄釘 と比較すると、大北例が方頭

に整形されているのに対 し、本例は単に折 り曲げただけであり著しく簡略化されていると言わ

なければなるまい。

全長を知得るものは、1の 5.5cmで ある。その有効長から板厚を推定すると2.2～ 2.7cm程 とな

ろう。尚、 この 1の全面には赤色の顔料が付着 していたことを記しておきたい。

また 8も 巻き造 りであるが、横断面形が長円形を呈 しており、ここでは釘に含めておきたい

と思うが、別の用途が想定できる余地を残 している。

鑓 (9) 横断面形が長円形を呈 し、端部に向かうに従って横断面形が方形に近づ く。蓋止

めに用いられたと考えられ、その有効長から板厚は l cm前後であろう。

以上の釘 と錐から帰納される容器は、側板厚2.5cm、 蓋板厚 l cm程 の木箱であると推定 される

が、その用途については、前述の大北例 と同様の火葬骨を納めた木櫃を想定するのが もっとも

穏当であろう。

番 号 出 上 位 置 残 存 長 幅 厚 さ 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

B2.3竪穴住居跡内

G3-Ⅲ層

B3-H層
B2.3竪穴住居跡内

ブ,

5.5
4.5
2.9
3 1
2.8
3.4
3.7
5.1

0.8
0.7
0,7
0 7
0.5
0 6
0.8
0.6

0.6
0.5
0.6
0 5
0.5
0.5
0.6
0.4

完形

先端部欠損

先端部欠損

先端部欠損

先端部欠損

先端・頭部欠損

頭部欠損

頭部欠損

第15表 鉄釘計測表     (1音位はcm)

刃器、責め金具 (10,11) 10は 残存長 10.5cm、 幅4.lcm、 厚さ0.6cmを測るカマボコ形の横

断面形を呈する両側辺に刃を付けた刃器で、赤色顔料の付着が全面に観察される。また■は残

存長6.4cm、 幅 1.2cm、 厚さ0.6cmを測 り、10と セットとなる責め金具である。従って10は 木柄を

有 していたものと思われる。

刺金状鉄製品Qか 横断面形を四角形に造 り、先端を直角に折 り曲げる鉄製品である。基部を

欠損 してお り用途を判断しかねるが、ここでは刺金 としておきたいと思う。

これらの鉄製品は12を 除 くとしても、やはり埋葬に関係 しているとしたほうがよさそうであ

る。 これらは方形竪穴住居跡の覆土及びその周囲から集中して出上している。従ってこの住居
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第216図 第 H次調査 鉄製品実測図
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跡の覆土中に木櫃を納めた土坑が存在 し、しかも1と 10に は赤色顔料が付着していたことから、

この木櫃は赤色に塗彩されていたと想像 される。

砥石 (第217図・図版108)破損 しているが、長さ7.7cm、 幅4.3cm、 厚さ1.2cmを計る。略三

角形の平面形を有 し、横断面形は方形を呈する。湾曲する両平面 と両側面及び先端部に線状痕

が残 り、例えば鎌のような薄い刃部を持った道具を、平面の長軸方向に運動させて研ぎ出しを

行ったと考えられる。両側面に残る線状痕は深 く刃潰しに用いられたと思われる。

5cm
I

第217図  第Ⅱ次調査 砥石実測図

植物の遺存体 (図版 108)

H-3グ リッドのXⅢ層 (粘性のある灰黒褐色土層)・ �V層 (粘性のある黒色土層)・ �層 (暗

灰褐色の砂質土層)ん らゝ、約100個の桃の種子が出上している。

０

１
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5、 小 結

第 H次調査で検出された遺構。遺物によって、本遺跡は先土器時代終末期から縄文時代後期、

平安時代前期から中・近世の各時代にわたって集落が営まれた複合遺跡である事が確認された。

まず、先土器時代～縄文時代草創期前半の遺物は、当町においてはこれまで田中山・浮橋・

下畑・三福などから、表面採集によって若干の資料が得 られていたにすぎなかった。今回出土

したナイフ形石器・彫器・石槍 。有舌尖頭器は、層位的な把握・立証が出来なかったものの、

貴重な資料 となろう。

縄文時代草創期後半では、多縄文系に属する土器が F・ G・ Hグ リッド内 トレンチのⅥ a層

およびⅥ b層 としたソフトローム層を中心に出上している。さらに、同時期所産の石鏃 も少い

ながら出上している。石鏃は図示した形態模式図のうちA・ B Cec′・ Dの形態に含まれる

ものが見 られる。

縄文時代早期では、山形押型文土器 4点が出上している。このうち、第131図 1は 口唇上に施

文され、 また口縁より表裏両面に、波長が大 きくゆるやかで条間の広い山形が施 されている。

比較的薄手で焼成は良 く堅い。口縁はかな り外反している。 この押型文土器は早期の中でも比

較的新 しい時期に属するものであろう。さらに、同時期の礫器・石鏃 も出上 している。

縄文時代前期のものは今回の調査では出上 しなかったが、第 I次調査の際に関山式比定の上

器 2点が出上している。

縄文時代中期では、住居跡 7基、土坑 6基が検出されている。このうち第 6号住居跡は当町

では初の敷石住居跡であり、その規模や形態あるいは伴出した深鉢型土器などを以てすれば、

おそらく中期終末の所産 と考えられる。

平安時代～中 。近世にかけては、実に多種多様のものが検出されている。まず、平安時代末

期～鎌倉時代初頭 と思われる方形竪水住居跡やこれと同時期あるいはそれ以降の構築 と思われ

る方形 。円形の各土坑の検出は一つの収穫であった。さらに、河川跡から出上 した漆塗木鉢 と

Illk箸、その多木製品と桃の種子などは、当町では新発見のものであった。加えて、各種の焼 き

もの (宋代・元代・ 明代の青磁・ 白磁を含む)の 出現は、古 くからその存在が指摘されている

「狩野庄三福郷」の候補地 として有力な手掛 りを与えてくれるものであろう。 しかし、これに

ついてはまだまだ未知の部分がおお く資料の増加を待たなければならない。

今回の調査で検出された縄文時代中期の住居跡のうち、第 4号住居跡 (曾利Ⅲ式期の深鉢を

伴出)を 除いて他の住居跡は、すべて第 I次調査のものよりやや新 しい中期末葉～終末の所産

と考えられる。これは、仲道における集落の変遷を探る上で重要な決めてになるであろう。
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第V章 縄文時代草創期の上器について

仲道A遺跡出土土器の文様や施文原体について検討 してみたい。自縄 自巻 を主に施 している

土器片は約46点存在 してお り、その うち 1の条の自縄自巻 を圧痕 している土器は29片 、 1と r

の自縄自巻 を施 している土器は 1片、 rの 自縄自巻 を施 している土器は 2片、その他 自縄自巻

を施 しているが、風化等により原体が不明の上器片24片 である。 1の 自縄自巻の原体の使用が

著 しく多いことがわかる。圧痕 された自縄自巻原体の長 さ、幅については、自縄自巻の圧痕が

俵状 を呈 し、最大の長さ 7 mm～ 9 mm、 最大幅 3 mm～ 4 mmが 多い。また、 0段の条の太 さは l mm

～15mmで ある。文様は別図1に 示 したように、自縄自巻を縦位に 3段以上圧痕 しているもの (2,

3,47)、 自縄自巻 を器面に対 して縦位 と横位に交互に圧痕 しているもの (20～ 25,32,33,

35,39,40)等があり、この中には、割 り付けの横位沈線 とも考えれるものが施文されるもの

(32～40)んミ存在する。また、器面に対 して横位に施される自縄 自巻圧痕の位置は、各段ごと

にそれぞれずらして圧痕される例が多 く、こうしたずらしを意識的に行 つていることは、大き

な特色と言えるだろう。また、自縄 自巻の圧痕が斜位に施され、菱形のモチーフをとるとも考

えられるもの (15～ 17,42,43)も ある。これ等の自縄自巻の圧痕 されている土器の、胴部以

下の文様については (47,48,50,52)が 示すように、縄文が施 される場合が多いように考え

られるが、こうした点については不明な点 も多い。自縄自巻の施 されている土器の内面に文様

が施されているものとしては、内面に自縄自巻が施 されているもの (22,53)等 と、縄文が施

されているもの (3,39,47)等 があ り、日唇部に自縄自巻や縄文が施 されるもの (2,3,
20～22,24～ 26,32,35,39,40)等 がある。これ等についても、自縄 自巻の圧痕 と、糸鼠文の

施文とが無関係では無いことを示 してお り、注意されなければならないと思われる。自縄自巻

については、自縄自巻 A、 自縄 自巻 Bの分類 (小林達雄、安岡路洋、1979年 )がなされてお り

付道 A遺跡では、自縄自巻A(2, 3,20,21,26,39,40)等 が圧倒的に多いが、自縄自巻

B(15,51)等 も存在 してお り、自縄自巻 Bは絡条体圧痕的な文様効果 をもつ点 も重要であろ

つ。

また、自縄自巻 と他の施文原体 と組み合わせて文様を施 している例 も多い。 (53,56)等 は

自縄自巻十縄文原体側面圧痕、 (58,59,61,63)等 は自縄自巻 +絡条体圧痕、 (54)は 自縄

自巻の端部の刺突、 (60)は 自縄 自巻端部の刺突十絡条体圧痕、 (62)は半置半転 +自 縄自巻

であ り、 (55,57)は 自縄自巻の撚のほどけたような原体、つまり、自縄 自巻原体と縄文原体

の中間的な原体で圧痕を施 している。

次に絡条体圧痕について検討 してみたい。 1の条の絡条体圧痕には、軸に時計回 りに 1の条

を巻いたと考えられるものと、時計回 りと逆に巻いたと思われる例 とがある。 (66～69,71～

74)は 1の 条を軸に対 して時計回 りと逆に回いた原体で絡条体圧痕 を施 している。この類には

絡条体の軸を上器面に対 して横位に 3段以上施 しているもの (66,69)、 4段以上施 している

もの (67)、 5段以上施 しているもの (68)ん あゝ り、 1の条の絡条体の幅は 3 mm～ 5 mm、 条の

太さも lm‖～ 2 mmが 多い。 (80)イま1の条の絡条体をく状に圧痕 してお り、 (93)は 1の 絡条
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体 を軸に対 して時計回 りに回いている。また、 (75～79)は rの条の絡条体圧痕 と考えられる。

rの条の絡条体圧痕 も、軸に時計回 りと逆に巻いたものが多い。 (79)イまrの条の絡条体圧痕

で、条の太さが l mm、 幅 3 mmで ある。また、 Lの絡条体圧痕 と思われる例 (81)、 Rの絡条体

圧痕 と思われる例 (84～ 87)がある。これ等は (82,83)と 共に、絡条体圧痕か縄文原体によ

る側面圧痕 と考えられるが、縦に圧痕 されている縄文原体の上部が直線的にそろってお り、縄

文原体の側面圧痕を縦位に 1つ 、 1つ施 したとは考えにくい。このため、これ等の例について

は絡条体圧痕 としてあつかってお くことにした。ここで注意 しておきたいのは、 (82～84)の

上器片で、それぞれ日縁部の破片である。 (82)は 日縁部のくの字状に外反 してお り、日縁部

の帯状の部分にRの絡条体を施 している。 (83)イよゆるやかに)状 に内反 してお り、日唇部に

は自縄 自巻 を圧痕 し、Rの絡条体 を施 している。 (84)は 日唇部に自縄
イ
自巻 を圧痕 したあと、

ヘラ状のもので口唇の内側 を削 り、以下にRの絡条体を施 している。 (93)イま1の条を軸に対

して時計回 りに巻いた絡条体を施 し、以下にLの縄文を施 している。また、 (95)は rの条を

軸に時計回 りに巻いた絡条体 を施 し、以下にLRの縄文を施 している。

(98～ 126)の ように絡条体圧痕にほかの文様要素が組み合わされて、文様構成 されている例

も多い。これ等の中には、

a、 絡条体圧痕 と回転縄文が組み合わされているもの。

b、 絡条体圧痕 と自縄自巻圧痕が組み合わされているもの。

C、 絡条体圧痕 と自縄自巻圧痕 と回転縄文とが組み合わされているもの。

d、 絡条体圧痕 と縄文原体側面圧痕 とが組み合わされているもの。

e、 絡条体圧痕 と縄文原体側面圧痕 と回転縄文とが組み合わされているもの。

等があり多様である。

a種 としたものは (93～ 96)等で、ことに (96)は LRの縄とRLの縄 を棒状工具に巻きつ

けて )状の絡条体圧痕を3段横位に施文 し、その下に回転縄文を施 している。

b種 とした絡条体圧痕と自縄 自巻の圧痕が組み合わされているものも多い。 (98～ 118)が こ

れである。 (98)は 1の 条の絡条体圧痕で、条の太さ l mm、 幅 6 mmと 、 1の 条の自縄 自巻長 さ

lanm、 幅 4 mmで 横位に交互に圧痕されている。 (101)は 1の条を軸に時計回 りと、時計回 りと

逆に巻いた絡条体を圧痕 しく状の絡条体圧痕を施 している。絡条体圧痕 と絡条体圧痕 との問に

自縄自巻 を縦位に圧痕 している。 (103)は rの条の絡条体圧痕を器面に対 して横位に 5段圧痕

し、その下に 1の条の自縄自巻の圧痕 を縦位に施 してお り、その下に、 rの条の絡条体圧痕を

横位に施 している。 (107)は 絡条体の軸の部分も圧痕されてお り、梯子状 を呈 している。 rの

条 を幅 2 mmの 軸にL方向に巻 きつけた絡条体で、器面に対 して横位に圧痕 してお り、横位の絡

条休圧痕の間に、自縄自巻の圧痕 を横位に施 している。これ等の梯子状の絡条体圧痕は室谷1同

窟の出土例が有名である。また、 (114)は ゃはり、絡条体圧痕 と自縄 自巻の圧痕 とを交互に施

している。絡条体はRの縄文原体 を軸に時計回 りに巻いてお り、器面に対 して横位に 4段施 し

絡条体圧痕 と絡条体圧痕 との間に、 1の条の自縄自巻を横位に圧痕 している。自縄自巻の横位

圧痕 を見ると斜位に意識的にずらして圧痕 していることがわかる。
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C種の絡条体圧痕 と自縄 自巻の圧痕 と回転縄文が施 されているものとしては、 (W,118)等

がある。 (117)は 1の条の絡条体圧痕 と、 1の条の自縄 自巻の圧痕 を交互に施 しており、その

下にはLRの縄文原体による回転施文がなされている。 LRの縄文が斜位に帯状に施されてお

り、自縄自巻の横位の圧痕 も、各段 ごとに斜位に意識的にずらせて圧痕されている。 (118)は

1の条の絡条体圧痕 と絡条体圧痕 との間に、 1の条の自縄自巻の圧痕 を施 している。また、自

縄自巻圧痕を7状に施 してお り、下部にLRの縄文原体 を回転押捺 している。

これ等の中には (105)の ように、内面に縄文を回転押捺 したものもある。 (105)は rの条の

絡条体圧痕 を器面に射 して横位 と施 し、絡条体圧痕 と絡条体圧痕 との間に、 rの条の自縄自巻

の圧痕 を横位に 2段施 している。内面にはL(こ の縄文原体 を回転押捺 している。

d種は絡条体圧痕 と縄文原体の側面圧痕 とが組み合わされているものであ り、 (120～ 122)で

同一個体である。日唇部にRLの側面圧痕を施 し、日唇部直下からRLの原体 を巻いた絡条体

圧痕を施す。絡条体圧痕 と絡条体圧痕 との間に、RLの縄文原体 を横位に側面圧痕 している。

内面にも日唇部直下に絡条体圧痕が施 されている。

e種は絡条体圧痕 と縄文原体の狽1面圧痕 と縄文原体の回転押捺が施 されているもので、 (123,

125,126)で あり、 (123)は rの条 を軸に時計回 りと逆に巻いたものを圧痕 してお り、絡条体圧

痕 と絡条体圧痕 との間に、RLの縄文原体を横位に側面圧痕を施 してお り、以下にRLの縄文

原体 を回転押捺 している。

次に縄文原体の側面圧痕 を主に施 している土器について検討 してみたい。

原体側面圧痕が施されている土器片の文様をみると、

a、 日縁部から横位に帯状に繰 り返す文様を意識 したもの。

b、 斜位の文様 を意識 したもの。

に大きく分類でき、 しかも、圧倒的に多 くの上器片は、横位に帯状に繰 り返す文様を意識 した

ものであることに気が付 く、この横位帯状文様では、縄文原体の側面圧痕を施す場合、縄文原

体の側面圧痕を上器面に対 して横位に側面圧痕 している類 と、横位 と縦位の側面圧痕を帯状に

繰 り返 し圧痕 して、全体的に見た場合に横位の帯状文様になっている類 と、縄文原体自体を0

状に曲げて圧痕 し、全体 としてはおそらく横位帯状文様になっている類等がある。ことに、横

位と縦位 を繰 り返 し圧痕 している類は、 (120)等 の絡 条 体 圧 痕、 (132,136)等 の原体側面圧

嵐  (20,21)等の自縄自巻の圧痕等と共通 した文様のテーマがあると考えられ、文様施文具

の転換であろう。

(129)は Rの縄文原体 を0状に曲げたものを圧痕 しているが、全体的には横位の帯状になる

ものと思われる。 (132,136)は 縄文原体を器面に対 して、縦位 と横位 とに繰 り返 し圧痕 してい

る。 (140)は 日唇部直下より横位にLの縄文原体と、Rの縄文原体 を交互に側面圧痕 してお り、

側面圧痕の下にはRLの縄文を施 している。 (141)は 完形復元されてお り、日径280mm、 330mmの

隅丸方形、底径は110mm、 125mmの 隅丸方形の平底で、器高は190mmで ある。文様はLRの縄文原体

を器に対 して横位に 4段側面圧痕を施 してお り、側面圧痕の下にはLRの縄文原体 を回転押捺

している。器形は室谷下層出土土器 と近似 した器形 となっている。 (157)は 日唇部直下からR
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の縄文原体の側面圧痕を縦位に施 し、その下にLRの縄文原体の側面圧痕を横位に 5段施 し、さ

らにRの縄文原体 を7状に側面圧痕 している。そして、下部にはLRの縄文原体 を回転押捺 し

てお り、内面にもLRの縄文原体を回転押捺 している。また、 (127)は器面に対 して斜位に縄

文原体の側面圧痕を施 している土器 として注意を要するし、 (158)は Rの縄文原体 と、Lの縄

文原体 とを交互に横位に側面圧痕 し、その下に、 1の条の自縄自巻 を施 してお り、原体の側面

圧痕 と自縄自巻の圧痕を組み合せている。

次に、竹管状工具による施文 している土器について検討 したい。これ等の多 くは、半裁竹管

状工具の先端を土器面にあて、平行する 2点 を直線的に描 くように、工具をずらせながら施文

したものが多 く、これ等の竹管文 と、自縄自巻や縄文原体端部の圧痕 とを組み合わせて施文 し

ている (164～ 167)も ある。この半裁竹管状工具による施文について、押型文と考える向きもあ

るが、押型文ではなく、竹管状工具による施文であると考えている。この施文方法について、

土肥孝氏より御教示をいただいた。 (165)は 口唇部にLRの縄文原体 を回転押捺 してお り、日

唇部直下からLRの縄文原体の端部の圧痕を施 し、半載竹管状工具による竹管文 を施 している。

(163)は 、竹管文を施 し以下にRの縄文原体 を回転押捺 している。 (164)は 竹管文と 1の 条の

自縄 自巻の圧痕を繰 り返 し施 している。

次に半置半転を施 した土器については、器面に対 して縄文原体 を器面対 して横位に半置半転

を施す土器 と、縄文原体 を器面に対 して縦位に半置半転を施す土器 とがある。また、半置半転

と自縄自巻の圧痕 とを組み合せている土器 もある。これ等の文様 も横位の文様を帯状に施すこ

とを意識 していると考えられる。

(168)は LRの縄文原体 を器面に対 して横位に卜方向に半置半転 している。 (170～ 175)は L

Rの縄文原体を器面に対 して横位に圧痕 し、縦方向に半置半転 を5段施 している。また、半置

半転の下にはLRの縄文原体による異方向縄文を施 している。この土器は日縁が円形に近い隅

丸方形の深鉢形で、底部は隅丸方形 となる。日縁部の日径は300mm、 器高は225mmで ある。 (177)

はLRの縄文原体を器面に対 して縦位におき、横位に半置半転 を施 し、半置半転 と半置半転 と

の間に 1の条の自縄自巻 を横位に圧痕 し、内面には縄文が施 されている。

次に縄文については、回転押捺 されている原体として、 L、 R、 Lと R、 LR、 RL、 LR
とRL、 RLR、 L(負 、L(kと R(負 等さまざまな縄文原体が使用されている。

このうち、縄文原体の回転押捺方向の特長については、『丘陵第12号』に「仲道A遺跡出土

草創期土器における縄文回転押捺方向の研究」として、渋谷がふれる予定であるが、異方向縄

文が多い点、 (225,277,279,357)等のように意識的に帯状に原体 を回転押捺 している土器が多

い点、 (363～ 365)の ように、L(長 、R(ミ 等の縄文原体が使用されている点、 (335)の よう

に、複合日縁に縄文原体の回転押捺がなされている土器が存在する点等が指摘できる。

次に底部であるが、底部の形は (141,172)等 の復元された個体、 (425,430)等 の底部の形か

ら、隅丸方形が多い点が注意される。これは室谷下層出土土器 と類似 している。また、 (417,

429,431)の ように、底部の内面 と縄文原体の圧痕されている土器、 (418,419,425)の ように、

底面にアンペラ状の圧痕のある土器が存在することも特色 として指摘できる。
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面圧痕、;平置半転のど器等さまざまな文様の上器があるが、これ等の上器の文様について、施

文具の転換等を考慮すると、意外にいくつかの文様パターンの中で分類できることがわかる。

これ等については、側面圧痕文土器のところでも記 したが、文様の幅 と施文されている位置を

実大で表化 したもの (別 図 2)をのせているので、参考にしていただければと考えている。

さて、編年的な位置であるが、 (1)の爪形文土器は別 として、仲道A遺跡出土の草創期土

器群は、室谷下川式上器の古い段階に位置すると考えられる土器群が多い。室谷下層式上器の

細分についても不明な点が多いが、仲道A段階、仲道A式 をおくことにより、室谷下層式がよ

り整理 されると考える。これは筆者の独断と偏見であるかも知れない。これ等の点について、

渋谷自身冷静に今後考えてみたい。

I群  爪形文

1類 爪形文

H群  多縄文

1類 自縄自巻

a、 自縄自巻

b、 自縄自巻十縄文

C、 自縄自巻 +原体側面圧痕

d、 自縄自巻十絡条体圧痕

e、 自縄自巻端部+絡条体圧痕

f、 自縄自巻十絡条体圧痕 +縄文

g、 自縄自巻 +半置半転

2類 絡条体圧痕

a、 絡条体圧痕

b、 絡条体圧痕 +縄文

C、 絡条体圧痕 +自縄自巻

d、 絡条体圧痕 +自縄自巻十縄文

e、 絡条体圧痕十自縄自巻十原体側面圧痕

f、 絡条体圧痕十原体側面圧痕

g、 絡条体圧痕十原体側面圧痕 +縄文

h、 絡条体圧痕十原体端部の圧痕

3類 原体側面圧痕 (縄文 )

a、 原体側面圧痕

b、 原体側面圧痕十縄文

C、 原体側面圧痕十自縄自巻

d、 原体側面圧痕 +絡条体圧痕

4類 半載竹管文

a、 半我竹管文

b、 半我竹管文 +縄文

C、 半我竹管文 +自縄自巻

d、 半載竹管文+縄の端部圧痕

5類 半置半転

a、 半置半転

b、 半置半転十沈線

C、 半置半転 +自縄自巻

6類 縄文

a、 L
b、 R
C、 L、 R

d、 LR
e、 RL

f、 LR、 RL

g、 RLR

h、 L(k
i、 L{持、R{k
j、 縄文 +沈線文

7類 撚糸文

8類 底部

※第5表 と別図1・ 2を参照されたい。
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第Ⅵ章 特

特論 1

大仁町仲道 A遺跡出土土器 をめ ぐって

―
静岡県内における草倉J期の実態

―
加藤学園そ古学研究所長 ′よヽ 野 真 一

1960年の夏、長崎県福井洞穴の発掘調査が行われて以来、日本の縄文土器研究は「より始源

的なもの」を求めて画期的な発展期を迎えた。すなわち福井洞衣では、第 1層から縄文早期の

押型文土器 と石鏃、第 2層から爪形文土器 と細石器 (細石刃・ 細石刃核 )、 第 3層 から隆起線

文土器 と細石器 (同 前 )、 第 4層から尖頭器 と細石刃がそれぞれ出上した。そしてこの第 4層か

らは土器の発見は全 くなかったのである。これによって従来知 られていた、ほぼ 3万年～ 1万

年 くらいの間の後期旧石器時代における、刃器 (石刃)→尖頭器→細石器の発展段階と、井草・

大丸式以降の縄文時代早期 との間の空白が埋められ、その結びつきがほぼ明確になったわけで

ある。すなわち、旧石器時代 (先土器時代)末期の尖頭器→細石器の発展経過の中で、尖頭器+

細石器→細石器十隆起線文土器→細石器十爪形文土器→押型文土器十石鏃 (早期)と いう図式

が成立するようになったわけである。そしてこの隆線文土器や爪形文土器などは、従来の撚糸

文土器・押型文土器などの早期のものよりも一層古い時期のものとして、草創期 という時期名

も生ずるに至った。

昭和 7年 (1932)年当初、日本の最古の上器 として発表された三戸式や田戸式の上器は、貝

殻文や平行沈線文を有する尖底深鉢形土器で、 これに回転押圧による押型文土器が伴う場合が

あった。 これは現在知 られている撚糸文系→押型文系及び貝殻沈線文系→条痕文系という、縄

文早期の様式体系からみれば、その中葉に編年されるものであった。それから17年後の昭和24

年、日本の旧石器時代 (先土器時代)の存在確認の端緒 となった群馬県岩宿遺跡の発見があり、

さらにまた11年 を経て草創期の上器が編年的に知 られるようになって、日本の旧石器時代から

縄文時代への移行過程が、層位的に明確に把握できるまでに至ったわけである。その後、長崎

県泉福寺洞穴で豆粒文土器 と呼ばれるものが発見され、福井第 3層 の直前に位置するものとし

て、隆起線文土器の初期の段階と考えられるようになった。さらにまた、愛媛県上黒岩洞穴、

栃木県大谷寺洞穴、埼玉県橋立岩陰、新潟県室谷洞窟、山形県一ノ沢岩陰、同県火箱岩洞水な

ど相次 ぐ発掘調査の層位的事実から、草創期の編年は一層の充実を見るに至った。そしてなお、

青森県大平山元、茨城県後野 A、 東京都前田耕地、神奈川県上野 (大和市)等からの無文土器

の発見 も重なり、特に上野遺跡等において隆線文土器を出す層の下層から無文土器が検出され

たことにより、 この車創期の編年 もほぼ完成に近づいた感がある。つまり、無文土器群→隆起

線文土器群→爪形文土器群→押圧縄文系土器群→回転縄文系土器群 という変遷過程が明らかに

黙Ⅷ
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なってきたわけである。そして最古の無文土器群には、広い意味での石刃 (刃器)や、尖頭器、

あるいは細石器が伴出しているようである。

調査される遺跡は現在 もなお年 と共に増加 しているが、現段階での各様式上器を出土する遺

跡数を都道府県別に列挙 してみると次の通 りである。なお、細分については鈴木保彦氏の「草

創期の上器型式」 (鈴木、1982)に順拠 した。

無文系土器群……………青森 1、 茨城 1、 東京 1、 神奈川 1

隆起線文系土器群

豆粒文土器……………長崎 2、 鹿児島 1

隆起線文土器…………新潟 1、 長野 1、 岐阜 1、 京都 1、 長崎 2、 鹿児島 1

細隆起線文土器………宮城 1、 山形 2、 新潟 4、 栃木 1、 群馬 1、 千葉 2、 埼玉 2、 東京

7、 神奈川 3、 山梨 1、 長野 6、 愛知 1

微隆起線文土器………宮城 1、 山形 6、 新潟 2、 栃木 2、 千葉 3、 埼玉 5、 東京 2、 神奈

川 3、 山梨 1、 長野 3、 愛知 1

爪形文系土器群

「ハ」の字爪形………千葉 1、 東京 1、 神奈川 l

細隆起線文土器

「ハ」の字爪形………山形 3、 千葉 3、 東京 1、 神奈川 1

微隆起線文土器

爪形文土器……………山形 3、 新潟 2、 栃木 1、 群馬 1、 茨城 2、 千葉 1、 埼玉 9、 東京

1、 神奈川 1、 長野 4、 岐阜 1、 福井 1、 福岡 1、 長崎 3、 鹿児島

3、 沖縄 1

押圧縄文系土器群

「ハ」の字爪形………山形 1、 新潟 2、 埼玉 1、 長野 1

押圧縄文土器

縄文先端部押圧文土器…………山形 3、 新潟 3、 埼玉 2、 長野 1

縄文 U字形側面圧痕文土器…………山形 1、 新潟 1、 長野 1、 岐阜 1

絡条体圧痕文土器……山形 2、 新潟 3、 群馬 1、 茨城 1、 埼玉 5、 神奈川 1、 静岡 2、 長

野 3、 岐阜 1

短縄文押圧文土器……山形 4、 新潟 5、 埼玉 3、 神奈川 1、 静岡 1、 長野 2、 岐阜 1、

縄文側面圧痕文土器…山形 2、 新潟 4、 茨城 1、 埼玉 5、 長野 1、 高知 1

回転縄文系土器群

自縄自巻の回転縄文土器…………埼玉 2、 長野 l

羽状縄文土器…………新潟 1、 千葉 1、 埼玉 2、 静岡 1、 長野 2

表裏縄文土器…………新潟 1、 千葉 1、 埼玉 3、 長野 11、 岐阜 3、 福井 1

普通の縄文のある土器・…・……・新潟 2、 栃木 1、 千葉 1、 埼玉 5、 長野 3、 岐阜 2、 福井 l
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以上の中には一つの遺跡から何種 もの上器を出している例 も多 く、実際には100近い遺跡につ

いての内容である。全体的にみて草創期の遺跡はほぼ全国的に分布 していることがわかるが、

特に隆線文系土器群 と、爪形文土器群は全国的であ り、押圧縄文土器は東日本に多 く、西 日本

にはほとんど見 られない。また、回転縄文系土器は東北にほとんど見られず、西日本にもごく

僅かな存在である。

小林達雄氏は押圧縄文系土器 と回転縄文系土器を合わせて、多縄文系土器 として把握 されて

いるが、 これはかつて故山内清男氏が、「多縄文型式群」 (山 内、1964)と 名付けられたことに

由来 している。 この多縄文系土器は撚紐や絡条体などの縄目文様 (縄文)を 多用する土器で、

この様式の上器は多種多様である。なお、縄文原体が大いに工夫された最初の上器 ともいわれ、

新しい気運を招来 したものでもあった。そしてこの様式を以て革創期を終わ り、撚糸文や縄文

を多用する早期に移行していくのである。いわば草創期終末期に登場したもので、縄文土器に

多用される縄文そのものが初めて出現した時期のものである。この縄文の手法はすでに述べた

如 く多様であるが、大別すれば押圧縄文・半置半転縄文・回転縄文などに分けられる。その個々

の手法内容については本報告書にも詳 しいので、 ここでは省略するが、当大仁町の仲道A遺跡

出土土器は、まさにこの段階のものであり、半置半転縄文の好資料を多量に出上したところに

大きな特徴がある。

現在のところ静岡県内発見の草創期の遺跡は、確実なものとしては仲道A遺跡のみであるが、

他に絡条体圧痕文をもつ半置半転系縄文を有する土器を 1片のみ出上しているものとして、近

隣の修善寺町熊坂付近の 1遺跡があるに過ぎない (地元の研究者長倉紫朗氏の収蔵品)。

しかし、 このことは静岡県内でも中伊豆地域に草創期の遺跡が複数存在 していることを証明

してお り、今後の調査研究によっては、さらに増加する可能性を示している。なお、こうした

草創期の上器を見慣れない静岡県内の研究者の 1員 として、本遺跡調査者 も当初絡条体圧痕文

や羽状縄文を有する土器片を見て、早期から前期にかけてのものと錯覚したのは止むを得ない

ことであるが、われわれも同じ静岡県内の研究者 として、大いに反省させられるところがあっ

た。つまり、従来、列点状糸文土器 とか絡条体圧痕文のある土器を、すべて縄文早期のものと

して片付けた り、また羽状縄文のある土器をほとんど前期のものとして処理 してきたことであ

り、今後 もう一度それらを見直す必要にも迫られたのである。それは尖頭器や有舌尖頭器など

を出す遺跡が、特に県東部の駿豆地方に多い事実 とも考え合わせて再調査が望まれるわけであ

る。なお、仲道△遺跡出上の上器は、その破片数の豊富なこと、完形に復原できたものが 2個

体 もあることなど、多縄文系土器群の実態を知る点で、全国的にも最良の資料を提供 したもの

であることを特筆 しておきたい。

最後に本遺跡の年代についてであるが、福井洞穴第 3層出上の隆起線文土器に伴 う木炭から

得 られた木越邦彦氏の年代測定値が約12,000年 前であり、また第 2層の爪形文土器包含層の C

14年代測定値がB.C10,450± 350年 といわれている。この後者はフィッショントラック法により

約9,800年前 と補正されている点 も考慮して、大体、今から約10,000年位前に、多縄文系土器の
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使用 も始っていたと考えてよいのではなかろうか。一般の読者の参考までに付記 してお く。

参 考 文 献

山内清男 「室谷洞窟、序」F室谷洞窟』長岡市立科学博物館考古学研究報告第6冊、1964年

小林達雄  「4邑文土器の世界」『縄文土器』日本原始美術大系 I、 講談社、1977年

小林達雄  「 (縄文土器)総編」『縄文文化の研究』 3、 (縄文土器 I)、 雄山閣、1982年

堀越正行  「縄文時代の研究」 F日 本の考古学を学ぶ』、有斐閣、1978年

芹沢長介 「縄文土器の起源J冊毛文土器大成』①早。前期、講談社、1982年

鈴木保彦 「草創期の上器型式JF縄文土器大成』①早。前期、講談社、1982年

特論 2

2個体の復元土器について

東京都埋蔵文化財センター調査課主査 可 児 通 宏

仲道A遺跡の上器 との出合いは一昨年の夏のことであったであろうか、大仁町の漆畑氏が国

学院大学の小林教授のもとに持参されたのを拝見 し、その質、量の豊富さに驚いたものである。

草創期の多縄文系土器は、これまで主に日本海側の遺跡で発見されてきてお り、 これが伊豆の

大仁町で、 しかもこれほど大量にまとまって出土するとは思ってもみなかったからである。

その後、 この出合いが縁 となって、仲道A遺跡の上器の復元を引受けることになったのであ

るが、ここでは土器の説明は本文に譲 り、復元の過程で気の付いたことを記してお くので、復

元土器を見る上での参考にしていただきたい。

復元第 1号の上器 (第 218図 )は、口縁部の破片が全周のほぼ半分近 くあり、また胴部の破片

についても接合 して比較的大形の破片になるものがあるなどして、復元を行 う上では好条件の

備わった個体であつたが、実際の復元作業を行 うにあたっては、次のような点に手を煩わせら

れることになった。 1つ は、胎上が軟質 (ス コリア粒かパ ミスとみられる混入物を含むためか

脆い)な ために破片が磨滅 していて、それが接合作業を進める上で支障をきたしたこと。 2つ

は、土器の平面形が隅丸方形になるため、少な くとも方形の一辺の長さの判るまでの大 きさに

接合 しなければ土器の大きさが判らなかったこと。3つ は、底部を含む胴下半部の破片がなかっ

たことと、接合 しない板状の破片がかなりの量あったこと、等の点である。特に 2つ 目の点に

関しては、かろうじて一辺の長さの判るまでに破片が接合したので、器形については、底部付

近を除いてかなり正確な形に復元されているはずである。ただ全体の器形については、新潟県

室谷洞窟の上器のプロポーションを参考にしてはいるが、特に似せて復元 したわけではないか

ら、両者のプロポーションはもともとよく似たものであったようである。

復元第 2号の上器 (第 219図 )は 、 1号土器の復元に目処のついた段階で、再度復元を依頼さ
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れたものである。破片の量は 1号に比べてはるかに少なかつたが、国縁から胴部にかけての、

しかも隅丸方形のコーナーにあたる部分の大形破片があつたので復元を試みることにした。 1

号と異なる点は、方形の一辺の長さが全 く不明であるので、この上器の本当の大きさは判つて

いないという点である。復元の手順 としては、 1号土器に合せて型を作 り、それに破片を埋め

込んでいくという方法を考えたのであるが、破片を埋め込む段になって、 2号の破片は 1号の

型―にははまらず、両者は異なる器形の上器であるということが明らかになった。器形の相違点

とは、2号を 1号の型にはめていくとコーナー部分の口縁が波状に突出する器形になり、また、

平口縁にすると平面形が長方形になるというものである。現在、波状口縁の初源が早期中葉以

前に遡る可能性は少ないので、 2号土器は平面形を長方形に、器高をほぼ l号に合せて復元し

た。その結果、器形は 1号 とはやや異なった形態になり、また側面圧痕の縄文も、コーナー部

分で上が り、辺の中央部で垂れ下がるという装飾的効果の強調された施文になっている。

以上、気の付いたことを思いつくまま記した。 1・ 2号土器 ともかなり強引に復元した土器

となったが、数少ない該期の上器を知る上での参考になれば幸いである。
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特論 3

鉱物組成から見た伸道 A遺跡出土土器 について

伊豆中央高校 増 島   淳

I 目的

土器は砂 と粘土から出来ている。上器作製者は、良質な粘上を得、水や枯木のある場所で

粘上をこね、つなぎに砂を入れる。そして焼成する。

上器体内に含まれている砂粒は、土器作製地の特徴を反映しているものと思われる。

そこで、土器体内に含 まれる砂粒鉱物の特徴を調べれば、土器作製地について手がか りを

得ることが出来るかもしれないと考え、土器体内の砂粒鉱物の観察を行つた。

H 方法

1、 試料土器について

試料 とした土器は、発掘担当者から提供された20片である。

2、 観察方法

土器体内に含 まれる砂粒鉱物の観察は次の様な手順で行った。

a 外見の観察

試料表面の紋様の有無について観察 した。結果は、20片 とも無紋に近かった。

肉眼観察では、雲母は認められなかった。

b 砂粒鉱物の観察

i)各試料を袢量する。

ii)各試料を乳鉢に入れ粉砕する。

iti)蒸発皿に移 し、希塩酸を加え、煮沸 し、土壊粒子の分散 と、砂粒鉱物のクリーニングを行

う。冷却後、水を加え、親指で砂粒をこす り、物理的なクリーニングを行う。この操作 を 3回、

くり返す。

iv)乾燥後、お、るい分けを行い、105ゲ
ン
～250μ の粒子を得る。 (1000μ =l llull)こ れを検鏡試

料 とする。

v)試料を、カナダバルサムとキシレンの混液で封入し、プレパラー トを作る。

�)100倍 の鉱物顕微鏡で検鏡する。検鏡は重鉱物が200粒 に達するまで行う。ただし、試料中

の鉱物粒が少い場合は、その限りでない。検鏡中、重鉱物以外の粒子にも注意する。

※鉱物を大きく分けると、比重が27以上の重鉱物 (有色鉱物)と 、2.7以下の軽鉱物 (無色鉱物)がある。
そヴ)内 で重鉱物の組み合せ (以下、組成と呼ぶ)が、砂粒を供給した、母岩の特徴をよく表わしている。

また、顕微鏡下には、特徴ある天然ガラス片や、岩片等も含まれているので、注意しながら検鏡した。

Ⅲ 結果

各試料の検鏡結果は、第16表 にまとめておいた。表中の重鉱物組成にある、Hyは シソ輝石を、
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Auは フツウ輝石を、Hoは角セン石を、Opは不透明鉱物を、それぞれ意味する。

軽鉱物量は、特に多いものを明示した。

天然ガラスは、その特徴で分けると5種類ほど検出されたが、その内試料の分類に利用でき

る 3種のみを記載した。

ピンクと記 したガラスは、ガラスの屈折率が、カナダバルサムより低いため、薄いピンク色

に見える物である。

発泡は、ガラスが火山体から放出され、冷却する時、気泡が残ったり、ぬけでた穴が認めら

れる物である。

晶子状は、ガラス体内に、晶子 と呼ばれる鉱物結晶のできかかりが認められるもので、黒耀

石中などでは一般的に存在する。

なお、◎は多量に含むことを、○は含むことを意味している。No 3、 6、 14、 15、 20の 各試

料は砂粒鉱物量が少ないため、重鉱物を200粒 に達するまで観察できなかった。

Ⅳ 考察

以下に各試料の鉱物的特徴についてまとめ、作製地について考察を行う。

1、 各試料の三角ダイヤグラムについて。

各試料に含まれている重鉱物のうち、特徴的な、HO(角セン石 )、 Hy(シ ソ輝石 )、 Au(フ

ツウ輝石)の三成分の、組成化を三角ダイヤグラムで表わしてみた。

第16表 各試料の検鏡結果 (説明は本文中)
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試 料

No

重 鉱 物 組 成 軽

鉱物量

(火 山)ガ ラス
備 考

Hy Au Ho Op 計 ピンク 発泡 晶子状

1 216 多 い

5 ◎ ○ ○

2 試料不足

7 ◎ ○

216 多 い

1 1 ◎ ○ 試料不足

7 4 209 ○

8 208 ○

7 ◎ ◎ ○

多 い

9 多 い

4 215 ◎ ◎

214 ◎ ○ ○

64 2 4 ◎ ○ ○ 試料不足

61 5 2 ◎ 試料不足

7 ◎ ○

17 5 7 ◎ ○ ○

18 225 ◎ ○ ○

6 7 208 ◎ ○ ○

5 2 ○ 試料不足



図の見方について説明を加える。

試料中に、HO、 Hy、 △uの三成分が等 しく入っている場合、点は三角形の中央に打たれる。

Hoし かない場合は、三角形の上の頂点に点が打たれる、Hoを全 く含 まず、Hyと Auが50%ずつ

含 まれている場合、点は、三角形の底辺の中央に打たれる。

点がHo側 (上 の方)に ある時は、その試料中には、酸性岩 (花 コウ岩、流紋岩など)か ら供

給 された砂粒が含 まれているものと考えられる。

点が三角形の底辺近 くにある場合は、中性岩 (安 山岩など)か ら供給された砂粒が含まれて

いるものと考えられる。

2、 各試料の分類

各試料について、観察結果をもとにし、グループ分けを行つてみる。

I類土器 (試料醜 2、 3、 4、 6、 7、 9、 12、 13、 14、 15、 16、 17、 18、 19、 20)15点

共通点をあげると、重鉱物組成では、シソ輝石に富み、フツウ輝石がこれに次ぎ、角セン石

も少量混入する。軽鉱物量が少い。

砂粒試料不足のNo 3を 除き、屈折率の低い (ピ ンク色の)ガラスを多量に合み、また発泡 し

たガラスや、晶子の入ったガラスを検出した場合が多かった。

H類土器 (試料No l、 5、 10、 11)4点

重鉱物組成では、シソ輝石に富み、角セン石がこれに次ぎ、フツウ輝石が少量混入する。

軽鉱物量が多 く、ガラス粒を含 まない。

Ⅲ類土器 (試料No 8)1点

角セン石量多 く、シソ輝石、フツウ輝石 も少量混入する。

3、 作製地の推定

遺跡及び、その近辺の上層について、鉱物組成の調査を実施 していないため、作製地の特定

は出来ないが、土器体内に含まれている砂粒鉱物の供給源の種類は推定できる。

H、                                        Au
ラツⅢ「イす                        .フ ノウトrイ「)

第 17表 各試料の三角ダイヤグラム (説明は本文中)

Au
(フ ツウ14 Ff)

火山灰層と土器類型のとし較

●浮橋辻 ×田中山公会堂

Hy
インフl111ィ 〕

Ho(角 セ ンイ「)
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観察 した各試料共に単一の母岩から供給 された砂粒のみが、土器中に混入された様ではな く、

複数の供給源を持つ様に思われる。

つまり、粘土中に含まれている、風化され残った若干の砂粒の混入 も考えられるが、基本的

には、火山灰起源の砂粒 (Ho、 Hyの一部で自形を示すもの及び、天然ガラス)と 河川砂 (火 山

灰起源の砂粒 も河川に堆積 していたものかも知れないが)ん 混ゞ入している様である。

分類 した各型の作製地について考察してみると、次の様になる。

I類土器

ガラスを良 く含む事から、火山灰の堆積地域であり、重鉱物組成から見て、周囲に安山岩の

山体が存在する所で作製された様である。

H類土器

軽鉱物量が多 く、角セン石 も目立つ事から、酸性岩の風化砂が主体になっているが、シソ輝

石やフツウ輝石などの存在 も考えると、中性岩の混入も考えられる。また火山ガラスを含 まな

い点では、他 と異質である。 I類土器 とは、砂粒の採取方法が異っていたか、 まったく、別の

場合で作製されたものの、いずれかと思われる。

Ⅲ類土器

角セン石量が多 く、シソ輝石やフツウ輝石 も若干混入する事から、酸性岩体を母岩 とし、他

の岩体からの風化砂 も若子供給される地域で作製されたものと考えられる。なお I類土器に多

量に含 まれていた屈折率の低いガラス (ピ ンク色のガラス)も 若干検出されたので、 I類土器

の作製地にも関連する地域かもしれない。

4、 土器の焼成温度について

縄文土器は酸化炎で焼成される。上器体内に含まれている角セン石は、酸化状態で温度を上

げると色が変化する。つまり、低温から高温になるに従い、緑色→褐色→赤色 と変化し、また

結晶の光学的特徴 も変化する。 これを利用 して、土器の焼成温度を推定することが出来る。

今回観察した各試料 とも、角セン石を含んでいたので、これを調べてみた。

結果は各試料 とも、緑色のものが多 く、褐色のものが、若干含まれる程度であり、赤色のも

のは全 く検出されなかった。

つまり各土器 とも、比較的低温の炎 (400° C～ 500°C前後)で焼成された様である。

V まとめ

今回調べた、20片 の上器試料は、その鉱物組成の特徴から、三類型に大別された。それぞれ、

同一類型に入る土器試料は、同一の場所で作製されたものとして良いだろう。

これが正 しければ、三箇所の作製地 (研粒の採取場所)が存在 したわけである。

その場所が、どこにあるか、については、前記した様に、遺跡近辺の上層調査を行っていな

いので、具体的な推定はできなかった。

しかし、筆者が別の調査の際に分析 した、大仁町域の火山灰層の鉱物組成を比べて見ると、
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今後の上器作製地推定の目安 となるものがあるので記してお く。

一つは、大仁町、浮橋辻のバス停付近の露頭で採取したもので、第18表 の配 1は 九州の姶良カ

ルデラ起源の火山ガラスを含む層の直上 (姶良カルデラは今から約 2万年前に活動 した)。 h2
は火山ガラスの主堆積層。配 3は火山ガラスの堆積層と下位の三島パ ミス (箱根火山の中央火

口丘噴出物)の 中間から、それぞれ得たものである。 (表 中●印で示した。)

他は、大仁町、田中山公会堂横の露頭で採取 したもので、No l、 2、 共に三島パ ミス上部の

褐色ローム層中から得た。 (× 印 )

第17・ 18表の三角ダイヤグラムには、両試料の他に、土器の類型 も合わせ記した。

これを見ると、 I類土器 と、火山灰層の鉱物組成が一致する様に見えるが、実際には、火山

灰層中の鉱物量は少 く、火山灰がそのまま土器作製に用いられたとは思われない。(火 山灰層が

浸食され、洗い出された鉱物粒がまとまって堆積すれば別だが )

また図には示してないが、三島パ ミス層のずっと下位に、オレンジパ ミス層があり、その付

近には、 もっと角セン石が集中している層が、三島市近辺で発見されている。この辺の火山灰

層も土器作製地を推定するカギになる様に思われる。(な お、現在の狩野川や、その流域の河川

砂には、角セン石が普通に認められるが、その供給源は、天城火山の側火山であるカワゴ平火

口である。 しかしカワゴ平火口の活動時期は、今から約2900～ 3000年 前であることが確められ

ているので、本遺跡で人々が生活 していた当時は、まだ存在 していない。)

また、土器の焼成方法は、その温度から見て、各類型 とも、似たような方法で行っていた様

である。

なお、今回の調査研究には、伊豆中央高校、地学部員諸君の協力を得た。

特論 4

仲道 A遺跡の上器の作製地をめ ぐって

沼津市歴史民俗資料館学芸員 瀬 サ|1裕 市 郎

20片の仲道A遺跡の上器の胎上分析をおこなった増島氏によれば、シソ輝石に富み、フツウ

輝石がこれに続き、角セン石を少量持つものと、角セン石 とフツウ輝石の量が入れ変わるもの、

角セン石が多 く、シソ輝石・ フツウ輝石が少量混ざるものの三類型に区分できるという。そし

てそれらは基本的には、火山灰起源の砂粒 と河川砂であるという。それを増島氏自身が採集し

た周辺地域の火山灰層の鉱物組成 と,ヒ較すると、特に I類 としたものについては、遺跡の周辺

の火山灰が含まれているという。但 しその火山灰層に見られる鉱物は、その量 も少 くな くそれ

をそのまま土器に混ぜたとは考えられないという。

それではどこの火山灰を混ぜたのだろうか。

-302-



以前私は東部地域の現代陶芸家一人一人を訪ね、「土」をどこから手に入れているか尋ねたこ

とがある。そのとき愛鷹山周辺の陶芸家はことごとく他地域から粘上を購入していた。ただ伊

豆中央部に住まいされている何人かの陶芸家は以前は土地の粘土を使 っていたという。それが

増島氏の東部地域の上器の胎上分析の結果 と奇妙に一致するので大変興味を覚えたことがあ

る。                    .

また最近私は静岡大学の加藤芳朗教授に粘上の鉱物組成の分析を依頼 した。そして上器 とな

る粘上には、モンモリロナイ ト・ バーミキュライ ト・ハロサイ ト・ メタハロサイ トが含まれて

いるという結果が得 られた。だから土器 となる粘土には、以上の粘土鉱物が含まれていなけれ

ばならないなどとは単純には思わないが、土器 となる粘土についての一つのヒントにはなると

思っている。 しかし実際には粘土鉱物の量であるとか、脱水するさいの温度であるとか粒子の

細かさなども大 きく影響 しているものと思っている。またどこの粘上で作 られたかということ

と、どんな粘上で作 られたかということは別の問題でもあると思えるので、土器を作るという

ことに関しては末解決な点が多いといえるだろう。

さて、増島氏は角セン石の変色の過程から、仲道A遺跡の上器は400度から500度前後の温度

で焼成されたとされている。 しかし、ハロサイ トの大部分の脱水に要する温度は500度～600度

であるようだし、モンモリロナイ トが再結晶するには900度～1000度 の熱を要するようである。

そうすると単純に考えて、400度～500度 ではハロサイ トの脱水は完了していないし、モンモリ

ロナイ トは再結晶していないということになる。それが焼成された土器 とどのように係わるか

は知 らないが、なんとな く矛盾するようにも思える。焼成温度については再検討を要するとい

つことか。

また上器を作るさいに多 くが粘上に砂を混ぜるとしているが、既に粘上の段階である程度の

砂粒が混入されているということは有 り得ないであろうか。 これ も今後の検討課題 として置き

たい。

増島氏がⅡ・Ⅲ類 とした土器はそのダイヤグラムによれば、甲府盆地か八ケ岳周辺 というこ

とも考えられる。そうだとすれば、それらは粘上で運ばれたのだろうか、あるいは土器 という

製品で運ばれたのだろうか。その際 I類 とH類・Ⅲ類 とに器形や文様の上でどの程度の差があっ

たのだろうか。一体それらはだれがどこで作ったのだろうか。

―鮒3-



第Ⅶ章 括

仲道A遺跡の発掘調査は、第 二次 。第Ⅱ次を通 じて約1200だ 、凡そ 4ケ 月半にもおよぶもの

であった。これは、遺跡全体から見れば10分の 1足 らずではあったが、内容的には極めて密度

の濃い調査であった。本遺跡から出土・検出された遺物や遺構は実に時代幅が広 く、先土器時

代終末期から中・近世にまでまたがっている。

このうち、先土器時代のサイフ形石器・彫器の出土は、当町における該期の遺跡研究に大い

なる希望を持たせるものとなった。すなわち、従来は田中山・浮橋など比較的高所 (標高260～

400m付近)の遺跡から僅かに採集 されていたに過 ぎなかったものが、向原遺跡 (三福)に続い

て低位の遺跡から、 しかも、発掘によって出土 した事の意義は大きい。

縄文時代草創期前半の石槍 。有舌尖頭器は、浮橋の上沢遺跡の赤採品と共に良好な資料であ

り、最古の上器群である隆起線文系土器の存在 を予測させる重要なものであろう。

続 く、草創期後半については前述の通 り、所謂多縄文系土器が第 5表で示 したように、F。

G・ Hグ リッド内 トレンチのwa層～Ⅵ b層 を中心に出土 した。特に、F-3、 G-2、 H―

1・ H-2グ リッドからの出土が多い。第80図 と第81図 は、出土状況を表 したものであるが、

Vb層 を境 としてこれ以下に草創期の遺物が集中している事が分かる。Va層 は中期～早期 (

押型文土器)が検出されてお り、一部がVb層上面から出土 しているものの、本層 (Vb層 )

が草創期の鍵層 となるものである。図で見る限 りは各種の上器が混在 してお り、これによって

層位による時期差 を求める事は困難である。いずれにしても、本遺跡出上の草創期土器は、そ

の量の豊富さもさる事ながら多縄文系土器 としての特徴 (文様・施文原体)を あます事なく備

えてお り、加えてこれまでの認識を変える厚手の土器 とい!う ′点で注 目される。第V章で述べた

ように、その編年的位置はおそらく室谷下層式の古い段階に位置するものと思われるが、今後

さらに十分な検討 をしてゆかなければならないと考えてい
｀
る。石器 としては、同時期の石鏃が

発見されているが、その出土状況から伴出関係は明らかである。

早期 。前期は、資料が乏 しく今後の増加 を待ちたいところである。中期では、第 I次調査検

出の呪術的要素を持った第 2号住居跡、これに伴 う釣手形土器や深鉢形土器は注目に値する。

また、第Ⅱ次調査検出の第 6号住居跡は小規模ながらまとまりのある敷石住居跡であろう。

平安時代末期～鎌倉時代初頭 と推定される方形竪穴住居跡 をは じめ、中・近世の遺構や遺物

の出現は、当時における「三福」の歴史的な位置付けを再認識する絶好の資料 となった。

以上、仲道A遺跡の調査成果を述べてきたが、とりわけ縄文時代草創期後半の遺物について

は伊豆地方はもとより、県内においても初めて確認されたものであ り、広 く全国的視野に立っ

て見ても、これからの草創期研究には欠く事のできない重要な資料であると確信 している。

―
融 ―



きがとあ

昭和34年の早春のある日、筆者は友人の脇田敏之君よリー個のヤジリを貰ったことがあった。

三福の熊野神社境内で拾ってきたものだという。漆黒に輝 くその石に妙に魅かれ、以来、すっ

か り考古学のとりこになってしまった。それから20年 目の昭和54年、三福公民館の増築 と遊具

設置に伴 う事前調査 として記録保存の為の発掘調査が行われた。 これには、相川富之助氏を始

め三福区より全面的な協力が得 られ、縄文時代中期中葉～終末の住居跡 4基、同時期の所産で

あろう土坑45基 などが確認された。そのなかで、第 2号住居跡から出上した釣手形土器や深鉢

形土器は、県内を代表する好資料であろう。

続 く昭和58年、東洋醸造の社員住宅改築に先立って、会社側の文化財に対する深い理解 と協

力によって、再び発掘調査を行 う事 となった。この結果、縄文時代中期中葉～終末の住居跡 7

基、同時期の上坑 6基、平安時代末期～鎌倉時代初頭の竪穴式住居跡 1基、同時期の上坑 7基

が確認された。さらに、当初は全 く予想 もしていなかった縄文時代草創期後半の多縄文系に属

する土器群が発見されたのである。 これは、調査員でありまた実質的な推進役であった鍵山一

郎氏の努力によるものであり、まさに執念の証でもあった。F・ G・ Hグ リッド内の 3本の トレ

ンチ設定については、氏はまるで何かにとりつかれたかのように一途で意欲的であった。 とこ

とん掘 り尽 くせ とばか りに調査参力日者を叱叱して、表上下 2mに もおよぶ粘土層を掘 り上げた

のである。湧水に悩 まされながらも、皆んな本当によくやってくれた。

この調査については、東洋醸造の福井孝氏、尾朝理一氏、渡辺義男氏を始め関係各位に多大

な御迷惑をおかけした。心より御礼を申し上げたい。

本書の作成にあたっては、実に多 くの方々より様々なかたちで御援助を頂いた。特に草創期

の資料に関しては、小林達雄先生、佐原真先生、江坂輝弥先生、芹沢長介先生を始め可児通宏

先生、鈴木保彦先生、舘野孝先生、土肥孝先生、原川雄二先生、瀬川裕市郎先生、関野哲夫氏、

渋谷昌彦氏には公私共御多忙の中を大変御世話になった。心より御礼を申し上げたい。

調査指導の秋本真澄氏、協力者鍵山一郎氏にはいつもながら感謝の言葉以外のなにものもな

い。また、第 I次調査、第 II次調査に参加された多 くの皆さん、そして、本書の作成作業にあ

たった鳥海嘉奈子、勝又裕代、碓井恵美子、山下静子、木崎貞子の諸姉および友野直亮君には

改めて御礼を申し上げる。

思えば、考古学に興味を持つきつかけとなった仲道A遺跡を発掘する機会を得て、しかも、

またとない縄文時代草創期の遺物を発見できた事に、何か因縁めいたものさえ感 じている。今

ここに「仲道A遺跡」を上梓するにあたり、今日まで何かと御指導下さった小野真一先生や、

尾形礼正先生には末筆ながら記して謝意を表するものである。

考古学をやっていて本当によかったと思う。それもこれも、多 くの諸先輩の御陰である事を

よく心得ているつ もりである。

日召不日61年 2月 2日

―
鮒 ―

漆畑 稔
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図版 1

巣雲曲

仲道 A遺跡の遠景 (城 山山頂・西方よ り)



図版 2

二

仲道 A遺跡の遠景 (田 中山南 。東方よ り)

〓

■

仲道 A遺跡の遠景 (北東方よ り 。昭和54年 )



図版 3

仲道 A遺跡の近景 (北方よ り 。昭和54年 )



図版 4

第 1次調査区近景 (北側よ り)
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調 査 風 景 (Jヒ根1よ り)



図版 5
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第 2号住居跡検出状況 (南側よ り)-1

第 2号住居跡検出状況 (西上方よ り)-2



図版 6
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第 2号住居跡 (石棒 と磨石・石皿 )

第 2号住居跡 (石 囲い炉 と釣手形土器 )



図版 7

第 2号住居跡 (釣手形土器 )

I

第 2号住居跡 (深鉢形土器 )
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図版 8
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第 2号住居跡 (深鉢形土器 と石皿 )

第 2号住居跡 (伏奎の検出状況・南側よ り)



図版 9
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第 2号住居跡 (伏甕 と石囲い炉 。東側よ り)
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第 2号住居跡 (伏甕 と掘 り方・南側よ り)



図版 10

第 2号住居跡 (石 囲い炉 )

第 2号住居跡 (完 掘 した状態 。西上方より)



図版 H
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第 3号住居跡 (確認状況 。東側よ り)
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第 3号住居跡 (調査風景・北側 よ り)



図版 12

第 3号住居跡 (調査風景・西上方よ り)

第 3号住居跡 (遺物の検出状況・ 西上方より)



図版 13

第 3号住居跡 (遺物の検出状況・北側よ り)

第 3号住居跡 (深鉢形土器 )



図版 14

第 3号住居跡 (埋甕 )

第 3号住居跡 (第 2号炉 )



図版 15

第 3号住居跡 (完 掘 した状態・ 南側よ り)-1

第 3号住居跡 (完掘 した状態・西上方より)-2



図版 16

冊 瞥 :!41■ⅢP_…

第 4号住居跡 (検出状況 。南東側よ り)

第 4号住居跡 (石 囲い炉の状況 )
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図版 17

第 4号住居跡 (石 囲い炉に残 された炭化材 )

第 4号住居跡 (完 掘 した状態・北上方より)



図版 18

■

土坑 (C,D,E,F群 ・東側 より)

土坑 (A,B,C,D群 。南側 よ り)



図版 19
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土坑 (B,D,F,G群 。南側より)

受

土坑 (F群・ 南側よ り)



図版 20

土坑 (B,C,D,F,G群 。南側より)

土坑 (G群 。南側よ り)



図版 21

遺構全景 (南側 よ り)



予備調査・第 I次調査出上の縄文時代草創期土器



図版 23
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第 I次調査出上の縄文時代草創期 。早期土器



図版 24

第 I次調査出上の縄文時代 早期 。前期土器



図版 25

第 I次調査出上の縄文時代中期土器 (1)



図版 26

第 二次調査出上の縄文時代中期土器 (2)



図版 27
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第 I次調査出土の石器 (1)



図版 28

第 I次調査出上の石器 (2)



図版 29

第 I次調査出上の石器 (3)



図版 30

第 I次調査出上の石器 (4)



図版 31

第 I次調査出上の石器 (5)



図版 32

第 I次調査出上の石器 (6)
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仲道 A遺跡の遠景 (北方より)

第Ⅱ次調査区近景 (西側よ り)



図版 34

グ リッ ドの設定 (西側よ り)-1

グリッドの設定 (東側より)-2



図版 35

第 1号住居跡 (確認状況 。東側よ り)-1

第 1号住居跡 (確認状況・北側よ り)-2



図版 36
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第 1号住居跡 (遺物の検出状況)-1
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第 1号住居跡 (遺物の検出状況)-2
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図版 37
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第 1号住居跡 (完 掘 した状態 。西側よ り)-1
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第 1号住居跡 (完 掘 した状態・ 西イ貝1よ り)-2
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第 1号住居跡 (埋甕の検出状況)-1

第 1号住居跡 (埋甕 と掘 り方)-2



図版 39
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第 2号 。第 3号住居跡 (確認状況 。南側 より)
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第 3号住居跡 (確認状況・西側 より)



図版 40
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第 3号住居跡 (埋甕の検出状況 )
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第 3号住居跡 (埋甕 と掘 り方 )
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図版 41
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第 1号 。第 2号・ 第 3号住居跡 (完 掘 した状態 。西側よ り)
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第 1号 。第 2号 。第 3号住居跡 (完掘 した状態 。東側よ り)



第 4号住居跡 (完 掘 した状態 。西側 より)
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第 4号住居跡 (埋甕の検出状況 )



図版 43
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第 4号住居跡 (完 掘 した状態 。東側 より)
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第 5号住居跡 (完掘 した状態 。東側よ り)



図版 44

第 6号住居跡 (確認状況・ 西側よ り)

第 6号住居跡 (東側よ り)



図版 45

抄

第 6号住居跡 (実 測風景 )

第 6号住居跡 (完掘 した状態 。北西側より)



図版 46
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第 6号住居跡 (炉の状態 。南側 より)
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第 6号住居跡 (完 掘 した状態 。東側 より)



図版 47

第 7号住居跡の一部 (西側 よ り)

第 7号住居跡の一部 (南側 より)



図版 48

第 1号配石土坑 (確認状況 。東側よ り)

第 1号配石土坑 (確認状況・東上方よ り)



図版 49
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第 1号配石土坑 (遺物の検出状況)-1

第 1号配石土坑 (遺物の検出状況 。東側よ り)-2



図版 50

第 2号配石土坑 (遺物の検出状況 。南側より)

第 2号配石土坑 (完 掘 した状態 。東南側よ り)



図版 51
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第 1号 。第 2号土坑 (完 掘 した状態・ 西側 より)



図版 52

第Ⅱ次調査出土の石器 (1)



図版 53

G-2グ リッド内 トレンチにおける縄文時代草創期土器の出土状況

H-1グ リッド内 トレンチにおける層序・ Va,vb,Ⅵ a,Ⅵ b層



匡]用貢54

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (1)I群・Ⅱ群1類 a種 ① o②



図版 55

20

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (2)Ⅱ 群1類 a種③



E]拘反56

第Ⅱ次調査出土の縄文時代草創期土器 (3)Ⅱ 群1類 a種 ③・④



図版 57

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (4)Ⅱ 群1類 a種④～⑥



図版 58

雛

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (5)Ⅱ 群1類 a種④



屋]用反59

40

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (6)Ⅱ 群1類 a種④



図版 60

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (7)Ⅱ 群1類 a種⑥,b種



図版 61

46

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (8)Ⅱ群1類 a種⑦



図版 62

第Ⅱ次調査出土の縄文時代草創期土器 (9)Ⅱ 群 1類 b種



図版 63

64

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (10)Ⅱ 群 1類 b種 ,f種



図版 64

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (■ )Ⅱ 群 1類 b種 ～ f種



図版 65

55

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (12)Ⅱ 群 1類 b種一――表



図版 66
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第Ⅱ次調査出土の縄文時代草創期土器 (13)Ⅱ 群 1類 b種一――裏
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図版 67

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (14)Ⅱ 群2類 a種①～③



図版 68

第Ⅱ次調査出上の縄文時代車創期土器 (15)Ⅱ 群2類 a種⑤～⑦,b種①～⑤,C種①



図版 69

98

103

107

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (16)Ⅱ 群2類 C種① o③・⑤
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図版 70

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (17)Ⅱ 群2類 C種① o③～⑦,e潤③



図版 71

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (18)Ⅱ 群 2類 d種①,e種①



図版 72

122

Ⅱ群2類 f種① o② ,g種① o②
,

h種①,3類 a種① o②
第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (19)



図版 73

120

第二次調査出上の縄文時代草創期土器 (20)Ⅱ 群 2類 f種②



図版 74
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■

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (21)Ⅱ 群 2類 f種②,3類 b種①



図版 75

第Ⅱ次調査出土の縄文時代草創期土器 (22)Ⅱ 群 3類 a種① o③ o④ ,b種①



図版 76

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (23)Ⅱ 群 3類 b種④



図版 77
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第Ⅱ次調査出上の縄文時
6爾 監 落 讐 と習 ダ ぎ麿る

種⑤ ,C種① ,4類 a種①b種① ,C ttC



図版 78
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10 11

第Ⅱ次調査出土の縄文時代草創期土器 (25)復元前の側面圧痕文土器一― 表



図版 79

3

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (26)復元前の側面圧痕文土器―― 裏



図版 80
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第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (27)復元前の側面圧痕文土器



図版 81

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (28)復元された側面圧痕文土器



図版 82

1110

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (29)復元前の半置半転文土器一― 表



図版 83

10 11 12

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (30)復元前の半置半転文土器―一 裏



図版 84

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (31)復元前の半置半転文土器一― 表



図版 85

14

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (32)復元前の半置半転文土器一一裏
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一一一．・一一．一一一）　　　　　　　　　　　　　一

一一一．一一一．一一一・第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 復元 された半置半転文土器



図版 87

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (34)



図版 88

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (35)



図版 89

第Ⅱ次調査出上の縄文時代草創期土器 (36′



図版 90
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第Ⅱ次調査出上の石器 (2)縄文時代草創期後半
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屋コ用反92

局部磨製石斧

第Ⅱ次調査出上の石器 (4)



図版 93

第Ⅱ次調査出上の石器 (5)



図版 94

第 Ⅱ次調査出上の石器 (6)



図版 95

第Ⅱ次調査出土の石器 (7)



図版 96

第 Ⅱ次調査出上の石器 (8)



図版 97

第 Ⅱ次調査出上の石器 (9)



図版 98

第Ⅱ次調査出上の石器 (10)



図版 99

第Ⅱ次調査出上の石器 (H)



図版 100

第 Ⅱ次調査出上の石器 (12)



図版 101

第Ⅱ次調査出上の縄文時代中期土器 (37)



図版 102

第Ⅱ次調査出上の縄文時代中期土器 (38)



図版 103
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方形土坑 (完 掘 した状態・南側よ り)-1
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第 5号 円形土坑 (完 掘 した状態 。南側 より)-2
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平安時代末期 河川跡 (北西側よ り)-1

同 上 (西側よ り)-2



図版 107
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平安時代末期 河川跡から検出された木製品 (漆塗木椀 )

同 上 (木 皿 )
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渥 美 系 陶 器



悦 ―絢∈‖磯Ⅷ期―

買―%
23

域―Ⅷと 悦
~繰

8

Ⅷ

―

‰
1。 %%

11

維%にに15

~ 18

欝~斡
4‖け~々

爾~鵜
12

に

一

%

16

渥美系陶器 .青 。白磁器類
25        ~け 26



飴―Ⅷ
3

け~昨
5 手 ヽ 7

B―船 9 J島輻

薄~Ⅷ
3

葛 ~二7鴫 ~曳

Ⅷ ―鰯蔭許―に
23           2422                1

虻或~∴6T~ 絢�
28

山茶碗類 .青磁器類

図版 H5

■―疵

qqHを~謗
8

4~昨 12

静 鷺
21 u鯵

25

29



図版 116

漆 塗 木 椀
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木 皿



図版 118

加工のある木片および箸



図版 H9

第Ⅱ次調査区精査風景 (北東側 より)-1

同 上 (東側 よ り)-2
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